
    
      
        
      
    

  






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　三百年もの永きにわたって、大陸で続いていた魔女の時代。

　強すぎる力を持つ五人の女を忌み、その恐怖を忘れることのないよう人々が囁ささやき始めた時代は、一人の魔女の結婚によって終わろうとしている。

「貴方あなたって物好きですね。魔女を娶めとろうなんて。立場を弁わきまえなさい」

　真っ白な花嫁衣い裳しょうに身を包んだ魔女は、宝石のような黒い瞳を煌きらめかせる。

　その彼女を妻とするのは、若き大国の王だ。オスカーは清らかに飾り立てられた魔女の姿に見み惚とれていたが、ふっと笑った。

「今更それを言うのか？　ここで？」

　二人がいるのは結婚式の祭壇の前だ。各国の要人を含む客が数百人と集まり、異例過ぎる王の婚姻を見守る中、二人は他に聞こえぬよう囁き合っている。

　大陸最強と言われる『青き月の魔女』、永き時を生きてきたティナーシャは、絶世の美貌で少し拗すねたように言った。

「言うなら今が最後の機会ですよ。まだ取り返しがつきます」

「不要だ。俺が望んで、口説き落として、ようやくここまで来たんだからな」

　渋る彼女に気長に付き合って、その過去の清算に手を貸し、自分や彼女を害そうとする敵を退けて、ようやく求婚を受けてもらえたのだ。だから「やっぱり気が変わりました」などと言われる前に結婚したい。というか、ここまで来てそんなことを言われるとは思わなかった。これは彼女の方にやっぱり何か不満や不安があるのだろうか……オスカーがそんな可能性に思い当たった時、ティナーシャはふっと微笑する。

「ならいいです。魔女が貴方に、永遠に変わらぬ愛情を捧ささげましょう」

　鮮烈に響く誓いの言葉にオスカーは軽く目を瞠みはる。けれどすぐに頰を緩めた。

「俺の一生をお前にやる。俺と生きることを選んでくれた数十年を、お前が幸福と思えるように」

「もう充分過ぎるくらいです。四百年生きてきた中で、今が一番幸せですよ」

「ならそれが、ずっと続くように」

　オスカーは身を屈かがめて花嫁に口づける。聖堂内に祝いの声が上がり始めた。ティナーシャはまるで少女のように、頰をうっすらと赤らめて微ほほ笑えむ。




　──こうして、魔女の時代は終わる。

　そこにあるものは大陸最強の一対の、ささやかな恋物語だ。

　積み重ねた時の全てが消え去ることもなく、滅びたはずの国が続いていくこともない。

　数多あまたの消滅史の上に築かれた、書き換えられない、最後の正史。

　二人の名はそこに刻まれ、時の経過と共に少しずつ人々の記憶から忘れ去られていく。

　恋物語はやがて御お伽とぎ噺ばなしになり、御伽噺は語られなくなった時に消え去る。

　──そうして物語は終わる、はずだった。





※






「……母様はまだ起きないの？」

　王の結婚から九年が過ぎた。

　まもなく五歳になる王女は、寝台に横たえられた母親を見て不安げな顔になる。

　広い寝台で目を閉じているティナーシャは、もう丸一日目を覚まさないままだ。長い闇色の髪からいささか艶がなくなっているように見えて、オスカーは眉を寄せた。

　彼の妻、ファルサス王妃であるティナーシャが意識を失ったのは、ある襲撃事件がきっかけだ。

　ファルサス城内に侵入した狂信者の集団が、禁きん呪じゅを使い別の位階に繫つながる概念上の穴──通称「負の穴」を開こうとした。それをティナーシャは防いだのだが、彼女自身は禁呪にあてられたのか意識を失ってしまったのだ。

　オスカーは心配そうにしている娘、フィストリアの頭にぽんと手を置く。

「大丈夫だ。怪け我がはないし、魔力が乱れてるわけでもない。少し休んでるだけだ」

「本当？」

「本当。これくらいのことはよくあるからな」

　彼はそう微苦笑する。

　──本当に、今まで色々あったのだ。

　子供の頃魔物に攫さらわれたオスカーは、救出に来てくれた魔女と出会った。その彼女ともう一度会ってみたくて大人になってから試練の塔を登った。会えた後は、大陸最強の魔女である彼女を守り支えるための力が欲しくて、彼女から戦い方を教わった。

　それからも散々面倒事はあったのだ。結婚するまでも結婚してからも大小様々な事件があった。他国の人間はオスカーのことを「『呼ばれぬ魔女』を殺し、青き月の魔女を服従させて、魔女の時代を終わらせた王」などと言っているらしいが、彼としてはティナーシャと生きたいと願った結果、偶然そうなったに過ぎず、別に妻を服従させているわけでもない。

　だから、それら事件については一つ一つ語らずともいい話だ。全ては過ぎ去ったことで、もう戻ることも変わることもない。

　オスカーが幼い娘を抱き上げると、妻をそのまま小さくしたような顔立ちのフィストリアは小首を傾かしげた。

「父様って、意外と苦労してきたのね」

「意外とってなんだ……」

「だっていつも、母様に怒られても平気な顔してるし」

「一応ちゃんと聞いてるぞ。じゃないとティナーシャは余計に怒るからな。それに、俺がしてきた苦労なんて大したことじゃないさ。やるべきことか、やりたいことかのどちらかだったからな」

　そしてティナーシャを娶ったことに関しては完全に、自分がしたくて我わが儘ままを通したことだ。苦でも何でもないし、そこに付随する感情も記憶も大切に思う。彼女と結婚してから九年、欲しかった子供にも恵まれた。周囲のおかげで幸福な人生を送らせてもらっている。

　だからオスカーは、枕元に歩み寄ると妻の頰に触れた。

「少し疲れたんだろう。大きい魔法の相手をしたからな。回復するまで寝てればいいさ」

　王はそう言うと、ティナーシャの頭をそっと撫なでて寝台から離れる。彼は抱いている娘に笑った。

「さて、俺は仕事があるんだが、トリアは母様が起きるまでいい子で待てるか？」

「うん！　ウィルと遊んでくる！」

　弟の名を挙げてそう言う娘に、オスカーは微笑む。彼は妻の使役する精霊に後を任せると、娘を連れて部屋を後にした。

　魔女が眠る部屋に、静けさだけが打ち寄せる。





※






　──深い、深い眠りだ。

　夢の中を彼女は漂っている。

　世界は、見えているものだけではできていない。

　天上の美徳から最下層の負まで、数多の位階が揺らぎ続ける膜のように存在している。

　その全てを孕はらんで存在しているのが、この世界だ。

　人の魂は全てに繫がり、だが認識できる位階はあまりに少ない。

　そのはずだ。だが今ティナーシャは膝を抱き目を閉じて、重なり合う位階の中を漂いながらそれら全てを「見て」いた。

　自分が、無数の位階の中を通り過ぎていく。

　それとも位階が彼女の中を通り過ぎているのだろうか。

　世界を構成する膜に触れる。その度ごとに、己の中に異質なものがあるのを感じる。

　かつてはなかったもの、だが今確かに彼女の中にあるそれは、この世界のものではない。

「──自分が誰だか分かる？」

　唐突にかけられた声に、ティナーシャは目を開けた。

　世界を漂う彼女の前に浮いているのは、一人の少女だ。

　明るい茶色の巻き毛を揺らした美しい少女。その顔立ちは、ティナーシャがよく知る人間のもので、だが年齢が違う。おおよそ十五歳くらいだ。

　そして彼女の瞳は、本来の琥こ珀はく色とは違って金に輝いていた。

「……ルクレツィア？　どうしてここに？」

　古くからの友人の名をティナーシャは呼ぶ。それを口にしたことで、彼女は自分という存在が明確になるのを感じた。ルクレツィアは軽く髪を払う。

「んー？　今は一番、私がこの世界の意志を代弁させやすいからかな？　と言っても普段の私はそのことを覚えてないんだけどね」

「貴女あなた、割と得体が知れませんね……。さすが最古の魔女。前にも変なところで会いませんでした？　確か……位階間を貫通する柱の中、みたいなところで」

　ぼやけた記憶が徐々に明瞭になる。自分が誰なのか、分かっていたはずのことを思い出す。

「私は……魔女、で、ファルサス王妃」

　ティナーシャは、己のことを引き出して反はん芻すうする。

　四百年を越えて生きてきた魔女。大陸最強と呼ばれた『青き月の魔女』が彼女だ。

　祖国の滅亡によって魔女になり、祖国の民の魂を解放するために永い時を生きてきた。そしてそれが叶かなった後は、奇跡のような偶然の積み重ねで大国ファルサスの王に嫁いだのだ。

　だがその人生の中で、少女姿のルクレツィアと出会ったことはないはずだ。

　正確には、それは別の歴史での話だ。魔女にならなかった彼女が、四百年後にもう一度女王として即位した時の話。彼女の祖国、魔法大国トゥルダールが滅びなかったただ一度だけの歴史において、ティナーシャは別の姿をしたルクレツィアと出会った。

「あれ……なんで私、こんな記憶を持って……」

「あんたたちは、外部から送りこまれた干渉者の呪具を破壊した。でも砕かれたその破片は、あんたたち二人に刺さって、あんたたちの魂に力を残した。特にあんたは、もともと時間遡行の呪具の管理者として選ばれていたから親和性も高かったはず。覚えてる？」

「覚え、て……」

　──覚えている。

　問われた瞬間、思い出した。時を巻き戻す赤と青の球たまを破壊した時のことを。

「私の中にあるこの異質は、あの球が持っていた力ですか……」

　ティナーシャだけでは、時間遡行の呪具、エルテリアを破壊する決断はできなかっただろう。無数の繰り返しは、一つ一つが「もう一度やり直したい」という人の強い思いによって生じたものだ。その思いを否定はできない。加えて全ての繰り返しを破棄すれば、それによって助かった命も消えてしまう。

　その命の一つが、彼女の夫だ。

　だからティナーシャはきっと決断できなかった。おそらく彼女だけであったなら、呪具の管理者となったまま再び一人で永い時を生きることを選んだはずだ。

　だが、オスカーは呪具を破壊する判断を下した。人の思いによる無数の改かい竄ざんを受け入れたいと願うティナーシャに、彼女の夫は最後の改竄を行うことを示した。「全ての違えられた歴史を元に戻す」という最大の改竄を。

　それは人間の尊厳をかけた彼からの宣戦布告だ。人の可能性を貴んで、彼は決断した。

　そしてオスカーは呪具を破壊し、二人は新しい歴史で……もう一度出会えたのだ。自分たちが経てきた全てを忘れたまま恋をして、平穏な一生を終えると思っていた。

　ようやく己の異質を自覚したティナーシャは、少女に問う。

「こんなことを思い出してるってことは、私、死んだんですか？　ここは死後の世界とか？」

「あんた、元精霊術士なのに寝ぼけてるの？　死後の世界なんて存在しないでしょ。今あんたは、魂と精神だけで漂ってる。多分、別位階に触れるようなことしたんでしょ」

「ああー……」

　確かに以前もどこかで負の海に意識が放り出されたことがあった。あの時も認識できないはずの別の位階に触れたのだ。ティナーシャは、自分の中にある記憶のあまりの多さにかぶりを振る。これが生身であったなら眩暈めまいがしていただろう。

　彼女は気を取り直すと、目の前の少女に問う。

「それで、貴女は世界の代弁者として何を伝えに来たんです？　外部者の呪具の力を引き継いでしまった私を排除するとか？」

　この世界からすれば、ティナーシャと彼女の夫は明らかな異物だ。望んでそうなったわけではないとは言え、世界外から無遠慮に刺さった棘とげの力を継承している。そのせいで排除されるとしたら仕方がないが、せめて彼女の夫には人としての一生をまっとうするくらいの猶予が欲しい。

　いくらかの緊張を以もって問うティナーシャに、少女は艶あでやかに笑った。

「排除なんてしないわよ。私はただの伝達者だし。……あんた、大丈夫だとは思うけど、自分が何であるかちゃんと言える？」

「私？」

　以前も聞かれた。最下層の闇に、名を問われた。

　その時の彼女はまだ何者でもなかった。だから答えられる名がなかった。存在が未定義だった。

　けれど、今は違う。

「私の名は、ティナーシャ・アス・メイヤー・ウル・アエテルナ・トゥルダール・レギナ・ファルサス──逸脱者」

　人間から逸脱せし者。この世界に二人しかいない異質の一人。

「属性は、変革」

　この世界において知性あるものは、皆生まれながらに属性を持っている。ただ、人間階にいる者はそれを思い出せないだけだ。

　ティナーシャの属性は「変革」。彼女は実際、己の属性のままに時代を変えた。

　自身を宣言したティナーシャに、世界の娘はほろ苦く微笑む。

「分かってるなら、今伝えてもいいわね」

　彼女の金色の目が薄く光る。世界からの言葉が紡がれる。




『変質は贈られた。これより異質を取りこんだお前たちの魂・力・精神は、幾度死を経ても世界に溶け入ることはなくなる。時が満ちれば次の体に生まれ直す。この世界が、お前たちにその権能を与える。──外部より来し、十二の呪具を全て破壊するために』




「呪具破壊のための権能ですか……まるで強すぎる祝福ですね」

　異質になって魂が世界に還かえれない可能性は考えたが、これはそれ以上だ。まるで繰り返し舞台に立たされる尖せん兵ぺいだ。

　そして彼女と夫の二人は、尖兵でありながら唯一の対抗者でもある。今まで外部から送りこまれた呪具を破壊できるほどの存在は、この世界に現れなかったのだから。

　だから世界は二人の異質を逆手に取ることにしたのだろう。異質に変質を重ね、彼女たち自身をこの世界の武器とする。




『十二の呪具のうち三つはお前たちが壊した。残るは九つだ。たゆむな。忘れるな。外からの鑑賞を排せよ。干渉を退けよ』




　世界そのものの意志に全ての位階がさざめく。ティナーシャの上に、膝を屈したくなるほどの圧力がかかる。だが彼女は平然と金色の目を見返したままだ。




『お前たちは、この世界が作りし対抗呪具だ。全ての呪具を排すまで──戦い続けろ』




　感情のない託宣に、ティナーシャは美しく笑う。

　──ここにいるのが彼女の王でも、きっと同じことを答えただろう。

　だから彼女は当然のように返す。

「受諾しました。この世界に永き時をかけて、変革をもたらしましょう」

　傲然と、形無き冠を戴いただく女王のように。

　魔女は微笑んで目を閉じる。

　ルクレツィアは、そんな友人を一瞬痛ましく見やると唇を嚙かむ。

　無数の位階が二人の中を通り過ぎていく。





※






　ティナーシャはうっすらと目を開ける。

　差しこんでくる光は柔らかなものだ。意識が覚醒してくる。すぐ隣から少女の声が聞こえた。

「あ、ティナーシャ様、起きた？」

　ひょい、と覗のぞきこんできたのは、深紅の髪と瞳を持つ魔族の少女だ。ティナーシャは自分が使役している精霊の名を呼ぶ。

「ミラ。私、どうしたんですか？」

　枕元に精霊が控えているということは、何かしら面倒事があったのだろう。体を起こしながら汗ばんだ前髪をかき上げる主人に、精霊の少女は何ということがないように言う。

「んー？　覚えてない？　城に攻めてきた禁呪をねじ伏せた後、寝こんでたよ」

「禁呪？」

「負の穴を開けるやつ。人間って時々あれをやりたがるやついるよね。どうせ制御できないのに」

「ああ、それでですか……」

　別位階に通じる禁呪に触れたことで、魂が複数位階をもまた認識したのだろう。

　ティナーシャはたった今、友人の口を借りて聞いた言葉を思い出す。

「戦い続けろ、ですか」

　四百年間魔女として生きてきて、ようやく己の妄執から解放された。時間を止めていた肉体を戻し、ただの人として生きて死ぬ気になった。

　だがその自分に新たな運命が舞いこんだのだ。──永遠に等しい時を、干渉を排すために戦えと。

「どうしたの、ティナーシャ様。考えこんで」

「うーん、何でもないです」

　永く生きてきた彼女自身はともかく、同じく変質した彼女の夫はまだ普通の生の途中だ。魔法士ではない彼は、別位階に触れる機会もそうない。自身の逸脱に気づくのは数十年先か、或あるいは死した後になるだろう。

　だから今はまだ、自分たちを待つ未来について言うつもりはない。いずれ自分たちは必ず、人を外れたものとして生きていかなければならない日が来るのだから。

「せめてそれまでは、あの人には普通の人間としての幸福を得てもらいたいですしね」

　ティナーシャは穏やかに微笑むと、夫に会いに行くために寝台を下りる。

　己に残された、ただの人間としての平凡な日々を過ごすために。

　彼女は結局この時知った己の運命を明かさないまま、十二年後、人としての死を迎えた。
















　年月が過ぎ去るのは、あっという間だ。

　オスカーは、誰もいない広い私室を見てそう思う。

　彼が戴冠してからもう二十六年だ。長女のフィストリアは今年二十歳になる。つい最近まで、小さな子供だったような気もするのに驚きだ。

　そして──ティナーシャが亡くなってからはもう四年だ。

　ファルサス王妃である彼女は、結婚から二十一年後その生涯に幕を下ろした。国内の民族調停に向かった先で、魔女を忌む老女に刺されて亡くなったのだ。

　歴戦の魔法士である彼女が、老女相手とは言え不意を打たれたのは、彼女が穏やかな暮らしに慣れきっていた証拠で……だからオスカーはこの四年間ずっと後悔し続けている。妻を死なせてしまったのは、自分が彼女に城外に出る仕事を任せたからだ。報告を受けて駆けつけた時には既に、彼女は物言わぬ軀むくろになっていた。その姿を目の当たりにした時、冷たい頰に触れた時の衝撃は今でも言葉にならない。

　誰のせいでもない、と人は言う。実際、そうなのだと頭では分かっている。彼女は強く、有能な人間だった。そんな人間を一生鳥籠の中に閉じこめておくような真ま似ねはできない──そう分かっていても、どうしても後悔してしまうのだ。彼女を、自分より早く死なせたくなかったと。

　そしてそんな想おもいがあるからこそ、いつからか不思議な夢を見るようになったのかもしれない。

　あるはずのない歴史の夢。

　夢の中で彼女は、魔女のこともあれば、少女だったりもする。女王になったことも。

　時代と場所を変えながら、何度も彼女と出会い、別れていく。

　そして、どこでもない灰色の部屋に辿たどり着つく。

『もっと、君たちを見ていたかったよ』

　それは誰とも知れぬ男と向かい合って話している夢だ。

『君たちは死んだとしても、他の人間のように魂が世界に溶け入ることはできない。人を逸脱した異物として漂い続ける』

　繰り返す歴史にもないはずの会話。それをオスカーは夢に見る。異物のような記憶を思い出す。

『挑めばいい。挑み続ければいい。戦い続けるための変質を、僕と世界が君たち二人に贈るだろう』

　終わらない旅路が、自分たち二人を待っている。

　まるで自分が作った願望のようだ。失ってしまった妻と再び会える可能性がある。

　愚かしい空想だと人が聞けば笑うだろう。子供たちも健やかに育って大人になろうというのに、まだ妃きさきのことを忘れられないのかと。

　それでもやはり忘れられないと思う。忘れたくないと思う。

　一いち縷るの望みでも夢を見ていたいのだ。もう一度、彼女と──

　そう思っていた、ある月夜のことだ。

　オスカーは寝台から広い私室を見回し、そして露台に出る窓で視線を止めた。

　昔彼女がよく叩たたいた窓。その向こうから確かに気配を感じる。

　よく知る気配は、彼のことを窺うかがっているようだ。だからオスカーはできるだけ優しい声音を作って窓の外に呼びかけた。

「どうした？　入ってこい」

　その声に誰かは驚いたようだ。しばらくして、相手は窓硝子ガラスをすりぬけておずおずと姿を現す。

　長い黒髪に、人形のように整った顔立ち。小さな頃の娘を思わせる幼い少女は、夜に似た闇色の目で彼を見た。舌足らずな発音で問う。

「わたしがいるって分かってたの？」

「見られてる気がしたからな。おいで」

　──これはきっと、夢ではない。

　もし彼の願望が作る夢なら、妻はこんな幼い姿で現れないだろう。

「まだよく記憶が汲くみだせないの。生まれたてで分からない。この体も作ったばかりで……」

「魔族になったのか？」

　彼女の気配は人間のものとは少し違う。感じ取れる力も尋常ではなく、未成形の魔力が渦巻いている。もし人間でこれなら、生まれた時から周囲の人間が放ってはおかなかっただろう。

　それに彼女の容姿はフィストリアに似すぎている。ただの人間なら、この年齢になるまでファルサスに何の話も入らないはずがない。

　少女は困ったように首を傾げる。

「魔族がいちばん早く生まれられたから……。わたし、最上位なんだって。こわい？」

「平気だからおいで。顔を見せてくれ」

　重ねて言うと、少女は恐る恐る寝台に近づいてきた。闇色の瞳が彼を見上げる。

　懐かしい眼まな差ざしにオスカーは微笑んだ。彼女を膝の上に抱き上げる。

　愛らしい美貌の少女は、少し赤面しながらもまっすぐ彼を見返した。

「あの、本当に分からなくて……でも、あなたに会いたくて……」

「分かってる。よく戻ってきたな」

　その言葉に彼女はほっと顔をほころばせた。小さな手を伸ばして彼の首にしがみつく。

「わたし、ここにいてもいい？」

「もちろん。ずっと待ってた」

　あの夢が現実で、ここが人ならざる闘争の始まりだとしても構わない。どこでもない灰色の部屋で、自分はとっくに選択を終えていたのだから。

　少女は目を閉じる。折れそうなほど細い腕にぎゅっと力が込められる。

「わたし、あなたのこと、あいしてる」

　変わらぬ愛情に、オスカーの胸は熱くなる。

　彼女は自分に、やり直す機会を許してくれている。だから、今度こそ彼女を守り切れるように。これから永い闘争が続くとしても、いつでも彼女の盾となれるように。

　オスカーは己にそう誓って囁く。

「俺もだ。きっと永遠に変わらない」

　この感情を揺るぎない己の基点として戦い得るように。

　彼は戻ってきた妻を抱きしめながら、四年ぶりに過ぎ去った記憶のことではなく、自分たちの未来のことを考え始めていた。







　これからのために必要なのは、残していくものと持っていくものだ。

　小さな魔族だったティナーシャは、一月ほどの時間をかけて何度か体を作り替え、大人の姿と元の記憶を取り戻した。

　ただオスカーの方はと言えば、去年、長男のウィルに王剣を継承させていて、今は普通の魔法剣を持つだけだ。あと数年後には王位継承をと考えているので当然と言えば当然だが、呪具を探しての闘争を続けていくには心もとない。子供たちとこれからの王家に外部者の呪具についての知識を伝えながら、彼自身も戦える状態でいなければ。

　そう考えたオスカーが、妻と子供たちを連れてやってきたのは城の地下だ。

　暗い洞窟の中に広がる地底湖。何も語らない水面には波もない。ファルサス建国から七百年あまりの間、この湖は城の地下で沈黙し続けてきた。その存在が明るみに出たのは、繰り返された歴史の一つ、行き止まりにおいてだ。そして行き止まりの歴史も今はもう消え去った。

　繫がる道もないこの地底湖に彼らがいるのは、消えた歴史の記憶を汲みだせるティナーシャが、地上から転移門を開いたからだ。

「城の地下に湖があるなんて驚きです。湿気で地盤が緩みませんか？」

　辺りを見回してそう言ったのは、長男のウィルだ。オスカーの三人の子供のうち、彼が一番穏やかで常識があり、辛抱強い。精霊術士である姉と弟の間に挟まれて、よく二人の仲裁をしている。

　ティナーシャがウィルの疑問にくすくすと笑った。

「昔、私も同じことを言いましたよ。意外に地下深くにあるので平気みたいです」

「母上は前から知ってたんですか？　転移座標を取得してますよね」

　末弟のルイスは不思議そうに問う。この場所のことは王家のどの書物にも書かれていないと知っているのだろう。そんな弟を、姉のフィストリアがつついた。

「だから、前の歴史で来たことがあるってことでしょ。さっき聞いたばっかりじゃない」

「その話がまず信じがたいんですけど……。魔法法則に反しすぎじゃないですか」

「死んだはずの母様がここにいることが既に反してるでしょ」

「それは確かに……」

　ルイスとウィルは顔を見合わせる。十五歳から二十歳までの彼ら三人は、たった今、父王から魔法法則に反する「世界外の呪具」について聞いたばかりなのだ。オスカーの子供たちは、これから自分たちが王剣と共に継いでいくべき口伝を聞いたものの、息子二人はまだ困惑気味だ。

　一方、フィストリアはあっさりとした態度で父に確認する。

「要するに、アカーシアを継いでいく王家は、その世界外から来てる呪具を見つけたら破壊すればいいんでしょ。普通じゃ壊せないものなんだから」

「ああ、その通りだ」

　──世界外から送りこまれた呪具を破壊すべし。

　それが、オスカーが王家に残す口伝だ。外部者の呪具に対抗できる力を持ったものはそう多くない。だからこそ、その一つである王剣アカーシアを継ぐ直系王族が自覚していなければならないのだ。自分たちはこの世界に紛れこんだ異物を排すべき立場にあるのだと。

「無言の湖が城の真下にあるのがいい証拠だ。アカーシアをこの湖から取り出したのは初代王妃ディアドラだが、彼女もまた世界外から来た存在だった。この湖にはまだ彼女の力が残ってる」

　子供たち三人は複雑な目で湖面を見やる。特に魔法士であるフィストリアとルイスは、魔力を封じる湖水の気配を感じ取っているのか嫌な顔だ。

　宙に浮いているティナーシャが、夫に尋ねる。

「で、ここに来てどうするんですか、オスカー？」

　建国神話に残る無言の湖を子供たちに見せ、口伝を残した。だがそれは保険のようなものだ。呪具と戦う役目を誰よりも負っているのは、オスカー自身と彼の魔女で、だから今この湖に来た。

　妻に遅れること十五年以上、ようやく自分の変質を知ったオスカーは、妻に笑って見せる。

「俺たちはこの先ずっと戦わないといけないらしいからな。玉座を退いた後、お前と生きていくのに欲しいものがある」

「欲しいもの？」

　不思議そうに首を傾げる彼女の隣で、オスカーは片膝をつく。

　そして彼は、何も持っていない右手を無言の湖に差し入れた。

　無色の湖水に溶けているものは、世界外から来たディアドラが、同胞たちのもたらした呪具に対抗するためにこの世界へ残した力だ。オスカーは法則外の力に向けて宣言する。

「来い。俺と共に来て、俺の力になれ。アカーシアの正統な主人として、内部者ディアドラの後継者として、干渉の力を打ち砕くことを約束する」

　彼の言葉に応えて、湖に溶けていた力が集まってくる。王の手の中に結実していく。

　そうしてオスカーが、湖の中からもう一振りのアカーシアを取り出すのを魔女は闇色の目を瞠って、魅入られたように眺めていた。

　──歴史に残らぬ物語は、ここより始まる。





※






　魔女の時代を終わらせた婚姻から三十三年。

　時代の節目を作ったファルサス第二十一代王の葬儀は、国の慣習に従って密ひそやかなものだった。

　大聖堂での葬儀の参列者は血族と重臣たちのみで、街にはただ報しらせが回っただけだ。

　魔女を愛し、彼女を娶った王。ファルサスの歴史の中でも特異な結果を残した彼のことを、民たちはそれぞれの感慨を以て偲しのんだ。

　広い国土のあちこちの街で古い鎮魂歌が奏でられ、その音は晴れた日によく響き渡る。

　風に乗って遥はるか遠くから響いてくる鐘の音に、荒野の只ただ中なかに立つ若い男は苦笑した。隣にいる黒髪の女がそれに気づいて首を傾げる。

「どうかしました？」

「いや、こんなところにまで葬儀の鐘の音が聞こえるんだな。国外なのに」

「えー。私は聞こえませんけど。耳良すぎないですか？　遮蔽物がないから？」

　彼女が言う通り、何もない荒れ野から最寄りの町までは遮るものはないが、その距離はかなりのものだ。だからきっと、ただの気のせいなのだろう。

「あと、ここはもう国外じゃないですよ。何もない土地ですけど」

　二人が立っているのは、かつてのファルサス国境の西、青い塔が建つ荒野だ。

　遥か昔、ここは、古き魔法大国が治めた土地だった。それが滅んだ後は、魔女の塔がそびえたっていた。「登りきった者の願いを一つだけ叶える」と魔女が約束した試練の塔だ。

　天にそびえるうっすらと青い塔。その前に立つティナーシャは目を伏せて微笑む。

「さて、荷物は全部出し終わりましたし、この塔も解体しますか」

「急に塔がなくなったら、みんな驚くだろうな」

「どうですかね。案外、納得するかもしれませんよ」

　この塔に棲すんでいた『青き月の魔女』が、ファルサスの第二十一代王に嫁いだことは有名な話だ。

　だからこの塔はそれからずっと主人が不在がちで、十二年前に彼女が亡くなった時に、完全に空っぽになった。

　戻ってくる魔女もいなくなって、ただ残された塔。

　けれど王の死と共に塔が消えたのなら、皆は腑ふに落ちるだろう。魔女の塔は、彼女が愛した王に殉じて消え去る。それはいかにも御伽噺の終わりらしい。

　彼女は笑って、隣に立つ使い魔に命じた。

「いいぞ、リトラ。解体を始めろ」

「かしこまりました、マスター」

　子供の姿をした使い魔が両手を挙げると、塔はまるで頂上から糸を解ほどくように消きえ失うせていく。

　その幻想めいた光景を、葬儀の主であるはずのオスカーは興味津々の目で見上げていた。







　いくつかの選択の結果、人から外れた存在になった。

　それは終わらない闘争の始まりで、ただ二人一緒であることは幸福だと思う。

　解体した塔の代わりに、人が踏み入ることもない大陸西部の深い森の中に屋や敷しきを建てた彼らは、そこを自分たちの拠点と定める。広くはあるが、城に比べれば普通の屋敷の中をぐるりと回って来たオスカーは、台所を片付けている妻に感想を述べた。

「面白い。こういうの初めてで楽しいな」

「貴方はずっと城暮らしでしたもんね。でも私とリトラで手が回る範囲って言ったらこれくらいの広さですから。慣れてください」

「俺も色々やってみたい」

「はいはい。少しずつ用事を頼みますよ」

　何百年も生きてきた魔女と違って、オスカーはずっと王族として暮らしてきたのだ。当たり前の生活のことも意外と知らなかったりする。そのせいで新生活に期待を隠しきれていない夫に、ティナーシャは微笑んだ。

「それより、体に違和感はないですか。もうちょっと年齢を弄いじります？」

　現在オスカーの肉体は、魔法操作で二十五歳のものになっている。

　彼の本来の年齢は五十四歳、記録では病死ということにして城を出てきた。その後ティナーシャが彼の肉体年齢を弄ったのだが、これは「戦闘のしやすさ」を重点にオスカー自身が決めたものだ。

「ちょうどいい、と思う。このまま成長停止をかけるのか？」

「今はそうしてます。けどそれは、現状貴方の体が人間本来の肉体のままだからです」

「すまん。何を言ってるか分からない」

　正直に彼が言うと、ティナーシャは自分の説明が言葉足らずと分かったのか言い直した。

「今の貴方は、死んだことがありませんよね。だから最初で最後の人間の体です」

「ああ、そういうことか」

　人から外れた存在。彼ら二人がそうなったことは、ティナーシャ自身が既に証明している。

　病死を偽装したオスカーの棺ひつぎは空っぽだが、ティナーシャは違う。彼女は確かに十二年前、一度亡くなった。城の霊れい廟びょうには今でも彼女の遺体が残っているはずだ。その後に彼女は、最上位魔族として自分を再構成し、そこから徐々に自身を戻して今に至るのだ。

　そして彼女と同質者であるオスカーも、やがては同じ運命を辿る。今後彼が死ねば、やはりいくらかの年月を経て世界に戻されるだろう。

「次の体は魔法で成長停止をかけなくても、ある程度の年齢になると自然に止まるようです。私だと二十歳くらいですね。貴方の言葉を借りるなら、ここが私の戦闘年齢なんでしょう。あとは昔の私と同じで、そこから老化しないで生き続けるという感じです。もちろん不老であって不死ではないですから、死ねばまた生まれ直し、の繰り返しです」

　それは明らかに人間に可能なことではない。普通の人間であれば、死ぬと魂が四散して世界に溶け入る。だが彼ら二人はそうならない。権能と言えば聞こえがいいが、正確には「世界に許されていない」と言った方がいいだろう。

　だから二人の魂は、死ぬと新たな肉体を得るまで世界をさまようことになる。そして、生まれ直せば再び戦いを始める。その繰り返しだ。

「つまるところ今の私たちは、破壊したあの呪具のように『時間を巻き戻して繰り返す』という形とは違いますが、死んでも次があるわけです。『繰り返し挑んで、外部者の呪具を何とかしろ』というのが、この世界から来た要望ですね」

「気安く任せてくるな、と言いたくなるけど、まあ仕方がないか。適任と言えば適任だ」

　偶然が重なった上とは言え、彼ら二人は世界外からもたらされた呪具を立て続けに破壊してきたのだ。破壊された呪具の余波で魂が変質したとなれば、対呪具を任せるには適任だったのだろう。

　もともと当代最強と言われた一対だ。玉座から離れてしまえば自由も利く。たとえば、この世界のどこかに潜んでいる呪具を探すことなども。

　ティナーシャは夫から離れると、細い肩を竦すくめた。

「けど、探すには相当骨が折れそうですね。この大陸以外にも散ってそうですし」

「お前はそういう魔法法則外のものを他に知らないのか？　色々情報が入ってくるんじゃないか？」

　ティナーシャは長い年月、塔の魔女だったのだ。実際、大陸に起きた謎の怪事件が彼女の仕業だった、ということも多い。ならば他の不思議な話も彼女の耳に入っていたりはしないのか。

　けれどその問いに、ティナーシャは自分のこめかみをつつく。

「うーん、魔法法則で解明できないものが全て外部者の呪具絡みじゃないですからね……。たとえば、『水の魔女』カサンドラは『外れない占い』をしますけど、その正体はおそらくぼんやりした未来視です。魔法じゃないけど、外部者由来でもない異能。そういうものがこの世界には結構あって、不思議な話も大体それらが正体だったりするんですよね」

「ああ、なるほどな」

　確かに隣国ガンドナの女王、オーレリアも過去視の異能を持っていたのだ。ああいうものと呪具を、情報だけでより分けるのは難しそうだ。

「一つ一つ地道に確認していくしかないな。ただあまり根を詰めても先は長いし、ゆっくりあちこちを回って、おかしな話を集めて行こう」

「かしこまりました」

　オスカーは妻に歩み寄るとその体を抱き上げる。ティナーシャは一瞬目を丸くしたが、すぐにころころと声を上げて笑った。

「どうしたんですか。まだ家の片付けが終わってませんけど」

「こんなに自由なのは初めてだから面白い。抜け出しても怒られなそうだし」

「抜け出しという概念自体がなくなりましたからね。一人で出かける時は行き先を申告していってください。私がいても支障ないなら一緒に行きますよ」

「一緒に行こう。冒険者みたいなことがしてみたい」

　街を渡り歩き、依頼を受けて、人を助けたり遺跡を踏破したりする。どれも自分にもう一つの人生があったならやってみたいと思っていたことだ。王族でなかったら選んでみたかった生き方だ。

　その機会が得られたのは幸運だろう。夫の密やかな願いを知っていたティナーシャは相好を崩した。オスカーの首に細い両腕を投げかける。

「いいですけど、もう少し片付けてからです。じゃないと食事の支度もできませんから」

　彼の額に口付けて、魔女はふわりと宙に浮かび上がる。そのまま天井近くの戸棚を整理し始める妻に、オスカーは笑った。

「じゃあ俺は他の部屋に荷物を運んどく。区切りがついたら呼んでくれ」

「はーい」

　あちこちに積まれている木箱は、ティナーシャが塔から持ってきた家財だ。オスカーはそれらを蓋に書かれた内容物を元に各部屋へ運んでいく。それを終えた後は、木箱を開け荷解きをしていった。彼の人生の中で、引越しなどしたことがないのでとても楽しい。空っぽの部屋に自分で物を並べていくことが、こんなに面白いとは思っていなかった。

　ティナーシャの魔法関係のものを除いて大方の箱を開け終わった頃に、彼女が顔を出す。

「お待たせしました。って、あなたも仕事が早いですね」

「家具の配置は塔の部屋に合わせといた。変更希望があったら言ってくれ」

「完璧です」

「そこまで言いきられると不安になるんだが」

「だって私、家具の配置に強いこだわりないですもん」

「まあ、そうだろうな……」

　彼と違って、妻は大陸を転々としていたこともあるのだ。引越しにも慣れているのだろう。

　魔女は彼に白い手を差し伸べる。

「さあ、どこに行きたいですか、私の王。やってみたいことを全部言ってください。これから一つ一つ叶えていきましょう」

　──その言葉に、オスカーは塔での光景を思い出す。

　多くの繰り返した歴史において、初めて彼女と出会った時のこと。

　青い塔の最上階で、彼女は達成者となったオスカーに笑いかけたのだ。

『それで、貴方の願いはなんですか？』

　あの時彼に許された願いは一つだけだった。だが今は「全てを」と言われている。

　それがなんだかおかしくてオスカーは笑い出した。途端、妻は怪け訝げんそうな顔になる。

「どうしたんですか、急に」

「いや。あまり俺を甘やかさなくていいからな」

「どちらかというと、甘やかされてるのは私だと思うんですけど」

　平然と嘯うそぶく魔女は、自分から飛びついてオスカーの手を取る。

　嬉うれしそうなその顔を見るだに、彼女も楽しんでいるのかもしれない。そうであったならいいだろう。自分たちは今のところ、終われない旅路を歩み始めているのだから。

　ティナーシャの開いた転移門が、二人をのみこむ。

　二人はそして、大陸南東部の街に転移した。





※






　──追ってくる。

　あれが、追ってくる。

　夜の森の中、あれは違わず追いかけてくる。

　木々のへし折られる音が、枝の踏みしだかれる音が夜に響く。

「どうして……死んだはずなのに……！」

　暗い中、ひたすらに走り続けて体はもう限界だ。息は上がって、汗が全身を濡ぬらしている。

　足元は覚おぼ束つかない。灯あかりもない。今まで転ばないで来られたのが奇跡なくらいだ。

　だがどの道、逃げても無駄だろう。あれは必ず追いついてくる。

　それが分かっているにもかかわらず逃げてしまうのは、「死にたくない」と思っているからだ。

　死にたくない。無理だと分かっても思ってしまう。恐こわい。恐い。恐い。

　すぐ背後に生臭い息遣いが聞こえる。低い唸うなり声。内臓に響く音。

　もうすぐ、あの濡れた牙が自分を食い散らかすのだ。そのことを想像するだけで死んでしまう。

　死が避けられないものなら、せめて痛みも苦しみもなく今この瞬間に死んでしまいたい。

「っ、あ……っ！」

　そんなことを考えていた彼は、木の根に躓つまずいて地面に突っこむ。

　己の失態に頭の中が一瞬で真っ白になる。もう何も考えたくない。もう何も。何も……。

　追ってきていた軽い足音が、自分のすぐ横で止まる。

　自分の心臓の音と、あれの息遣いだけが夜の森に聞こえる。

　そこからの十数分間、森には彼の悲痛な絶叫と、肉を食い散らかす音が響き渡った。





※






　ワカニの街は、大陸南東部において、二本の街道が交わる要所だ。

　商人や旅人が行き交い活気あるこの街は、交易によって得た儲もうけから多くの税を納めることによって、半ば国から独立した自由を得ていた。

「──という話は知ってはいたが、実際見るとずいぶん雑然とした街だな」

　賑にぎわう大通りを行きながら、オスカーは物珍しく辺りを見回す。大通りと言っても、大国の城都と違って道は舗装されてはおらず、ただ水勾配のための傾斜が中央から脇へ軽くつけられているだけだ。左右に立ち並ぶ建物は雑多で、木造の小さな建物がひしめきあっている場所もある。

「これ、火事や大雨の時に困らないか？」

「困りますよ」

　平然と答えるのは彼の隣を行く魔女だ。面倒事を呼びこまぬよう、顔にヴェールをかけたティナーシャは苦笑する。

「ファルサス城都みたいに王の目が行き届いてる街とは性質が違います。この街には公益って意識がほとんどないんです。困ったら困った時に困った人間がなんとかすればいい。それに協力するのは個人の裁量です」

「……なるほど」

　通りは賑やかな様子だが、ふと路地に目をやれば、ぼろぼろの格好で座りこんでいる者たちもいる。彼らに共通するのは生気のない虚うつろな目で、まるでそのまま朽ちていくかのようだ。オスカーは端整な顔を軽く顰しかめた。

「運と要領のいい者が成功する街、か。なかなか厳しい場所だな」

「それを覚悟の上で来てる人間ばっかりですから。決して住みやすい街じゃないとは思うんですけど、不思議と人が絶えないんですよね。ただ、ちょっと前に来た時はここまで貧困層が多くなかったんですけど」

「ちょっと前っていつだ？」

「二百年前……ですかね……」

「お前のことだから、それくらいだろうとは思った」

　まったくもって「ちょっと前」ではない。小さな村が町になるくらいの年月だ。彼女にかかると百年前を昨日のことのように語るので、その辺りは留意しなければならない。

　魔女は何事もなかったように微笑み直す。

「そんなわけで、この街は自分を守るために、何人かで集まって互助の契約をしてるって人が多いですよ。ほら、あの看板見てください」

　ティナーシャが指さしたのは、小さな露店の軒先に下がっている看板だ。二つの炎を中心とした意匠で、下に「火の角」と書かれている。

「互助会に入っている人間は、ああいう風にどこに属しているのか示したりします。もっとも、実際に所属を誇示してるのは、大きいところくらいですけど」

「自衛と自治か。面白いな。どうせ大きいところは得られるものが多い代わりに、会に納める金額が高かったり、入るのが難しかったりするんだろ？」

「ご明察」

　ティナーシャはヴェールの下でころころと笑う。澄んだその声はオスカーの気分を浮き立たせた。彼は妻の手を取る。

「街を一周してみていいか？　色々見てみたい」

「どうぞ。……っと、貴方はどこかで剣を買った方がいいですね。帯剣してた方が揉もめ事ごとに巻きこまれにくいですから」

「ああ、そうだな」

　今のオスカーは剣を佩はいてない。王剣アカーシアは現王であるウィルが持っているし、その後に使っていた魔法剣も城に置いてきた。だがそれは、彼にまったく武器がないということを意味しない。しないのだが、見せるための武器も必要だろう。それに今の彼の武器は、ささいな揉め事で抜けるようなものではない。

「なら武器屋と……ああ、お前の服も買うか」

「さっそく着せ替え!?　他にいくらでもできることあるのに!?」

「永遠に俺の趣味だから諦めろ」

　オスカーが手を引くと、魔女は細い肩を竦める。

　そうして近くにあった衣裳店に入ろうとした時、すぐ傍そばの路地から小柄な人影が飛び出してきた。

　外がい套とうを目深にかぶったその人物は、正面にいたティナーシャにぶつかりかけ、けれど直前でオスカーが妻の体を引く。結果として相手は通りに飛び出し、そのまま反対側の路地に消えた。

「大丈夫か、ティナーシャ」

「あ、ありがとうございます」

　急に引き寄せたため、彼の体にぶつかったティナーシャはおでこを押さえる。それをしながら彼女は、人影が消えた方を振り返った。

「今の人、訳ありっぽいですね」

「古い血の臭いがしたな」

「え？」

「ティナーシャ、先に剣を買おう」

　外套を着た人物は既に見えない。だが何かざわつく感じがするのだ。彼の勘に信頼を置いているらしいティナーシャは黙って頷うなずく。

　通りはそうたくさん店があるわけではない。二人はしばらく歩いて、武器を扱っている店を見つけた。だが「火の角」の看板が下がる扉を開けてすぐ、中から男の声が飛んでくる。

「悪いが、今はちょっと立てこんでる」

　そう言い放ったのは、店の奥にいる主人だ。店の中には他にも数人の男がいて、物々しい空気が立ちこめている。オスカーの陰にいて前が見えないティナーシャが、夫の服の背を引いた。

「どうかしたんですか？」

「いや、やってないみたいだな」

　雰囲気的に揉め事が起きているのだろう。それならそれで別の店をあたるだけだ。ティナーシャも同じことを思ったらしく、あっさりと返す。

「なら別のところ行きましょう。というか、いっそ屋敷に転移して取ってきましょうか？　多分塔から持ってきた荷物の中に、一振りくらい剣があったと思います」

「それも手か」

　すぐに買えるなら現地調達するかと思ったが、もう一軒店を探すならティナーシャに頼んだ方が早いかもしれない。

　けれどそれを聞いて、男たちは軽くざわめいた。オスカーに声がかかる。

「あんた、転移を使える魔法士を連れてるのか？」

「……ああ」

　──これは面倒事だ。

　転移魔法を使える魔法士は少ない。それは座標を取得し離れた地点間を繫ぐこの魔法が、きわめて高難度なものだからだ。ましてや、そんな技術を持っていて在野の魔法士は稀き少しょうだ。

　ふってわいた好機に男たちはざわめく。ただオスカーにとっては妻をいいように使われるのも気が進まない。彼は先にティナーシャに相談しようと思ったが、それより早く彼女がくいくいと服を引いた。

「別に構いませんよ。大した手間でもないでしょうし。それに、もともとおかしな話を探しに来たんじゃないですか」

「言われてみればそうか」

　武器を手に入れたら、不思議な話や困りごとがないか情報収集しようと思っていたのだ。なら、多少順番が前後しても問題ないだろう。

　オスカーは納得すると、自分の後ろにいて見えないティナーシャを示す。

「俺の妻だ。何か魔法士が要り用なことでもあるのか？」

　その言葉に男たちはざわめく。彼らは希望と打算のよぎる顔を見合わせた。

「どうする？」

「好機だ。腕の立つ魔法士がいるなら頼んでみた方がいい。俺たちじゃ今の森にはとても入れない」

「けど、時間がないといっても、相手は余よ所そ者ものだ」

「そこまで踏み入らせなくていい。死人は森の入口でも出てる。あれの再来が確認できれば、後からでも昔みたいに討伐要請が出せる」

　ほどほどに物騒な小声での相談を、オスカーは表情を変えぬようにして聞く。後ろのティナーシャには聞こえていないらしく、彼女は夫に囁いた。

「どうかしたんですか？」

「揉めてる。すぐに終わると思うが」

　オスカーの言う通り、結論が出たらしく店主が顔を上げた。

「中に入ってくれ。あまり表沙汰にできない話だ」

　言われて二人は中に入ると扉を閉める。

　そうして彼らは、ここ一カ月ほど続いている、とある「異変」についての話を聞いた。







「森の中にいる獣、ですか」

　ワカニの街の南は広い森になっている。そこは昔から「魔物が棲む」と言われており、人々は間違って立ち入らないように気をつけていた。

　ただ十年ほど前、街の新しい住人が何人か知らずに森に入ったのだという。

　──結果として、その全員が惨殺体となって発見された。

　深い爪痕を残して殺害された彼らのうち数人には、明らかに食べられた痕跡があった。

　その事実に人々は戦慄し、今度は「魔獣を討伐するために」人員が用意された。森はあまりにもワカニの街に近すぎたのだ。だから国に申請して宮廷魔法士を何人か派遣してもらい、大規模な討伐隊を組んで、森での狩りが行われた。

「それで討伐は成功して、死傷者を出しながら問題の獣が死んだのが十年前、ということか」

「そんな話、全然知りませんでしたね」

「距離があるからな」

　さすがにファルサスが大陸でも指折りの国とはいえ、全ての情報が集まるわけではない。無事討伐が終わったというならなおさらだ。

「ただ問題は、最近またその獣が復活してしまったってことですけど。獣の子供でも生き残ってたんですかね」

　一カ月前から、再びワカニの森で死者が出るようになった。

　発見された無惨な死体は十年前の被害者と同じで、爪痕があり、内臓が食い散らかされていた。昨日にはついに「火の角」の所属員からも死者が出て、どう対応すべきか問題になったというのだ。

　細い獣道を進みながら、オスカーは言う。

「まず、本当に十年前に殺せてたかどうか知りたいな」

「確かに殺したはず、って言ってますけど、十年前ですもんね」

　最初に疑うとしたらそこだ。殺したと思っただけで、実は生命力の高い個体で生き延びていたかもしれない。

「お前はその獣の正体をなんだと思う？」

「まず間違いなく魔物です。ずっと昔から十年前までいた、という寿命の長さからしてそうですし。普通の動物が瘴しょう気きなどに当てられて魔物化したか、生まれながらに魔物だったかは不明ですけど、そういう類の生物だと思いますよ」

「それが死んでなくて十年かけて復活したか。ありえる話だな」

　森の中を行く二人の足取りは気負いがない。まだ日が高いとは言え、かなりの動じなさだ。

「火の角」は、彼ら二人に「森の入口から中央までを確認して問題の獣がいるかどうか確認してほしい。もしいた場合、可能なら討伐」を頼んできたのだ。どうも他の街や国に救援要請を出そうとしたところ、「当の獣の実在確認をしてから」と突っぱねられてしまったらしい。おかげで傭よう兵へいでも雇って確認をさせるか悩んでいたのだという。

　ちょうどそこに現れた二人は一通りの事情を聞き、今は一番新しい死体発見現場に向かっている。

「今のところ死者が出てるのは夜だけですか。六人死んでますね」

「森に入るのをやめればいいと思うんだが」

「それは私も思いますが、街の近くで放っておけないって気分も分かります」

「まあ、そうだな。特に変わった話でもないが、聞いた以上片付けとくか」

　オスカーは、目印として木の幹につけられた十字の傷を見つけると、そこから道なき森に踏み入る。ところどころ踏まれて折れている枝や草を頼りに、更に木々の合間を進んでいった。

　そうして五分もしないうちに、死体が見つかった現場に到着する。

「ここですね」

　ティナーシャがそう断言するのは、まだ辺りの草や地面に血の跡が残っているからだ。

　黒く変色した血痕からすると、相当ひどい傷を負ったのだろう。だが周囲に気配はない。二人は手分けして辺りを調べた。

「俺たちが辿ってきたのは、死体を回収した人間たちが来た道か。死んだ人間は奥から逃げて来たみたいだな」

「こんなところを走って逃げるなんて相当頑張りましたね。私ならもっと早く捕まってます」

「嫌なことを言うな。それより、肝心の獣の方の痕跡がないな」

　見たところ、近くの木々に爪痕もなければ、草に足跡も残っていない。まるで実体のない相手にやられたかのようだ。ティナーシャは言われて周囲を見回すと、腰に両手を当てる。

「これ、本当に獣による殺人なんですかね。人間が殺して偽装したとかじゃないですか？」

「なるほど？　確かに肝心の獣を目撃した人間は生き残ってないしその可能性もあるな。単に死体の様子が十年前と同じだから、獣の再来だと言われてるだけらしい」

　爪痕と牙の痕、そして内臓が食べられていたという全てが十年前と一致している。ただ当の死体を二人は見ていない。あまりにひどい状態だったので、家族と互助会の同意のもと火葬されたのだ。

「仕方ないんですけど、死体も調べたかったですね」

　だがそうは言っても今の二人は揉め事が持ちこまれる城の主でもなんでもない。ただの通りすがりだ。与えられた情報下でやるしかない。

「じゃあ次は、十年前にその獣の死体を埋めたってところを確認しにいくか」

「そうですね。相手の正体を摑つかめればやりやすいですし」

　オスカーが獣の埋葬場所について尋ねた時、男たちは「あんたら、物好きだな」と言いながらも教えてくれた。その時の口ぶりや彼らの様子から察するに、男たちは本当に獣を畏れているようだ。

　なら確かに、それだけの恐怖を刷りこんだ「何か」はいたのだろう。

　二人は方向を変えて、指定の埋葬場所に向かう。そこは森の比較的手前、だが小さな崖の下で、人が立ち入らない場所だ。魔法を使って崖の下に降りた彼らは首を捻ひねる。

「こっちも別に変わったところはないな」

　教えられた場所は草の茂る小さな広場だ。木などは生えていないが、草はティナーシャの膝くらいまでは伸びている。目印代わりか、中央には小さな子供くらいの岩が置かれていた。

「うーん、土の中から這はい出でてきた様子もないですね。もしくは埋められてすぐ脱出して、十年間どこかで眠っていたとか」

「土の中で十年眠ってるよりはありそうだな。ティナーシャ、掘り起こせるか？」

「はーい！　お任せください！」

　ティナーシャは少し考えると、構成が決まったのか詠唱を始める。

　すると、中央にあった岩がふわりと宙に浮き、広場の端に移動した。次いで草がその下の土ごと波が引くように外周に動いていく。ゆっくりと、重い音を立てながら土が避よけられていき、すり鉢状の穴が形成されていった。オスカーはその中央を凝視していたが、不意に手を挙げる。

「ちょっと止めてくれ。何か見えた」

　詠唱を止めさせて、彼は自分で穴の中に降りる。長身の彼が見えなくなるくらいの深さになっていた穴は、土から少し異臭が漂っていた。

　オスカーはその中央に見えている薄茶色の何かを、手袋を嵌はめた手で掘り進む。すぐにそれは、表に出てきた。

「……骨、だな」

　かなり大きな、動物の骨。うっすらと変色している骨だ。

　オスカーがそれを引き上げて見せると、ティナーシャは眉を寄せた。

「えー？　ってことは、十年前には確実に存在していたんですね」

「いや、これだけじゃちょっとどんな生物かよく分からないな。もう少し掘ってみるか」

「魔法でやりますよ。その骨持って戻って来てください」

　ティナーシャは、オスカーから骨を受け取ると、その骨にまた詠唱をかける。

　どこの部分か、緩やかに湾曲した太い骨は空中を滑ると、すり鉢状の穴の真上で止まった。やがて、それに引っ張られるようにして土の中から次々残りの骨が現れる。

　宙に浮かぶ骨は、一ひと揃そろえになったところで止まった。

「かなり大きいですね。組み立ては私に知識がないんで無理ですけど、四つ足の獣かな」

「頭が大きくて丸い。熊の馬鹿でかいやつか？」

　頭蓋骨の額の部分は、砕けて穴が空いている。正面から戦せん槌ついを叩きつけられたか何かだろう。

「これ、斃たおした人かなり大変だったんじゃないですか。下手したら死んだんじゃ」

「角度的に相打ちかもな。魔法士の防御結界があったら分からないが」

　二人はおのおの感想を述べたが、事態としてはまったく進んでいない。「十年前の獣はちゃんと死んでいた」ということが分かっただけだ。

　ティナーシャは白い指を顎にかける。

「うーん、ってことは、今の被害を出してるのは別個体ですかね」

「殺人偽装って言わないのか？」

「ちょっと想像より大きかったんで、これは偽装が難しそうです。本当に類似の獣がいた、の方がありえるかと」

「そういう感じか」

　確かに、この爪で裂かれた傷を刃物で再現するのは困難だろう。加えて死体は食害されている。

　魔女の視線が、じっと空中の骨に注がれた。

「残留魔力が未いまだにあることからして、こっちは生まれながらの魔族っぽいですね。これなら何百年も生きるでしょう。昔から存在したという話も頷けます。ただ──」

　ティナーシャは細い首を傾げる。

「この手の魔族って生殖能力がないんですよ。だから今いる別個体が子供とか、そういうことはないはずです」

　言われてオスカーは、彼女が子供たちに残してきた上位魔族のことを思い出す。

　古き魔法大国トゥルダールと契約し、ファルサスにその契約を移した十二体の彼らを見れば分かるが、上位魔族は歴然とした個として存在しており、血の繫がりというものが存在しない。魔としての純度が高いものほどそうらしいのだ。ならばここは、ティナーシャの見立てを信じた方がいいだろう。

「ちなみに、もともと二体いた可能性はないのか？」

「うーん、それも考えにくいです。ここまで力のある魔族なら、二体同じ存在が生じるっていうことはまずないかと。ああいうのって力がたまたま凝こごって発生するものですからね。そういう場合、二体になるんじゃなくて、より強い一体になるはずです。あとは上位魔族に作られた魔族なら二体同じ存在がいる事例もありえますが、骨が残ってることを考えると違うかな……。作られた魔族って純度が高くて、死ぬと肉体が残りませんから」

「……なるほど」

　オスカーは空を見上げる。時刻は少しずつ夕暮れに近づいているようだ。宙に浮かんでいる骨群は、ゆっくりと回転している。

「結局、討伐してみないと分からなそうだな。夜になりそうだし、このまま森を回るか」

「それが妥当ですね。偵察出します」

　ティナーシャは、ぱちんと指を弾はじく。途端に骨は元の穴の中へ落ちてガラガラと音を立てた。

　同時に白く光るイタチのようなものが宙に生じ、木々の合間へ滑りこむ。

「森を一周してくるように命令してあります。魔物や魔族を見つけたら連絡が来るはずです」

「面白いな。ちなみに他のものは引っかけられるのか？」

「他のもの？」

　オスカーは後ろを振り返る。途端、森の奥でがさりと何かが動いた。何かはまるであわてたように草の音をさせながら遠ざかっていく。

　ティナーシャは目を丸くして夫を見上げた。

「何がいたんですか？」

「人間だな。小柄だったから子供か？　さっき街でぶつかってきたやつだ。途中から見られてた」

「え。全然気づかなかった……」

「森歩きに慣れてるんだろう。気配を断つことに長たけてる」

　あとは、相手から敵意を感じなかった。彼女が気づかなかったのはそのせいもあるだろう。魔女は既に誰もいない木々の合間を見て顔を顰める。

「この物騒な時期に一人で森歩きですか。犯人側じゃないとしたらずいぶん豪胆ですね。殺されちゃうかもしれないじゃないですか」

「……そうだな」

　二人に依頼を出した人間たちは、森に入ること自体恐れていたのだ。そんな状況で森にいる人間は一体何者なのか。何故なぜ二人を見ていたのか。

「街でぶつかった時の古い血の臭いといい、少し引っかかるな」

　口に出してみると、あちこちの違和感が輪郭を持ってくる。もともと不確定なことだらけの依頼だが、それでも明らかに情報が伏せられている気がする。オスカーはぽんと妻の頭に手を置いた。

「ちょっと最初から整理してみるか。そもそも、ずっと前からいた魔物が、十年前に突然人を殺し始めたのは何でだと思う？」

「うーん、単純に考えるなら人間側が踏みこんで来たからでしょうね。古くからの住人は森に入らないよう気をつけてたみたいですし、十年前の犠牲者も新しい住人だったって話でしょう？」

「なら、出て行けば当面の問題はなくなる。現に、街にこれだけ近いのに街では犠牲者が出てないだろ。だが、依頼した男たちは『時間がない』と言っていた。彼らは早く森に入りたいんだ」

「ああ……なるほど」

　魔女は闇色の瞳を宙にさまよわせる。その目に漂う光は、気の弱い者が見たなら凍りついただろう鋭いものだ。

「つまり、危険を冒してでも森の中に来なきゃいけない理由が、死んだ人たちにもあったんじゃないかってことですか」

「その可能性があると睨にらんでる。そして、六人が死んで、でもまだ目的が達成できていないか、引き続き森に入りたい。だから今回も討伐を依頼してきたんじゃないか？」

「えー。宝探しでもしたいんですかね」

「森で何がしたいんだろうな。大した理由じゃないかもしれないが」

　そのあたりは当事者でなければ、物の軽重も判断できない。土地には土地の事情もある。

　ただ、そういう事情を隠して依頼を投げられるのは、あまりいい気分はしない。この依頼は魔法士である妻の腕を見こんで投げられたものなのだ。裏の事情に気づかないままでいれば、彼女が知らぬ間に何かの片棒を担ぐかもしれないし、危険な目に遭うかもしれない。

　そのティナーシャは「うーん」と小さく悩み声を上げた。

「いっそ森を焼き払ってみます？　何か内密の事情があるなら、それですっきり解決しません？」

「すっきりするのは景色とお前だけだからな」

「外部者の呪具を探していくって、ひょっとしてすごく地道な作業の繰り返しなんですね……。気が遠くなります」

「お前……俺がいない時にあんまり無茶苦茶やるなよ」

　これは釘くぎを刺しておかねば、ちょっと目を離した隙にとんでもないことをされそうだ。だが当の本人はしれっと「気をつけます」と言っただけだ。この辺りは王妃だった頃から危うかったので、度々注意を払った方がいいだろう。

　骨が穴の中に戻ると、ティナーシャは次に土を戻し始める。

「でも、さすがにそういう『何かあるかも』くらいのぼんやりしたものを、魔法で探知するのは無理ですよ。私たちが目視で探すしかないです」

「あとは知ってそうな人間を締め上げるか、か」

「さっきの店に戻って、全員に精神魔法をかけます？」

「だから無茶苦茶をやめろというのに」

「締め上げるのと大差ないと思うんですけど」

　土が草ごと戻され、最後に石が中央に置かれる。そこまで終えるとティナーシャは息をついた。

　彼女は夫を見上げて、悪戯いたずらっぽく笑う。

「じゃあ、行きましょうか。──『入るな』と言われた、森の奥に」





※






　森の奥へと走る。

　この森は、ミリィにとっては庭と同じだ。生まれた時からここで暮らしてきた。だから道なき道も苦にはならない。ただ今の彼女は爆発しそうな心臓を抱え、汗だくになりながら走っていた。

　かぶっていた外套が外れ、肩までの金髪が露あらわになる。ミリィは森に帰る時は、この金髪を隠すようにしていた。よくも悪くも鮮やかな金色は目立つのだ。十五歳のミリィは街で日雇いの仕事をしているが、彼女が森から来た人間だと知っているのは、店主を含めてほんの数人だけだ。あまり大勢に知られれば店を追い出されるかもしれない。だから行き来には細心の注意を払わねば。

　街の人間は、森に住む彼女たちをよく思っていない。十年前、ミリィはまだ五歳で大人の事情を知らなかったが、自分たち家族の居場所が街にはないことだけは分かっていた。

　街と森は、これだけ近いのに深い断絶がある。十年前の惨劇はそれをミリィに思い知らせたのだ。

「急がないと……人が来ちゃう」

　人が死に過ぎた。

　だから森に人が来るのだ。こうなるとは思っていた。

　思って、けれど今まで止められずにいたのだ。あんなことはよくないと言い出せなかった。

　いや、何もかもがよくなかったのだ。最初から全て間違っていた。間違ったことを間違ったことで塗りつぶしてきただけだ。

　木々の奥に小さな小屋が見えてくる。ミリィは迷わずそこに飛びこんだ。

「おじいちゃん！　人が来るよ！」

「……またか」

　嗄しわがれた声には、怒りと憎悪が根を張っている。

　それはミリィには聞き慣れたもので、だから身を竦めることはしない。

　奥の椅子に座っていた祖父は、小さな匣を手にしながら立ち上がる。日に焼けた肌と頑強な体は、この森で彼が生きてきた年月を示すものだ。

　そのまま小屋を出て行こうとする祖父に、ミリィは飛びつく。

「もうやめよう。こんなこと、いつまでも続けられないよ」

「向こうがやめればいい。この十年間、儂わしたちは散々我慢してきた。『あんなこと』があったのにやつらに従って……でも、それも終わりだ」

　祖父の手が小匣を握りしめる。白銀の金属でできたそれは、一月前にミリィが偶然手に入れたものだ。街に買い出しに出て路地裏で死んでいる男を見つけた。それは特に珍しいことでもない。

　ただミリィは男の手から転がり落ちている小匣を拾ったのだ。そしてそれはただの小匣ではなかった。通り過ぎたはずの過去を、ほんのいっときミリィの前に広げて見せたのだ。

　その小匣を使って「復ふく讐しゅう」ができると気づいたのは、祖父の方だ。

「やめようよ。きっと終わらないよ……。あいつらは、自分たちの代わりに別の人間を森に送ってくるだけ。今もそうだもの」

　森にいた若い男女は、十年前のことを知らないようだった。

　だから守り神の墓を暴いていたのだ。森で人を殺している獣の正体を探るために。

　けれどそんな人間を殺していても、きっと泥沼に沈んでいくだけだ。このままでは先がない。近いうちに生きていけなくなる。

　祖父は深い皺の多い顔で振り返った。

「ミリィ、お前は何もしなくていい。全部、儂が終わらせてやる」

「おじいちゃん！」

　祖父は、彼女の制止を振り払って外に出て行く。

　外はもう日が落ちかけて夕闇がゆっくりと染み出していた。

　森は木々の中で更に暗い。完全に夜になれば守り神の時間だ。ミリィにとってはただの友達であった存在。でも彼はもういない。今あるのは祖父の復讐の武器だけだ。

　ミリィは空っぽになった小屋を見回し、肩を落とす。

　だがややあって彼女はきつく両拳を握ると、開いたままの扉から外に駆け出していった。
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「森の奥か。順当にいってそこだろうな」

　夜の森は、ともすれば自分がどこからどこに進んでいるのか分からなくなってしまいそうだ。

　足元も覚束ない中、オスカーは魔法の光で照らされた下を歩いていく。

　その光を作っている魔女本人は歩くのに疲れて、宙に浮いた状態で後ろからオスカーの首に抱き着いている。彼は妻を牽けん引いんしながら、時折左手を後ろに回して小さな頭を撫でていた。

「討伐を依頼してきた割には『森の入口から中央までを確認』って条件は変わってるとは思ったが。危険だから俺たちを心配して、って感じでもなかったしな」

　二人に依頼した「火の角」の男たちは、最初は余所者である二人を森に立ち入らせること自体、抵抗を見せたのだ。妥協した結果が「森の入口から中央付近までならいい」ということは、裏を返せば「奥には立ち入らせたくない」という意味だ。

「分かりやすいですよね。でも、何人も死人が出てる魔族を相手に情報を伏せるって、結構悪辣なんですけど」

「そこまで余所者に配慮してない、ってことだろう。俺たちは互助の間柄じゃないしな。自衛しろというところか」

「自衛はしますけど。気に入らない真相だったら、あの人たちも吹っ飛ばしていいですか？」

「一応俺に聞いてからにしてくれ」

　あんまり騒ぎを起こして、ファルサスにでも話が行ったら困る。ティナーシャは子供たちの前ではよい母で王妃だったが、本来の彼女は短気で大雑把なのだ。今まではただ立場が彼女の言動を縛っていただけだ。

　いや、よく思い返すと、あんまり縛っていなかった気もするが、だとしたら余計にこれからは気を配っていなければいけない。オスカーは微苦笑しながら一歩を踏み出す。




　その時──世界が一瞬、ざざ、と揺れた。




「なんだ？」

「え、どうかしました？」

「今、短距離転移を使わなかったか？」

「使ってないですけど……。貴方に引っ張ってもらってますし」

　一瞬、周りの景色が揺らいだような感覚があったが、ティナーシャは気づかなかったようだ。ならば魔法ではないだろうし、気のせいかもしれない。

　オスカーはそう返そうとして──顔を上げる。

「来たか」

「来ましたね。生け捕りを狙います？」

「話が通じなそうなら殺していい」

　音はしない。

　ただ気配で分かる。明確な殺意。凶暴的な意志。そんなものだ。

　ティナーシャが夫から離れて宙に浮く。

　オスカーが草を分けていた剣を上げた。月の光も差しこまない森の中、魔法の光が何の変哲もない鋼の剣身を照らし出す。

　ティナーシャが吐く息の音が聞こえる。

「少し……戦えるように場を作ります。いいですか？」

「頼む」

　足場は悪い。ここに来るまでの間も、剣で枝を払い、無理に踏み入って歩いてきたのだ。死角も多い森の中では、人間相手はともかく魔物相手では不利になる。

　魔女は細い腕を広げた。

「退け。訪れる朝を目にした夜のように。夢の終わりを受け入れた小鳥のように。捻ねじれ、縒より、あらざる方へ頭こうべを垂れよ」

　謳うたう詠唱にあわせて、足元の草が、木の根が、くたりと垂れて柔らかくなり半ば土と一体化した。木の幹は緩やかに斜めに傾いていき、二人のいる場所を中心に花弁のように広がって場所を開ける。

「すごいな。こんなこともできるのか」

「一応、元精霊術士ですから。焼いてもいいならそうしますけど」

「焼かない判断もすごい。この調子でいってくれ」

「無理矢理褒めて育てようとしてません？　私、子供たちじゃないんですけど」

「子供は変わるけど、お前はもう変わらないだろ。自分が何歳だと思ってるんだ」

「生きてた期間を通算すると、四百六十歳ですかね……」

　白々とした返事だが、これで戦うための空間ができた。

　青白い月光が小さな広場に降り注ぐ。

　ティナーシャは、オスカーの剣の間合いに入らないよう、更に高度を上げて広場の宙に立った。

　守護者である魔女を頭上に置いて、オスカーは気配のする方を見据える。

　傾いた木の幹の奥から、低い唸り声と草を踏む足音が重なって聞こえる。

　そうして姿を見せたのは──大人三人分の背丈はありそうな、真っ黒い獣だ。

　一番形が近いのは大熊だろうか。ただ四つ足で現れた獣の背に毛はなく、ごつごつとした岩のような外皮になっている。爪は大きく湾曲しており、鋭い牙もまた上の犬歯が二本、口の外に露出していた。

　普通の人間なら一見して死を覚悟したであろう獣だ。けれど二人はじっと相手を観察する。

「実在しましたね」

「したな。これは、討伐に少なくとも十人は欲しいんじゃないか？　二人とか小出しに投入しても死人が増えるだけだろ」

「昔のファルサスだったら『面倒だから私が討伐に行ってきます』と言い出す感じですね」

「後進が育たないから監督に回ってくれ」

　軽口を叩くうちに、獣はオスカーに向けてゆっくりと距離を詰めてくる。魔女が己の王に問うた。

「防御結界張りますか？」

　かつての繰り返しの歴史の中では、オスカーには常に物理か魔法防御の結界が張られていたが、今はそれがない。単純にオスカーの反射神経ではあまり攻撃を受けないので、そこまで強固な結界をかけているとティナーシャ側の魔力の浪費になるからだ。

　だからその場その場で結界の有無は調整しているのだが、オスカーは軽くかぶりを振った。

「なくていい。なんとかする。それよりお前は絶対食らうなよ」

「では最低限だけ防御を。私は降りないようにします」

　ティナーシャが指を弾くと、薄い結界がオスカーに降り注ぐ。

　剣士と魔法士の連携で一番王道は、前衛と後衛で割り振ることだが、魔法士が空を飛びながら戦えるほどの実力者なら、上下に分かれる方が相手の邪魔をせず戦況を俯ふ瞰かんできる。

　オスカーは、一歩一歩近づいてくる獣に意識を集中させた。

　小さな緑の両眼はうっすらと光って見える。

　その目と……視線が合った。

　瞬間、獣はオスカーに向かい猛然と駆け出す。

「速い」

　そう言った時には既に、彼は獣の牙に空を切らせていた。オスカーは右に突進を避けながら、相手の左肩を狙って斬り上げる。獣の勢いを利用しての攻撃は、けれど鈍い金属音を上げる結果に終わった。刃が曲がった剣が宙に飛ぶ。

「オスカー！」

「大丈夫だ。思ったより硬かった」

　さして強度のある剣でなかったことも原因だが、オスカー自身が斬った瞬間、相手の硬度を察知し、衝撃で手首を痛めないよう剣を手放したのだ。

　彼は獣を振り返る。あれだけの勢いで止まれるのかと思ったが、獣は意外にもひらりと向きを入れ替える。そうして再びオスカーに向かって来ようとする、その頭を白い魔法の光が打った。

「伏しなさい」

　十年前の獣の頭蓋に空いていた穴と、同じ場所を狙った魔法攻撃。

　眩まばゆい閃せん光こうが夜空を真っ白に染め上げる。

　けれど肝心の魔法攻撃は、岩に似た上皮に弾かれ、表面に散っていった。

「えー!?　フサフサじゃないのに!?」

　白い飛ひ沫まつが派手に上がり彼女の魔法は拡散する。獣は中空にいるティナーシャを睨んだ。太い四肢が、ぐっと地面を踏みしめる。

「ティナーシャ！　避けろ！」

　黒い巨体が宙に飛び上がる。

　体の大きさからは想像もできない跳躍力を以て、鋭い牙が魔女の細い体に食らいつこうとした。

　けれど寸前で彼女の姿はその場から消える。短距離転移で夫の真後ろに移動したティナーシャは、自分たちを飛び越えて反対側に着地する獣を嫌な顔で見やった。

「うー、思ったより魔法防御が高いですね。あと身体能力も。場所を開けたのはかえってまずかったかもしれません」

　これが木々の茂る森のままなら、獣はあそこまでの跳躍力を発揮する余地がないだろう。攻撃を防がれたのが悔しかったのか、ぶすっとした顔をしている妻に、オスカーは苦笑した。

「問題ない。俺は動きやすいしな」

「周囲まるごと焼いていいならいけそうです。魔法の圧を上げます。やっていいですか？」

「駄目。被害が大きくなるだろうが」

　他国の森を気軽に焼かれてはたまったものではない。オスカーは右手を軽く振る。

「大体分かったから俺がやる。下がってていい」

「え。でも武器どうするんですか？」

「自分のを使う」

　それを聞いて、魔女は黒い目を軽く瞠ると頷いた。大人しく後ろに下がる。

　獣が音もなくオスカーに向けて跳躍したのはその時だ。

　憎しみに燃える目。人を食らう顎が限界まで開かれる。

　死そのものでもある牙を見たまま、オスカーは自分の右手を開く。

「来い」

　命じたのは、自分自身の内側にだ。

　彼の中にある、この世界ならざる力の一つ。無言の湖より継承したもの。

　掌てのひらが熱を持つ。そこに剣の柄つかが現出する。

　──王剣アカーシア。

　ファルサス建国時から伝わる、全ての魔法を拒絶する剣。

　それはまた、世界外の力をも拒絶するものだ。

　オスカーは慣れ親しんだ柄を握りしめる。息を軽く吸って、止める。

　向かって来る獣へ自ら大きく踏みこんだ。極限まで研ぎ澄ませた速度で王剣を振るう。

　鏡のような両刃が獣の顎を捉え、その直後、澄んだ音が鳴り響いた。

　砕け散ったのは、獣の牙の方だ。

　アカーシアはそのまま獣の頭部を両断する。断末魔の声はない。

　獣はなおもその爪でもがくようにオスカーを引き裂こうとしたが、彼はすばやく引いた王剣でその腕をも斬り払った。続けざまの血ち飛沫しぶきが彼の服と地面を濡らす。

「そろそろ終わりだ」

　宣告する声は、温かくも冷たくもない。

　よろめく巨体の心臓を王剣の刃が貫く。魔力を霧散させる剣を受けて、獣の目は一瞬大きく見開いた。そのまま巨体はぐらりと揺らめくと崩れ落ちる。

　オスカーは、アカーシアを一閃させると刃についた汚れを払った。

「こんなものかな」

「お見事です」

　ティナーシャがぱたぱたと駆け寄ってきて、オスカーの背中に飛びつく。彼女は夫の背越しに獣の死体を覗きこんだ。

「どうしてこんなに簡単に斬れるんですか。新しいアカーシア、切れ味上がってませんか？」

「前と変わらないぞ。ただ皮が硬いのは体の上側だけだったからな。硬くないところを狙えばいい」

　オスカーは鞘さやのない長剣を手に、妻の頭をくりくりと撫でる。

　彼の持つアカーシアは、若い頃に彼自身が持っていたものとは違う。王剣を息子に継がせた後に、無言の湖に残っていた力を自分の中に継承したのだ。

　そしてオスカーはその力を、自分が記憶する「アカーシア」という形に現出させている。本来であれば世界に一振りしか存在しない王剣がもう一振りあるのは、このためだ。

　ただしこの剣は、見る者が見れば正体が分かってしまう。そのためあまり人の多いところでは持ち歩けない。かといって間に合わせの安物を提げていてもさっきのようなことになるので、次はもう少し剣を吟味した方がいいだろう。

　完全に獣が絶命したことを確認すると、オスカーはアカーシアを軽く振って自分の手の中に消してしまう。ティナーシャが夫の乱れた髪を整えた。

「これで依頼は完了ですか。さて、じゃあ腹を裂いてみます？　被害者の遺留品が消化されずに残ってるかもしれませんし」

「そうだな。森の奥はいったん報告してきてから調べるか」

「首は落としておきますね。持ち帰りましょう」

　ティナーシャが短い詠唱を始める。その時、オスカーはふっと視線を感じた。まだ残る木々の向こうを振り返る。先ほど墓で見かけた人影より大きな影が、ちょうど身を翻した。

「ティナーシャ、人がいたからちょっと捕まえてくる」

「いってらっしゃいませ」

　魔法で獣を解体している妻を残してオスカーは駆け出す。作られた広場から、捻じ曲げられた木々の向こうへ踏み出しかけた時──また、ざざ、と世界が揺れた。

　今度の変化は、歴然としたものだった。

　景色が変わる。

　歪ゆがめられていた木が瞬間で元に戻った。溶けた草も枝も全てが何もなかったように、上に伸びて揺れている。オスカーは一瞬で鬱うっ蒼そうとした姿に戻った森を見回した。

「なんだ？　ティナーシャ、何をしたんだ？」

「……何もしてないです。それより、死体もなくなったんですが」

「は？」

　言われてオスカーは振り返る。

　ティナーシャの立つ、ただの森の中。

　その周りには確かに、刻まれたはずの獣の死体も、血飛沫も、何一つ残っていなかった。







　何が起きたかさっぱり分からない。

　二人の感想はそれで、虚をつかれた隙に人影にも逃げられてしまった。

　不可解さを抱えたままいったん街に戻ったのは、戦闘を終えたら現在地が分からなくなり迷子になったことと、ティナーシャに疲れが見えてきたからだ。今日は朝から塔を引き払って屋敷を建て、そのままこの街に来たのだ。実際、街に戻った頃にはかなり時間が経たっていた。オスカーは妻に無理をさせてしまったことを反省する。

　当のティナーシャは、いくぶんテーブルにもたれかかりながら夕食の席についていた。

「奇くしくも、どうして遺体の傍に獣の痕跡が残ってないのか、理由が分かってしまいましたね……」

「綺き麗れいさっぱり消えたからな」

　二人が食事をしているのは、宿屋の一階にある食堂だ。転移で屋敷に帰ることも考えたが、今日引っ越したばかりで足りていないものも多い。それよりは街に宿を取った方がティナーシャの負担にならないとオスカーは考えたのだ。

　森での一件は「火の角」に報告していない。あまりにも不可解で、しづらいというのが現状だ。

「痕跡が残らないにしても、限度があるとは思うんだが」

　オスカーは妻の取り皿に肉を分けてしまうと、自分の右手を上げて見せる。

　その袖口には返り血の一滴も残っていない。獣を斬り捨てた時に一度、確かに血飛沫を浴びたにもかかわらずだ。

　ティナーシャは、礼を言って皿を受け取るとぼやいた。

「消えたから痕跡がないのは分かったんですけど、どうして消えたのかは謎のままですね……。あの曲がっちゃった剣の方は残ってたんですけど」

「やられたこっち側は残るってことだな。死体も残ってたし」

「食べられちゃった部分ってどういう扱いになるんでしょうね。咀そ嚼しゃくされた内臓だけ森の中に落ちてたって話は聞かないから、向こうの血肉扱いなんですかね」

　ティナーシャは肉汁の滴る一切れを口に運びながら、そんなことを言う。

　今は食事中とあって、彼女は顔にヴェールをかけていない。そのせいか類たぐい稀まれな美貌は、店のあちこちから視線を集めていた。

　オスカーは酒杯を手に取る。

「死体が消えたのも気になるが、森も戻っただろ。あれは何なんだ？」

「さっぱり不明です。何の魔力も感じませんでしたし。幻覚を見てた気分です」

「でも剣は曲がってるし人が死んでる」

「そうなんですよねー」

　お手上げ、とでも言うように肩を竦めてみた魔女のところに、少女の給仕が硬貨と交換で小さな壺つぼを置いていく。彼女は酒の好みが夫と違うので自分用に頼んでいたのだ。ティナーシャは甘い果実酒を自分のグラスに注いだ。

「これが精神魔法だとしたら、私たちにここまで感知させないのはすごいですよ。でも、どういう力なら可能か、ちょっと分からないんですよね」

　悩み声を上げながら、ティナーシャは運ばれてきた皿に木き匙さじを伸ばす。

　盛られているのは、柔らかな野菜の新芽を蒸ふかして塩を振っただけのものだ。この地方、この季節にしか食べられないものだが、仄ほのかな甘みと苦味が好きな人間には好評だ。オスカーが大陸東部特有の料理をあまり知らないのに対し、ティナーシャは嬉き々きとしていくつかの皿を頼んだのだ。

　新芽を取り分けてもらったオスカーは、それを食べて軽く眉を寄せる。

「草の味がするんだが」

「草ですからね」

「甘いと言えば甘い」

「貴方、いいもの食べてきてるから味覚は育ってるんですよね。ただファルサスの料理って香辛料過多なんでこういう素朴な味に慣れないんでしょう」

　そう言うティナーシャはトゥルダールの出身なので、ファルサスに比べれば穏やかな味付けの料理を作る。彼女自身も大陸を旅していた経験があるので、味覚の許容範囲も広い。

　ティナーシャは果実酒に口をつける。オスカーは妻を見ながら気になっていたことを問うた。

「……ティナーシャ、お前はエルテリアの力を使えるか？」

　彼ら二人に二分されて継承されている外部者の呪具の力。「エルテリア」という名で呼ばれるそれは、世界の時間を巻き戻すものだ。ただ二分されたと言っても、あの力はオスカーよりティナーシャの方に多く受け継がれている。それはエルテリアを破壊する以前から、ティナーシャがかの呪具に選ばれた当主で、魂が呪具に繫がれた状態だったからだ。

　だから、あの力を使えるとしたらティナーシャの方だ。オスカーは、エルテリアと反するアカーシアの力を継いだ。きっと実際に時を巻き戻すだけの力は彼には動かせない。

　ティナーシャもそれは分かっているのだろう。「うーん」と小さな声を上げる。

「可能だとしたら私、というのはその通りだと思うんですが、さっき森を戻したのは私じゃないです。正直、あの力って使い方がよく分かりませんし、無意識だとしてもさすがに自分の中の力が動いたら分かりますよ」

「まあそうか。でも余計に原因が分からんな」

「ひょっとして、これは最初から当たりを引きましたかね」

　妻の言葉にオスカーは盲点をつかれた気分になる。

　外部者の呪具を探し、破壊する旅。ひょっとしていきなりその呪具に当たったのだろうか。

　だとしたら、これは喜ぶべきことなのかもしれない。

「あの時、逃げて行った人間を捕まえれば何か分かるかもな。明日の昼、もう一度森を調査してみるか」

「そうですね……。獣は退治するにはしましたし、今度は人間探知をかけてみましょう」

　獣の死体は残らなかったから依頼の報酬はもらえないかもしれないが、別に金には困ってないので問題ない。ただこの不思議な事象を解き明かせばいいだけだ。

　二人はそう結論づけると、残りの食事を楽しむ。

　食べ終わってオスカーは立ち上がると、妻に手を差し出した。

「ティナーシャ、自分で歩けるか？」

「んー……」

　半ばテーブルに突っ伏しかけていたティナーシャは、とろんとした目で夫を見上げる。少しずつ酒を飲んでいたのだが、疲労のせいで回りが早かったのかもしれない。先ほどまで普通に話していたのに、今は立つのも難しそうだ。オスカーは気づくのが遅れたことを後悔する。

「寝てていいぞ。運んどく」

　彼はひょいと妻の体を抱き上げる。ティナーシャは目を閉じたままくすくすと笑った。彼女は二階に運ばれる間も、何がおかしいのか笑い続けている。

「お前、そんなに飲んでたか？」

　部屋に入って妻を寝台に下ろしたオスカーは、けれどそこで微かすかな違和感を覚えた。

　月光が照らす妻の貌かお。開かれた闇色の目はどこか虚ろだ。相変わらず彼女は笑っているままで、だが目の焦点が合っていない。瞳孔が軽く開いている。

「ティナーシャ？」

　ついさっきまで何ともなかったのだ。食事をしていた時も、特に変わったことはなかった。

　なのに今の彼女は明らかに異常だ。細い体から魔力が立ち昇るのに気づいて、オスカーはあわてて彼女の腕を摑んだ。

「ティナーシャ、魔力を抑えろ。どうなってるか自分で分かるか？」

　言いながら摑んだ手に、彼は軽く力を込める。自分の中のアカーシアの力を掌に現出させて、封ふう飾しょく具ぐのように彼女の魔力を抑えた。

　だが魔力を封じても、ティナーシャはぼんやりとした目で彼を見たままだ。そこに見える意志が薄弱なことに、オスカーは冷水を浴びたような恐怖を感じる。

「これは……何があったんだ」

　目を離してはいなかった。何もなかったはずだ。それとも森での交戦に遅効性の何かがあったのだろうか。

　彼女の息は次第に浅くなってきている。首筋に触れると異常なほど脈が速い。オスカーは明らかな異変に対し、何もできない自分に戦慄する。

　立ち尽くす彼を、青い月光が照らし出していた。





※






　ファルサス北西部の深い森の中に、その家はある。

　人が立ち入らぬ閉ざされた場所。何百年も変わらぬそこは、常に外界から隔絶された平穏に満ちている、はずだった。夜更けすぎに一人の男が飛びこんでくるまでは。

「ルクレツィア！　いるか!?」

　初めて聞くかもしれないあわてた声に、奥の寝室でお茶を飲んでいた魔女は眉を上げる。

「何よ、騒がしいわね」

　友人であるティナーシャの方は時々こうして飛びこんでくるが、その夫がうるさいのは初めてだ。

　ルクレツィアは「似た者夫婦なんだから……」とぼやきながら上着を羽織って応対に出る。

　そこにいたのは、眠っている友人を抱き上げた男の姿だ。ルクレツィアは魔法士ではないはずの男に目を丸くする。

「あら、あんた転移使えるようになったの？」

「ティナーシャに教えてもらった。それよりこいつを診てくれ。原因不明なんだ」

「え？」

　ルクレツィアは近寄って意識のない友人の顔を覗きこむ。

『閉ざされた森の魔女』の美しい顔が、みるみる不快げに歪んだ。







「──魔法じゃないわね」

　ティナーシャを寝台に寝かせて、一通り診たルクレツィアの結論はそれだ。

　オスカーは眠っている妻の顔を覗きこむ。

「魔法じゃない？　昼間変なのと戦ったけど、そのせいか？」

「変なの？　それが原因かは分からないけど、この子のはね、急性の薬物中毒。魔法薬じゃないわ。今じゃ魔法薬以外の薬物なんてほとんど出回らないから油断したんでしょう」

　ルクレツィアの言葉は的を得ている。ティナーシャは体質的に魔法薬を自動分解してしまうので、普段まったくその類の攻撃を気にしていない。だが、広い大陸にはまだ魔力を伴わない毒や薬が残っているのだ。オスカーもかつて「アルカキア」という毒の威力を味わったことがある。

「これはテリザって言って、大陸の東部で見られる薬草ね。乾燥させて粉末状にして、それを摂取すると一時的に精神が高揚して、肉体的な苦痛を感じなくなって快楽が倍増する。一般的には使用禁止されてる国が多いけど、闇でやってる娼しょう館かんとか質の悪い暗殺者は使ってる。知らない？」

「……存在は知ってる」

　知ってはいるが、ファルサス国内ではテリザは使用禁止だ。持ちこんでも見つかれば処分され所持者は国外追放になる。

　これは二百年ほど前に、東部の小さな村がまるごとこの薬物を用いて人身売買の組織に支配されたことがあったからだ。幸いテリザは各国で問題になって生産禁止になり、流通量が減ったせいか、それ以降ファルサス国内で大きな問題が起きることもなかった。いわばオスカーにとっては対岸の異物だ。自分の妃にそれが盛られてしまうまでは。

　ルクレツィアは魔法で眠らせたティナーシャの額を指で弾く。

「一通り体を調べたけど痕跡がなかった。多分、経口摂取だと思うわ。ここ数時間の間に飲み食いしたもので心当たりは？」

「俺と同じものを食べてたぞ」

　そう言って、けれどすぐにオスカーは思い出す。

「いや……酒だけ違ったんだ」

　ティナーシャは、自分用に小さな壺で甘い果実酒を飲んでいたのだ。それ以外の料理は二人で分けていた。あの酒に薬が盛られていたのだとしたら、つじつまが合う。

　──誰が、何のためにティナーシャにそんなものを盛ったのか。

　ルクレツィアは、黙りこんだオスカーの横顔を見上げて溜ため息いきをついた。

「命に別状はないけど、薬を抜くのに一週間くらいかかるわ。その間、私がこの子を預かる。それでいいかしら？」

「分かった。ありがとう」

「その間、大人しくしてなさいね。自分のことは自分でできるでしょう？」

「できる」

　もともと魔女の血を引くオスカーにはかなりの魔力があり、更には王位を退いてから一通りの必要な魔法はティナーシャに構成を暗記させられている。転移魔法もその一つで、「絶対使うんで！　あ、一応ルクレツィアの家の座標も教えときますね」と叩きこまれていた。それがこんなに早く役に立つとは思わなかったが、永遠に等しい時を生きていく以上、最低限の備えはしてある。

　オスカーは眠ったままの妻の頰をそっと撫でた。白い滑らかな肌には揺るぎない温度がある。それは彼がよく知っている熱だ。

　表情を変えないオスカーに、ルクレツィアは琥珀色の目を細める。

「あまり無茶苦茶やらないように、って言ってるんだけど。あんた、身分がない状態初めてでしょ。枷かせがなくなったからって派手に動かないのよ」

「分かってる」

　最低限の魔法は使えるようになったとは言え、ずっとファルサスの城で生きてきたオスカーには知らない機微も多い。だからティナーシャの回復を待って再調査に行くのが最善だ。

　それは分かっていて、だが耐え難がたいことがあるのも事実だ。

　オスカーは、触れていた手を放すと扉に向かう。

「明日また様子を見に来る。何かあったら屋敷にいるリトラに連絡してくれ」

「まったく……死なないようにしなさいよ」

「平気だ」

　ルクレツィアの呆あきれた溜息が聞こえる。それを聞きながらオスカーは扉を出た瞬間、転移の詠唱を口にした。







　彼が宿の部屋に転移で戻った時、ワカニの街はまだ夜の賑わいの中にあった。

　オスカーは食堂に戻ると店の男に問う。

「さっき給仕していた娘はどこだ？　聞きたいことがある」

「自分で探してくれ。その辺にいないなら帰ったんだろ」

　ぶっきらぼうな返事は多忙のせいだろう。食堂は満席だ。近くの席から下卑た声がオスカーにかけられる。

「さっきの女はどうしたんだ？　何だったら高く売れるところを紹介してやろうか」

　からかいの言葉に、同じテーブルから男たちの笑い声が上がる。

　だが彼らはオスカーに一いち瞥べつされて息を止めた。

　青い双そう眸ぼうに込められているものは、他を圧する威だ。そこに隠しもしない怒りを見て、男たちは我知らず委縮する。オスカーは彼らのテーブルに歩み寄ると声をかけてきた男を見下ろした。

「テリザがどこで手に入るか知ってるか？」

「あ……」

　打ち据えるような視線を受けて男は固まる。代わりに同じテーブルにいた別の男が立ち上がった。

　何の言葉も警告もなく、ただオスカーの顔目がけて拳が振るわれる。

　だがその拳は軽く受け止められた。男は握りつぶされる拳に悲鳴を上げる。手を放されると、男はうめき声を上げながら椅子に崩れ落ちた。

　最初に声をかけた一人が、恐怖に声を震わせる。

「な、なんなんだよ、てめえ……」

「知りたいことがあるだけだ。テリザはこの街では簡単に手に入るのか？」

　入手経路が限られるなら誰が薬を盛ったのか絞りやすい。

　問われた男は助けを求めて辺りを見回したが、他の客も仲間も、彼に救いの手を伸ばしはしなかった。男は震える声で漏らす。

「テリザは……簡単には手に入らない。さ、最近は特にだ」

「なら、誰なら入手できる？」

「金かコネがあるやつなら……」

　それはオスカーにとっては「誰でも手に入る」と同じだ。彼は質問を変えようとして、周囲の空気に気づく。

　店自体が緊張に張りつめている。それは半分がオスカーの怒りを感じてのものだが、もう半分は違う。公然の秘密を暴かれようとする予感に息を殺している。

　オスカーは立ちこめる空気を察すると、男たちに言った。

「何人でもいい。別の場所で話を聞く。対価は払う」

「で、でも……」

「これはここの食事代とそいつの治療費だ。腕を問わないなら俺が治癒魔法をかけるが」

　うろたえる男のテーブルに、オスカーは酒代として硬貨を置く。その金額は全部の食事代の十倍はあるものだ。「火の角」が二人に約束した報酬よりずっと多い。それを見た男たちの目に、恐怖以外の感情がよぎった。ほんの少し空気が緩む。

　男は仲間たちと目配せしあうと頷いた。

「わ、分かった。話す。あと、治せるならそいつは治してやってくれ」

「いいだろう。自分と妻以外に魔法を使うのは初めてだから練習台にちょうどいい」

「は!?」

　泣きそうな声を聞きながら、オスカーは店の中を見回す。

　客も店員も、誰も彼と目を合わそうとしない。関わり合うことを避ける空気にオスカーは冷ややかな目を向けると、男たちに店を出るよう指示した。宿の部屋で話してもいいのだが、宿に迷惑をかける気がする。オスカーは大人しくついてきた四人と店の裏、人が通らない路地に移動した。

　暗記した詠唱で治癒をかけてもらった男は、右手をしきりにさする。

「なんか、妙に熱を持ってるんだが……」

「知ってる構成の種類が少ないからな。今のはもっと大怪我した時用の構成だ」

　魔法は使えるようになったが、オスカーは魔法士ではないのだ。そこまで気にされても対応できない。彼が話を促すと、男たちは路地に置かれた箱に座ったり壁に寄りかかったりしてぽつぽつと口を開き始めた。

「ちょっと前まで、この街は裏でかなりの量のテリザが流通してたんだ。ここは国の影響も少ないし、人の行き来も多い。『テリザが欲しいならワカニに行け』なんて言われてた」

「そういうものか」

　禁制品の取引がされやすい場所というものはある。貴族などの有力者が背後についている場合もそうだが、この街は逆に「どこの影響下にもない空隙」であることが都合がよかったのだろう。

「でも今はそのテリザが枯渇しかけて、扱ってた奴やつらや客が困ってるって噂うわさだ。……あんたも、テリザを買いに来たのか？」

「誰が要るか」

　オスカーが吐き捨てた言葉に男たちはびくっと震える。その反応で自分の感情が漏れていたことに気づいた彼は、情報を補足した。

「さっきの食堂で、誰かが俺の妻にテリザを盛った。誰が何の目的でそれをしたのか、知りたいだけだ」

「ああ……」

　男たちが嘆息する。そこにはオスカーの意図を理解しただけではない納得の感情が含まれていた。

　最初に野次を放った男が気まずそうに口を開く。

「あんたの奥さんは綺麗すぎたんだ……と思う。さっき見てたけど、あれならいくら高値でも買い手がつく。ただ……そんな女は簡単には売り物にできないだろ？」

「だから、薬を盛ったのか」

　一段低くなるオスカーの声に、男はあわてて「俺じゃない」と首を横に振った。

「テ、テリザは中毒性があるんだ。でも普通じゃ手に入らない。だから、安く売ってやるって声をかける。で、少しずつテリザの値段を上げていくんだ」

「払えなくなったら、本人を売り飛ばす、か。悪質だな」

「でも、そんな簡単にできることじゃない。よっぽどの相手じゃなきゃ儲けが出ねえ。特に、今のテリザは稀少だ」

　その「よっぽどの相手」がティナーシャだ。彼女の美貌の特異さは、夫であるオスカーが一番よく知っている。ただ、彼女の外見は彼女の特異さのほんの一部分に過ぎないのも事実だ。

「馬鹿馬鹿しい。街ごと地図から消えるところだったぞ」

「え……？」

　彼が一緒でなければ、ティナーシャの魔力の暴走でひどいことになっていたかもしれない。誰が狙ったか分からないが、無知は災いを呼ぶのだ。

　ただ、不愉快な話のおかげで犯人も少しは絞れる。

「理由は分かったが、妻はあの食堂でしか顔を出してない。なら、あの場にいて、テリザを手に入れられるとしたら誰だ？」

　ティナーシャの外見を見て薬を盛ったのなら、犯人はあの食堂にいた人間以外にはいない。男たちは自分たちが疑われるところへ話が戻ってきたことに、びくりと身を竦める。

　けれどすぐに彼らは言った。

「わ、分からねえ。でも、今この時にテリザを手に入れられるとしたら『火の角』から買ったんだと思う。もともと、テリザの大元締めはあいつらだって噂だ。あいつらがどこから仕入れてるかは知らねえ」

「……『火の角』か」

　まるで靄もやのかかった景色の、部分部分だけが薄らいでいるような状態だ。

　だが、その一つ一つの結びつきが、ぼんやりと見えてきている。

　考えこむオスカーの様子を、男たちは息を殺して窺う。





※






　──魂だけで、世界をさまよっていた。

　自分が死して肉体を失ったことは、ぼんやりと分かっていた。そうして本来四散して世界に溶け入るはずの魂が、世界に与えられた権能によって「次の機会」を待っていることも。

　彼女が生きた永くも愛おしい一生は、人間として与えられた最後のものだ。

　そしてそれは人間らしく、一度の死によって終わった。魔女として四百年を過ごし、王に嫁いで幸福な日々を過ごして、彼女は己の人生を終えたのだ。

　そしてこれからは、別の生が始まる。

　呪具が蓄えた記録の全てを引き継ぎ、また呪具自体の力をも継いで、彼女は異質となった。

　その異質がゆえに世界から変質を贈られた彼女は、熟れた実が皮を剝むかれるように、己の死を以て完全に人間から逸脱したのだ。




　──早く、戻らなければ。




　焦燥が魂を揺り動かす。

　彼女にこの先与えられる時間は、無限に等しい。

　だが今、永遠の対である彼は一人だ。そして彼は、自分たちを待つこの先の運命をまだ知らない。

　だから早く戻って彼に伝えなければ。たとえこの先何度自分が喪うしなわれても、悲しむことも悔やむこともないのだと。

　必ず自分は、彼のもとに戻るから、と。

　──必ず。




「オス……カー……」

　焦がれるように上げた手を、大きな手が取る。優しい声が耳元で囁く。

「大丈夫だ。寝てていい」

　その声を聞いて、ティナーシャは安心する。

　彼は悲しんではいない。ちゃんと待っていてくれる。

　──だから、もう少し眠っていてもいいのだ。もう少しだけ、深く。




　ティナーシャはうっすらと開けていた目を閉じる。深く吐き出された息は、すぐに寝息へと変わっていった。さっきまで昔の夢にうなされていたらしい妻が安らかな寝顔になったことに枕元に立つオスカーはいくらか安心する。

　ティナーシャが眠っているのは、ルクレツィアの家の客室だ。窓からは木漏れ日が差しこんでいる。あれから夜が明けて様子を見に来たが、ティナーシャの状態は落ち着いているようだ。後ろに立っていたルクレツィアが、傲然と胸を反らした。

「経過は順調よ。テリザも精製の純度が低いものだったみたいだから、それは幸運ね。あとは寝てれば復調するわ。数日は後遺症で体が辛つらいでしょうけど」

「助かる。ありがとう」

「二人だけになって早々に手を焼かせないのよ。次は気をつけなさい」

　ルクレツィアがそう釘を刺してくるのは、彼女が二人の「逸脱」を知る数少ない人物の一人だからだろう。確かに城から出てすぐにこれでは、苦言をもらっても仕方がない。ルクレツィアは苦い顔で付け足す。

「一応言っとくけど、今度この子が死んでも、そうすぐには戻ってこられないから」

「と、言われても」

　戻ってこられると言っても、オスカーには妻を死なせる気が微み塵じんもない。そんな彼の内心が表情に出ていたのか、ルクレツィアは大おお袈げ裟さに溜息をついた。

「あのね、この子がやったみたいに最上位魔族として自分を再構成するって、あれ位階間の力の均衡をかなり変に崩すの。最上位魔族は、一人一人が概念存在階を保ってる要だから」

　この世界は、無数の位階によって構成されている。今彼らがいる人間階の他に、魔力階や魔法法則階、負の海など、人間には認識できない多数の位階全部を含めて一つの世界なのだ。その説明を、オスカーは魔法士である妻から聞いたことがある。上位魔族が存在するのは、そういった位階のうちの一つ概念存在階で、彼らが人間階にいることは稀だ。

「でも最上位魔族には欠員がいただろう？　あいつはそこに入ったって言ってたぞ」

　最上位魔族は全部で十二人だが、ティナーシャが人間だった時、最上位魔族のトラヴィスがらみの揉め事で、最上位魔族を一人殺したらしい。その空席にティナーシャは揺り返しを利用して収まったと聞いたのだ。

「何言ってんのよ。そりゃ十二って数字が一番この世界的には安定するけど、何年も欠員がいた状態でやっと落ち着き始めてたの。そこにあの子が急に入って急に出て行ったら、力の均衡を蹴りつけるようなものでしょ」

「ああ、そういうことか……」

　子供の最上位魔族として生まれ直したティナーシャは、ほんの一月で記憶を取り戻し、自分の肉体を作り替えて元通りにしたのだ。それが「最上位から出て行った」という状態になるなら、確かに徒いたずらに力の均衡を乱している。揺れが収まりかけていた天てん秤びんをもう一度揺さぶったようなものだ。

「あの子じゃなきゃこんな無茶できないだろうし、あんたに早く会いたくてやったんだろうけど、さすがに世界に悪影響が出るから。もう同じことはできないようになってるはずよ」

「できないようになったって、お前がそうしたのか？」

「まさか。世界の安全措置が働いたのよ。私はそれを感じ取れるだけ」

　当然のように言うルクレツィアの声音は、疑うことを許さないきっぱりとしたものだ。

　どうしてそこまで確信があるのか問いたくはなるが、相手は最古の魔女だ。オスカーたちには分からないことが分かってもおかしくない。要するに、ティナーシャがやった魔族への生まれ直しは、世界が持つ自己保存の意志に引っかかり、以後制限がかかったということなのだろう。

「ちなみに、人間として生まれる場合、どれくらい時間がかかるんだ？」

「うーん、分かんない。多分、妊娠中に魂が生じなかったか消えちゃった胎児の体を借りることになると思うけど、胎児の体にある程度あんたたちの魂を受け止められるくらいの素質がないと駄目でしょ。そういう条件が重ならないと無理だから、待つ時はかなり待つんじゃない？」

「……分かった。気をつける」

　妻を死なせるつもりがないことには変わりがないが、心構えはしておいた方がいい。オスカーの素直な返事に、ルクレツィアはようやく眉根を緩めた。

「なら、あんたは帰って大人しくしてなさい。この子はまだしばらく寝てると思うから」

「何から何まで世話になってすまない」

「別にいいわ。犯人を見つけて皆殺しにしてもいいけど、面倒事が増えないようにしなさいね」

　まるで見てきたような言葉に、オスカーは少し沈黙する。

　そして彼は「行ってくる」とだけ言って、森の中の家を後にした。







「火の角」は十二年ほどまえに、たった五人の商人によって作られた。

　当時ワカニの街は、大きな二つの組合が支配しており、彼らの意に添わない人間は不利な商売を強いられていた。それを打開するために、若い商人たちは一念発起して「火の角」を作ったのだ。

　けれどやる気だけに溢あふれた新生の組合は、その意気に見合うだけの結果を得られなかった。

　大方の予想通り「火の角」は一年経たず苦境に追いこまれ……しかしある時、それを覆す好機がやってきた。彼らはどこからかテリザを仕入れて、それをさばくことで頭角を現し始めたのだ。

　それから「火の角」は次第に大きくなり、今やワカニの街で一、二を争う組合となっている。

「ただその実態は、ほんの数人の幹部だけが知っている、か。調べてみると胡う散さん臭くささしかないな」

　街に戻ったオスカーは調査の結果を反芻しながら、通りを歩いていく。行きすぎる人々が、彼の携えている包みを不思議そうに見やった。

　オスカーが向かっているのは、昨日依頼を受けた武器屋だ。何か進捗があればそこに報告に行くよう言われていた。言われた通り、オスカーは「閉店中」の札が下がる扉を開ける。

　中にいたのは、今日は奥に座る店主を含めて六人だ。そのうちの三人は格好からして傭兵らしい。何かを相談していたのだろう。壮年の店主は目だけを上げてオスカーを見た。

「あんたか。どうだった？」

「例の獣は討伐してきた」

「へ？」

「勧められた剣は全然刃が立たなかったけどな」

　言いながらオスカーは、持っていた包みを解いて見せる。革でくるまれていたその中身は、見事に剣身が曲がってしまった長剣だ。店主は鼻白んだ顔でそれを見る。

「そりゃ悪かったな。で、討伐したって？　剣がそんなでどうやったんだ？」

　残る男たちの笑い声が加わり、嘲弄を含んだ目がオスカーに向けられる。彼らの反応は予想の範囲内だ。オスカーは平然と返す。

「あの剣だけが武器じゃないんでな」

　オスカーは自分の腰に提げた剣を一瞥した。それは屋敷から持ってきた一振りでティナーシャの塔にあったものだ。おそらく魔法剣の類だろう。

「ところであの獣はなんなんだ？　十年前の獣は埋葬されたままだったし、今襲ってきた方は殺したら消えたぞ」

「消えた？　何のことだ？　面白くもねえ言い訳だな。取り逃がしたの間違いだろ」

「なるほど。お前たちは知らないのか」

　店主たちの反応は馬鹿にしたようなものだ。噓うそをついているようにも誤魔化しているようにも見えない。つまり、あの獣が消えた現象の理由を彼らは知らないのだろう。

　だが、ここに来た目的はそれではない。

「別に俺の噓だと思うならそれでもいい。最初から報酬が欲しいわけじゃないしな。単に俺は聞きたいことがあるだけだ」

　オスカーは男たちを冷えた目で睥へい睨げいする。

「昨日の夜、俺の妻にテリザを盛った人間がいる。心当たりはあるか？」

「…………」

　男たちの顔から表情が消える。代わりにそこに現れたものは、猜さい疑ぎと敵意だ。

　壁に寄りかかっていた傭兵の一人が体を起こすと、オスカーの前にゆらゆらと歩いてくる。相当喧けん嘩か慣れしているようだ。男は顔を斜めにして至近からオスカーをねめあげた。

「何が言いたい？　てめえ、何のつもりだ」

　男の拳が振るわれる。有無を言わさぬ先制の一撃は、今まで多くの人間の意志を挫くじいてきたのだろう。そういうやり方をする人間がいると、オスカーは知っている。

　だから彼は、半歩下がって拳に空を切らせた。体勢を崩した相手の足を払う。

　男は短い悲鳴を上げて床の上に転がった。残り二人の傭兵が顔色を変える。脅しの言葉もなく彼らは剣を抜いた。オスカーは自分も剣の柄に手をかける。

　この狭い室内では、相手も充分に剣は振るえない。出方を見てからでも余裕で間に合う。

　オスカーは自分の肩口に振り下ろされる刃を、すれすれで左に避ける。

　剣はまだ抜かない。代わりに左手を伸ばして男の胸倉を摑んだ。そのまま下へ強く引く。体勢を崩されて、男はもんどりうって床に叩きつけられた。

　三人目は言葉にならない罵声を上げて、オスカーに剣を振るう。その刃をオスカーはようやく抜いた剣で受けた。白銀に見える剣身は鐘のような澄んだ音を立てる。

　オスカーは微かに手に伝わる振動に眉を寄せかけた。次の瞬間、相手の剣の刃が砕け散る。

「な、何しやがった！」

「面白い。こういう剣なのか」

　どういう仕組みかは分からないが、衝突した相手に振動を伝えて破砕する魔法剣のようだ。ティナーシャが城の宝物庫ではなく塔に引き取ってあった武器ということで、癖があるだろうとは思ったが、なかなかに変わっている。

　感心したオスカーが視線を戻すと、男たちは恐れと苛いら立だちが混ざった目で彼を見ていた。膝を押さえて立ち上がった傭兵が舌打ちする。

「てめえまさか、よその雇われか？」

「違う。さっき言った通り、昨日偶然依頼を受けて、妻がテリザの被害に遭っただけだ。獣の討伐をしたのも本当。ただ殺したはずの死体は消えるし、曲げたはずの木も戻った。普通の傭兵なら『話と違う』と苦情を上げているところだ」

「……何の話だ。まさか、化け物の幽霊がいるなんて言うんじゃねえだろうな」

「さあな。それはそっちの問題だろう。こっちが聞きたいのはテリザについてだけだ」

　オスカーは剣の柄を握りなおす。静かで、だが感情を抑えていない声がその場を打ち据えた。

「俺は、俺の妻を害そうとした人間を許すつもりはない」

　鋭い戦意に、その場にいた全員がびくりと身を竦める。刃を首筋に当てられたかのような錯覚に、傭兵の一人は後ずさった。

　オスカーは白銀の剣を鞘に戻す。

「腹の探り合いをする気はない。話す気がないというなら、森の奥を調べるだけだ」

「待っ……！」

　商人らしき男があわてた声を上げる。だがすぐに彼は、自分のその反応こそが間違いだったと悟った。「森の奥」で顔色を変えてしまった男を、オスカーは顔を斜めにして見やる。

　店主が忌々しげに舌打ちした。

「悪いが、あんたの奥さんのことは本当に知らねえ。テリザの備蓄にも余裕がねえんだ。こっちは女一人のためには使えない。そんなやつがいるとしたら、オレたちとは別口だ」

「組合員の全員がそうだと言いきれるのか？」

「今はな。テリザは持ち出せない。共用金庫に少しあるだけだ」

　──店主の様子から見て、噓は言っていないようだ。

　なら可能性としてはこれまでの間、備蓄していた誰かか。それとも……

「森の奥には、誰か見張りがいるのか？」

「あんた……」

　店主は苦りきった顔になったが、今更誤魔化しても意味がないと思ったのだろう。力なくかぶりを振った。

「見張りはいない。今、森には誰も立ち入れないんだ。あんたが討伐したっていう例の獣のせいだ」

「誰も？　昨日、俺たちは森で人影を見たぞ。獣を倒したら逃げて行った」

「は？」

　男たちがざわめく。彼らの顔に明瞭な怒りが生まれた。

「やっぱり、あのジジイが絡んでいやがったか」

「おかしいと思ったぜ。まっさきにあの化け物に殺されたかと思ったが」

「十年間の恩を忘れやがって……」

　罵る言葉は彼らの頭に血を昇らせていくようだ。店主の男は、オスカーの冷めた視線に気づくと立ち上がった。

「あんたはずいぶんこっちの事情を察してるみたいだな。並の傭兵より腕がいいのも分かった。だから、森の怪物を討伐したっていうなら、もう一つ仕事を頼みたい」

「何の仕事だ？」

「分かってるだろ」

　店主は深く息をつく。

「森の奥だ。テリザの栽培地がどうなっているか、様子を見に行く」







「火の角」が、面めん子つを集めて準備をするまで、それから二時間かかった。

　それでも時間はまだ昼過ぎだ。オスカーは特に何を言うわけでもなく、組合員と護衛の傭兵、十五人の中に混ざると、森に向けて出発した。

　昨日オスカーが妻と二人で入った時には道なき道を進んだが、一行は巧みに隠された小道を伝って森の奥に進んでいく。列の中ほどを歩いているオスカーに、後ろを行く武器屋の店主が言った。

「あんたは、最初から森の奥にテリザがあると分かってたのか？」

「いや。少し調べれば分かる話だ。『火の角』が大きくなったのは、テリザの仕入れがあったからだ。そして今、テリザの流通が急に減って、お前たちは人が殺される森にどうしても入りたがってる。それで俺たちには『森の奥に行かなくていい』というなら、そこにテリザの栽培地があるんだろう。知り合いで薬草を育てるのが得意なやつがいるから聞いてみたら、最初にテリザが発見されたのはこの森から山一つ越えた場所らしい。気候も土壌も似てる場所だ。こっちで採れてもおかしくない」

「ずいぶん古い話を知ってる知り合いがいるんだな。山向こうはもう、ずっと昔に焼き払われちまったよ。あれを育てられる人間はそういないしな。今じゃこの辺りで残ってるのはここだけだ」

　オスカーは「ここも焼き払われればいい」と思いつつ、獣道を進む。

「俺が見かけた人影が誰か、見当はついてるのか？」

「森の中に住んでるやつがいる。栽培地の管理人みたいなもんだ。今は、じじいとガキの二人。ただジジイの方とは少しそりが悪くてな。きっとあいつが化け物をけしかけてきたんだろう」

「けしかけた？　そんなことができるのか？」

　オスカーの問いに返ってきたものは、気まずそうな舌打ちだけだ。答える気はないらしい。

　──鍵となるのは、十年前のことだろうか。

「火の角」がテリザに手をつけ始めたのは、その少し前だ。そこから一年近くが経って、獣の被害が出て討伐がなされた。そこで栽培地の管理人と「火の角」の間に何かの齟そ齬ごがあったのではないだろうか。先の「恩を忘れた」「そりが悪い」という話は、それを意味するものだろう。ただこういう話は、相手側の言い分も聞かないと判断がつかないとオスカーは知っている。彼は判断を保留すると、木々の合間から空を見上げた。

「結構奥まで来たな……」

「あんた、例の化け物を倒したってのは本当なのか」

「本当。ただ手ごたえは確かにあったのに、少ししたら死体が消えて、戦闘で曲がった周りの木も元に戻った。だからそういう奇妙な類の相手かと思ったが」

「初耳だ。十年前はそりゃひどい被害が出たんだ。人も死んだし、その時折れた木は今でもそのままだよ。あんた、幽霊でも見たのか？」

「幽霊なんて存在しないが。ならあれは本当に、別種の魔物か？」

　実体を持たない類の魔物が、死して元の姿に戻ったのだろうか。だがそれでは説明しきれない収まりの悪さを感じる。店主の男はかぶりを振った。

「あんなのが何匹もいるんじゃたまったもんじゃない。前に殺したあいつは、この森に何百年も前から棲んでた主だったんだと。まさか十年経ってもう一匹現れるなんて……」

　その時──ざざ、と周囲が揺らいだ。

　左右の木々が「ずれた」ように思えて、オスカーは足を止める。その背に店主の男がぶつかった。

「なんだい、あんた」

「これはまさか……」

　短距離転移にも似た感覚。これは昨日彼が味わったばかりのものだ。顔を押さえた店主の男が、ふと左側の森を見て漏らす。

「──え？　なんであの木が。十年前に折れたはずじゃ……」

　前方から葉々の揺れる音が聞こえる。何かがものすごい速度で接近してきている。

　オスカーは剣の柄に手をかけながら叫んだ。

「下がれ！　来るぞ！」

「は？　なんだ急に」

　先頭にいた男が不機嫌そうに振り返る。

　森の木々をかきわけ走ってくる気配。それがなんであるのか、彼らが悟るより先にオスカーが前に出る。先頭にいた傭兵の腕を摑んで引き倒しながら、彼は剣を抜いた。

　生い茂る枝をへし折って──真上から黒い巨体と爪が降ってくる。

　その爪を、彼は剣身で受けた。

　鈍い破砕音が森の中に響き渡る。オスカーは衝撃を逃がしながら剣を払った。爪を砕かれた獣は、木々をものともせず後ろに跳び下がる。

　頭を低くし低い声で唸る獣は……昨日殺したものと同じ姿をしていた。

「二匹目……？　じゃないか？」

　あのような獣が同時に複数いるとは思えない。昨日の獣の消え方を見ても、昨日と同じものがここにいると考えた方が自然だ。

　オスカーは、周囲をざっと確認して舌打ちしたくなる。

　人一人通るのがやっとの獣道に、十五人が一列になっている。少しでも道を外れれば、そこは低木と草が生い茂る森だ。昨日、ティナーシャが魔法で広場を作った時とは比べるべくもない。地の利は、圧倒的に向こうにある。

「て、てめえ、化け物は倒したって言っただろ！」

「言った。これは復活する類のものなのか」

　死体が消えたのはこういう理由だったのかとオスカーは納得する。実体が別の場所にあるかもしれないが、今目の前にいる獣にやられれば、普通に怪我を負うのは事実だ。

　獣の黒い毛皮の中から、小さな緑の両眼がオスカーを睨む。

　次の瞬間──巨体が跳ねた。

「道から逸それろ！」

　オスカーの指示を咄とっ嗟さに聞けた人間は、ほとんどいなかった。

　枝をへし折る音と共に、頭上から獣の巨体が降ってくる。

　オスカーは後ろにいた傭兵を茂みの中に突き飛ばした。それをしながら振りかかる爪に向けて剣を一閃する。

　破砕音は、男たちの悲鳴にかき消された。

「ひぃぃっ！」

「た、助けてくれ……」

　悲痛な悲鳴を上げているのは、今の攻撃に巻きこまれた一人だ。男は半ば潰れてしまった右足を引きずりながら這って逃げようとする。オスカーはそれを視界の隅に見ながら、けれど目の前の獣から視線を外さなかった。

　オスカーの頰を一筋血が垂れていく。飛びかかられた時に砕いた爪の破片が、顔を掠かすめたのだ。

　獣が、ぐっと四肢に力を込める。

　次の瞬間、鋭い牙を剝いた顎が彼に迫った。

　オスカーは腰を落とし、暴力そのものの顎に空を切らせる。跳びかかってきた獣の腹の下を滑るように通り過ぎながら、彼は獣の腹を狙って長剣を斬り上げた。

　だが返ってきたのは肉を裂く感触ではなく、鈍い衝撃だ。

「腹の下も硬いのか」

　オスカーは地面に手をついて獣の下をくぐりぬける。素早く身を返しながら、彼は剣を横よこ薙なぎに払った。木の幹を蹴って反転してきた獣の爪と、魔法剣の刃がぶつかり合う。

　破砕の振動が手に伝わる。オスカーは濁流のごとき力を剣身の方向を変えて受け流した。

　距離を取ろうにも足場は悪い。だから彼は更に踏みこむ。牙と牙の間、わずかに見えている口内に剣を突きこもうとした。だが獣は直前でそれを察知すると、頭を伏せて額で受ける。再び鈍い破砕音が上がった。硬い上皮に小さな穴が空き、けれどそれは血も流れない程度のものだ。

　獣は今の攻撃で用心したのか、口を閉じて爪を振るってくる。巨体からは想像もつかない間断のない攻撃に、オスカーは防戦に回らざるを得なくなった。

　苛烈になっていく攻防に、腰が抜けたらしい店主が獣道にへたりこんだまま声を上げる。

「な、なんなんだ……」

「そこにいられると戦いにくいんだが」

　残る人間たちは、とっくに逃げ出している者もいれば、それができないでいる者もいる。足を潰された男もその一人だ。

　──獣の標的がオスカーであるうちはいいが、ひとたび矛先を変えられれば彼らは守りきれない。

　そこまで考えて、けれど彼は首を捻った。

「いや別に守らなくていいのか？　テリザを流通させてるようなやつらだしな」

　ファルサス国内であれば極刑か国外追放だ。突き放すような言葉に、男たちは顔色を変える。

「そ、そんな！　こっちは雇い主だろうが！」

「別に報酬は要らないと言ったはずだが。他人を破滅させてまで私腹を肥やしていたつけが回ってきたんじゃないか？」

「破滅したのはそいつが弱かっただけだ！　こっちだって生きてかなきゃならねえんだ！」

　店主の叫びを聞きながら、オスカーは振りかかる爪を剣で払う。

　先ほどから、伝わる破砕の衝撃が鈍くなってきている。昨日はアカーシアで用心される前に斬り払えたが、今は大分時間が経過している。こうなっては剣の限界が来る方が先かもしれない。

　今のうちに剣を変えるべきかオスカーは迷った。隙を狙って突きこんだ剣先が、獣の左目を掠める。獣は自分の速度を上回る相手を用心してか、大きく飛びのいて距離を取った。

「さて、どうするかな」

　少しでも判断を誤れば大惨事になりそうだ。できればその前に決着をつけたいが、今のところ楽観的になれる要素はない。

　それに──先ほどから視線を感じる。

　オスカーは獣の後方、木々の合間を一瞥した。そこにはフードを目深にかぶった人影がある。昨日、オスカーが追いかけて見失った人物だ。

「あいつを捕まえれば、獣の正体も分かるか」

　なら、ここは多少の無理をしてでも押しきらなければ。

　オスカーはそう判断すると、持っていた剣を手放しアカーシアを現出させようとする。

　けれど指を放そうとしたその時、彼の足元に何かがまとわりついた。

「ん？」

　見るとそこにいるのは、うっすらと白く光るイタチだ。オスカーは、真下から自分を見上げてくるそれと目が合う。

「お前、ティナーシャの……」

　妻が探知のために作った使い魔が、何故ここにいるのか。

　彼がそう思った時──空気が変わる。

　魔力の波紋が森の中を走る。獣もその出所に気づいたのか、びくりと身を震わせ上を見る。

　オスカーはぽつりと漏らした。

「来たのか」

　音もなく、白い光の柱が空から打ち下ろされる。

　それは巨大な槍やりそのものだ。木々を蒸発させて降ってきた光は、そのままであれば獣の巨体を貫いただろう。だが獣は木々の間に滑りこむようにして光の柱を避けた。

　光が炸さく裂れつした後生まれたものは、円柱状の空間だ。

　その只中に、ふわりと一人の女が降りてくる。長い黒髪が魔法の熱を孕んで広がり、純白の魔法着によく映えていた。闇色の瞳が、まっすぐに強すぎる情を込めてオスカーを見る。

「遅く……なりました……」

「起こしてしまったのか。悪い、手を焼かせる」

　昨日、獣と戦う時に張ってあった軽い防御結界か、使い魔のイタチか、どちらかを通じてティナーシャに異変が伝わったのだろう。寝こんでいた妻を呼び出してしまったことに反省しながら、オスカーはしかし、状況が変わったことに安あん堵どした。捨てかけた剣を握りなおす。

　宙に浮いている妻に、彼は言った。

「そこにいる獣、実体があるが多分本体じゃない」

「本体じゃ……ない……？」

「昨日と同じ動きをするが、昨日の記憶はない。おそらく倒してもまた現れる」

　ティナーシャの攻撃をぎりぎりで避けた獣は、敵意をみなぎらせながら二人の様子を窺っている。

　それを見てオスカーは確信した。

　──この獣が昨日の続きなら、森を退けたティナーシャをもっと用心するはずだ。

　だが今、獣が彼女に抱いている用心は、未知に対してのものだ。オスカーは、さっき口内を狙った攻撃一回で獣が用心し始めたのを見て、そのことに気づいた。それだけの学習能力があるのなら、昨日口内から切り裂かれて死んだ獣は、最初から用心していたはずだ。

　だから、押さえるべきは人影の方だ。

「ティナーシャ、その獣足止めできるか。森は焼いていい」

「殺してもいいなら」

「構わん」

「承りました」

　ティナーシャはすかさず詠唱を始める。顔色の白さを見るだに、体調は万全ではないだろうが、一度見た敵だ。上手うまくやってくれるだろう。

　オスカーは獣を妻に任せると、森の中に飛びこんでフードの人影の方に向かう。相手はまさか獣をおいて自分の方に来るとは思っていなかったのだろう。あわてて身を翻したが、オスカーの方が早い。もたつきながら木々の合間を逃げる人影に、彼はまもなく追いついた。

　背後ではティナーシャの放つ閃光が、森を鮮やかに照らしている。

　オスカーは、自分より背の低い相手の肩を摑んだ。

「ヒッ」

　暴れる相手の腕を捕らえて、彼はローブを引きはがす。その下の顔は見知らぬ老人だ。日に焼けた肌。深い皺だらけの顔に憎しみを込めて、老人はオスカーを睨む。

「やつらの手先め！　死に絶えろ！」

「手先ではないんだが……あの獣はなんだ？」

　それを聞いた老人の顔に陰惨な笑みが浮かぶ。ぎらつく目は、正気から片足を踏み外した者の証拠だ。そこに精神を捻じ曲げるほどの憎悪を見てとって、オスカーは端整な顔を顰めた。

「十年前に何があったんだ？」

　おそらく鍵はそこだ。老人は乾いた唇を歪ませた。

「十年前、やつらは儂の家族を──」

「や、やっぱり貴様か！」

　悲鳴じみた声は、オスカーの後ろから聞こえた。

　振り返ると店主が真っ赤な顔で拳を握りしめている。ついてきている気配には気づいていたが、これは話が脱線しそうだ。店主は転げるようにオスカーの隣から手を伸ばすと、老人の襟元を摑む。

「今更何のつもりだ！　もうとっくに終わったことだろうが！」

「そう思っているのはお前たちだけだ！　儂もミリィも、十年前のことを忘れたことはなかった。お前たちは、テリザを得るためだけに儂ら家族を酷使し、それに反抗した息子夫婦を殺した！」

「そっちこそ、あの化け物をけしかけてきただろうが！　何が『森の守り神』だ！」

　二人は互いを罵る。非力な人間同士が憎しみを込めてもみ合う様に、オスカーは苦い顔になる。だが、おかげで事情も見えてきた。

　老人とその家族が、おそらく店主の言った「栽培地の管理人」なのだろう。そしてそれはつまり、テリザを育てられる稀少な人間だ。「火の角」は彼らを通じてテリザを入手し……けれど十年前、家族は異を唱えた。「火の角」と家族は決裂し、お互いに死者が出た。

　その時、家族側が「火の角」に対抗するために持ち出したのが、埋葬されたあの獣だった、という話のようだ。オスカーは溜息をつくと二人を引きはがす。

「俺は急いでる。病み上がりの妻を早く寝かせたいからな。聞きたいのは一つだけだ。──今いるあの獣は、何なんだ？」

　気になるのはそれだ。殺しても消えてまた現れる、あまりにも不可解な存在。

　その正体が彼らの探しているものなら、見過ごすことはできない。

　後方から獣の悲鳴が聞こえてくる。見ると黒い巨体は光の槍十数本で串刺しにされ、瀕ひん死しの状態のようだ。ティナーシャはそれを上から冷ややかに見下ろしている。

　オスカーはまもなく息絶えるだろう獣を指さす。

「あれはどうして殺すと消える？　十年前の獣を似せて作った何かなのか？」

　老人には魔力がない。ならば背後に魔法士がいるか──それとも人知を超えた呪具があるのか。

　胸元を摑まれた老人は喘あえぐ。

「何度殺しても意味はない……守り神は、儂らの記憶にある限り蘇よみがえり、お前たちに復讐するだろう」

「記憶にある限り？　どういうことだ」

　オスカーがそう問いただした時、気圧が変わるような違和感が走った。振り返ると、ティナーシャが消失させた木々が戻っている。

　そして──さっきまで串刺しにされていた獣がいない。

　ただ宙に浮かぶ魔女が、昨日と同じように目を丸くしているだけだ。

　店主の男が、愕がく然ぜんとした顔で元の森を見つめた。

「なんなんだ……幻だったのか……？」

「ただの幻なら人は死なない。おかしいのはあの獣だけじゃないだろう」

　獣が現れる直前、店主の男が「十年前に折れたはずの木が戻ってる」と言ったのだ。なら、この森が生み出す違和感の正体は一つだ。

「お前は獣と一緒に過去の森も現出させてるんだ。だが、どんなに強力な魔法具でそれをしたんだとしても、魔法具自体を壊してしまえば終わりだ」

「──あの小こ匣ばこは壊れない」

　囁く言葉は自信で満ちていた。

　老人は罅ひび割われた唇で笑う。その口の端から不意に真っ赤な血が一筋零こぼれた。老人が口を開くと、大量の血が泡となって溢れ出す。

「毒か！」

　オスカーが手を放すと老いた体は崩れ落ちる。自害用の毒薬を口に含んでいたのだろう。吐き出される血の量から言って、明らかにもう助からない。

　老人の、なおも力に満ちてぎらつく瞳が店主を見上げた。

「恐れ続けろ……あの日の夜は……何度でも戻ってくる……お前たちを殺しに……」

　死に際に吐かれる呪じゅ詛そは、寝台にぶちまけられた鮮血のようだ。

　顔色を失なくした店主の隣で、オスカーは倒れた老人を見下ろす。

　冷えていく体を浸す血ち溜だまりは、いつまで経っても消えてなくなりはしなかった。





※






「……寒い……オスカー……」

「大丈夫だ。ついてる」

　細い体を抱きしめる腕に少しだけ力を込めると、ティナーシャの四肢から緊張が薄れる。宿屋の小さな寝台で、彼女はテリザの余波に苦しんでいた。

　震えながら魔力を漏らしている妻に、オスカーは魔力を抑える必要もあって添い寝をしているのだが、彼女自身の体は火がついたように熱い。病み上がりで大きな魔法を使ったせいだろう。こんな体調で無理をさせてしまったことに、ただただ反省するだけだ。

　森で死んだ老人は、遺体を調べたところ何の魔法具の類も持っていなかった。ただその体は、ティナーシャ曰いわく内側から不自然にぼろぼろだったらしい。「臓器が枯れきってしまってますね。これじゃ毒を飲まなくても、今日明日の命だったでしょう」という見立てだ。

　オスカーは老人の家やテリザの栽培地も調べたかったが、店主に「これ以上話すことは何もない」と突っぱねられてしまった。ただ彼もティナーシャを休ませたかったので、ちょうどいいと言えばちょうどいい。森の中から転移で帰ってきたが、街を発った時から大分時間が経っていた。

　ティナーシャはさっきから浅い眠りと覚醒を行き来しているようだ。オスカーに抱き着いている両手に、時々力が込められ爪が立てられる。そのか細い様子はただの少女のようで「守らなくては」という気分になる。

「オス……カー……」

「ここにいる」

　小さな頭を繰り返し撫でる。熱を持った素足が縋すがるように絡まってくる。弱々しく甘えたがりな彼女は、ついぞ見なかった姿だ。母親になってからティナーシャは、私的な時間であっても凜りんとした姿を崩さなくなった。そんな彼女にとって、人間としての死と、そこからの帰還がもたらしたものは、どこにも寄る辺のない自由だったのかもしれない。

　民への贖しょく罪ざいに生きた四百年よりも遥かに留とどめるもののない生。だから夫である自分は、できるだけ彼女を繫ぎとめるように気をつけていたいと思う。人であった頃も、同じ想いを以て彼女に求婚していたのだから。

　ティナーシャは彼の胸に顔を埋めて浅い息をしている。この様子では朝まで起きられないかもしれないが、どこかで水を飲ませた方がいいだろう。オスカーは枕元に置いた吸い飲みを確認する。

　その時、熱を持つ魔女の躰からだがするりと彼の腕の中から抜けた。

　汗でべったりと濡れた下着姿の彼女は、寝台の上に上体を起こすとオスカーを見下ろす。突然の妻の行動に、彼は目を瞠った。

「ティナーシャ？」

「オスカー……小匣を追ってください」

「小匣？」

　それは、あの老人が言った言葉だ。

　オスカー自身、外部者の呪具の仕業と疑っていたわけではない。ただ老人にかまをかけるために「どんな魔法具を使っても壊せば終わりだ」と言った。老人はそれに反抗するように「あの小匣は壊れない」と言ったのだ。だから、やはりなんらかの魔法具がかかわっているのだとは思った。

　その話を聞いたティナーシャは「怪しいですね」と言って、何か考えこんでいるようだったのだ。

　そして彼女は、浅い夢の中で何かの確信に辿り着いたのかもしれない。よく響く声で彼に囁く。

「追ってください、オスカー。あれは、あんなことは魔法にはできない。あの現象はおそらく『個人の過去の記憶を一定時間現出させて、現実に上書きしてる』んです。けど、人を殺せる強度でそんなことをするなんて、本来あり得ません」

　寝台の敷しき布ふを摑む白い指が震えている。全身の力を振り絞って訴えているのだろう。オスカーは自身も体を起こすと、妻の頰に手を触れた。

「分かった。探してくる」

　そう言うと、彼女はほっとした表情になる。気が抜けたのか再び倒れこみそうになる体を、オスカーは受け止めて寝台に寝かせた。

「先に屋敷かルクレツィアの家に戻ってるか？」

「平気です……結界を張りますから……」

　ティナーシャは一度目を閉じると、苦痛に堪えるように濡れた睫まつ毛げの下から彼を見上げた。

「もし難しそうなら、無理をしないで戻ってきてください……急ぐ必要はないですから」

「ああ、肝に銘じる」

　くしゃりと妻の黒髪を撫でて、オスカーは寝台から立ち上がる。吸い飲みでティナーシャに水を飲ませると、彼は上着を羽織った。

「ナーク、一緒に来られるか？」

　オスカーが名を呼ぶと、窓辺に置いてあった荷物がもぞもぞと動いた。そこから小さな赤いドラゴンが顔を出す。放っておけば何日も寝ていられるナークは、この街に連れてこられて初めて目を覚ましたようだ。大きな黒い目で寝台のティナーシャを見た後、身をよじって袋から出るとオスカーの肩にとまった。

「いい子だ。ちょっと得体の知れない相手だから、気をつけていくぞ」

　主人の言葉に、ナークは小さく鳴いて同意する。

　頷くオスカーも今度は剣を佩いていない。何かあれば迷いなくアカーシアを抜くつもりだ。

　彼は宿の部屋を出る。窓の外は暗いが、真夜中まではまだ時間がある。一階の食堂からも賑やかな話し声が聞こえてきており、階段を下りながらオスカーはざっと店内を見回した。その中に一人、見知った顔を見つけて彼は眉を寄せる。

　カウンターで食堂の人間と話していたらしい店主は、青ざめた顔で階段を見上げる。その様子からするだにオスカーに用があって来たのだろう。

　オスカーは賑わう食堂を抜けて店主の前まで行くと、感情を込めない声で言った。

「何も話すことはないんじゃなかったのか？」

「事情が変わったんだ……」

　店主はそう言うとオスカーを手招く。外で話そうというのだろう。食堂を出た二人は、湿った土の道を歩き出す。

　外は月光だけで十分に明るい。だが店主はその明るさから目を背けるように、うつむいて自分の足元だけを見ていた。

「……あれから、死んだ老人の周囲や家も調べたが、魔法具の類も何も見つからなかった」

「そうか」

　それは予想の範囲内だ。あの老人は己の死期を悟っていて、それでも「復讐は終わらない」と言っていた。ならば鍵となるものは、簡単には見つからないように手を打っているはずだ。

　実際、怪しいものが見つからないとなれば、考えられる可能性は一つだろう。

「……孫娘が行方不明だ」

「あの老人と二人暮らしだったという娘か」

　言外に込められた皮肉に店主は顔を歪める。男は絞り出すような声で続けた。

「夕方に街を出ていくところを見た者がいるらしい。小娘の足だ。そう遠くには行っていないだろう。報酬は出すから、あんたも捜索に加わってほしい」

「また獣が現れるかもしれないからか？」

　倒しても倒してもあの獣が再出現するというなら、日が落ちた今、森へ捜索に入りたがる人間はいないだろう。むしろ老人の家を調べただけ度胸がある。

　けれど、店主の返答は予想外なものだった。

「あんたが探してた相手が、その娘だからだ」

「は？」

「あの娘……ミリィはさっきの食堂で給仕をしていたそうだ。若い娘の給仕は他にいないし、ミリィならテリザも手に入れられる」

　ティナーシャは、ワカニの街に来てから顔を隠していた。

　顔を曝さらしていたのは、食堂にいた時の他には森を調べていた時だけだ。

　獣の骨を発掘していた時にこちらを窺っていた小柄な人影が、森の中で暮らす少女であったなら。そして果実酒をティナーシャに配膳した少女が、他の誰に頼まれたわけでもなく、自分の意志でそれをしていたというのなら。

「あんたの奥さんにテリザを盛ったのは──十中八九あの娘だ」





※






　走る。ただ前へ走る。

　乗合馬車は使えない。そんなことをすればすぐ「火の角」に情報が回ってしまうだろう。

　家にも戻れない。あそこには、もう誰もいない。十年前からずっとミリィにとって家は、安心できる場所ではなかった。

　全てがおかしくなり始めたきっかけは何だったのか、ミリィには分からない。

　もともと遡れば顔も見たことがない曾祖父が、誤って人を殺して家族ごと森に追いやられた時か。

　それとも猟師だった祖父が自分の鎮痛用に育てていた薬草が、外では異様に価値があるのだと知られた時か。

　ともかく、テリザの存在を知った「火の角」の商人は、ミリィたち一家に量産を強いた。それは確かに彼らの生計を助けはしたが……すぐに諍いさかいが起きた。ミリィの両親は、ほんのわずかな報酬で酷使されることに反感を持ったのか、それともテリザが巷ちまたでどんな使われ方をしているか知ったのか。ともかく彼らは「このまま続けることはできない」と「火の角」に訴え、両者は衝突した。

　──事態を複雑なものにしたのは、「森の守り神」の存在だ。

　ミリィにとってはその守り神は物心ついた時より森の奥にいて、時々遊んでくれる相手でしかなかった。名前すらなかった。行けば会える存在で、それが何なのかを考えることさえしなかった。

　問題は、父親が斬られたことに驚いたミリィが泣き叫んで、守り神が現れてしまったことだ。

　そこからは、よく覚えていない。

　結果として言えば両親は、恐慌に陥った「火の角」に殺され、その「火の角」も守り神に殺された。その後も何度か「火の角」は人を森に送りこんで多くの死者を出し、最終的には守り神も討伐された。残ったのは、より大きくなったミリィたち一家への偏見だけだ。

　祖父と二人きりになったミリィは、テリザの栽培を行うことを余儀なくされた。彼女は祖父を手伝う傍ら街に働きに行き、それだけでは足りないので、時折自分で小金を稼いだ。

　その折に小匣を手に入れたのだ。過去の記憶を今に呼び起こす、あの不思議な小匣を。

「やっぱり駄目だったじゃない、おじいちゃん……」

　ミリィは、石ばかりが転がる崖の縁を駆けていく。

　背負った鞄かばんの中には、最低限の荷物が入っている。祖父はミリィに小匣を託して「これで復讐を続けろ」と言ったが、自分にはとても無理だ。呼び出せる過去の記憶は時間制限付きで、とてもではないが状況を覆せるとは思えない。おまけに十年前には幼かったミリィの記憶はもう朧おぼろげだ。一緒に遊んでくれた優しい守り神を、人を殺せるような状態では呼び出せない。

　──あんなことは間違っていた。やはりよくなかった。正面から敵対すれば、向こうは余計に大きな力で向かってくるだけなのだから。自分たちは、生きるためにもっと違う落としどころを探さねばならなかったのだ。

　だが、そんなことを言っても今更遅い。今はただ、できるだけ街から遠くに逃げなければ。

　すぐ傍の崖下には川が流れている。この流れに沿って行けば、明日の昼には隣の町に着くはずだ。

　息はとっくに切れている。足は既に感覚がない。

　ミリィは半ば惰性で前に進む。生きるために。それ以外はない。何も考えられない。感じない。

　幸い今夜は、月光が足元を照らしてくれる。あとは石に躓かないよう一歩でも先へ進むだけだ。

　そう思って、だが体の限界に思わずミリィが顎を上げた時、頭上を大きな影がよぎった。

　重い翼を羽ばたかせ、それはミリィの方に天を旋回した。黒い影から何かが落ちてくる。

　ミリィは自分のすぐ前に来るまで、落ちてきたものが人間だと分からなかった。

　整った顔をした長身の男。それが誰だか分かった彼女は思わず口を手で押さえる。

　森にいた傭兵の男だ。魔法士の女と一緒に守り神の墓を暴いていた。

　剝き出しの長剣を提げた男は、ミリィを見下ろすと問う。

「小匣を持っているか？」

　低い声には、抑えきれない感情が込もっていた。

　その強さにミリィはびくりと震える。怒りに似て、だがそれだけではない重みは、彼女が今まで避け続けてきたものだ。彼女は口を押さえたまま首を横に振る。

　すぐさま斬り捨てられるかと思ったが、男はそこで質問を変えてきた。

「小匣は実在するのか？　あの、過去を現在に上書きさせる呪具だ」

　──ああ、やっぱり分かってしまったのか、と思う。

　あの小匣は、周囲まるごとを呼び起こす。祖父が呼び起こしていた記憶は、守り神だけでなく周囲の森もだ。だからいつか気づかれるだろうとは思っていた。

　ミリィは青ざめる。答えなければきっと殺される。だが口が乾いた石のように動かない。

　男はけれど、それを急せかすわけでも苛立つわけでもなかった。ミリィはとても長く思える時間を置いて、ようやく彼に返す。

「じ、実在……します……わたしが街で……拾いました……」

「拾った？　そんなものが落ちていたのか？」

「裏路地で、し、死んでいた人のそばに……落ちていて……」

　路地を回って換金できるものがないか探すのがミリィの日課だ。生きるためには当然のことだ。

　十年前の事件以来、「火の角」はテリザを安く買いたたくようになったし、街での日雇いも祖父と二人生きるには充分ではなかった。だから、死者の遺品を拾い集めることはただの作業だ。

　男は秀麗な顔を顰める。

　月の光に照らされたその貌を、ミリィは少しだけ「綺麗だな」と思った。

「拾って、祖父に渡したのか？」

「わたしが使うと……暗い夜ばっかりだったから」

　ミリィ自身が呼び出す過去の記憶は、真っ暗な森の景色ばかりだった。そこには物言わぬ死体が転がっているだけで、その死体も黒く塗りつぶされていて誰のものか分からない。本人の記憶があやふやだと呼び出した記憶もがらくたになるのだろうか。ただとても嫌な気配がするだけだ。

「それに、あの小匣を使うと、体の中がすごく痛くなるから……川に、捨てちゃった……」

「川に？」

　ミリィは頷いて崖下を見る。暗くて見えないそこからは、水音だけが響いていた。

「いつ、どのあたりで捨てた？」

「川べりに着いた時……もうだいぶ時間が経ってる」

　祖父に無理矢理持たされたが、持っているのも嫌だった。だから誰の目もなくなってすぐに、思いきり崖下に投げたのだ。川に落ちて水しぶきが上がるのを確かに見た。

　男はそれを聞いて考えこむ。ミリィはおそるおそる気になっていたことを尋ねた。

「あの……おじいちゃんは……？」

「亡くなった」

　やはりそうか、とミリィは思う。祖父の体はぼろぼろだった。それでも復讐を優先していたのだ。

　分かっていたせいもあって悲しみよりも納得してしまう。体が疲れ切っていて感情がうまく動かない。喉が渇いた。もう座りたい。

　この傭兵は、自分を捕えて「火の角」に連れて行くのだろう。殺されたくないなと思う。

「どうして、俺の妻にテリザを盛った？」

　ミリィは顔を上げる。その質問は少し意外だった。答えるまでもないと思ったが恐いので答える。

「……雇われた人がどんどん体調を崩せば、『火の角』もいつか諦めると思ったから……」

「それで相手が中毒になったり、長く後遺症を患ったりしたらどうする」

「でも、死んじゃうよりはいいでしょ……？」

　死ぬよりはずっとましだ。ミリィもそう思って生きてきているのだから。

　だから死をできるだけ避けて、その範囲でできることをする。あの街ではそうしているのに、時折死んでしまう人間もいるが、それはその人間が対応を誤ったか運がなかったかだ。

　だが男はそうは思わなかったようだ。理解しがたい、という顔でミリィを見下ろす。

「他の人間から聞いた。お前は時々、旅人に直接テリザを売ってたらしいな」

「向こうが欲しがってたから」

　それも小金稼ぎの一つだ。大っぴらにやれば大人に目をつけられるから、時々ほんの少しだけ。ミリィから無理に売りつけたことは一度もない。

「お前からテリザを買い続けて、日常生活が送れなくなった人間が何人もいるそうだ。彼らは路地に居ついて、それでも残った小金でお前からテリザを買った。そのままお前が死んだ人間の荷物を盗とっていったところを、何人かが見てるというが」

「死んじゃったから、仕方がないと思って」

「意図的に衰弱を狙ってなかったと？」

「…………」

　狙ってはいた。それも金を得るための手段であったから。

　でも相手も分かっていたはずだ。テリザにのめりこみすぎれば、自分は死ぬのだと。

　それでも彼らはあれを欲しがった。いわばミリィと利害が合ったのだ。

「わたしは、自分が死にたくなかっただけ」

「……そうなんだろうな」

　男は苦い顔のままだ。きっと彼は、どんな状況になってもテリザを欲しがったりはしないのだろう。そういう人間は見れば分かる。ミリィとは違う人間だ。

　彼の肩に、大きな鳥のようなものがとまる。不思議な赤い生き物を彼女はじっと見つめた。

「俺に以前のような立場があったなら、お前に今からでも違う道があることを示しただろう。でも今の俺には、その義務も権利もない」

　男の青い双眸にある感情の一つは、確かに怒りだ。

　それは仕方がない、とミリィは思う。あの美しい魔法士は、自分からテリザを欲しがったわけではないのだから。ただミリィは自分の家を守るために動いて、それが駄目だっただけだ。

「たとえお前に、今まで他の選択肢がなかったとしても、お前のしたことは許されることではない。己が生きるためであっても罪のない人間を食い物にしていけば、その被害にあった人間が今度は別の人間を犠牲にする連鎖が生まれる。人間が集まって生きる以上、そういった行為自体は抑制されなければならない」

　──難しいことを言われている、と思う。

　ただ何となくの意味は分かる。ミリィのやったことは間違っていたという話だ。それはそうなのかもしれない。実際、こうして森と街から逃げ出すことになって初めて、「自分にはこんなことができたのか」と気づいた。

　ただ、合っているか間違っているか、ではないとも思う。ミリィは今まで、自分と祖父が生活に困らないでいられるように動いてきた。それが今終わろうとしているだけだ。

　男はミリィの表情に気づくと、平易に言いなおす。

「お前は、自分の大事なものを守るために俺の大事なものを傷つけた。それを否定する気はない。ただその行いが返ってくることがあると──今知っておけ」

　男の肩にとまる生物が、大きく口を開ける。

　そこに真っ赤な炎が生まれるのを、ミリィは眩まぶしい気分で見つめる。

　あれだけ「死にたくない」と思って生きてきたのに、今は恐くない。

　ただ疲れて……座りたい、とだけ思った。
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　暗い森を抜けた先に、その場所はある。

　小さな子供の背丈と同じくらいの草が栽培されている場所。

　青々とした草が風に揺れている景色を、森の入口に立つティナーシャは眺め渡した。

「結構広いですね。大きな街の広場くらいありますよ。これを二人で管理は大変そうです」

「大半をやっていたのが亡くなった祖父だったみたいだからな。どの道、祖父が死んだ時点で終わりだ。『火の角』は、今ある分だけでも回収したがってるけどな」

「この結界は、普通の魔法士には破れませんよ」

「ならよかった」

　テリザの栽培地を囲む結界は、オスカーが魔法具を使って張ったものだ。試行錯誤してみたが、無事効果があったようだ。

　あれからティナーシャは、五日ほど寝こんでようやく起き上がれるようになった。まだ完全な体調とまではいかないが、顔色も大分戻った。大事に至らなくて本当によかったと思う。

　ティナーシャは、風になびく髪をかき上げる。

「結局、小匣は見つかりませんでしたね」

「ああ」

　ミリィが川に投げ捨てたという小匣は見つからなかったのだ。流れが早く、大きな川とあってかなり下流まで行ってしまったのかもしれない。ティナーシャが目覚めてから探知をかけたが、それらしいものは見つからなかった。

「かなり怪しいとは思うんですが、実物がないと何とも……。ただあの小匣って変な挙動しますからね。もう一度使われることがあれば、見つけられるかもしれません」

「元の時間に戻る時、強制転移がかかるらしいな」

　オスカーたちは気づかなかったが、過去の記憶の現出が終わった後、その範囲内にいた人間は「現出されていた記憶の場所」に転移させられる。最初の時、獣の死体が消えた後迷子になったのはそのせいだ。「火の角」が老人の死後すぐに家を調べられたのも、勇気があったから、というより家の近くに転移させられたかららしい。オスカー自身は森の中の区別がつかないのと転移で帰ったので分からなかった。

　だが、森の中以外の場所でこれが起こったなら「奇妙な事件」として人の口にのぼりやすくもなるだろう。「時間制限つきの過去の現出と消失」「その後の強制転移」の二つは目立つ特徴だ。ただ、人の手の触れない場所に行ってしまったなら、他の呪具がそうだったように何百年も表に出てこない可能性はあるが、それはそれで仕方がない。

　オスカーは、ここ数日のことを振り返る。

「……なかなか、立場がないということに慣れないな」

「貴方はほぼ公人として生きてましたからね。人生の八割以上がなくなった、みたいなものですから慣れなくて当然でしょう」

「そんな割合だったか？」

「九割でしたかね」

　かつての王妃は白々と言うと、閉口するオスカーに微笑んで見せた。彼は軽く両手を挙げて降参を示す。

「俺自身は恵まれて生きたからな。選択肢が少なかったり、あっても気づかない子供を見ると悔しくなる。そう思うこと自体が傲慢なんだろうが」

「誰しも多かれ少なかれそうですよ。貴方も、決して多くの選択肢が与えられていた人間じゃありませんでしたし」

「だが幸福だった。お前のおかげだけどな」

「それは光栄の極みです」

　ティナーシャは嬉しそうに彼の腕に抱き着く。愛らしい妻の姿にオスカーはつられて微笑んだ。

「でもオスカー、貴方の性格は知ってますけど、あまり人と深く関わり過ぎない方がいいですよ。特に、今の私たちは」

「分かってる」

　人から外れた自分たちは、今や世界の意志を受けてはいるが異物と変わりがない。そんな存在が人に関わりすぎては、要らぬ歪みを生み出してしまうだろう。ティナーシャがかつて魔女として人と離れて住んでいたのも、同じ理由だ。

　それに、全ての人間に手を差し伸べられるわけではない。歯がゆいと思うことがあっても、人の問題は人に任せなければ。ティナーシャは淋さみしげに微笑む。

「あまり人に肩入れしすぎると、すりきれちゃいますよ。貴方は平気かもしれませんけど」

「留意しとく。心配させてすまない」

「こういうのは、余計なお世話って言うんです」

　彼よりも永く生きている魔女は、何を見てきたのだろう。

　彼女は悠久を窺わせる眼差しを遠くへ投げる。

「でも心って……不可逆なものだと思いますから」

　彼女は微笑むと、オスカーを振り返る。

「じゃあ、いいですか？」

「ああ。頼む」

　オスカーが言うと同時に、正面の草が燃え上がる。

　その炎はたちまち広がり、青々とした畑を丁寧に舐なめていった。風に揺らぎながら、けれど確かな意志を以て火はテリザを燃やしていく。

　熱は伝わってこない。吸いこめば幻覚も見えるという煙も来ない。それらは全て結界に遮られ、天へと昇っていく。二人は壮絶で、けれど静かな景色を眺める。
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　新しい生活で口うるさく言われていることは「学びなさい」と「自分と周囲に誠実に」だ。

　勉強は好きではない。

　一日の五分の一ほどは授業だが、意味が分からないことが多い。ただ他の子供たちも勉強が苦手な子は多いらしく、教師は「足並みをそろえなくてもいい」とのんびりとした態度だ。

　一方、命じられる身の回りの雑用や仕事は楽しかった。一つ一つに達成感がある。周りに褒められることも認められることもある。今までのように目についた機会全てに飛びつかなくてもいい。忙しくはあるが、心には余裕ができた。

「──掃除が終わったら、騎士様への届け物があるからお願いするわね」

「はい」

　ミリィは箒ほうきを手に、院長の言葉に頷く。

　ここは、ヤルダという国の城都にある孤児院兼学校だ。先代の宰相で、けれど王家に反乱を起こして投獄されたジシスという男が、それまでの私財を注ぎこんで作った施設なのだという。

　何も知らないミリィは、傭兵の男に連れられてここに来た。男は長い間院長と話した後、「お前のことは全部伝えておいた」と言って彼女をここに預けた。その「全部」とはミリィが犯した罪も含めて全部なのだろう。院長は「ゆっくりやっていきましょう」と言っただけだったが、やはりミリィ自身、時折自分のしたことを振り返って考えることはある。一緒に暮らす他の子たちが、自分のしてきたことを知ったらどんな顔をするか、怖くなったりもする。

　でもそれら全てと共に、ミリィは生きていくのだ。

「院長先生、もしまたあの人が来たら、『わたしは大丈夫だから』って言ってください」

　自分をここに連れて来た男が、時々密かに様子を見に来ていることは知っている。

　でも自分はきっと大丈夫だ。あの人は、自身の怒りをのみこんでミリィを別の道に連れて来てくれた。それだけで充分だと思う。

　院長は少し驚いたようだったが、すぐにいつものように微笑んだ。

「ええ、分かったわ」

　その言葉にミリィはほっと安心する。あの男はやはりちょっと苦手だったから、自分は自分で考えて、生きていきたいと思う。

　捨ててしまったあの不気味な小匣のことだけは引っかかるが、もう関わりのないものだ。あれが川底に沈んでしまったことは、きっと救いだ。だから忘れてこれからのことを考える。

　他の人間を犠牲にしなくても生きていられる──それはとても、気が楽な生活なのだから。
















　床の上に積み上げられた剣は数十振り、無造作に山の状態になっていた。だが、それら全てが魔法の剣だ。

　──数年前に、大国ガンドナである魔法構成が発明された。

　それは、魔法具を作るにあたって、物品に彫りこむ紋様や形を魔法士以外が作れるようになるというものだ。今までは魔法を帯びさせる道具の成形から魔法士がやらなければならなかったが、この新構成は、職人が刻んだ紋様に魔法構成を連結させることを可能にした。

　これによって物品精度の向上と、魔法具の容易な生産が可能になり──魔法具開発が加速した。

「理論的には、これでいけるはずだ……」

　魔法士の青年は手元の構成図を広げる。他に四人、魔法士がその構成図を覗きこんだ。

　諸国の魔法具開発は、既にそれが実戦に用いられるところまで来ている。大陸東部では国同士の小競り合いが起き始めており、いつ大きな戦争に発展するかといった状況だ。

　皆、自分たちが作った新たな兵器を試してみたいのだろう。これを機に領土を広げ、邪魔な隣国の力を削りたいと蠕ぜん動どうしているようだ。

　一方、北部に広がる大国タァイーリの衰退は目に見えて明らかだ。

　かの大国は唯一神イリティルディアを信仰しており、長年魔法士の厳しい排斥を行っていた。その傾向は五十年ほど前にようやく緩和し、魔法士の自治領なども認められるようにはなっていたが、それ以外の場所では魔法を自ら退けている。周辺諸国の魔法技術の発達に比べて、あまりにも国力の低下は著しい。このままでは、早晩どこかの国に食いつかれる可能性は高いだろう。

　ただそれを他国のことだとのんきに傍観もしていられない。いつ火種がこちらに飛ぶかは分からないし、そもそも彼らの主君である王は「隣国を下せる兵器を作れ」と叱しっ咤たしてきているのだ。宮廷魔法士として王命には逆らえない。

　五人の魔法士は最後に構成図を確認すると、剣の山を囲むように立った。あらかじめ決めていた通り詠唱を始める。五分割して組み上げ始めた構成が完成に近づくにつれ、剣の山の真上には異様な魔力の高まりが生じていった。

　やがて宙に、黒い魔力の球体が生まれる。

　疑似的に別位階より力を汲みだすための入口。全ての光を吸いこむようにも見えるそれは、球体から形を崩し、どろりと垂れると剣の山の上に降り注いだ。剣身に彫りこまれた紋様がそれに反応し、黒く染まっていく。

　やがて十分も経つと、黒い魔力は全て積まれた剣身の中に吸いこまれた。剣は全体的に陰がかかったような色になる。男たちはそれを覗きこんだ。

「完成した……のか？」

　理論上はこれらの剣は「魔剣」になったはずだ。魔法結界を斬り裂くための剣。敵軍の魔法士部隊と戦う時に有用になるだろう。

「半分でもいいから、ものになってればいいんだけど……」

　男の一人が手前にはみ出ている柄に手を伸ばす。

　だがその指がかかる寸前、柄は黒い液体となって溶け落ちた。

「あれ？　失敗か？」

　剣が溶ける構成など入れてなかったはずだ。それとも、取りこんだ魔力に耐えきれず崩れてしまったのだろうか。男は残っている別の剣を手に取ろうとする。

　その指が、ぽたりと床に落ちた。

「…………あ？」

　血が滴る。

　絶叫しようと口を開きかけたまま、男の首が断ち切られた。

　それを為なしたのは床に広がる黒い液体だ。液体の中から何かが放たれ同僚の首を斬り落とすのを、他の四人は呆ぼう然ぜんと見ていた。

　我に返ったうちの一人が、踵きびすを返かえす。

「まずい、失敗だ。逃げ──」

　だがそれは叶わなかった。

　次の瞬間、残る剣が全て形を失って広がる。

　それと同時に四人の体は、ある者はばらばらに斬り落とされ、ある者は無数の串刺しに、そしてある者はあちこちを叩き潰されて、物言わぬ軀に変じた。

　部屋の中に、静寂と血臭が立ちこめる。





※






　のちに「再来期」と呼ばれる時代。

　魔法具の爆発的な改良生産によって、いくつもの戦争が起こり、「まるで暗黒時代の再来のようだ」と言われたこの時代、魔法具の暴走は決して珍しいものではなかった。

　けれど通称「狂くるい刃ば」と呼ばれた魔法具の暴走事件は、唯一ほとんど全ての魔法史書に記載されている。

　何故ならこの時の正体不明の刃は、実験室に留まらず城内全てを惨劇の場と変え……最終的に百二十六人もの人間を、形を留めない肉塊にしてしまったのだから。
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　森の奥にある屋敷には人里から繫がる道もない。転移魔法を使わなければ行き来も困難だ。

　その周囲を、いつものように訓練を兼ねて走ってきたオスカーは、屋敷に戻るなり白いドレス姿の妻と出くわした。

　細い躰に添った滑らかな薄地の衣裳。膝から下は花が咲いたように膨らんでいる。特筆すべきは背中部分で、そこからは薄く透き通るような翅はねが二枚、緩やかな弧を描いて垂れさがっている。

　真珠を縫いつけた短いヴェールをかぶっている彼女の美貌と相まって、実に神秘的だ。オスカーは六割の驚きと四割の満足を以て妻を見つめた。

「それ着てくれたのか」

　おおよそ部屋着でなければ社交用でもないドレスは、オスカーがいつもの着せ替え趣味で買ってきたものだ。ティナーシャは闇色の目を細める。

「着ました。着たのに屋敷の中にいないから、どうしたのかと思っていたところです。こんな服、どこで手に入れたんですか？」

「前に行った街で劇場が潰れて、未使用の衣裳が売られてたから買った」

　半透明の二枚翅が彼女の白い背中に似合うと思って買ったのだ。想像以上の美しさに感嘆して、オスカーはぐるりと彼女の周りを回る。細い腰に手を伸ばしかけて、彼は自分が訓練帰りであることを思い出した。

「先に汗を流してくるから待っててくれ。すぐに戻るから」

「そこまで急がなくていいです」

　ティナーシャの表情が若干引き気味に見えるのは気のせいだろう。彼女はすぐに苦笑し直す。

「ゆっくりしててください。お茶を淹いれてきますから」

　魔女は長い裾を引いて廊下に消える。ゆらゆらと揺れる翅をオスカーはつい目で追った。

　だがそうしてぼうっと見惚れていては、今度こそティナーシャに呆れられてしまう。オスカーは浴室に向かうと、ざっと汗と砂すな埃ぼこりを落とした。洗濯物は籠に入れておくと、使い魔のリトラが洗ってくれる。雨の日が続いてもちゃんと乾燥されているのは魔法を使っているのだろう。リトラは料理ができないが、掃除や洗濯などが得意だ。「元の状態に戻すことに特化してるんです」とティナーシャは言っていたが、それはリトラがもともと建築管理用に生み出された使い魔だからだ。

　彼が着替えて居間に戻ると、ちょうどティナーシャがお茶と焼き菓子を用意していた。

　彼女は夫の濡れ髪に気づくと、ふわりと宙に浮く。長いドレスを引いて歩くよりその方が楽らしい。彼より高い位置で髪に指を差し入れて乾かしてくれるティナーシャを、オスカーは今度こそ抱き取った。腕の上に座る魔女は魔法のせいでほとんど体重を感じさせない。せいぜい猫くらいだ。

　彼女は髪を乾かし終わると、夫の額に口付ける。

「ちょっとは気が済みました？」

「済んだ。似合う。楽しい。翅は自分で動かせないか？」

「動かせますけど……」

　ティナーシャが軽く振り返ると、垂れていた翅がぴん、と広がる。そのまま蝶ちょうのようにゆっくりと羽ばたく翅にオスカーは表情を緩めた。ティナーシャはついに呆れ顔になる。

「貴方ってそんなに虫好きなんですか？」

「お前が好き」

　オスカーは妻の椅子を引くとそこに彼女を座らせる。彼自身は読みかけの本を取ってくるとお茶の席についた。ティナーシャはお茶のカップを手に取る。

　ゆっくりと流れる穏やかな時間。これが最近の二人の日常だ。

「……時代に取り残されていく気がするな」

　しばらくページを捲めくっていたオスカーはぽつりと呟つぶやく。彼が読んでいるのは歴史の古典だ。向かいで魔法構成の書き付けを作っていたティナーシャが顔を上げた。

「そろそろまた外に出ます？　あと少しで一カ月ですけど」

「そうだな……」

　この屋敷に二人で住み始めてから三十年ほどが過ぎた。その間、外部者の呪具を探してはいるのだが、それらしきものは見つかっていない。一番最初に行方が分からなくなってしまった小匣もそれきりだ。

　今の彼らは「一カ月ほど大陸を旅して手がかりが得られなければ、屋敷に戻って一月休養する」の繰り返しだ。だがそれをしていると世間の現状に疎くなる。オスカーはここ三十年の生活で、出会った頃のティナーシャが「小さな戦争とかいちいち把握してませんよ」と言っていた意味を実感していた。

「タァイーリがいつの間にか滅んでいた時には驚いた」

「驚きましたね。でもあそこ、そろそろ存続は無理かなとも思ってましたよ。魔法の排斥っていくらなんでも時勢にあいませんし、無理があります」

「今まで買った恨みの分もあるだろうしな」

　タァイーリが滅んだのは十年前のことだ。その数年前から大陸各地で国同士の衝突が起きていたことは知っていたが、タァイーリ滅亡を知った時には、実際に滅んでから三カ月が経っていた。大陸北部に広大な領地を持っていた国の滅亡は、予想はできていても衝撃が大きい。今ではその領土は、タァイーリを戦争で打ち負かした新興国、メディアルの支配する土地になっている。

　オスカーは一時期、下手をしたら暗黒時代のように、大陸全土が戦乱に巻きこまれる時代が来るかとも恐れていたのだが、結局はファルサスとガンドナが中心となって混乱は収められた。子供たちが上手く動いたことに、内心胸を撫で下ろしたものだ。

「タァイーリを変えようとしていたルスト王には気の毒ですけど……信仰は難しい問題ですしね」

　それはオスカーが王座にいた時代、同じくタァイーリを治めていた王だ。彼は魔法士の権利を少しずつ認める決定をいくつか下したが、国内ではそれを歓迎する者以上に反発した者の方が多かった。タァイーリ城都が陥落した際、老齢で死の床についていたルストは投獄されることになったが、幸いと言っていいのかどうかその前に病死したという。オスカーとしては本人を知っているだけに複雑な気分だ。

「お前は、子供たちが危なくなったらどうする？」

　その問いは、口にするべきことではないかもしれないが、万が一のためにお互いの考えを知ってはおきたい。ティナーシャはカップを手に持ったまま首を傾いだ。

「助けるかもしれません。ただ国は助けませんけど。介入する時に『今後一切表に出ずに、身分を捨てて生きるかどうか』を本人に確認しますね」

「なるほど」

　妻らしい答えだ。彼女の方がオスカーよりもずっと知己の死や国の滅亡を見てきている。一線を引くことに慣れているのだろう。それでも「子供の命を助ける」という選択肢を彼女が捨てていないことを、オスカーは嬉しくも思う。塔に棲む魔女だった頃の彼女に、その選択肢はなかったのだろうから。

　ティナーシャは、きりのいいところまで書けたのかペンを置く。

「外に出るなら、ファルサスの城都に寄りたいです。最近の魔法書が見たいんですけど、他の街だと品揃えがいまいちですから」

「城都か……」

　かつて自分たちが暮らしていた街で、顔が知られているといえば知られているかもしれないが、既に城を離れてから三十年が経っている。たまには街中を訪れても問題ないだろう。オスカーはそう結論づけると、ティナーシャに返す。

「分かった。でも明日でいいか？」

「いいですけど、どうしてです？　何か予定でもあります？」

「いや、外に出るならそのドレスを着替えないといけないだろ。今日はせっかくだからそのままで」

「…………」

　若干白い目を向けられた気もするが、ティナーシャは「分かりました」と再びペンを手に取る。

　魔力を干渉させているのか翅がぴくぴくと動くのを、オスカーは楽しく眺めた。





※






　ファルサスの城都は、この三十年ですっかり魔法仕掛けの設備が増えた。

　店の軒先には光る文字で描かれた看板が提げられ、陳列棚では商品見本がひとりでに回転している。オスカーは、大通りの側溝に硝子板が蓋としてかぶせられているのを興味深く見下ろした。

「これ、割れないのか？」

「生成時に魔法構成を入れてるみたいですね。かなりの硬度なんで、普通にしてたら割れないと思いますよ。割れても破片は飛散しないようになってますし」

「面白いな。下が見えると落とし物も探しやすい」

　硝子蓋の上に乗ってみるオスカーは、一応フード付きの外套を着ている。その隣にいるティナーシャは目までを覆うヴェールをかぶって、なおかつ十三歳程度に外見年齢を変えていた。膝丈の白いドレスから伸びる細い足は、少女らしい未成熟なものだ。

　外見年齢はオスカーが「お前は目立つから」と言って変えさせたのだが、ティナーシャ自身は「貴方も目立つ方だと思うんですけど」とぼやいていた。それでも言うことを聞くあたり、今まで訪れた街で見舞われた面倒事から学習しているのだろう。

　オスカーは建物の向こうに見える白亜の城を一瞥する。

「城の中はそう変わっていなかったんだけどな……」

　彼が最後に城を訪れたのは数年前、幼おさな馴な染じみであったラザルの葬儀の時だ。城内の小聖堂で行われていた葬儀を、姿を隠して遠くから見ていた。ずっと一緒だった友人の死を前にしたあの時、確かにオスカーは「自分の人間としての人生は終わったのだ」と感じたのだ。

　感傷めいた思いに彼はじっと城を見つめる。その手を魔女が隣から取った。細い指を絡めて握るティナーシャは、夫を見上げると花のように微笑む。

「行きましょう」

「……ああ」

　二人はそれから、城都の大通りを物珍しく見て回った。変化を十分に楽しむと、最後に東の広場に向かう。そこの片隅には昔から、色々な情報や話を仕入れて売っている人間が数人いるのだ。オスカーは、石台に腰掛けている男を見つけると金を払う。

「最近の出来事で、不思議な話があったら聞きたい。まだ実用化してない魔法が嚙んでるんじゃないか、みたいな話だ」

　この三十年、色んな町で聞きこみをして、この聞き方が一番伝わりやすいということが分かった。

　外部者の呪具を探そうにも、ほとんどの人間には「どんな事柄が魔法法則に反しているか」が分からない。それよりは「魔法なのだろうが一般には普及していない高度な技術」と言った方が相手も思い当たりやすくなる。

　話売りの男は、すぐに的を得た表情で返した。

「それなら最近ヤルダで怪事件がたくさん起きてるよ。貴族の男が誘拐されて遠く離れた場所で死体で見つかったり、自分の家にいたはずの商人が外に放り出されて野盗に襲われたりしてる。魔法禁止結界のある場所でも事件が起きてるっていうから、新しい転移魔法の仕業じゃないかと結構騒ぎになってるのさ」

「それは……」

　確かに怪しい話だ。だが詳細を聞かなければ判断がつかない。ティナーシャが腕組みした。

「どれくらい最近の話なんですか？」

「ここ二カ月くらいの話さ。あんまり続くようならファルサスに調査依頼が出されるかもな」

「だとすると、まだファルサスの手は入ってないってことですね」

　二人は礼を言って広場から離れる。腕組みをしたままのティナーシャに、オスカーが問うた。

「当たりだと思うか？」

「ちょっと判断がつきません。詳細が知りたいです。けどファルサスの城はまだ知らなそうですね」

　現在の王ウィルと彼を支える宰相のルイスはどちらもオスカーの息子だが、この様子では城に聞きに行っても充分な情報は入ってきていないだろう。どの道、他国で起きている怪事件である以上、向こうからの要請がなければファルサスも勝手には踏みこめない。

　それが可能なのが、逸脱者であるオスカーたち二人だ。

「いきなりヤルダに行ってみてもいいんですけど……ああ、ちょうどいい場所があります。先にそっちで調べましょう」

「ちょうどいい場所？」

　ティナーシャは、指を一本立てて笑う。

「最近、活動が安定してきたんですよ。──大陸歴史文化研究所です」







　大陸歴史文化研究所とは、どこの国にも所属していない研究所であり書庫だ。

　広い大陸のあちこちに支部があり、そこには多くの学者から情報や論文が寄せられている。審査を通った論文は紀要に掲載され、どこの支部でも閲覧できる。

　中でもファルサス城都にある支部は、もっとも規模が大きいものだ。これは大陸歴史文化研究所自体の設立に、ファルサス王妃であったティナーシャの援助があった、という理由がある。

「そういえばお前、そんなものを作ってたな」

「私が作ったわけじゃないですよ。お金を出して資料の寄贈をして、各国にコネを通しただけです」

　発案者は在野の歴史学者の一団だった。彼らは「大陸の歴史資料をまとめて編へん纂さんしたい」と出資者を募っていたのだ。どこかの国に寄らないでそれをしようとしていたのは、国の介入により歴史が改竄されたり資料の封印が行われたりするのを防ぐためだろう。

　ティナーシャはその話を知って私財を投じると、一つだけ条件をつけた。それは「過去のことだけではなく、これから先まさに現在進行形で起きていることの情報も蓄積していってほしい。どんな些さ末まつな論文であっても受け取るように」というものだ。それは大陸の歴史を長く見て来た彼女の経験から来るもので、後世にとってどれほど貴重な資料であっても、その当時は価値がないと看み做なされて破棄されてしまったものは多い。そういうことがなくなるよう「ささいなものでも掬すくい上あげていってほしい」との要望を彼女は出して、受け入れられた。

「お前、まさか今を見越して研究所に出資してたのか？」

「ええ。将来的に、私たちに無理を通す身分がなくなることは分かってましたしね。大陸全土なんて使い魔の探知でも限度がありますし、そういう情報が集まる場所があれば足しになります」

　国家権力と無関係な研究所とあって、あまりに重要機密の類は集まらないだろうが、逆に国に見落とされがちな話は集まってくる。おまけに、きちんと申請すれば誰でも閲覧できる。

　設立から数十年は運営を軌道に乗せるのが精一杯で、寄稿の数も多くなかったようだが、最近は大分存在が周知され、安定して情報が集まるようになったはずだ。

　オスカーは楽しげな妻に案内されながら城都内の研究所へと向かう。

　人通りも離れた場所に建っているそこは、灰色の石造りの建物だ。ティナーシャが嚙んで作られたとあって、ちょっとした図書館くらいの大きさがある。壁には防護結界の紋様が彫りこまれておりティナーシャが感心の声を上げた。

「結界を紋様化したんですか。これは管理しやすそうですね。新技術の賜たま物ものかな」

「ティナーシャ、入るぞ」

　壁に彫られた紋様をそのまま見て回りそうな妻にオスカーは声をかける。建物は入ってすぐに受付があり、二人はそこで自分の名前を書いた。もちろん本名は書けないので偽名だ。

　ティナーシャは受付の女性に尋ねた。

「最近起きてる、ヤルダでの怪事件についての情報ってあります？」

「ありますよ。ヤルダからつい最近送られてきたばかりです。新着棚にあります」

「助かります」

　二人は礼を言って書庫の中に入る。広い建物の中は、壁際は本棚になっており、それ以外の場所は書類棚になっていた。閲覧用の机もあちこちに備え付けられており、窓のない建物内は魔法の灯りで照らされている。

　ティナーシャは入口近くの書類棚を調べると、そこから薄い論文を取り出した。押されている印はヤルダにある支部のもので、そこから写しが各支部に送られたのだろう。二人は小さな会議用の部屋に移動すると、ざっと内容を確認する。

「これ……もしかして例の小匣か？」

「その可能性は高いですね」

　記載されている事例は十数件。小さな事件まで拾っているせいか、思っていたよりずっと多い。

　その全てに共通するのは「不可解な転移」だ。城内にいた者が街の外で死んでいたり、屋敷にいた者が郊外の街道際に放り出されたりしている。そこには謎の襲撃者が加わっていることもあり、論文では「特異な転移魔法を使う集団が背後にいる可能性がある」としている。

　ただ気になるのは、時系列的に一番最初の事件に書かれた話だ。




　──ある商人の男が、古道具をまとめて買い上げた。それら道具をまだ昼過ぎの時間、店で確かめていたところ、突然周囲の景色が変わり、夜の街道になった。

　街道自体は仕入れでよく通る国境近くの場所であったが、おかしいのはその時、男は自分の荷馬車に乗っていた。それも数年前に壊れて廃棄したはずの馬車にだ。

　何が起きたのかと動転していると、馬車の外にちらりと松明たいまつの灯りが見えた。男はその灯りに馬車が壊れた時のことを思い出すと、あわてて走る馬車から転げるように飛び降りて近くの草むらに隠れた。そして彼が息を殺して遠ざかる馬車を見ていると、たちまち野盗が現れ馬車を包囲して襲い始め……そしてその略奪が終わった頃、馬車も野盗も幻のように消えてしまった。

　同時に空も夜から夕暮れ時になり、男はまるで夢を見ていたのか、と思いながらその後通りかかった乗合馬車に拾われるまで、街道を歩いて行った。

　彼が見た、夜に襲われる馬車の景色は、彼自身が五年前に経験したものだった。




「これ、あのワカニの森での一件と同じですね。過去の記憶が現出し、一時的に現在に上書きされる。それが終わった後、人は元の時間に戻るけど、記憶の場所に飛ばされたままになる。……実際経験するとはた迷惑な話でしょうね」

「論文でも『現象が始まる直前に触っていた古道具に原因があるのでは』ってなってるな。白銀の金属でできていて、表面に魔法のものらしき紋様が刻まれていた、か。聞いた話と一致してる」

　オスカーは、ワカニの森に住んでいた少女から匣の外見を聞いたのだ。それはまさにこの論文に出てくるものと同じだ。あの時、少女が川に投げ捨てた匣が誰かに拾われ、めぐりめぐってこの商人のもとに辿り着いたのだろう。そして意図せぬまま発動させてしまった。

「……自動発動か。これは辛いな」

　オスカーは、自身の古い記憶を思い出す。

　──時を巻き戻す球を彼が発動させてしまった時も同じだった。

　ティナーシャの塔の魔法具を整理していて、謎の紋様が彫りこまれた球を手に取ったところ、何も分からないまま四百年も前に飛ばされたのだ。

　あの時、彼は一度全てを手放してしまった。自分が大事にしていた人間たちも、国も、妻も、もういないのだと知った時の呆然とした気持ちが甦よみがえる。

「オスカー？」

「いや……」

　心配そうに見上げてくる隣の妻を、オスカーは見返す。手で目元のヴェールを避けると、あの時出会った王族の少女と同じ両眼が彼を見つめていた。その目にまた当時のことを思い出す。

　無数の繰り返しの中で、一度だけあった巡り合わせ。

　彼自身が望んで引き寄せた、歴史を変える一手。

　その選択を後悔はしていない。──けれど、味わった喪失の重みも覚えている。

　オスカーは妻の華きゃ奢しゃな体を膝上に抱き上げる。そのまま目を丸くしている彼女を抱きしめた。

　ティナーシャの薄い背中を見つめていると、彼女の手がぽんぽんと彼の胸を叩く。

「大丈夫ですよ。今の私たちには知識がありますし。またあんなことにはなりません」

「……ああ」

「それに私、何があってもちゃんと戻ってきますから。そうでしょう？」

　一度死して魔族の少女として帰ってきた妻は、優しい声で囁く。それはまぎれもなく彼にとって救いだ。彼女を失った時の絶望は、今でもまざまざと思いだせるのだから。

　オスカーが腕を緩めると、ティナーシャは首を伸ばして彼に口付ける。ほんの少女姿の妻のそんな仕草にオスカーは微苦笑した。

「お前のその歳としだと、自分が悪い人間に思えるな」

「王族の婚姻だと時々あるじゃないですか。さすがに十三は早めですけど」

「あれ、歴史書とかでたまに見るけど俺は無理。子供にしか見えない」

「貴方、表面的な性格に反して固い方ですよね」

「普通だ普通……」

　それより例の小匣がヤルダにあるなら現地に行って押さえた方がいいだろう。ワカニの街と違って、ヤルダは小国とは言え栄えていて人も多い。人から人へ呪具が渡り歩いているのなら、どんな惨事が起こるか分からない。オスカーがエルテリアを使った時と同様、「使用者の転移先へ呪具はついてこない」のだ。件くだんの商人はその時見ていた古道具を全部売ってしまったというし、他の事件は使用者が死亡していて、そもそも本当に小匣があったのか、あったとしたらどこにいったのかさえ分からない。これはいささかどころではなく問題だ。

　オスカーは膝の上の妻を抱き上げて立たせようとする。その時、部屋の扉が開いて老いた女が入ってきた。本を抱えていた女はティナーシャを見ると飛び上がる。

「フィ、フィストリア様!?」

「あ、人違いです」

　即座に否定したティナーシャに、女はすぐに我に返ったのか頭を下げる。

「す、すみません……あまりに似ていらしたので。失礼しました」

　恥ずかしそうに笑う老女は魔法士なのだろう。ティナーシャが生んだ一人娘のフィストリアは、今は城都を出て離宮で暮らしている。孫もいる年齢でこんな少女姿ではない。

　それを女も分かっているのだろう。懐かしそうな目を中空に向ける。

「今の王姉殿下でいらっしゃる方なのですが、お若い時分はよく城を抜け出してここに遊びにいらしゃっていたので……つい昔に戻ったのかと思ってしまいました」

　思い出を語る女を前に、話題の人物の両親は囁き合う。

「そんなことしてたのかあいつ」

「貴方の血ですね。探して連れ戻すの大変でした」

　いくらか冷ややかな妻の言葉に、オスカーは説教の予感がしてそれ以上の言葉をのみこむ。

　そして「次にファルサス城都に来るのは、もっと年月が経ってからにした方がよさそうだ」と思ったのだった。





※






　ヤルダは、ファルサスから見て北東部の国境を接している小国だ。

　大陸中央部という位置関係上、多くの国と隣接しており、少し前の戦乱の時期でもどうなることかと思われていたが、なんとか大きな被害を出すことなく乗り切った。それはファルサスとガンドナという二大大国と友好な関係を築いているからでもあるだろう。

　ヤルダの城都に転移した二人はまず、論文で見る限り一番最後、一月前に被害を受けた騎士の屋敷を訪ねることにした。その騎士は自分の屋敷にいたはずにもかかわらず、城内にある聖堂で死んでいたのを発見されたという。当時聖堂は厳重に封鎖されており、どうやって中に入ったか分からないということで問題になったらしい。

「その聖堂では、数年前に乱心した騎士が仲間を斬りつけて殺した、という事件が起きていたんです。今回亡くなった騎士はその時の生き残りです」

「過去の自分の記憶に殺されたか。せっかく生き残ったのにな」

「そもそも、なんでそういう記憶を蘇らせちゃうんでしょうね。無意識のうちに引っかかってたりするんでしょうか」

　ティナーシャの疑問はオスカーの古傷の上を撫でていくが、彼はとりあえずそれを無視する。

　城都の貴族街を行く彼は、こじんまりとした屋敷が続く光景を見ながら返した。

「他の使用者は無難な記憶を再現しているから問題にならない……という可能性もあるが、俺は単純に『そういう記憶』しか現出できないんじゃないかと思う」

「そういう記憶？」

「死に近い体験、というか、死が存在する光景、というか。ワカニの森の子供も『自分が呼び出せた過去は一つだけだった』と言ってた。それも人が死んでいる景色だ」

　幼い彼女には転がる死体がよく認識できていなかった。それでも小匣は「暗い夜の風景」を呼び出したのだ。おそらくは──そこに死があったからだ。

「だから分からないまま使うと死にやすいんじゃないか、とは思う。その条件だと現出する過去は自然と危地になるからな。ワカニの森の老人は意図的に使っていたが、多分少数派だ」

「なるほど。使ってみないとどういう効果か分からないから、おのずとそうなるんでしょうね。とんだ呪いの道具です。なんの意図があってそんなものを作ったのやら」

「エルテリアと違って過去のやりなおしにもならないからな」

　強いていうなら、そこにあるのは追想だろうか。もう戻らない時間を取り出して広げる。時が過ぎればそれは消えてしまうが、爪痕だけは残る。過去を直接現在に干渉させることができるのだ。

「嫌な執念だな。見つけたら今度こそ壊そう」

「外部者の呪具じゃなくても、ですね。仕組みは気になりますけど……私たちどちらかの過去が現出したら、大おお事ごとになりそうです」

「それだけは避けたい」

　今まで二人の通ってきた危地は、一筋縄ではいかないものばかりだ。特に「死に近い」などという条件が加わると、大量に人死にが出てもおかしくない。触らずに壊せるならそれが一番だ。

　道を何度か曲がると、その先に小さな屋敷が見えてくる。建物を覆う青々とした蔦つたが目立つ屋敷。その門前には一人の女がいた。

「あれ、なんか揉めてますね」

　女は門の向こうにいる家人に何やら訴えているようだが、相手は困り顔だ。ここのところ続く怪事件を調べている人間の一人だろうか。オスカーが歩みを緩めかけた時、女は振り返った。

　その顔が、ぎょっと凍りつく。

　ティナーシャが怪訝に思って夫を見上げた。

「知り合いですか？」

「いや？」

　ここ二十年以上、ヤルダには来ていない。どこか他の国で会ったことがあるだろうか──そう思いかけて、オスカーは思い出した。

　四十過ぎに見える女の顔立ち、そこに少女の顔が重なって見える。

「もしかして、あの森の──」

「あ、あなた……なんであの時のままなの……？」

　震え混じりの声とオスカーの声が重なる。そうしてますます顔色を失くしてしまった女を、ティナーシャは不思議そうに眺めた。







「場所を変えて話したい」と言ったのは女の方だ。

　オスカーたち二人は、貴族街から離れて下町寄りの小さな屋敷に案内される。広い庭を持つそこは子供たちがたくさん暮らしているようだ。庭にも廊下にも子供の声が響いている。

「ここって学校なんですか？」

「孤児院よ。ここで働いているの」

　小さな応接室で、女は二人にお茶を出すとそう言った。顔色は相変わらず真っ白だ。ここに来るまでほとんど口を利かなかった女は、改めてオスカーに問う。

「あなた……本当にわたしが知ってる、あの男なの？」

「そうだな」

　オスカーは首肯する。己の素性を偽るか迷ったが、きっとこの方が話が早い。彼は隣にいる妻のヴェールを上げた。

「で、こっちがあの時の妻。若くなってるけど別に娘じゃない」

「オスカー、あの時ってどの時です？」

「お前にテリザを盛った娘だ」

　ティナーシャは、それでようやく分かったのか「あー！」と手を打った。彼女はオスカーと違い、食堂で酒を出してくれただけの少女の顔を覚えていなかったのだろう。

　あれから三十年、すっかり大人になったミリィはびくりと体を竦める。

「あなたたち、一体なんなの……」

「魔族のようなものと思ってくれて構わない。それで、何の話だ？」

　話の内容は予想できている。それでもオスカーが促すと、女は膝の上で震える手を握りしめた。

「あの小匣のことよ。わたしが川に捨てた……」

「見つかったのか？」

「見つからなかった。でもここ最近、おかしな事件が起きてる。あなたたちも、あの小匣のせいじゃないかって思ったから来たんでしょう……？」

　ミリィの言うことは正しい。彼女はあの小匣の力を知っている数少ない人間だ。

　だからオスカーたちと同じく一連の事件を怪しんで、最後の被害者の屋敷に向かったのだろう。

「小匣を回収するつもりだったのか？」

「今度は埋めるつもりだった。川になんて捨てちゃ駄目だったのよ。あれはろくなことを引き起こさない。呪いそのものよ」

　少女時代から小匣を忌避していた女はそう言う。その表情から窺えるものは恐れと苛立ちだ。オスカーはこの三十年彼女がどんな月日を過ごしたのか想像しようとし、けれど思考の脱線を留めた。

「その様子じゃ回収できなかったみたいだな」

「身の回りの持ち物は、他の騎士や従卒に形見分けしたそうよ。『確かに白銀の箱があった』とも教えてくれた。でも誰が肝心の小匣を持っていったかは分からないって──」

「まずいな」

　最後の事件から約一カ月が経過している。ミリィが今になって動いたのは、おそらく一般の人間に怪事件の話が広まるまでに時間がかかったからだろう。だがその間に小匣の行方は分からなくなってしまった。

「どこかにしまいこんでくれてる人間なら助かるんだが」

　考えこむオスカーに、ミリィは恐怖を隠しきれない目を向けた。

「あなたたちは、あの小匣を探してどうするつもりなの」

　彼女のその目は三十年前とは違うものだ。少女だった頃の彼女は、死を目前にしてさえ、どこか感情が希薄だった。「死にたくないから人にテリザを売っていた」と言いつつ、己の死さえもどうでもいいと思っているようだったのだ。

　そんな彼女が今では、恐怖を抱きながら小匣を排除しようとしている。それは彼女にとって好ましい変化なのだろうか。

　しかしオスカーは、自分の思考の傲慢さに気づいて苦笑した。

「見つけて壊そうと思ってる。あれはいささかよくないものだからな。ワカニの街に行ったのも、あの手のものを探して破壊するために行ったんだ」

「……どうしてそんなことしてるの？」

「人に不思議な力で害を為すものを壊すのが、俺たちの役目なんだ」

　平易に言ってみたが、大人の彼女には失礼な物言いだったかもしれない。実際、ミリィは正気を疑うような目でオスカーを見たが、すぐに思い直したらしくかぶりを振った。

「でもあいにくと、小匣が今どこにあるのかは分からないわ。誰かがまた使いでもしない限りね」

「そう簡単に手に入るとは思ってなかったが……迷うな」

　これはいっそのこと、ヤルダのどこか信用できる機関に小匣の情報を明かし、「最近の怪事件の原因である」として匣はこの探索を依頼すべきだろうか。実際に何人も被害が出ている今なら、聞き入れてくれるところもあるだろう。最終的な手段としては、息子であるファルサス現国王から話を通してもらうという手もある。

　ただ難点は、それをすると「魔法法則外の力を持つ呪具」の存在が、他にも知られてしまうという点だ。過去を現出させられる呪具の存在を知って、それを意図的に使いたいと思う者が現れれば、小匣は闇から闇へ持ち去られてしまうかもしれない。

　どう動くべきか、オスカーが迷っていると隣から少女の姿をした妻が言う。

「それって、要は形見分けをした全員にあたってみればいいんですよね。強制的にしらみつぶしで」

「……それはそうだな」

「じゃあ簡単じゃないですか」

　魔女は目の前のカップを手に取ると、薄紅色のお茶に口につける。

　そして、この上なく美しく微笑んだ。

「全員締め上げます。今夜中には匣を回収しましょう」





※






　ヤルダ城都の貴族街が比較的小さな屋敷ばかりなのは、城都自体がそう広くないのが理由だろう。

　もっとも城都内にある屋敷はただの別荘で、本人は自分の領地に住んでいるという者も多い。ただこの夜二人が訪れた屋敷は、武勲を上げて爵位をもらった老騎士のもので、領地がないため屋敷に住んでいることは確定だった。

「そろそろ当たりだといいんですけどね」

「四人目か。他の人間がどの形見を持っていったかも覚えててくれてたらよかったんだけどな」

　死んだ騎士の従卒や親友から始まって、転々と訪ねては小匣を探しているのだが、未だ当たりに出くわさない。「他に形見を持っていった人間は誰か」と聞いて追いかけているのだが、全部で何人いるかもまだ分からない状況だ。

　そんなわけで二人は、四人目の寝室と思われる部屋の露台に立っていた。

「窓から入ると楽ですよね。楽」

「お前は昔からそうだけど、いつか相手が驚いて死ぬぞ」

「それはちょっと想定外ですね……」

　ティナーシャは窓に向かって詠唱する。鍵が外れる金属音を聞いてから彼女は窓に手をかけた。

「あれ、開かない……」

「鍵がかかってるんじゃないか？」

「そんなはずないです。開錠の魔法に手ごたえありましたもん。ちょっと窓枠が固いだけですよ」

「じゃあ俺が代わる」

　ティナーシャと位置を交代して、オスカーは窓に手をかける。

「確かに固いが、これくらいなら──」

　言いながら力を込めて引いた瞬間、金具が壊れる音がした。オスカーは外れて倒れてきた窓枠を受け止める。妻が彼に白い目を注いだ。

「オスカー……どうしてそうなるんですか……」

「いや、この窓本当は引くんじゃないんじゃないか？」

「窓を破壊しちゃうなら、短距離転移にすればよかったです」

「──お前たち、何者だ！」

　物音に気付いたのか、部屋の扉が外から開けられ誰すい何かがかかる。二人は顔を見合わせた。

「ただの侵入者になっちゃいましたね」

「最初からただの侵入者だろ。窓枠とは関係ない」

「でも、話が早くていいです」

　少女姿のティナーシャは迷いなく暗い部屋に踏み入る。魔女は白い手をかざした。

「申し訳ありませんが、急ぎの話です。先日、聖堂で怪死した方の遺品について、伺いたいことがあります」

　少女の掌に複雑な魔法構成が生まれる。戸口に立ったままの老騎士は、白く光る構成が自分を絡めとるのを、声を上げられないまま見つめていた。







「──これは、ちょっと面倒ですね」

　老騎士から精神魔法で一通りを聞き出した魔女は腕組みする。

　四人目も小匣を持ってはいなかった。だがその分、誰が小匣を持っていったかは聞き出せたのだ。

　ただその場所が場所だ。

「カドス砦とりでですか……」

「まさか城都を離れてたとはな」

　形見分けとして小匣を持っていったのは、コデールという騎士だという。ただその騎士は葬儀直後すぐカドス砦への配属が決まって今はもう城都にいない。

「城都の屋敷に置きっぱなしって可能性もありますけど、どっちを先にしましょう」

「本人の方だな。置きっぱなしなら使われる可能性がまだ低い」

「確かに」

　カドス砦はヤルダ西部、ファルサス国境の手前の荒野に築かれた砦だ。城都からは馬車で移動しても数日かかるが、ティナーシャはもちろん転移座標を取ってある。かつて彼女はあの砦を拠点として、『呼ばれぬ魔女』と戦ったこともあるのだ。

「じゃあ、さっと行きますか。結構聞きこみに時間かかっちゃいましたし」

「そうだな。窓が外れてることに気づかれたら騒ぎになる」

「貴方の腕力を見くびった代償ですね」

　ティナーシャはくすりと笑って、けれどそこで夫の表情が優れないことに気づいた。彼女は背伸びしてオスカーの頰に触れる。

「どうかしました？　さっきからすっきりしない顔ですけど」

　もっと言うなら、あのミリィという女性に会った時からそうだ。何かを考えこんでいるようだったオスカーは妻の問いに苦笑した。

「いや、まさかあの娘と再会するとは思ってなかったからな」

「あー。無事大人になれたみたいでよかったですね。すごく怖がられてましたけど」

　もっとも、三十年経っても外見が変わらない相手に再会したのだから無理もない。そんな相手はたいてい人外だし、事実二人はそうだ。

　彼は息を一つつくと、小さな妻の手を取る。

「三十年前、あの娘を助けていいかかなり迷った。善悪も定まっていなかったし、人を傷つけることに抵抗のない子供だったからな。その境遇を気の毒だとも思ったが、だからといって人の中に戻していいものかも迷った」

「貴方は人間を信じたいと思ってますからね」

　ティナーシャはほろ苦く微笑む。

　彼のそれは、彼自身の強さの表れだ。人間の可能性を信じて託す。ただ全ての人間がそうはあれないことも彼は充分な時間を生きて知っている。

　だから迷ったりもするのだろう。今の彼は、民の人生を負える王ではない。誰かに手を差し伸べたとしても、ずっとその手を引き続けるわけにはいかないのだ。彼がそれをできるのは、片翼の妻だけだ。

「全部の選択で正解しなくていいんです。他人の人生なんて、どう転がるか分からないんですから。殺した方がいいことも、助けた方がいいことも、きっと両方あります。どっちがいいかなんて誰にも分かりません」

　割りきった考え方は、彼女が悠久を生きる上で身に着けたものだ。その通り、彼女は残酷でもあれば優しくもある。まるで定まらない印象は昔からだ。

　オスカーはそんな妻に口元を緩める。

「まあそうなんだけどな。……でも、お前を傷つけた相手を見逃していいのかとも思った。せっかく国を守らなくてもよくなったから、お前を一番に優先しようと思っているのにな」

「そんなことを気にしてたんですか」

　ティナーシャは闇色の目を丸くした。今まで彼女は、自分に薬を盛った相手を夫が助けたことに、なんの疑問も持たなかったのだ。まさか彼の方がそれに引っかかっていたとは思いもしなかった。

　魔女は握られた手に力を込める。花弁よりも柔らかい唇が微笑んだ。

「心配しなくても、充分優先してもらってます。だって私と一日中一緒にいてくれますし」

「俺が一緒にいたいからな」

「あと私のために変節しなくていいです。王であった頃から、そういう貴方のことが大好きですよ」

　彼女はくいくいと繫いだ手を引くと、つられて身を屈めた夫の頰に口付ける。

「どうぞお心のままに、私の王。──少なくとも私たちには、やり直しが許されているんですから」

　魔女はそう言って細い両腕を広げる。そこに転移構成が広がった。





※






　カドス砦は、かつては国内中西部の街道際に築かれた砦だった。

　だがヤルダがファルサスに侵攻して敗北した際に領土を削られ、国境近くの砦となったのだ。

　とは言え、ファルサスとヤルダの関係は良好で、現状はやはり街道の要所の一つとして機能している。街があるわけではないが、行商や旅人は砦の外周で野営することが許可されており、水や食料の売買も行われていた。

　その砦の会議室で夕暮れ時、任務の時間から解放された人間が数人、酒を酌み交わしていた。

「辺境と言えども、ここは平穏そのものですな。よいことなのですが腕がなまりそうだ」

　カドス砦への配属は人にもよるが長くて五年だ。その間、転移陣を使えば城都に戻って休暇を過ごすこともできるが、普段は訓練の毎日を過ごさねばならない。

　そのうちの一人、今年五十三歳になるコデールは、自分よりも若い騎士や魔法士たちの話を穏やかな表情で聞いていた。この年になると、もう武勲を立てたいとも思わない。ただ国に何か起きたなら先陣を切る覚悟はある。それが騎士の在り方というものだ。

　他の者たちも、この砦への配属を歓迎している者は多かれ少なかれ平穏を愛しているのだろう。うちの一人、まだ三十にもならない青年が苦笑する。

「勝てる戦いであればいいのですが。私は初陣が、例のメディアルとタァイーリの戦いでした。あれは凄惨なものでしたよ。タァイーリに魔法矢が降り注いで、ばたばたと騎兵が倒れていきました。他人ひと事ごとながら恐ろしくて仕方なかったです」

　タァイーリとの戦争にあたって、メディアルは周辺の小国に援軍を出すことを要請したのだ。

　それは要請という形ではあったが、当時既に強国であったメディアルからの強制に近い形でもあった。ヤルダは言われるまま援軍を出し、タァイーリ滅亡のきっかけとなった戦争を目の当たりにしたのだ。皆が当時のことに思いを馳はせる中、灰色の魔法着を着た魔法士が口を開く。

「──私は、もっと酷ひどい光景を見たことがある」

　魔法士の言葉は、悪夢の中で囁かれるように陰気なものだった。自然と場の注目が集まる。癖なのか病気なのか、きょろきょろと視線の定まらない男へ、遠慮ないからかいの声が飛んだ。

「どんな光景なんだ？　魔女にでも見初められたことがあるのか？」

　ヤルダでは不謹慎な冗談が飛んだのは、酒が入っていて城都から離れた場所での会話だからだろう。けれど魔法士の男は笑いもせず続ける。彼はしきりにまばたきをしながら言った。

「私が前にいた国でのことだ。魔法具の実験が失敗して、暴走した黒い刃が無差別に城内を飛び交っていた。武官も女官も関係ない。城中の人間が逃げまどって次々死体になっていくのを、私は震えながら見ていた。城の外に逃げても無意味だった。庭の雑木林にまであれらは追ってきて、幾人もがばらばらになった。私はそれを直視できず、途中からずっと目を閉じて隠れていた」

　しん、と場の空気が静まり返る。

　そう言えばこの魔法士は、以前に務めていた宮廷が崩壊し、ヤルダに雇い入れられた人間だったのだ。魔法に疎い者でも、少し前に魔法具開発に伴って様々な事故が各地で起こったことを知っている。そのうちの一つに、城内で膨大な死者を出す事故があったことも。

　沈黙が立ちこめる。重い空気になってしまった場を変えるように、一人の騎士が言った。

「そういえば城都で続いていたおかしな事件も収まったようだな」

「あ、ああ。あれは気味が悪かった。誰かがやっていたんだとしたら、相当転移の得意な魔法士の仕業だろう」

　その話をコデールは酒杯に口をつけながら聞く。

　長年の友人が封鎖されたはずの聖堂で亡くなっていた事件は、まだ記憶に新しい。彼は誰もいない施錠された聖堂内で斬られて死んでいた。その怪奇さに城内は慄おののいていたが、コデールは真っ先に過去の事件を思い出したのだ。

　コデールは当時聖堂で起きた乱心事件には居合わせなかったが、犠牲者の遺体を遺族に届けて回った。だからその時と同じ傷跡を見て「過去が追い付きてきたのだ」と一瞬で悟った。

　それともそんな馬鹿げた考えに辿り着いたのは、かつてとある孤児院を訪ねた時、少女が院長に自分の過去を話しているのを漏れ聞いてしまったからだろうか。

「……過去を呼び起こす箱、か」

　形見分けの品の中に少女が言っていたのと同じ箱を見た時、まさかとは思ったのだ。

　だから一度浮かんだ疑念を無視できず箱を譲り受けてきた。砦着任でばたばたしていたため今日までしまいこんで忘れかけていたが、もし過去を召喚できる箱などが存在するとしたら、今までの怪事件で亡くなった人間たちは、それを正しく使えていなかったせいで不幸なことになったのではないか。もっと上手い使い方をすれば、あるいは──

　それを相談できる人間がいるとしたら、同じ主君に仕える仲間たちだ。

　コデールは酒杯を置くと皆を見回す。

「実はその事件に関係して、皆に見てもらいたいものがある」

　彼はそして、砦の自室に置いてある白銀の小匣について話し出す。

　酒に酔っていた者たちの目に、恐れ混じりの好奇心が宿るのに、そう時間はかからなかった。
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　夜の空は、冷たい空気が立ちこめている。

　二人が転移で出たのは、カドス砦の真上にあたる上空だ。何しろ砦内の座標は数十年前に取ったものなので、変に改築とかされていた場合、座標指定が弾かれるかもしれない。そう考えて二人はあえて空に出たのだ。

　ティナーシャは街中ではないため本来の大人姿に戻っている。オスカーの肩には呼び出された小さなナークが乗っていた。だがそうしてやって来た二人の眼下に広がるものは、意味の分からない光景だ。

「……これ、なんですか」

「何かと言われても」

　夕暮れ時をすっかり過ぎた時間、夜空は暗い。

　暗いはずなのだが、砦の周辺にかなりの広範囲にわたってそうでない場所がある。

　明かりに照らされているわけではない。その部分だけは黄昏たそがれ時なのだ。

　そしてそこでは──二つの大軍がぶつかりあっている。

　激しい剣けん戟げきの音と怒声、降り注ぐ魔法。明らかな戦場はざっと見積もって十五万人以上の兵士が動員されている。これほど大規模な戦が起こるなどと、ヤルダの城都では噂もされてなかった。

　つまりこれは……

「誰かが小匣を使ったのか」

「最悪ですね。規模が大きすぎます」

　ここまでの戦闘となると、おそらく歴史に残っている戦いのいずれかだろう。その記憶を持った誰かが小匣を使ってこうなった。だが現出した過去の大きさは今までの怪事件の比ではない。

「ティナーシャ、近づけるか？」

「近づけます。けど、あの範囲に入っていいか迷いますね」

　夜の世界の中に、ぽんと現出している夕暮れ。遠くから見るとそれは巨大な半球状になっている。境界線の辺りでは木々や岩の景色も違う。おそらくそれが「現在に上書きしている過去」だ。

　過去の現出は、その端がカドス砦の城門部分にかかっており、砦が謎の部隊に攻められて応戦しているのが見える。

「こ、これはさすがに、歴史に残る珍事になってしまうんじゃ……」

「まずいな」

　過去の軍勢に今の砦が落とされたら目も当てられない。

　だがこの規模では、どこに小匣があるかも見当がつかない。何しろ人が多すぎるのだ。

　ティナーシャは浮遊の魔法を操作すると、現出部分すれすれ目がけて降下を始める。近づいてくると、それぞれの軍勢の詳しい様子が見えた。

「……片方はタァイーリ軍だな」

「あ、じゃあこれって──」

「タァイーリがメディアルと戦って負けた時の戦闘だろう」

　言われてみれば、現出の北部分を占める軍隊は魔法を使っていない。そのせいかかなり押され気味だ。このまま時間が経てば明確に勝敗は決するだろう。

「過去の軍ってことは焼き払ってもいいですよね。全部焼いてみるってのはどうでしょう」

　彼女の力ならそれもできる。一人で一軍に匹敵すると言われていたのが魔女だ。

　だがオスカーはそれを留めた。

「いや、どちらの軍でもない動きをしてる部隊がいるな。多分カドス砦から出撃してきた部隊だ」

「ええ……？　どうして出てっちゃったんですか……」

　どうしてと言われても、急に砦の前に見知らぬ軍隊が現れたら、迎え撃たねばと思う者がいても無理はない。おそらく偵察を兼ねた遊撃部隊を出したのだろう。両軍がぶつかり合うところを見つけて斬りこんでは離脱したり、背後を攻めたりしている動きはなかなかの指揮の腕だが、あれがいる以上まとめて焼き尽くすのは避けたい。

「……そもそも、小匣を使った人間も多分この中にいるんだ」

　使用者は現出の範囲内にいるはずだ。ただこの有あり様さまでは既に戦死していてもおかしくない。生き延びている可能性もあるが、今のところ上空からでは見つけられない。

「ティナーシャ、本物の人間だけ魔法で判定できるか」

「残念ながら無理です。今いる人間は少なくとも魔法的には全部『本物の人間』ですよ」

「規格外すぎるだろう……」

　そうなると取れる手段は一つだ。

「ティナーシャ、昔トゥルダールが攻めこまれた時、敵軍全員を気絶させたことがあるだろ」

　夫の言葉に彼女は瞠どう目もくする。

　それはただ一度だけトゥルダールが存続した歴史において、女王であった彼女が為したことだ。

『閉ざされた森の魔女』、ルクレツィアの体を乗っ取ったマグダルシア王が、自国の軍を操ってトゥルダールを攻めた。その侵攻に対し、彼女はあらかじめ広範囲の気絶構成を敷くことで敵軍を無力化したのだ。

「あの時と同じことをやるのは無理か？」

「んー、当時は周到に前準備してありましたからね。構成自体も大規模だったんで、三十人くらいの宮廷魔法士たちに分担させてましたし」

「なるほど」

「でも、今の私なら一人でできますよ」

　ティナーシャは悪戯っぽく夫に片目を閉じて見せる。そして詠唱を始めた。

「定義する──我は召喚と支配を命ず。雷光よ、音よりも迅はやく枝葉を広げよ。地を埋め尽くし走れ。我が前に立つものを、あまねく伏せさせろ」

　構成が広がっていく。それは見る間に巨大なものとなり、彼らの眼下を覆うほどに広がった。

　無数の魔力線が絡みあう複雑な構成。オスカーには、いくつかの魔法を使えるようになった今でも彼女の編む構成はほとんど理解できない。ただ美しいと思うだけだ。

　ティナーシャの詠唱は続く。地上では激しい火花を上げて魔法の矢が歩兵の只中に打ちこまれる。火だるまになった兵士の絶叫が上がる。オスカーはとうに滅びた国の最期を見つめた。

　魔女の詠唱が終わる。

「──爆はぜよ」

　雷光が走る。

　それは刹那、現出範囲を越えて夜空を強烈に焼いた。

　地上の軍勢が一瞬硬直し、その後ばたばたと倒れだす。まるで見えない手に打たれたかのような光景に、オスカーは口笛を吹きたくなった。

「すごいな。これは魔女相手に戦争したくない」

「んー。効きが悪いのがちらほらいますね。魔法士で魔法耐性が高そうなのと、あとは魔法鎧よろいか何かかな。狙い撃っちゃおっと」

　容赦ない魔女の追い打ちは、今の攻撃を耐えてふらついている人間を叩き伏せていく。オスカーは無力化を妻に任せて、自分は「本物の人間」を探すことにした。カドス砦から迎撃に出陣した部隊はともかく、小匣を発動させた人間を見つけて回収したい。その人間はおそらく──戦争装備をつけていないはずだ。

「ナーク、ちょっとこの上をぐるっと回ってくれ」

　主人の呼び声に応えて、赤いドラゴンが大きくなる。オスカーはその背に乗ると、半球状の夕暮れにぎりぎり入らない高さから地上を調べ始めた。気絶した人間と無惨な死体が混ざって混こん沌とんとする中、場違いな軽装がいないかを見ていく。

　その結果彼はすぐに、戦場の中央から少し離れた場所に、数人の人間が倒れているのを見つけた。

　剣を持った人間が数人と、魔法着姿の人間が一人。彼らは固まって倒れ伏している。その体は、かなり最初の方に死亡した後、騎兵の馬ば蹄ていに踏みしだかれたのだろう。正視に堪えないぼろぼろの姿になっていた。

「あれか」

　何が起きたか分からぬまま突然の戦場に放り出されて死んだか。それとも夜に複数人で砦の外に出てきていたのだから、あの小匣の何かを疑って試そうとしたのか。いずれにせよ不運な結末だ。

　オスカーは、ドラゴンに命じる。

「ナーク、さっと降りてあそこの死体を調べるぞ」

　キュイ、と短い了承の声が上がり、ナークが地上に向けて降り始める。

　──その時、ざざ、と空間が軋きしむ音がした。

　オスカーは瞬時に命じる。

「ナーク、上がれ！」

　その言葉に応えてドラゴンが高度を上げるのと、夕暮れが消失するのはほぼ同時だった。

　瞬時に布を引くように、夜の荒野が戻ってくる。

　その上には誰もいない。無惨な死体も、倒れた軍勢も残っていない。

　ただ夜の風が乾いた砂を吹きあげていく。

「……参ったな」

　オスカーは眼下を見つめて嘆息する。

　月光が照らす地上のどこを見ても、白銀の小匣は落ちてはいなかった。
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　夜の城都を駆けていく。

　自分がどこに向かっているのか分からない。視線が定まらない。ただ逃げなければ、と思う。城の人間が殺されつくしたあの時のように。

　灰色の魔法着が足に絡みついて転びそうになる。袖の中に入れた小匣がゆらゆらと揺れた。

　彼はそれが落ちないように気をつけながら、恐怖に追われて走り続ける。

「馬鹿な……馬鹿げてる……！」

　──怪事件の正体を暴いてみないか、という誘い。

　それを彼は最初から「馬鹿げている」と思っていた。他の騎士や魔法士たちが乗り気だったのは、単に酒の力と悪趣味な好奇心だろう。彼自身は「別に気にならない」と言ったのだが、転移を使える魔法士が他にいなかったので、半ば無理矢理に付き合わされたのだ。

　非番の時間ということもあり、裏門から砦を出て、何が起きてもよさそうな荒野で問題の小匣を取り出した。何人かが小匣を手に取って弄いじくり回まわし……そして、ああなった。

「城に伝えてくれ！」と、誰が叫んだのかは覚えていない。ただ投げられた小匣を受け取って、夢中で転移構成を組んだ。転移門を開く余裕はなかった。その詠唱をしていたら、彼もまた助からなかっただろう。

　すんでのところで何とか城都に転移した彼は、死の恐怖に煽あおられたままひたすらに走っている。

　ヤルダの城都は夜になると魔法の灯りも少ない。ただ立ち並ぶ家々の灯が道を照らしているだけだ。何度も転びそうになりながら小さな広場に出た彼は、きょろきょろと辺りを見回すと、そこにある噴水を前にようやく足を緩めた。

　振り返っても追手はいない。何も恐ろしいものは追ってきていない。

　それを確認すると、彼はよろよろと噴水に歩み寄る。ぬるい水を両手に掬って顔を洗った。

「……なんなんだ、一体」

　過去を呼び戻すなど馬鹿げている。だが、そうして現れた過去から彼は逃げてきた。突然軍隊が出現した時も、何の魔力も感じなかったのだ。本当に小匣がそれを為したのだとしたら異常すぎる。

「城に……報告しないと……」

　報告して、この小匣を封印してもらわなければ。ファルサスに押し付けるでもいい。これはただの魔法士やヤルダのような小国の手には余り過ぎる。世の中にはそういうものがあるのだ。彼がいた城を滅ぼした、狂い刃のように。

　袖の中の重みを感じながら、彼はもう一度顔を洗う。

　その時、近くでざり、と足音が聞こえた。驚いて振り返ると、そこにはランタンを提げた女が立っている。女は訝いぶかしそうに彼を見やった。

「具合でも悪いの……？」

　こんな時間に外を出歩いて何をしているのか、女の顔色は青白い。

　彼は適当に言い繕おうと、顔を拭っていた腕を下ろす。

　その時、袖口から軽い金属音を立てて小匣が落ちた。

　ランタンの光を反射する白銀の小匣。それを見た女が愕然とする。

「なんでその匣を──」

　女の表情に恐怖が生まれるのを見て、彼は「ああ、彼女もこれが何か知っているのだ」と悟った。

　これはよくないものだ。触らせてはいけない。

　彼は急いで小匣を拾おうと手を伸ばす。女もまた、それを見て弾かれたように匣へ飛びついた。

　ランタンが地面に落ちる。男の指が紋様が刻まれた小匣にかかる。

　──よくないものだから、渡してはいけない。

　そう思った瞬間、周囲の景色が変わる。

　夜の広場を、あの日彼が逃げまどった雑木林が塗りつぶす。

「どうして今更……！」

　その絶叫は、自分のものだったのか、女のものだったのか。

　そして彼の目前で、女の体は黒い刃で真二つに斬り裂かれた。
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　──完全に後手に回った。

　それが一通りを把握した逸脱者二人の感想だ。

　ヤルダの連続事件から小匣の場所を推定して、人から人へと渡っていくそれに追いつこうとした。だがあと少しのところで小匣が使用されて行方が分からなくなる、その繰り返しだ。

「エルテリアを追いかけた時とき読よみの当主の気持ちが分かりますね……」

「ここまで転々とされるとはな。俺たちの先読みが甘かったか」

「さすがに限度がありますよ……」

　二人は鬱蒼と茂る広い森を前に、あわただしく調査と移動を繰り返した二週間を振り返る。




　カドス砦前に展開した過去の戦場。その範囲内に巻きこまれたヤルダの人間たちが見つかったのは、メディアル国内の旧戦場跡で一週間後のことだ。

　現出が終わる前に範囲外に離脱していた兵や、外で力尽きた死体は残っていたが、範囲内のものには強制転移がかかってしまう。あまりにも日が空いたので二人は「もう戻らないのか」とも思ったが、どうやら展開された規模に比例して、転移までの時間がかかるらしい。

　今までの事例でも、昼間に巻きこまれた人間が夕方に戻ってきたり、死体が数日後に見つかったりしていた。オスカーたちが最初に森で過去の現出に出くわした時も「気がついたらやけに時間が過ぎている」と感じたのだ。

　そして一週間かけて戻ってきた兵たちや死体の持ち物に、あの小匣はなかった。

　それはけれど、一週間を待つまでもなく分かっていたことだ。過去の戦場を展開させた小匣は、その直後、何故か城都に移動していたのだ。

　──そしてそこで再び、過去を現出させた。

　現れたものが何であったかは、範囲外から目撃した人間がいたことで判明した。虚空から突然現れ、人を襲う黒い刃。魔法史に残る忌まわしい事件の一つ、「狂い刃」だ。

　狂い刃の現出で犠牲になった人間は六人。転移させられた彼らの遺体を、とうに滅びた国の城跡へ回収しにいったのはティナーシャだった。

「貴方が気に病むことはないんですよ」

　目撃情報から狂い刃と推定して遺体を探したティナーシャが、真っ先にオスカーに言ったことはそれだ。犠牲になった人間の一人はミリィだった。

「気に病んでるわけじゃないんだ」

　それはいくらなんでも自分を過信しすぎている。あの日逃げていた少女をヤルダに連れて来たのは、ヤルダには訳ありの子供を育てる施設があると知っていたからだ。彼女が捨てたはずの小匣がヤルダに行きついたのもただの偶然で、オスカーたちの調査が気になって夜の街に出ていたのも彼女自身の意志だ。それを「何とかできたかもしれない」と思うのは、度が過ぎている。

　ただ……彼女は結局、己の捨てた過去に追いつかれてしまったのか、とも思ってしまう。あの少女は今も昔も、それをひどく恐れていたように見えたのだから。

　オスカーは、昼なお暗い森の奥を見据える。

「今回の事件群は、さすがに歴史に残ってしまうだろうな。そう考えると、繭の遺跡や忘却の鏡がエルテリアの巻き戻しで復活しなかったのは幸いだった」

「あの時間遡行によるやりなおしって、同じ外部者の呪具を復活させるまでの力はないみたいですね。あの二つを消滅史で破壊できてよかったです」

「忘却の鏡の方は、ヴァルトが動いていたからな」

　懐かしい名にティナーシャは沈黙する。彼女は、エルテリアを破壊するために気の遠くなるような年月を足あ搔がいていた青年のことを思い出す。

「大丈夫です。残りはこれから私たちが破壊しますから」

「ああ。ずいぶん振り回してくれたが、そろそろ終わりだ」

　ヤルダの城都で現出したきり再び小匣は行方不明になったが、使用者と共に城都を離れていたのだろう。数日後、ヤルダ東部のある小さな町から報告が上がった。

　曰く──森の中に何かがいて、人を斬り裂いて殺している。

　その死体の様子から、ティナーシャは同じ「狂い刃」の仕業だと断定した。それは今も森の中に潜んで、断続的にやって来た人間を犠牲にし続けている。既に近くの町の自警団と城からの調査団がかなりの人数森に踏み入ったが、帰ってこられた者はほとんどいない。現出した相手が悪すぎる。

「よりによって、あれを記憶している人間の手に小匣が渡ってしまうとは最悪です」

「大量の犠牲者を出した魔法具か……。今回の範囲はどれくらいだと思う？」

「不明ですね。ヤルダの城都では小さかったみたいですが、この森に移ってからどうも現出規模が広がってるみたいです」

　それはここまでの情報を集めて分かったことだ。現出範囲は日ごと広がっている。ヤルダ城都では広場内に収まる程度のものだったのだが、今は森の半分に広がるほどらしい。

「確かに現出のもととなった十二年前の狂い刃事件では、ほぼ城全域が犠牲になったみたいですし、最終的にはそこまで広がるのかもしれません。なんでも、当時は敷地内の雑木林の中にまで死体が転がっていたとか」

「そうなると森に移動してくれたのは被害が減ってありがたいが、視界が悪くて困るな」

　オスカーは妻である魔女を見下ろす。

「お前なら狂い刃を壊せるか？」

「うーん。結局あれの実体が何だったか、私も知らないんですよ。過去の事件時も誰かが止めて終わったってわけじゃなくて、いつの間にか消えてしまったらしいですし」

「厄介だな……」

　小匣による過去の現出は、一定の時間で終わることは分かっている。ただカドス砦の時は三時間も現出していたというし、今回は連続使用されている形跡がある。あまり楽観的ではいられない。

「強固な防御結界を展開して、それで防ぎながら戦うしかないか」

「ですね。ただ……」

「ただ？」

　ティナーシャは少し困った目で夫を見る。

「最高強度の結界って精霊術士の構成だったので……今の私だとちょっと強度が落ちるんです」

「ああ、そうなのか」

　今はもうない歴史において、彼は物理魔法を防ぐほぼ完全結界をかけられていたことがある。ただそれは、彼女が純潔だったからできたことなのだろう。オスカーは笑い出す。

「そんなこと気にすることじゃない。できる範囲でいいさ」

「すみません」

　謝る必要はないのに謝ってくるのは彼女の性格だろう。ティナーシャは王剣と結界を共存させるために、いつもよりも長い詠唱をかけて彼に結界を張る。そうして彼女が自分にも結界を張り終わると、オスカーは何も持っていない右手を上げた。その掌から銀色の切っ先が現れる。

　彼自身からゆっくりと現出する王剣。鏡のような両刃をティナーシャはじっと見つめた。己の剣を取った男は、どこか不安げにも見える妻の額に口付けて笑って見せる。

「これが終わったら長目に休みを入れるか。実は仕立て屋に行きたいんだ。布から選びたい」

「仕立て屋って私の服ですよね。この三十年で早くも屋敷から服が溢れそうなんですけど！　十年後にはひどいことになってそうです！」

「リトラに離れを建ててもらうか。そろそろ次の花嫁衣裳を着せたいと思ってるんだ」

「結婚してるって言ってるのに！」

　非難の声を上げる妻にオスカーは声を上げて笑う。彼は小柄なティナーシャの頭をぽんと叩いた。

「じゃあ行くか。これで四つ目だ」

　オスカーは妻に先んじて森の中へ歩き出す。

　魔法法則に反する呪具──記憶の小匣を破壊するために。
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　──震えている。

　木々の陰に隠れて。しゃがみこんで目を閉じて。あの日と同じく。

　辺りにはいくつもの死体が転がっている。血の臭いに鼻が麻ま痺ひして、もう何も分からない。

　どうしてこんなことになってしまったのか。逃げのびたはずの過去が追いついてきた。

　灰色の魔法着の膝を抱えて、男はぼろぼろの体で息をつく。

　どこからか悲鳴が聞こえてくる。それが現実のものか、あの日の記憶か分からない。

　彼は手の中の小匣を握りしめる。

　──城に報告するつもりだったのだ。

　それで終わるはずだった。だがその前に小匣の力が暴走してしまった。何もしていない人間を巻きこんで殺してしまった。

　あれが彼の記憶であったことを城はすぐに看破するだろう。狂い刃の事件が起きた城にいた人間は、ヤルダ城内では彼しかいない。十年前、仕官を認められた時もすぐには信じられなかったのだ。

　本当なら彼の忌まわしい経歴だけで避けられてもおかしくない。おまけに彼は昔から、余程気になるもの以外に対してはきょろきょろと視線を逸らしてしまう癖があって、基本的に人からの印象が悪いのだ。面接の時も終始そんな感じで、にもかかわらず雇い上げてくれたヤルダは寛大としか言いようがない。だから、これで平穏な生活が送れると思った。

　だがその全てが水の泡だ。時折、追手らしき人間たちが彼を探しに来る。だが捕まるわけにはいかない。捕まればきっと処刑されてしまう。

　それでも自分の手で人を殺すことは恐かった。だから匣を握って願った。彼らが自分に追いつかないようにと。そのせいだろうか、現れる過去は回を追うごとに大きなものになっていった。

「どうして……」

　そもそも十二年前の事件でも、どうして自分が助かったのか分からなかったのだ。狂い刃は城中を暴れ狂ったが彼を追いかけてはこなかった。ただ彼は恐くて雑木林の中で震えていただけだ。

「こんなことは……長く続かないんだ。もう許してくれ……」

　持ってきた食料ももう限界だ。どこにも行き場はない。死にたくない。死にたくない。

　男はきつく目を閉じる。瞼まぶたの裏に、名前も知らない女が切り裂かれた時の光景が甦る。

　何も見たくない。死にたくない。

　だからあの日のように全て過ぎ去ってくれるのを待つように。彼は固く瞼に力を込めた。
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　森の中は、あまり日の光が通らず視界も悪い。

　ただ幸いなのは、普段は土地の人間が踏み入るせいか、ワカニの森ほど足場が悪くないということだ。ティナーシャは夫の後ろを歩いていく。

「この森の外周には結界を張ってあるので、新しく人は入れませんし、誰かが出て行こうとすれば分かります。つまりカドス砦の時みたいに匣だけ持って移動とかはできません。小匣はまだこの森の中にあります」

「何回も現出が起きてるってことは、使い手がまだ死んでないってことだろうな。相当運がいいやつなのかな」

「時間の余裕があれば、当時の生還者を他に探して話を聞きたいところなんですけどね」

「見つかったとしても話したがらない人間の方が多そうだな」

　溜息をのみこんだオスカーは、ふと遠く視線の先で景色が変わっていることに気づいた。

　木々の隙間。その先に──白い部屋の半分が現出している。

　まるで建物の模型を縦に割って開いたように、そこから唐突に部屋が始まっているのだ。

「ティナーシャ、あれ面白いぞ」

「えー？　貴方がそう言う時って、たいてい面白くないんですよね……」

　言いながら彼女は夫の陰から顔を出して覗く。その目が半分の部屋を捉えた。

「ああ、あそこから現出してるってことですか。へええええ、面白い」

「面白いんじゃないか」

「カドス砦の例から考えるだに、発動は半球状なんですよね。なるほどなるほど」

　近づくにつれ、部屋の両端にも弧を描いて壁や空間が奥に広がっているのが分かる。つまり何かの建物を半球状にくりぬいて、それを側面から見ている形だ。

　オスカーはその正面の部屋に、女官と思おぼしき死体が散らばっているのを見て息をついた。

「あれが暴走事件の起きた城か。ずいぶんひどい有様だったみたいだな」

「魔法具生成時の失敗により暴走が起きたらしい、という話です。実験室に結界は張ってなかったのかとかちょっと問題になったんですけど……ひょっとしたらこの現出を調べると、当時どうだったのか調査ができるかもしれませんね」

「そういうことに使う呪具ってことか？」

「さあ……？」

　生きている人間の気配はない。二人はくりぬかれた部屋に辿り着いた。一つだけある扉は半開きになっており、室内にある家具のいくつかは鋭い切り口で両断されていた。ティナーシャがばらばらになった死体を一瞥する。

「こんな森に宮仕えの格好をした人間がいるとは思えませんから、これは過去の記憶にある死体でしょう。ヤルダの城都で巻きこまれた人たちとほぼ同じ死に方ですね」

「鋭利な刃物で両断されてる、か」

　どういう魔法具を作ろうとしたらこんなことになってしまうのか。

　女官の顔は恐怖に染まっている。オスカーはふと「これが過去に起きた事件そのままなのか、それとも使い手の主観により変質したものなのか」気になった。

　しかしそれを確かめる術すべはないし、意味もない。呪具は使うのではなく壊すのだ。

　彼は王剣を握りなおすと、半開きの扉に手をかける。

「ここから入っていくか。とりあえずは発動の中心部を目指そう。いつ発動が終わって転移がかかるか分からないから、はぐれないようにしろよ」

「肝に銘じます」

　オスカーは扉を引く。その先は城の廊下が左右に広がっていた。どちら側にも死体が点々と落ちている。広がる血とこぼれた臓物の臭いがあいまって、耐え難い息苦しさを生み出していた。

　もっとも二人は「王族こそが陣頭に立つべし」との考えを実践してきた強者だ。平然と廊下に踏み出す。向かい側の壁にも扉はあるが、そこは開いていない。

　ティナーシャは死の静寂が立ちこめる廊下を見渡した。

「右と左、どっちに行きます？」

「正面。半球状なんだから、このまま真まっ直すぐ行けば中央に辿り着くだろ」

「た、確かに……」

　オスカーは正面の扉に手をかけて中に入る。そこはがらんとした広間だ。壁際には長椅子などの調度品が置かれており、それらは無事なままだ。正面の窓の向こうには中庭が見えた。

　部屋の中には死体がない。オスカーは無造作に広間を横断した。

「壁に穴を空けて進むか」

「人の城だからできる方法ですね」

「人の城でも現実だったらやらない」

　窓を開けて出ることもできるが、それよりは壁に穴を空けた方が何かあった時に動きやすい。ティナーシャが右手を壁に向かってかざす。詠唱を聞く間、オスカーは壁に飾られた絵画を眺めた。

　──ふっと違和感を覚える。

「ティナーシャ！」

　叫んで、妻の体を抱き取る。そのまま横に跳んだ彼のすぐ脇を、湾曲した黒い刃が通り過ぎて行った。ティナーシャはぎょっとした顔になり、だがすぐに夫の腕の中から掌を黒刃に向ける。

「破砕しろ！」

　打ちこまれた力が、黒刃の上半分を掠めた。

　氷が砕けるような音が鳴り響いて、刃の半分が消失する。

　けど残る刃はそのまま空中を滑って──音もなく消えた。

　オスカーは左腕一本で妻を抱えたまま辺りの様子を窺うが、気配はない。ティナーシャは彼の腕に半ばぶらさがるような形で床から浮いた足を振った。

「今のが狂い刃ですか……」

「なんか突然来たぞ。見えなかった」

「いや、これは、ちょっと、想像以上に難物ですね」

　妻の言葉は歯切れが悪い。魔法に関して大陸屈指の知識と技術を持つ彼女は溜息をついた。

「あれは魔法具ならではの究極の転移です。あんなのが暴れてるんじゃ城も滅びます」

「究極の転移？」

「とりあえずおろしてください。吊つり上あげられた猫みたいでぶらぶらします」

「ああ、悪い」

　ティナーシャは床に降りると改めて詠唱を始める。黒い刃の半分が消えた場所目がけて指を振った。オスカーには何をしたのか分からないが、彼女は考えこむように指を顎にかける。

「オスカー、貴方は転移魔法がどういう仕組みで転移を可能にしてるか知ってます？」

「知らない。構成も意味が分からないからお前に丸暗記させられた」

「ですよね……まあ、貴方はそれでいいんですけど」

　魔女は軽く指を弾く。空中に半透明の白い膜が何十枚も現れた。うっすらと透けるそれらは重なりあい触れながら階層を作って揺れている。それは今までにも何度か見せられたことがある、この世界の位階構造を説明する時の抽象型だ。

「この世界には無数の位階があるんですけど、時間と空間の概念が一番均一で強固なのが私たちのいる人間階なんです。これに比して上位魔族が棲む概念存在階なんかは、空間がぐにゃぐにゃですし時間が流れる速度も一定じゃありません」

「それは聞いたことあるな。上位魔族の位階だとこっちの何年もが一瞬だって」

「彼らは自分の位階では肉体を持ちませんから、なおさらそう感じるんでしょう」

　ティナーシャは補足して続ける。

「時間の流れというものは不可逆で、位階によって速度や感じ方に違いはありますが遡ることはできません。これに比べて空間は、裏技が使えるんですよね」

「裏技？　それが転移魔法か？」

「ええ。転移構成は、人間階にぴったりくっついている魔力階に構成を広げて、座標指定します。転移座標っていうのは厳密には人間階の空間座標じゃなくて、そこに重なってる魔力階の座標なんですよ。だからちょっと動くだけで全然違う座標になるんです」

　転移座標は実際にその場に立って取得するか、それをやった人間から聞かなければ手に入らないというのは常識だ。だがオスカーは今までどうしてそうなのか理由を知らなかった。

　彼が頷くのを見て、魔女は微笑む。

「その上で転移構成は、今いる場所と到着点の座標を、魔力階上で縫い合わせちゃうようなものなんです」

　ティナーシャはもう一度指を弾く。揺れている膜のうち、中央近くの一枚が見えない糸に縫い合わされるようにして離れた場所とくっつく。それにつられるようにすぐ下の一枚も同じ形に揺れた。

「この縫い合わせた、というのは魔法的な比喩なんで、それによって位階の形が変わるわけじゃないのは一応言っときますね。ただ術者の場所と転移先の座標を連結させるというのは事実です。これにより人間階の空間も引きずられて疑似連結が起こります。転移は、この連結を使って移動するわけです」

「言っていることは分かる気がするが……それで肉体も移動するの不思議な気がするな。実際に繫がってるのは魔力階の方で、人間階じゃないんだろ？　魔力階を経由して移動なんてできるのか？」

　実際に今まで散々転移を使ってきて今更言うのも何だが、仕組みを説明されても謎だ。

　ティナーシャは教師のように笑いだす。

「貴方のその疑問は合ってます。魔力階には本来、物質は存在できません。ただ転移先に指定することはできるんですよ。でも指定されてもそこに存在はできないから、自動的に転移しようとした人間は、同一座標の人間階の方に吐き出される──これが空間の疑似連結です」

「ちょっと分かった……気がする。壁に投げたものが壁にくっつけないから跳ね返って落ちてくるような感じか」

「大雑把にたとえるとそんな感じです。でもこの転移の問題は、まさに『魔力階に物質は存在できない』ってことなんですよ。転移構成上だとここの処理は省略されて『人間の肉体が魔力階に存在している時間は存在しない、もしくは観測できない』とされています。でも転移構成ができあがるまでは試行錯誤の繰り返しですからね。魔力階に転移して行方不明になっちゃった人とか、体だけ人間階に取り残された人とか、転移先にぐちゃぐちゃになった死体で出てきた人とかいっぱいいたそうです」

「そこまでの実験失敗があって、それでも転移構成を作ろうとしたやつがすごいな……」

「魔法士なんてそういう変人の集まりですから」

　ティナーシャはそこで、パン、と両手を叩く。

　これは「前提の話はここで終わりです」という合図だ。宙に浮いていた膜も消える。

「魔力階に物質が存在できない以上、転移というのは間を置かず終わりまで実行されます。転移しようとして消えて、しばらく経ってから転移先に出る、とかはありえないわけです。そんなことになる前に魔力階で死んでますから」

「……ああ、そういうことか」

　ティナーシャが何を言いたいのかオスカーは察する。先ほど何もないところから現れた刃のことを思い出した。

「つまり──物質がなければ魔力階での潜伏が可能なんだな」

「そういうことです」

　さっきの黒刃は、物質を持たない魔法具だった。だから本来ありえない転移も可能になるのだ。

「魔法士は魔力階が視認できますから、本来的には狂い刃の潜伏も見えるはずなんですが……さっきの感じだと完全に消失して見えました。これは魔力階を越えた別位階に潜伏されてるのかもしれません」

「余計に厄介だな……」

「あと、さっき試してみましたけどやっぱりこんな動きをされたら転移の追跡が効きませんから、完全に向こうに先手を取られます。これ、解明されてたら禁呪指定間違いなしですよ」

「床下から串刺しにされるようなものか」

　オスカーとティナーシャは共に魔力視を持っているが、相手はその魔力視が効かない場所から攻撃してくる。今まで少なからず魔力視による予兆目視に頼っていた以上、戦闘は難しいものになるだろう。

「向こうの転移と座標がかち合うとこっちがどこに飛ばされるか分からないので、基本、短距離転移は使えないと思ってください」

「こっちの移動手段は限られて、向こうは前兆なしにやり放題ということか」

「こうなると、貴方のよく分からないくらい鋭い勘が頼りですね」

「なかなかに神経を使いそうだ。俺から離れるなよ」

　オスカーがぽんと小柄な妻の頭に手を置くと、ティナーシャは微笑む。彼女は当初の予定通り壁に手をかざした。

「では、行きましょう。理論上は物質のある場所に直接転移はできませんから、体の中に刃が出てくるとかはないはずです」

「それならまあなんとかなるか。よし、やってくれ」

　鈍い爆音と共に、壁に人が通れるくらいの穴が空く。その先は四角い中庭になっていた。

　丁寧に手入れされた植えこみと、白い石畳の小道。穏やかな日の光が差しこみ、色とりどりの花が計算されつくした位置で咲き誇っている。

　ただそれでも美しい、という感想は持ちえない。そう思うには死体と流れている血が多すぎる。

　オスカーは斜めに切り裂かれた植えこみの近くに、野良着の男が倒れているのを見つけた。

「あれは城の人間じゃないな。現出に巻きこまれたか」

　男が絶命していることは明らかだ。右足と頭部が叩き潰されている。大きな槌つちを振るわれたような遺体を彼が注視していると──視線の先、空中に黒く塗りつぶされた円が現れた。

　それがなんであるか判断するより早く、オスカーは横に跳ぶ。ティナーシャが彼に防壁を張るのが見えた。円は、弾かれたように飛んでくると彼の横を通り過ぎていく。防壁とそれが接触し、硝子に爪を立てるような異音が響き渡った。

　オスカーは結界を削って過ぎていくそれが、円筒状の物体、つまり柄のない槌だと理解する。

「あれにやられたのか」

　言いながら彼は地面を蹴って体の向きを変える。方向を変えて再び向かってくる槌へアカーシアを振るった。

　上から斬り伏せるのではなく、地面と平行に削そぐように。

　転移を許さぬ速度で斬り落とす。

　王剣の刃は、一閃で槌を真っ二つにした。黒い槌は爆ぜるように四散する。

　ティナーシャが手を叩いた。

「さすが、よく効きますね」

「魔法士殺しの剣だからな。魔法具相手は相性がいい」

　アカーシアは対魔法だけでなく、外部者の呪具に対しても効果を発揮する武器なのだ。二重の意味で攻撃力に不安はない。オスカーは妻を振り返ろうとして、けれど己の足元に気づいた。

　黒い点。

　真下に生じたそれを視認すると同時に、彼は後ろに跳ぶ。

　オスカーの目前を、黒い槍が下から上に突き上げていった。

　──気づくのが一瞬でも遅れていたら串刺しだった。

　間近に転移してくる武器というものは、かつて祖母である魔女にもやられたことがあるが、あれよりずっと苛烈だ。あの時は剣を操っている魔法構成が見えたが、今はそれもない。黒い武器は自律しているように動いている。

　槍は宙を貫くとふっと消える。代わりに石畳に落ちる彼の影、その真上にまた黒い点が生じた。

　オスカーは一歩左に避けながら、アカーシアで頭上を斬り払おうとする。

　だがその前に、ティナーシャの放った雷撃が生じかけていた穂先を砕いた。振り返ったオスカーは、妻の右に大きな黒い鎌が現れているのに気づく。

「ティナーシャ、来い！」

　鎌に追われるように魔女は駆け出す。飛びこんでくる小柄な体を受け止めながら、オスカーは王剣を振るった。二人を共に両断しようとしていた鎌が、王剣に斬り落とされて弾け飛ぶ。

「ここはまずい。離脱するぞ」

　植えこみの多い庭の只中では、陰になる場所が多すぎる。

　ティナーシャが向かいの壁に手を向け詠唱する。再び爆音を上げて壁に大穴が空いた。

　オスカーは妻を先に押し出す。

「走れ。自分の結界を強化しろ」

　ティナーシャは言われた通り駆け出す。何もない空中から出現した刃がその背を追った。

　オスカーはアカーシアの一振りで黒い刃を消滅させる。だが、その頃には他に七つの刃が中庭に生じていた。壁の穴に到達したティナーシャが、振り返って両手を前に出す。

「燃え落ちよ。弾け飛べ。力よ、立ち現れ、その威を示せ！」

　オスカーが彼女の隣に到達すると同時に、巨大な光条が中庭を貫く。光は二人に向かって来ようとした刃全てを蒸発させ、中庭の半分以上をのみこんだ。彼らが来た側の部屋が、光を受けて消失する。白熱の余韻に薄い煙が立ちこめた。

　二人はそれ以上を見ずに、更に奥へと駆けだす。







「……数が多いな」

　中央に向けて進みながら、ひたすら現れる狂い刃を壊していく。

　その繰り返しだが、断続的な襲撃はやむ様子がない。おまけに威力が強すぎて、ティナーシャの結界であっても勢いと角度によっては壊してくる。結果として走ることが多くなりティナーシャの顔にも若干疲労が見えてきた。

「ナークを連れてこなくてよかったな」

「あの子、そんなに機敏に動けないですからね」

　オスカーの使役するドラゴンは、二人に比べれば戦闘向きではない。ので今回は屋敷で留守番させているのだが、連れてこなくてよかったと心から思う。もしナークが他の死体のように両断されてしまったら、一生落ちこむ自信がオスカーにはある。

　森に踏みこんでから約三十分、二人は食堂や倉庫など、城の部屋をおおよそ一直線に進んでいるのだが、今のところ小匣もそれを持っていると思しき人間も見当たらない。今いる窓のない部屋では、文官たち数人が扉の前にテーブルを積んで中に立てこもっていたようだが、その努力もむなしく彼らは重なり合って倒れている。広がる血溜まりをオスカーは見下ろした。

「転移してくる魔法具じゃ、扉を塞いでも意味がなかったんだろうな」

　死体の表情は、どれも絶望と恐怖が塗りたくられている。なかなかに憂鬱になる有様だ。当時、この城内にいた人間は、どうすれば生き延びられるのか必死で考えて逃げたのだろう。

　壁に並ぶ椅子の大半がばらばらに斬られている中、唯一無事な椅子にティナーシャは座って休憩している。目を閉じているのは、構成を組み続けた頭を休めるためらしい。

　その彼女が不意に口を開いた。

「部屋の惨状に、差があり過ぎませんか？」

「どういうことだ？」

「何もない部屋と、こういう酷い有様の部屋に分かれてるなと。ほら、最初に壁に穴を空けた広間とか、どこも壊れてなかったじゃないですか」

「ああ……確かにそうだな」

　今まで通って来た部屋で、確かに無事な部屋もあったのだ。ただそういう部屋には死体もなかった。逆に死体があった部屋は家具も巻き添えを受けている。

「つまり──人間を探知して転移してきてるのか？」

「その可能性が高いと思います」

　狂い刃に籠城は無効だ。扉を塞いでも中に転移してきてしまう。ただそれだけなら誰もいない部屋も同様に家具が斬られているはずだ。

　けれどそうなっていないということは、狂い刃は明確に人間を狙ってきている。二人に間断ない襲撃がかかるのも、きっとそのせいだ。

　ティナーシャは目を閉じたまま腕組みする。

「そもそも引っかかったのは、今回、小匣が連続使用されてる点なんですよ。今までの使用者って、現出した過去に自分が殺されちゃったりしてるわけじゃないですか。でも少なくとも今回の使用者は生き延びてるから次を使ってる。これだけしんどい魔法具相手にです。それって、ちょっと不思議ですよね」

　確かに使用者は、これほどまでに苛烈な惨状を何度も潜くぐり抜ぬけていることになるのだ。今までの小匣の使用者で、それが確実にできていたと思しき人間は一人しかいない。ワカニの森で、獣を現出させていた老人だ。

「ひょっとして狂い刃の使役方法を知ってるやつなのか？」

「うーん、だとしたら手がつけられないです。もう現役の生きた人間を巻きこむこと承知で、この森自体を吹き飛ばすしかないですよ」

　ティナーシャが森の外周に張った結界は人払いの効果も持っている。新たに範囲内に人が入ってくることはないが、二人より先に入ってしまった人間はいかんともしがたい。

　数時間前にも周辺の町から腕の立つ有志たちが森に踏み入ったと聞いているが、今のところ救出できた人間はいない。ここに来るまでに何人もの城の調査団や自警団員らしい死体を見かけたし、中には廊下の先で走っているところを見つけた直後に殺された人間もいる。

　時折断末魔の悲鳴が遠くから聞こえてはくるものの、城内という特殊な立地もあって助けられる距離に至れない。そろそろ大多数が亡くなっていると見なして、大魔法で一帯を焼き払ってしまうという手も現実味を帯びてきた。

　ただオスカーは、妻にそれをさせたくないとも思う。彼女はおそらく平気な顔をしていても、自分が巻きこんで死なせた人間のことを忘れはしないだろうから。

「俺の方に森を吹き飛ばせる力があればよかったんだけどな……」

「恐っ。急に何言っちゃってるんですか。貴方みたいに魔法構成が全然理解できない人に、そんな火力持たせられませんよ」

「魔力はあるんだろ？　他のみたいに構成を丸暗記でいけないのか？」

「駄目！　絶対だーめー！　弓の狙い方が分からない人間に強弓を与えるようなものですから！」

　妻の断固とした態度からするに、本当に自分は魔法に向いていないらしい。子供たち三人のうち魔法士になったのは二人だが、その二人にも割と魔法構成のできなさに呆れられていた気がする。

「まあ、範囲の反対端まで出て何も見つからなかったら焼き尽くすか……」

「その辺りが頃合いかもしれませんね」

　そろそろ移動した方がいいだろう。部屋中を見回していたオスカーは、妻に視線を戻すと綺麗に揃えられた細い足を眺める。

　──ほんの数秒だ。数秒後、彼の左側に黒いものが生まれた。

　オスカーは反射的に駆け出す。

「ティナーシャ！　行くぞ！」

　魔女は素早く目を開けると椅子を立つ。彼女は白い右腕を払った。

「吹き飛べ！」

　オスカーを串刺そうとしていた黒い槍と、その向こうの壁が光条を受けて弾け飛ぶ。一瞬の間に、彼は妻を抱き取った。彼女の背後に現出した巨大な刃をアカーシアの一閃で打ち消す。

　オスカーは身を翻し、壁の穴へと駆けだした。その間にも、周囲に狂い刃が現れ始める。

　彼の左腕に抱えられながら、ティナーシャが迎撃の魔法を放っていく。妻に攻撃を任せて走りながらオスカーは言った。

「分かったぞ」

「何がですか？」

「あれは人間を視線で探知してるんだ。一つところをじっと見てると狂い刃に見つかる」

　最初に狂い刃が現れたのは、オスカーが壁の絵画を眺めていた時だ。その後も死体を見ていたりした時に出現が始まった。

　この部屋で一旦休憩していたのにしばらく狂い刃が現れなかったのは、ティナーシャが疲労に目を閉じていたことと、オスカーが周囲を警戒して視線を留めていなかったのが原因だ。

「え、そうなんですか！」

「お前、『なんで使用者が死なないのか不思議だ』って言ってただろう。だから、何か探知されない原因があるんじゃないかと思って色々試してた。息を止めるとか」

「息を止め続けてたら死ぬじゃないですか」

「一例だ一例。今はうっかりお前の足を見てたら集まってきたから、多分これが正解」

「そういうのは家に帰ってから見てくださいよ！」

　ティナーシャの非難を聞きながら、オスカーは壁の穴から飛び出す。

　その先に広がっていたのは、木々が生い茂る外だ。

「え、範囲から出ちゃいました!?」

「いや……これも現出した過去だな。木の下に落ち葉がない」

　それはつまり人の清掃の手が入っているということだ。自然の森ではなく、城の外庭にある雑木林か何かだ。オスカーは右側から飛んでくる刃をアカーシアで打ち砕く。運ばれながら迎撃しているティナーシャが声を上げた。

「全部撃ち落としました！　目を閉じますよ！」

「任せろ」

　ティナーシャが目を閉じているなら、あとは彼自身だけだ。そしてこれで「視線が狂い刃を呼び寄せる」という仮説も確かめられる。

　オスカーは一か所を注視しないように意識しながら、雑木林の中を走っていく。

　ところどころにある切られて折れた木も、無惨な死体も見ない。目を止めない。

　彼はただ先の見えない木々の向こうへ駆けていく。

　いつの間にか、二人を追う狂い刃はいなくなっていた。







　雑木林の中を歩いていく。

　視線によって探知されるという仮説は合っていたらしく、狂い刃はあれから出現していない。

　オスカーは自分の視線が一点に留まらないよう注意しており、一方ティナーシャは「視線を止めない自信がないから」と目を閉じて宙に浮いて、彼の首に後ろから巻きついていた。ふわふわと漂う妻を牽引しながら、オスカーは空を一瞥する。

「まだ範囲内か。結構広いな。方向は間違ってないと思うんだが」

「そもそも使用者が真ん中にいなかったら駄目ですしね。その時は諦めて森を焼きましょう。失恋した時のルクレツィアみたいに」

「お前の中のルクレツィアはどうなってるんだ？」

　オスカーはぱっと前方の障害物を把握すると、自分も目を閉じる。そうして少し歩いてから、また目を開けて辺りを把握するの繰り返しだ。今は何の気配も感じず悲鳴も聞こえないから、これができる。まるでこの森に二人きりになってしまったかのようだ。

　できればそろそろ終息の糸口を摑みたい。そう考えていた彼は、ふとあることを思いついた。

「そうだ、ティナーシャ。生きてる人間を探知できるか？」

「え。できますけど……。あ、理解しました」

　話の早い妻にオスカーは頷く。カドス砦の時は「現出した人間と実在の人間の区別がつかない」という点で探知が無意味だったが、今は違う。これだけ犠牲者が多い状態なら、過去の人間も今の人間も構わず「生存者がいるかどうか」を調べればいいのだ。生存者が見つかれば、彼ら一人一人を迎えに行って使用者かどうか判定する。そして生存者がもういないのなら──森ごと焼いてしまえばいい。

　乱暴な手段だが、安全ではある。少なくとも探知をかけるだけなら損はない。

「構成を組みます」

　ティナーシャはオスカーに摑まっていた両手を放すと、詠唱を始めた。彼女は目を閉じたまま構成を広げる。魔力の微弱な波が広がっていく。しばしの沈黙の後、彼女は口を開いた。

「範囲内で生存者は四人……ちょうどこの先に一人いますね」

「四人か。なら、まずその一人を確保するか」

　ティナーシャが、つい、と先を指さす。その指から白く光る蝶が生まれ、雑木林の先に飛んでいく。魔法で生み出された蝶の後を追ってオスカーは歩き出した。魔女は目を閉じていても魔力が見えるのか、宙に浮いたまま蝶の後を辿っていく。

　そして彼は、その一人を見つけた。

「ティナーシャ、当たりだ」

　茂みの先、木の陰に隠れるようにして倒れている男。灰色の魔法着はぼろぼろで、ところどころ血の跡がついている。顔はやつれており、何日もまともに休めていないようだ。

　そこから少し離れた場所には、無造作に死体が転がっている。服装からして城から来た調査団だ。彼らは一団まるごと狂い刃に襲われたのだろう。どの遺体も無惨に切り裂かれ、くたびれたぼろきれのようになり果てていた。

　一方、見つけた男の方は気絶しているのか動かない。その手からは白銀の小匣が零れ落ちている。

　魔女が視線を止めないように、小匣を一瞥した。

「あれがそうですか……確かに表面の紋様がエルテリアに似てますね」

「同じ強度だとしたら厄介だな。アカーシアで叩き割ろう」

「防御します。またあの時みたいに破片が飛んできても困りますから」

「あれを繰り返していったら、俺たちがどんどん非人間にならないか？」

「もうとっくに非人間です」

　オスカーは周囲に気を払いながら小匣に向けて距離を詰める。

　邪魔をするものはない。エルテリアの時もそうだった。

　そしてこれで、人間を翻弄してきた怪事件も終わりだ。

　彼は草の上に落ちている小匣へ王剣を振り下ろす。

　──そのすぐ横から、黒い剛腕がオスカーを襲った。

「壁よ！」

　ティナーシャの詠唱が一瞬で防壁を組み上げる。鋭い爪は防壁にあたって砕けた。

　必殺の一撃を防がれた獣は、憎悪に満ちた緑の目でオスカーを睨む。

　けれど既に王剣は、向きを変え獣の頭へと向かっていた。恐ろしい速度で振るわれた刃が、獣の頭を砕き割る。跳び下がろうとしていた獣は、空気の詰まった声を上げて崩れ落ちた。その巨体がふっと霧散する。

　オスカーは草の上に落ちたままの小匣を見た。

　過去を現出させる匣。それを銀の手甲を嵌めた手が拾い上げる。

　どこからともなく出現した見知らぬ騎士。ヤルダの紋章をつけた男の目は、貪欲な戦意に溢れていた。右手に提げた剣にはべっとりと血がついている。

　傾いた正気を思わせる双眸に、オスカーはヤルダで聞いた話を思い出した。

「……ひょっとして、聖堂で乱心したというのはお前か？」

「オスカー、囲まれました。その匣、生意気にも防御機能があるみたいです」

　宙に浮いたままのティナーシャが言う通り、いつのまにか二人を取り囲むように様々な人間が武器を構えている。野盗であったり、タァイーリ兵であったり、メディアル軍の魔法士であったりする彼らは、いずれも今までの匣の使用で現出してきた記憶だ。

「繭の遺跡と似た感じか。記憶を蓄積してるんだな」

　ワカニの森の獣を知る老人とミリィがいないにもかかわらず、例の獣を現出させてくる辺り、小匣が自分を守るための守護として設定しているのだろう。

　ティナーシャは冷ややかな視線を辺りに流す。

「明確に私たちを敵と認識してるみたいですね。私たちが何者か察知したのかもしれません」

　二人は外部者の呪具の敵対者、呪具を破壊するために生み出された、人の形をした呪具だ。

　その力から逃れるために防衛機能が発動したのだとしたら、面倒この上ない話だ。

「ただ、あの繭の遺跡の守もり人びとと同じなら、きりがありません。無限に湧いてきますよ」

　彼女の言葉を証明するように、野盗たちの後方に再び黒い獣が現れる。

　一方、小匣を拾い上げた騎士はオスカーを見たまま後ずさり始めた。このまま逃げるつもりなのかもしれない。だがそれでは三十年前の繰り返しだ。オスカーは軽く息をついた。

「面倒な事態だが、見たところ現在進行形で現出している現象は防衛のためには呼び出せないみたいだな。狂い刃が召喚されない」

「あれが一番手て強ごわいので、正直あれを出されたらお手上げです」

「つまり、今の現出が終わる前に小匣を破壊しないと詰むな」

　この現出が終わってしまえば、小匣は自身を守るために狂い刃を好きに使いだすだろう。そんなことをされれば破壊の難易度が跳ね上がる。

　既に、この現象が始まってからかなりの時間が過ぎている。残された時間は多くない。

「ティナーシャ、他の守人を頼めるか」

「承りました」

「視線に気をつけろ。ここは範囲内だ。──俺は小匣を追う」

　その言葉と同時に、匣を持った騎士は身を翻す。調査団の死体が転がる方へ逃げ出す。

　オスカーはその後を追って地面を蹴った。彼を阻もうとしたタァイーリ兵が一瞬で白い炎に焼き尽くされる。ティナーシャの美しい声が謳った。

「この程度の人数で、魔女を止められると思ったか？」

　花が咲くように、緻密な魔法構成が広がる。

　それは彼女に向けて駆け出していた者たちをたちまち無へと返した。魔女に向かって跳躍した黒い獣が、青く光る雷光に串刺される。次々再出現する守人たちを苛烈な魔法攻撃が滅していく。

　空気を震わせる余波を背に感じながら、オスカーは逃げる男に向けて短剣を投とう擲てきした。

　けれど男はそれが直撃する前に、振り返って剣で叩き落とす。身のこなしの敏びん捷しょうさは、騎士というより暗殺者に近い。

「いい腕をしてるじゃないか」

　聖堂で乱心して仲間の騎士を何人も斬り殺したという話だが、それは突然の凶行だったからというよりも純粋に男の強さが為せる業だったのかもしれない。

　男は草むらに小匣を投げる。そのまま反転すると、オスカーの方へ踏みこんできた。逃げると見せかけて二人を引き離すのが狙いだったようだ。そのことを悟ったオスカーは、むしろ感心さえして男の剣を受けた。重い衝撃が手に伝わってくる。

「別に引き離してくれても構わないぞ。あいつより俺の方が、お前の相手にふさわしい」

　ティナーシャも剣は使えるが、剣だけで言えば彼女より強者は数多いる。そんな強者を彼女の相手に回すよりは、自分が戦う方が早い。

　身を屈め懐に入ろうとしてくる男に、オスカーは足元の石を蹴り上げる。男がそれを避けるのを狙って、彼は王剣を振るった。相手の速度を完全に上回った刃は、男の肩に食いこむ。銀の肩当てがひしゃげ、骨が砕ける音がした。男はぐらりと態勢を崩す。

　だがその時、横合いからオスカーの顔目がけて血濡れた剣が突き出された。

「……っ！」

　彼は上体をのけぞらせてその刃をすれすれで避ける。刃と防御結界が接触し、微かな魔法の光が上がった。ほぼ不意を突かれたオスカーは、真横にもう一人出現した同じ騎士を見て笑う。

「そういうのもありなのか」

　正面の男がよろめきながらも剣を構え直す。無言のまま戦意だけをたぎらせるその表情に苦痛はない。更にはすぐ後ろにも気配が現れた。オスカーは自分の背後を王剣の刃に映して確認する。

「ここまで面倒な状況は数十年ぶりだな」

　卓越した剣の使い手、しかも同一人物三人が相手だ。

　視線を一箇所には留められない。それをしてしまえば狂い刃が来る。

　──これは、判断を一瞬でも誤れば負けるだろう。

　ついぞなかったそんな状況に、オスカーは苦笑して王剣を握りなおした。







　間断なく湧いてくる敵は、火に飛びこんでくる虫と同じだ。

　空中にいるティナーシャは絶えず魔法構成を組みながら、そんなことを考えていた。

　先ほどから出現する守人は減ることがない。むしろ増えている。だがそのほとんどは魔法耐性もろくにないただの人間だ。だから焼かれて消える。例外はワカニの森にいた黒い獣だけで、だからティナーシャは、それが現れる度に貫通力に特化した魔法で狙い撃っていた。

「記録にある守人を無限に出せるというのは強みでしょうが……逆に言うと、記録にあるものしか出せないってことなんですよね」

　そして記録されているものがただの人間であるなら、それを殺すのはもはや作業だ。

　彼女は兵士たちが集まっている前方へ巨大な火球を打ち出す。

　悲鳴は上がらない。それよりも絶命と消滅が早いからだ。次いで右側面を薙ぎ払おうとして、けれど前の炎の中から黒い人影が飛び出してきた。双剣を携えた男は、顔を熱気で焼け焦がせながらも宙にいるティナーシャに向かって跳躍する。

　煙を上げるその顔を、魔女は鋭く蹴り上げた。

「──ひれ伏せ」

　玉座になき女王の冷ややかな言葉と同時に、男の体は地面に叩きつけられる。直後倒れた体を白熱の火が焼いた。彼女は地上に現出した記憶たちを一切の躊ちゅう躇ちょなく焼いていく。

　それをしながらティナーシャは、少し離れた場所で戦っている夫を見やった。三人の達人を相手に、退かず捌さばいている彼の動きはなかなかに人間業ではない。あの速度の中に彼女は割って入れないだろうし、むしろ足手まといになる。ならばここで守人の大多数を引きつけておく方が正解だ。

「呪具に現出させられた林なら、焼いても心が痛まないですしね」

　この雑木林はとうに滅んだ国のものなのだ。広がっているのは過去の風景で、今はもう存在しない。だから何の気兼ねもなく魔法が撃てる。

　ティナーシャは、数人を一度に切り裂いた風の刃が木の幹を抉えぐっていくのを目で追う。木はぐらりと傾き──けれど次の瞬間、消し炭になった。その下で押しつぶされるところだった灰色の魔法着の男に、ティナーシャは守護結界を張る。

「危ない危ない。生存者は確保しないと」

　さっきの探知にかかった生存者は四人。そのうちの一人がこの男で、おそらく小匣の使用者だろう。できれば早く小匣を壊して残りの三人も確保したい。ティナーシャは魔法を放ちながら視線をさまよわせる。それは彼女にとっていささか負担な行為だった。

「普段意識してないけど、私って結構一つところを見てるんですね……」

　魔法構成を組む時の彼女は、目の前のものを見ていながら見ていない。つまり、視線を一箇所に留めながら構成に意識を割いていることが常だったようだ。

　それを「視線を止めないように」と意識するのはなかなかに大変だ。魔法構成を組むために最適化した意識の中に、常に異物が転がっているような気分だ。夫と一緒の時であれば目を閉じることもできるが、今はさすがにそこまではできない。

　ティナーシャはぐっと力を入れて一度目を閉じる。

　そして再び瞼を開けると、自分に向かってくる守人たちを視界に入れた。

「でも、それくらいで負けませんけど」

　かつて国の存亡をかけて戦った兵士たちが、略奪のために剣を振るった野盗たちが、密かに夜の中を動く暗殺者が、森を守っていた獣が、彼女の前に焼け落ちていく。

　残された時間はあとどれくらいか。けれどそれでも彼女は夫の勝利を信じていた。







　殺せば消える。けれどまた現れる。

　それはまるで子供の遊びのようだ。オスカーは三方からの攻撃を飛び下がってかわしつつ、懐かしい記憶を思い出す。

「そういえば昔、子供たちとこういう遊びをしたな」

　三人の子供たちがまだ小さかった頃、庭で影踏みに付き合ったことがあるのだ。「影を踏まれたら負け」という遊びで、途中から子供たちは結託して父親を囲いこんで狙ってきたが、彼は全部を避けきった。やりすぎて子供たちが泣き出したので、ティナーシャに「大人げないです」と怒られた。

　そんな遠い記憶はただ懐かしく愛いとしいだけだ。彼の人としての人生は幸運と幸福に恵まれたものだった。その記憶さえあれば、たとえ人から逸脱したのが自分一人だけであったとしても戦っていけただろう。けれど運命は、彼のもっとも愛するものを彼の傍に残してくれた。

「っと、危ない」

　足を狙って突きこまれた剣を上に跳ね返す。それは彼の狙い通りもう一人の男の剣と衝突した。

　二人に一瞬生まれた隙を逃さず、オスカーは片方の頭を叩き割る。すかさず返した刃でもう一人の喉を割いた。三人目の剣を右に避ける。

　遊びは、終わりが見えてくると一本の線に似てくる。

　どこをどう辿れば終わりに至るか、どの道が最適か、考えずとも分かるようになる。相手の動きを把握しきった戦いもそれと同じだ。

　無限に思える守人との戦闘だが、同じ存在は三体以上同時に現出させられないらしい。ティナーシャもそろそろ同じことに気づいているだろう。もっとも彼女は、個を把握する前に焼いているので関係ないかもしれない。

「さて、いい加減切り上げないとな」

　オスカーは先ほどから倒しては現れる三人と戦いつつ場所を移動している。小匣が投げ捨てられた草むらの方へ戦場を誘導しているのだ。

　あまり早く移動しすぎてもよくない。相手にそれだけの思考があるかは分からないが、気づかれれば今度こそ本格的に逃げられるかもしれない。

　だからゆっくりと少しずつ動く。たとえば三人を殺して再出現までの短い時間に、小匣を叩き割れるくらいの距離まで。

　戦いながら視線を留めないことにも慣れてきた。もともとこんな乱戦の場では一箇所だけを見ていられない。むしろ好都合だ。狂い刃は恐ろしい魔法具だが、小匣の制御下にないなら出現させないことも可能だ。この記憶を現出させた男も、きっとそれを知っていたか、もしくはたまたま「一箇所を見続けないこと」を繰り返して生き延びたのだろう。

　短く息を吐く。剣を振るい、避ける。

　オスカーは落ち葉のない草の上を踏みしめた。横に薙がれる剣を避けて、また少し移動する。

「もう少しか」

　草むらまでほぼ一足の間だ。あと少し小匣の場所が確定できれば、いつでも動き出せる。

　──その時後方で、今まで一番激しい炎が上がった。

「過去の残影が。溶け消えろ」

　魔女の宣告が聞こえる。激しい魔法が辺りを焼き尽くし、赤い火が雑木林の中を照らし出す。

　その火の中、草むらで何かが光った。

「……見つけた」

　左後方、すぐの距離だ。オスカーは息を止め敵前に踏みこむ。正面の一人を斬り捨てると同時に剣を返した。隣にいたもう一人の首を刎はねる。

　意識的に一段階速度を上げる。その動きに騎士はついてこられない。最後の一人が倒れ伏すのを見ず、オスカーは踵を返した。

「ティナーシャ、壊すぞ！」

　外部者の呪具は総じて強度が高い。だがアカーシアは彼らの天敵だ。

　極限まで速く、最短の軌道で。

　オスカーは王剣の刃を草の中の小匣へと打ちこむ。

　澄んだ金属音が鳴り響き、一瞬周囲の景色が歪んだ。

　白銀の小匣に大きな亀裂が入る。けれどまだそれは壊れていない。

　ティナーシャが彼の正面に短距離転移してくる。

　彼女の白い指が二人の間にある小匣を指さした。

「──撃ちます」

　全てを消し去ってあまりある力が、細い光条へと集束される。

　正確に小匣の亀裂を狙って放たれる魔法。

　オスカーはそれを見ながら……妻の後方をも、また見ていた。

　折れかけた木の下、地面に倒れていたはずの魔法士の男が、いつの間にか目を覚ましている。

　灰色の魔法着の男は状況を把握できていないのか、ティナーシャの背を呆然と凝視していた。

「っ、ティナーシャ！」

　オスカーは、妻の名を叫ぶ。

　小匣を無視して彼女に手を伸ばす。

　何もなかったはずの空間に、いくつもの黒い点が現れた。

　国さえ滅ぼす光条が小匣を打ち砕く──それよりほんの少しだけ早く、狂い刃が空中に出現した。

　オスカーは妻の手を摑んで、自分の方へと引く。

　白い光が森を美しく照らし出した。







　彼の妻は、悠久を生きた魔女だった。

　自国が滅びる中、一人だけ生き残った少女だ。その贖罪のために四百年を生きてきた。

　多くの人間と出会い、通り過ぎてきた女。彼女は泰然と、何に揺らぐこともなく微笑んでいた。

　人でなくなった時でさえ、彼女は夫よりもずっと早くそれを自覚してなお、彼に秘したまま運命を受け入れたのだ。むしろ密やかに彼と生き続ける日々を楽しんでいるように見えた。

　だから終わりの分からぬ闘争でさえも彼女の精神を損なえない……そう思っていたのだ。

　──今、この時までは。







「ティナーシャ」

　彼女の名を呼ぶ。

　それはけれど、上手く声にならなかったのかもしれない。

　倒れた彼の胸の傷を、彼女は必死で押さえている。裂かれた臓器に大量の魔力が注がれる。

　だが流れた血を元に戻すことはできない。ティナーシャは自身も四肢に深い傷を負っているにもかかわらず、ただ夫に治癒をかけ続けていた。

　隣には小匣の破片が散らばっている。周囲の景色はもう落ち葉が積み重なる深い森だ。

　その上に彼の血は広がり、染みわたっていく。

　体が急激に冷えていく。視界が薄らぎ始める。

「いや……嫌……っ！」

　彼女の悲鳴は、泣き声にも聞こえた。

　美しい顔がぐしゃぐしゃに歪んでいる。そんな彼女の表情は初めて見る。あれほど一緒にいたのに、本当に初めてだった。

　だからオスカーは後悔する。彼女をこんな風に置いていかなければならないことに。

「お願い……待って！　お願い……」

　懇願の声が森の中に響き渡る。

　自分の顔に滴る妻の涙と血を、オスカーは温かい、と思った。

　その温かさが好きだ。彼女を腕の中に抱いている時、小さな手を取っている時、幸福を感じる。それを戦い続ける理由の全てにしても構わない。

　血濡れた指が、彼の頰に触れる。

「いや……待って……あ……ああ……」

　ぼんやりと見える彼女の目は、少女のような恐怖を抱えていた。

　ただ一つ抱えていた大事なものが喪われていくのを怯おびえるように。

　オスカーは彼女の名を呼びたいと思う。その手を取って約束したい。

　必ず戻ってくるから泣かないで欲しいのだと。そう、もっと早く言っておけばよかった。どれほど彼女を悲しませることを後悔するとしても──自分は必ず彼女を守るのだから。

　オスカーは出せない声の代わりに、ただ妻を見つめる。

　意識が遠くなる。彼女が伝える温かさから、己が少しずつ離れていく。

　──愛している、と。

　そんないつものことを、ふっと思って。

　最後に聞こえたのは、森の中に響き渡る悲痛な絶叫だった。














※









　ヤルダ国内で、約三カ月もの間頻発した怪事件。

　それはある事件を境にぴたりと止やんだ。

　とある辺境の森の中に、城の一部が現出したというこの事件において、生還者は三人。

　近くの町から来た自警団員が二人と、ヤルダの宮廷魔法士が一人だ。

　あまりにも怪奇な事件群に、ヤルダではしばらく無責任な噂話と推測が飛びかった。

　ただそのどれも真実に至るものではなく……けれど後に、これらの事件を知ったファルサスのある魔法士が、調査と考察を一冊の本にした。

　そこには、最後の事件の生還者である宮廷魔法士の証言が載っている。

　一生にわたって事件について沈黙しつづけた彼が、一度だけ口にした証言。

　それは──「魔女を見た」というものだった。






















　喪失は、それがいつか贖あがなわれると信じられるのなら、痛みをもたらさないでいられるだろうか。







　──生きていくためには、努力が必要であるとティナーシャは思う。

　眠る。食事を取る。少しだけでも体を動かす。

　当たり前と思われることは、決して当たり前ではない。意識して努力しなければ、すぐに無気力の底に沈んでしまう。床の上にへたりこんで何日も動けなくなる。

　そうではいけないと、彼女は自身に言い聞かせる。

　この先戦い続けていくのなら、自分はこれを越えなければならない。伴侶である彼にはそうであって欲しいし、彼ならできると思っていたのだ。そしてティナーシャは、自分もまた越えられる側の人間だろうと思っていた。実際に、彼の喪失を目の当たりにするまでは。

　だが……現実はこの有様だ。

　床の上に座りこみ、寝台に突っ伏して転うたた寝ねをしていたティナーシャは、ふっと何かに突かれるようにして顔を上げる。

　記憶の小匣との熾し烈れつな戦闘から五カ月。

　振り返ればあっという間のことのようにも、まったく時が進んでいないかのようにも思える。

　破壊したあれは確かに外部者の呪具だった。破片を調べて分かったのだ。そこに刻まれていた紋様の一部はエルテリアのものと一致した。全部で十二あるという外部者の呪具のうち、これで四つが破壊された。あとは八つだ。充分現実味のある数字だと思えてくる。

　ただそれも、ちゃんと生きていなければ意味がない。

「起き……ないと……」

　最後に食事を取ったのはいつだったか、ティナーシャは思い出そうとしてその無意味さにかぶりを振った。寝台に両手をついてのろのろと立ち上がる。

　広い寝台は森の中の屋敷に越してきた時に買ったものだ。この屋敷には塔から持ってきた家財も多いが「ちょうど寿命だしせっかくだから」と二人で選び直したものもある。寝台もそのうちの一つで、部屋に置いてすぐオスカーが「やっぱりもうちょっと低い方がよかった」と言って足を削っているのを、ティナーシャは笑って眺めていた。

　彼女は、その寝台の中央に眠る夫に囁く。

「おはようございます、オスカー」

　窓の外は黄昏時だ。

　そして真白い寝台の上には、彼女の夫の遺骸が横たわっていた。

　傷を塞ぎ、劣化防止を施した体。それは冷え切って血の気がないことを除けば、以前の彼と変わりがない。ティナーシャは五カ月の間、こうして夫の遺体に寄り添い続けていた。

　彼女は夫の頰に触れようとする。──しかし、その指先は自身の結界に弾かれた。

「あ……」

　そういえば、少し前に触さわれないように結界を張ったのだ。

　劣化防止をかけてあるとはいえ、ずっと涙で彼の顔を濡らし続けてしまうのはよくない。それに彼の魂がここにはもうないのだと分かっていても、気がつけば触れてしまう。一日中その顔を眺めて、髪を指で梳すいて、自分が生きることさえ忘れてしまう。

　だから触れないようにしたのだ。ティナーシャは伸ばした白い指を握りこむ。

　──このままでは駄目だ。少しずつでも動きださなければ。

　彼の遺体に結界を張った時に、いくつか決めたことがある。

　目が覚めたら少しだけでも食事を取ること。食べられないなら、水だけでも飲むこと。

　屋敷の周りを、どれだけ時間をかけてもいいから一周だけ歩く。その後はお湯に浸つかって手足を伸ばす。たったそれだけだ。子供たちに「ちゃんとやりなさい」と日々教えていたことより、ずっと少ない。

　大丈夫。できるはずだ。自分はかつて何百年も一人で生きた魔女だったのだから。

　オスカーも、まさか自分の妻がこんな最初で躓いてしまうとは思わないだろう。そう信じているからこそ、きっと彼は彼女を助けた。彼の思いに応えなければ。

「……オスカー」

　ティナーシャは寝台の縁に座ると、愛しい夫を見つめる。

　胃の底に重いものが溜たまっていく。何も考えていないはずなのに自然と涙が滲にじんだ。

　このままここで、彼の遺体に這う蔓つる草くさに変じて眠ってしまいたい。永遠に等しい時間を無為のまま寄り添っていたい。そんな希望が頭をよぎる。

　いずれ彼は帰ってきてくれるのだと分かっている。分かっているが、今のこの喪失が耐え難い。

　いつか贖われるのだと知っていても痛みは変わらない。自分の半身を、魂を、もがれたまま残骸で虚空を漂っている。

「貴方のためなら、花嫁衣裳くらい何度だって着たのに……」

　語尾が震える。ぽたりと涙が敷布に落ちた。

　呪具を壊して、仕立て屋に行って──本来なら、今頃そんな日々を送っていたはずだ。

　楽しそうに布地を選ぶ彼を見て、頰を膨らませながら採寸される。その後は誰もいない海に遊びに行ってもよかった。たくさん本を買いこんで、屋敷で彼の背にもたれかかりながら読んでみたかった。「大変な戦いだったけど何とかなってよかった」と笑って、次の戦いに向かいたかった。

　彼と二人であるなら、終わりない旅路も耐えられると思っていたのだ。

　ただそれが可能だと思えていたのは、隣に彼がいた時だけだ。

「あ、ああ……う……うう……」

　ティナーシャは寝台に両手をついて嗚お咽えつを零す。敷布が涙を吸いこんで透明な染みが広がっていく。熱に引かれて重くなっていく瞼が、軽い頭痛をもたらした。

　辛い。苦しい。忘れられない。何も贖えない。少しも傷は癒えない。

　けれど、いつまでも泣いてばかりはいられない。

　ティナーシャは涙を拭うと立ち上がる。ゆっくりと覚束ない足取りで扉へ向かった。

「そろそろ動かないと……」

　ヤルダでの事件について、一連の調査と考察をまとめた本がファルサスで出版された。ティナーシャの代わりに買い出しに行ってくれたリトラが入手してきたのだ。そこにはティナーシャ自身の目撃情報が記されてしまっている。そのままにしておけばこれから先、残る呪具を探して回るのに問題になりかねない。

　──だから、ファルサスに行って記述の修正を頼まねば。

　それにオスカーと約束していたのだ。彼が死んだ後は、遺体を城の霊廟に返すと。

　病死を偽装して城を出てきたオスカーの棺は空っぽだ。だから万が一、いつか誰かが棺を開けて中を確かめられた時に困らないよう、遺体を棺に戻しておかねばらならない。子供たちにもそれは伝えてある。

　にもかかわらず、ティナーシャは未だに夫の体を手放せないでいる。あと少しだけ、もう一日だけと、自分に言い訳をしている。遺体を返してしまえば、本当に自分はこの喪失と向き合わねばならない気がして、それが恐いのかもしれない。

　──否、恐いのはずっとだ。彼の命が失われたあの日から、ずっと恐かった。

　扉を開けたティナーシャは、誰もいない夕暮れ時の廊下を見てぽつりと零す。

「貴方は私の死を越えられたのに……」

　オスカーは、妻が死んだ時はまだいつか戻ってくることを知らなかった。それでも彼は喪失を越えたのだ。王として動揺を見せることなく役目を果たし続けた。

　なのに彼女自身は恐くて何も進めていない。自分が嫌になる。気がつけば動くこともできず、涙を零すだけの空虚な一日を過ごしてしまう。

　ティナーシャはのろのろと厨ちゅう房ぼうまで行くと、水みず甕がめからほんの少し水をカップに汲みだす。それをテーブルに置いて、自分は椅子に座る。

　飲まなければ、と思う。生きなければ。そうでなければいけない。

　彼女は痩せ細った手を伸ばしてカップを取る。

　その時、水を湛たたえたカップの中に、ふわりと飛んできた小さな蛾がが落ちた。

「え」

　リトラが開けていた窓から入ってきたのだろう。ティナーシャはあわてて指を伸ばして、沈んでいく白い蛾を掬い上げる。

　けれど指の上に引き上げた蛾は、もう死んでいた。

　濡れた白い翅を彼女はじっと見つめる。

　──ああ、今日なのだと、思った。







　ティナーシャは体を無理に動かして身を清め、久しぶりに魔法着を着る。

　夫の遺体は真新しい白布で丁寧に丁寧に包んだ。そうして久方ぶりにファルサス城へと転移する。

　話は、すぐに通った。

　ファルサス現王のウィルは、ヤルダの事件に関する本の回収と改訂を約束し、ティナーシャを霊廟へ案内してくれた。最後に別れた時には若さと優しさが目立っていた彼は、今は穏やかな壮年過ぎの王になっており、そこに夫の面影を見たティナーシャは「やっぱり今夜来てよかった」と思う。

　夫との別れのために、彼女は朝まで時間をもらった。

　誰もいない霊廟で、棺の縁にもたれて、中で眠る夫を見つめる。

　時折思い出したように手元に白い花を呼んで、それを棺の隙間に敷き詰めていく。いつまでも寄り添っていたい気持ちの代わりに、無数の花を置いていく。白い花弁をまたとめどなく涙が濡らす。

　ティナーシャは夫の頰に手を触れて、その顔を見つめる。

　次に出会う日まで、もう彼の顔を見ることは叶わない。あの日が沈んだばかりの空色の目が、自分に微笑んでくれることもない。今の物語は終わった。新しい物語が始まるまで、自分は痛みをのみこみながら白紙のページを捲り続けるのだろう。

「さようなら、私の王。──愛してる」

　ティナーシャは、日が昇る頃に棺の蓋を閉めた。

　それでも離れたくないと思ってしまう自分の代わりに、蓋の上にも白い花を置いた。

　溢れて零れた花が彼女の爪先に触れた時、ようやくティナーシャは城を後にした。
















　そこから九十二年を、彼女は一人、屋敷で過ごした。

　その年月は彼と出会うまでの四百年よりも、ずっとずっと長かった。











※






　誰も来ない屋敷に流れる時間は緩慢だ。

　ティナーシャは広い寝台の中央で目を覚ます。窓から差しこむ日の高さからいって、もう昼近いだろう。彼女は仰ぎょう臥がしたまま深く息をついた。右腕だけ上げると、日課である構成を組み始める。

　──大陸全土を対象とした、特定の人間の魔力探知。

　これはかつてティナーシャが、自身の兄であった人間を探すため使い魔に持たせていた構成を改良したものだ。広い大陸のそこかしこに溜まる自然の魔力を経由して、繫げて、連鎖させて、探知をする。そうやって一人の男を探していく。

　彼女たち逸脱者が生まれ直す際、生まれたての赤子の体はまだ借り物に近い。胎はらの中で魂が失われた子の体を借りて、この人間階に戻ってくるのだ。

　最初は肉体の親から継いだ形質の方が強い。ただそれも、成長と共に彼ら本来の肉体へと作り替わっていく。彼らが持つ膨大な力を受け止められる体に変わり、魔力が少しずつ増え始める。

　──その魔力を探知できれば、彼を見つけられる。

　大陸の広さを考えれば、あまりにも小さな可能性の火だ。それでも可能性は可能性だ。

　とは言え、探知構成に何もかからないまま既に九十年が過ぎている。だから、毎朝目覚めることは希望でもあり絶望でもあった。




　最初の十年は、構成に何もかからないと分かる度、涙が溢れてきた。

　声を上げて泣くわけではない。ただ無表情な顔を涙が濡らしていくだけだ。そんな日は起き上がる気力がなくて横になったまま日々を過ごした。体が重くて、心はそれ以上に鈍重だった。

　そんなことを十年以上も続けた後は、見つからないことを当たり前だと思うようになった。

　世界は広く、時間の流れは膨大だ。自分たちはそんな中にたった二つだけ落とされた染みで、簡単に出会えなくても仕方ない。むしろ今まで一緒だった方が恵まれていたのだ。

　そう思うようになってからは、泣くこと自体減った。

　けれどそれでも、広い屋敷のあちこちを見る度に彼の姿を思い出す。いないはずの背を目で追ってしまう。庭の草むしりでさえ楽しそうにやってくれていたこと。「家具を作ってみたい」と言い出して、不揃いな丸椅子を二つ作ってくれたこと。長椅子で本を読んでいた姿。彼女に剣の稽古をつけてくれた姿。毎日の食事を嬉しそうに食べてくれたこと。湯上りの彼女の髪を梳いて、魔法で乾かしてくれたこと。そんな幸せだった記憶でこの屋敷は溢れ過ぎている。

　そして……それら全ては過去のことだ。

　十年後には屋敷から溢れ出しそうだと思っていた彼女の服は、あれから一着も増えていない。

　自分のためだけに作る料理は味がしない。

　喪失の苦痛は、時間をかけても薄らぎはしなかった。

　ただ彼のいない空白がそこかしこに降り積もっていくだけだ。

　もし次に会えたなら真っ先に彼の望みを聞いて叶えよう、花嫁衣裳でもなんでも着ようと思っていて……でも、その次は少しもやって来ない。本当にそんな日が来るのだろうか。

　もしかしたら彼が戻ってくるまで、気の遠くなるような長い年月がかかるのかもしれない。或いは既に、別の大陸や、どこかの小さな島に生まれ落ちているのかもしれない。だとしたら、彼は自分でこの大陸までは戻れないだろう。自分が迎えに行かなければ。早く。もっと早く。

　そんな感情に突き動かされて、どこまでも続く海原をさまよったこともある。

　一週間もの間果てない海上を飛んで、最後には何もない広がるだけの世界に絶叫した。久しぶりに声が嗄かれるほど泣き叫んで、全てを壊してばらばらにしてしまいたかった。

　結局、この九十年間どこを探しても成果はないままだ。外部者の呪具もリトラに情報収集を頼んでいるが、それらしい話は聞かない。ティナーシャの必要とするものは見つからない。

　ただ時だけが過ぎていく。彼女が慈しんだ三人の子供たちも、何十年も前に寿命をまっとうして亡くなった。見知った顔はいなくなり、国が滅び、時代が変わる。

　まるで泡沫うたかただ。全てが彼女一人を置いて流れていく。

　──ゆっくりと、自分が壊れていく気さえする。




　ティナーシャは目を閉じて、探知構成の結果を待った。

　もうずいぶんと切っていない髪が、寝台の端から床へ零れ落ちている。食事はちゃんと取るように心がけているが、それ以外のことはなおざりだ。声を出さずに終わる日が続くことも珍しくない。

　停滞して、壊れていく。

　それでも踏みとどまらなければと思う。彼は「人間には全て、悲劇を越えていけるだけの力がある」と言っていたのだから。彼の強さに、思いに応えたい。

　だからティナーシャは、気だるさに眠ってしまいたくなりながら探知構成を動かす。

　今日もまた何もないのだろうと思って……けれど小さな炎が、そこにかかった。

「……本当に？」

　ティナーシャは寝台の上に跳び起きる。

　床の上に立とうとして、敷布に躓いて転んだ。

　大きな音をさせて寝台から落ちたので、洗濯物を抱えたリトラが部屋を覗きこんでくる。

「マスター、どうかなさいましたか？」

「な、なんでもない。私はちょっと出てくるから……」

　したたかにぶつけたほっぺたを押さえたティナーシャは、壁の姿見を見てぎょっとする。

　伸びきった髪も、目の下の濃い隈くまも、とてもではないが人前に出られる状態ではない。痩せすぎた四肢も何とかしたいが、それはすぐにはどうにもならないのでひとまず隠さなければ。

　ティナーシャはもたもたと立ち上がると、衣裳部屋から長袖の魔法着を選び出す。そしてそれを抱えたまま転移構成を組んだ。跳んだ先は、もうずっと会っていない友人の家だ。

「ル、ルクレツィア！」

　ずっと大きな声を出してなかったので、呼んだ名が裏返りそうになる。

　扉を開けながら叫んだ彼女に、奥の部屋から「なーにー？」と呆れ声が返ってきた。家の主人は、現れるなり余計に呆れた顔になる。

「あんたその髪なに。ってか顔も。ひどっ。どうやったらそんなに自分を放置できるの？」

「か、髪切って……早く、急いで……」

「はあ!?」

　突然来て突然の無茶ぶりにルクレツィアは眉を寄せたが、諦めたのか溜息をついた。

「いいけど、まず風呂入りなさいよ。顔色悪すぎ」

「でも、本当に急いでて……」

「いいから！　あんただって第一印象くらいよくしたいでしょ！　ちゃんと繕ってあげるから言うこと聞きなさい！」

　ずっと姉代わりだった女の言葉に、ティナーシャは闇色の目を見開く。

　何も説明しなくても、ルクレツィアはどうして彼女がここに来たのか分かっているのだ。

　ようやく現実味が湧いてくる。ぽろぽろと泣き出すティナーシャに、ルクレツィアは叫んだ。

「泣かないの！　顔が腫れるでしょ！　これ以上余計な手間を増やさないでよね！」

「う、うん……」

　九十年は長かった。とてもとても。

　けれど、孤独の時は終わる。

　それが再び始まる戦いを意味するとしても、彼女はその出会いにのみ救われるのだ。








※









　大国ガンドナより更に東、大陸東岸部に広がる国、メンサン。

　一時期は海路を使った交易で莫ばく大だいな利益を得て、四大国に迫る勢いがあったこの国だが、大陸各地に転移魔法陣が増え始めてからは、少しずつその勢いも落ちていった。今は広い領土を持ってはいるものの、周辺諸国との力関係はなんとか均衡を保っている、くらいのものだ。

　城都では二人の兄弟が水面下で次期王位争いをしており、諸侯がどちらにつくか旗色を窺っている。何かささいなきっかけがあれば、国自体が緩やかな坂道を下り始めるだろう。

　そんな国の辺境、山奥の小さな村に彼は生まれた。

「おじさん、狩りに行ってくるよ」

「一人で平気か、ラジュ。一緒に行ってやろうか」

「大丈夫。仕掛けといた罠わなを見に行くだけだし」

「気をつけて行くんだぞ」

　薪を割っていた叔父に手を振って少年は山へと向かう。背には弓を、腰には短剣を提げた姿は、この山村に生まれた猟師として一般的なものだ。

　ラジュの母親は、彼が五歳の時に他界した。父は彼の生まれる前に流行病で死んだのだという。

　不運が重なった結果、彼はほんの子供の時に一人になってしまったが、己の境遇を儚はかなむことはなかった。ただ「自分は家族に縁薄い巡りあわせだったのだ」と思うだけだ。

　幸い生活に関しては叔父一家が最低限の面倒を見てくれている。十歳を越えてからは山に狩りに行く叔父を積極的に手伝い、その技を学んだ。十五歳になった今では一人で狩りにも行ける。罠を使った狩りもするが、成果としては弓の方が多い。そうして得た獲物を売れば、両親の残した家で一人生きていくのに困らなかった。

　一生こうして猟師として暮らしていくのか、それとも別の何かになるのかは、現状全く想像できない。ただおそらくこの小さな村で生涯を終えるのだろう。

　そう思っていたラジュはけれど──この日運命に出会った。







　山中の人の通らない場所に五つ仕掛けた罠のうち、二つをラジュは確認したが、どちらにも獲物はかかっていなかった。割と本命だった場所から見にきたので肩透かしだ。

「まあ、今は急いでないからいいか」

　少し前に充分過ぎるくらい獲物が狩れた時があったので蓄えはある。もう少し冷える季節が来る前に成果を増やしておきたいだけだ。

　いささかのん気に構えながら、ラジュは落ち葉の積もる山の中を踏み進んでいく。獣道や、そこに残る足跡や糞ふんを気にしながら、周囲の気配に注意を払った。それは普段、叔父から口うるさく注意されていることだ。今時は魔物などいないが、いつ凶暴な獣が山向こうから迷いこんでくるか分からない。何人かで組んで山に入る猟師が多いのも、大物と出くわした時のためだ。

　だがラジュはよくこうして一人で山に入る。その分、あまり奥まで入らないようにはしているが、一人の方が勘を研ぎ澄ませられるような気がするのだ。

　そして事実、彼の勘はよく当たった。この辺りでは珍しい白鹿を一人で射止めたこともある。叔父には無謀さを注意されたが、それ以上に驚かれて資質を褒められた。そんな結果に舞い上がり過ぎてもよくないが、少しずつ自信は積み上げていきたい。

　だからこの時もラジュは視界の隅にふっと見えた白いものを、獲物か何かだと思った。

　考えるより先に短剣を抜く。けれどそれを構えるより前に、何かは彼に飛びついてきた。

「は？」

　一瞬、獣に襲いかかられたのかとも混乱したが、そうではない。

　──相手は人間だ。

　どうしてこんな距離に近づかれるまで気づかなかったのか、彼女はまるでいきなり現れて、ラジュに正面から飛びついてきた。

　顔は見えない。淡い花の香りがする。

　何が起きているのかまだ理解しきれない彼は、呆然と自分の腕の中にいる女を見下ろした。

　すぐ横に見える小さな頭は艶やかな黒髪に覆われている。綺麗に梳かれた長い髪は、腰の半ばまでもあり、華奢な体は純白の服に包まれていた。さっき見えた白い色はこれだろう。

　ラジュは女の体を引き剝がそうかとも思ったが、どこを触っていいか分からない。伝わってくる柔らかな感触は別の生物のようだ。

　困り果てた少年は逡しゅん巡じゅんの末、短剣を持ったままの手で彼女の背中を軽く叩いた。

「迷子？　大丈夫だから落ち着いて」

　息を詰める小さな音が耳元で聞こえる。

　女はゆっくりと彼の肩に埋めていた顔を離した。首に回した両腕は解かないまま、至近でじっとラジュを見つめる。

　少し涙に濡れた瞳は漆黒。

　そしてその顔立ちは──人間離れしていると言ってよいほどの、清せい冽れつさを帯びた美貌だった。

「はじめまして」

　細い笛のようなよく通る声。澄んだ響きをラジュは何故か懐かしく思う。

　見惚れて返事を忘れている少年に、彼女は笑いかけた。

「私はティナと言います。貴方の名前をうかがってもいいですか」

「……ラジュ」

　彼の名を聞いて女は嬉しそうに顔を綻ばせる。その挨拶は極めて普通の人間のものだ。ただ初対面で抱き着いたままだというところが少しも普通ではない。我に返ると恐い。

　ラジュは近すぎる相手に対し、できるだけ刺激しないように切り出した。

「あの……できれば離れて欲しいんだけど。動けない」

　もしこれが、美しい女の姿を取って人を食べる魔物だったら放してはもらえないだろう。そんなことを思いながらラジュが頼むと、彼女はようやく気づいたようにぱっと腕を放した。

「ごめんなさい。会えて嬉しかったので」

「本当に迷子？　どうやってこんな山の中に来たの」

　ラジュは土地の人間だから道を知っているが、ここは普通の道からは大分逸れた山の中だ。当然の疑問に、ティナは滑らかに返す。

「ファルサスから来たんです。ここよりずっと西の国で……知ってます？」

「話には聞いたことがある。大きい国だろ」

「ええ。そこの魔法士ですから、転移で来ました」

「ああ……魔法か。道理で」

　それで何もないところから急に現れたように見えたのだ。ただの動物や人間にあんな風に不意を打たれてはたまらない。普通に死ぬ。

　ラジュは、山歩きをするような格好には見えない女を眺めた。

「それでこんなところに何しに来たの。ひょっとして転移魔法の失敗とか？」

「失敗はしてませんよ」

「山の中に出てるじゃん。罠とかあるから、よその人間がこんなところに出ない方がいいよ。山ってのは危ないんだから」

　もし彼の仕掛けた罠の上に出たら怪我をしたかもしれないのだ。叔父を真似て釘を刺すラジュが真剣だと分かったのか、ティナは素直に「ごめんなさい」と謝った。

「でも、ちゃんと狙って出たんです。この辺って何かあります？」

「何もない。ただの田舎の山」

「うう」

　頭を抱える女は、彼より少し背が低く少女のような体つきだ。だが顔立ちから言えばおそらく二十歳前後、彼より年上だろう。言動も怪しいし不審極まりない。彼女を呆れ混じりに眺めていたラジュは、ふとあることを思い出した。

「そういえば」

「何でしょう」

「ここよりもう少し行ったところの山中に遺跡があるよ。三年前まで盗賊団が根城にしてたらしくて、奴らが捕まってからよく財宝を探しに人が来てた。誰も見つけられなかったみたいだけど」

「あ、じゃあそれを探しに来たってことで」

「じゃあって何だよ」

　ぽんと両掌を叩くティナを、少年は白い眼めで見やる。

　ここまであからさまに胡散臭いと色々どうでもよくなってくる。取り繕う気のない不審者だ。

　彼女自身はしかし自身の怪しさに気づいていないように、曇りのない笑顔を浮かべた。

「えーと、財宝を探しに遺跡を調べに来ました！　できれば案内とかしてくれると、とても嬉しいです！」

　やたらと元気がいい。返事だけよくて人の話を聞かない子供のようだ。魔法士というのは皆こうなのだろうか。いや、多分違う気がする。

　ただ悪意があるようには見えないのも確かだ。

　ひたむきで真っ直ぐな眼差しに、不思議と惹ひかれるものを感じてラジュは視線を逸らす。

「別に案内してもいいけど……。村に行けばもっと詳しい奴もいるよ。俺は遺跡の中には入ったことないから」

「貴方がいいです」

　妙にきっぱりと断言される。とても怪しい。

　ラジュが若干引いたのに気づいたのか、女はあわて顔になった。

「あの、用事があるとかなら、今日じゃなくてもいいんです」

　必死な顔は不安げだ。その様子に放っておけなさを感じて少年は溜息をつく。

「分かった。じゃあここで少し隠れて待ってて。俺は村に戻って叔父さんに言ってくるから。何なら大人の男も連れてこようか？」

「いいんですか！」

　女はぱっと笑顔になる。そんな無む垢くな表情を見せられると「仕方ないな」という気分になってしまう。案外自分は、女の姿をした魔物に食われて死ぬ側の人間かもしれない。

　ティナは顔の前で白い両手を合わせた。

「他の人は要らないです。貴方が来てくださればそれで充分ですから」

「遺跡の罠にかかっても知らないぞ」

「大丈夫ですよ。私、強いんで」

　その言葉が本当なのかどうかラジュには分からない。魔法士自体初めて見るのだ。

　少年はひとまずその場に彼女を残すと、叔父の家へと向かって山を下り始めた。彼女を連れて一旦村に行ってもいいのだが、山を下りてまた登ってでは彼女の負担が大きいだろう。自分一人で動いた方が、早く行って戻って来られる。

　ラジュは最短距離を選んで山を駆けだしながら、途中一度だけ、待っている女を振り返る。

「隠れてろって言ったのに」

　白い服を着た彼女は変わらず森に立っている。遠目からでも異様なほど際立って見える女の、闇色の両眼には、まるで隠しきれない感情が浮かんでいるようにも見えた。

　けれどその感情が何であるか……彼はまだ知らない。







　叔父の家を訪ねると、ちょうど叔父は外出中だった。ラジュは幼い従弟に「旅の魔法士に遺跡を案内してくる」と言付けると山の中へ引き返す。

　その途中で家に寄り、長剣を持ってきたのは念のためだ。山中の狩りでは長剣はほとんど使いようがないので佩いていないが、一応自衛のために一通りは扱える。この辺りではごく稀にではあるが、野盗に村が襲われることもあるし、遺跡の中に入った人間が帰って来なかったという噂もあるのだ。用心するに越したことはない。

　ラジュが急いで戻ると、ティナは先ほどの場所でちゃんと待っていた。彼女はラジュを見つけると美しい顔に喜色を浮かべる。

「ラジュ！」

「ちょっと待った！」

　また飛びついてきそうな女を、少年はあわてて手で留めた。彼女くらいの小柄な人間に飛びつかれても転びはしないが、びっくりはする。できればやめて欲しい。

　未然に行動を防がれた彼女は、ひどく残念そうに彼を見つめた。代わりなのか彼のそばに駆け寄ると左腕に抱き着く。迷子の子供のようにべったりとくっついてくる大人に、少年はさすがに奇異なものを見る目になってしまった。

「あのさ」

「何ですか」

「あー……えーと……」

　どうしてこんなにべたべたしてくるのか、と聞きたかったのだが、とんでもない答えが返ってきた時、後に引けなくなる気がする。怯ひるんだ結果ラジュは当たり障りない質問を口にした。

「やけに軽いけど、魔法士ってみんなそうなの？」

「みんなじゃないですけど、私は魔力通わせてますから軽いですよ。動きやすいようにです」

　ティナは機嫌よく少年の腕に両腕を絡める。足場が悪いはずの山道を歩く速度が彼と変わらないのも、魔法を使っているからだろうか。無防備に預けられる躰の感触が落ち着かない。

「本当なんなんだ……」

「何がですか？」

「いや、改めて考えると今の状況変じゃない？　何か俺、おかしな目に遭ってない？」

「もう少し具体的に指摘してくださると対処できますが……」

「実は魔物で俺のこと取って食ったりしない？」

「しません。ここまで完璧に人間に化けられる魔族って、最近はほとんど人間階にいませんよ。あと万が一本当に魔物だった時にその質問をすると、取って食われるので気をつけてください」

「確かにそうかも」

　魔物でないのは分かったが、根本的なところは解決していない。ラジュは自分にぶらさがっている女を見下ろす。

　彼女は造作から言って、本来は「類稀なる美女」と言われる類の人間だろう。

　とは思うのだが、鼻歌を歌いだしそうに浮き立っている様は稚いとけないものにしか見えない。ラジュが長い睫毛を見下ろしていると、彼女は視線に気づいたのか顔を上げた。

「ラジュ」

　嬉しそうに彼の名を呼ぶ笑顔は、あどけなくも熱のこもったものだ。ラジュはくらりと眩暈を覚えて足を踏みしめる。転びはしないが歩く速度が落ちて、ティナが細い首を傾げた。

「道に迷いました？」

「……迷ってない。大丈夫」

　とにかく、さっさと案内してしまった方がいいだろう。ラジュは気を取り直すと、彼女をぶらさげたまま獣道を進んでいく。

　遺跡の入口は、そこから歩いて十五分ほどの山中に崩れかけた洞窟として存在していた。

　暗い内部に一歩入ると、ティナは何の詠唱もなく目の前に白い光を呼び出す。

　宙に漂う光は、ここしばらく立ち入る者もいなかった洞窟内を真昼のように照らし出した。ごつごつとした岩壁にまだらな影が生まれる。

「本当に進むの？　何があるか分からないよ」

「結界張っておきましょう。ほとんどの攻撃は無効化できますから」

　女はようやく彼の腕から手を離す。そのことに安堵したラジュは、剣を抜いて意識を整えた。

　彼はティナに先んじて歩き出す。彼女は当然のようにその三歩後ろをついてきた。

　ティナが保っているのは彼が剣を振るうのに邪魔にならない距離だ。それはラジュに欠け落ちていた破片が嵌まるような不思議な感覚を与えた。

　魔法の光がラジュの行く先を照らし出す。通路はしばらく行った先で左右に分かれているようだ。

「そういやここって迷路になってるって聞いたな。中は地下深く広がってるっていう話」

「貴方は入ったことないって言ってましたけど、探検とか好きじゃないんですか？」

「興味はあるけど、俺に何かがあったら他の人に迷惑かかるだろ。叔父さんとか大人が捜索に駆り出されちゃうけど、大人はそんな暇じゃないからな。ちゃんと守るべき一線は守らないと」

　他の子供はそんなことを気にしないのかもしれないが、ラジュは叔父家族の世話になっている立場だ。やりたいことよりもやるべきことを優先している。もっと大人になれば変わるかもしれないが、少なくともあと一、二年の間は身の丈に合った行動をしようと決めていた。その後のことは、叔父家族に恩返しをしてから考えるつもりだ。

　後ろから染み入るような女の声が聞こえる。

「……貴方は優しいですね」

「へ？　こういうの優しいって言わなくない？」

「私はそうは思いませんよ。人を思って自分を律してるんですから。充分優しいです」

　彼女の言葉はひどく自然なものとしてラジュの耳に響いた。それを心地よく思うのは、いくらなんでも無防備過ぎるだろうか。

「では、せっかくですし今回については私が責任を取ります。必ず村に戻れますから、好きな道を選んでください」

「必ずって。さすがに言い過ぎじゃない？」

「転移使えますもん」

「ああ、そういうことか」

　なら確かに、どれほど迷子になっても自分たちは戻れるのだろう。そうと分かると今まで抑えていた好奇心も湧いてくる。ラジュは分かれ道を前に確認した。

「本当に俺が選んでいいの？　全部行き止まりにぶつかるかもよ」

「構いませんよ。それに、私はこういうところでの貴方の勘を信用していますので」

「初対面だろ。信用しすぎ」

　ラジュがそう言って振り返るとティナは無言で微笑んでいた。

　ただその微笑はどこか底知れない力を湛えたもので、彼は瞬間ぞっと戦慄する。

　昂こう揚ようのような、恐怖のような。

　愛着のような、渇望のような。

　正体の知れぬ自身の中のざわめきを、ラジュは面に出さないようにのみこんだ。さりげなく彼女から目を逸らして己を落ち着かせる。

　ちょうど前を向きなおすとそこは分かれ道だ。ラジュは左右を見比べて「じゃあ、なんとなく右」と選んだ。ティナは笑顔でそれについてくる。そんなことを何度か繰り返しながら二人は遺跡の奥へと進んでいった。

　道中は当然のように魔物も敵もいない。ただ罠に当たることはあった。

「──っと」

　踏んだ床の感触に違和感を覚えてラジュは飛び下がる。彼は後ろにいたティナーシャの手を摑んで更に下がった。それと同時に、今まで立っていた通路の床部分が奥に向かって斜めに下がっていく。傾斜はたちまちほとんどの人間が立っていられないくらいの角度になり、その先に四角い穴が現れた。ティナーシャが感心した目でそれを眺める。

「すごい。あの穴に落ちたらどうなるんでしょうね」

「死ぬんじゃないかな」

　平へい坦たんに返しながらラジュはその実、まったく違うことが気になっていた。咄嗟に摑んでそのままのティナの腕に視線を落とす。

　広がった白い袖の下の腕は驚くほど細い。ただ華奢なのとは違う肉のなさだ。

「あのさ、ティナってちゃんと……」

「はい？」

　食事をしているのか、と聞きかけて、ラジュはすんでのところで質問をのみこむ。それはいくらなんでも失礼だ。身なりはきちんとしているのだし、病み上がりか体質なのかもしれない。幸い抱き着かれた時の感じから言って、命に別状があるほど痩せすぎているというほどでもないだろう。

　ラジュは服越しに女の柔らかな体の線を確認する。そこまで無意識にやってから、自分の視線の不ぶ躾しつけさに気づいた。急いで彼女の腕を放し視線を逸らす。

「ごめん」

「何がですか。一人で何か考えて一人で片付けてませんか」

「いや、もう片付いたから平気。特に問題はないけど、ごめん」

「理由が分からず謝られるのって、落ち着かないですね……」

　くすりと微笑む女は少し寂しげにも見える。ラジュは罪悪感をのみくだして言った。

「あのさ、ここから出たら村に寄らない？　ちょっと前に狩った鹿肉が食べごろになるんだ」

「え、いいんですか！　行きたいです！」

　躊躇ためらいのない答えにラジュはほっとする。食事をするのを苦手にしているわけではなさそうだ。楽しそうな女の笑顔に、少年は苦笑した。

「なんか、つかみどころがないよな、あんた」

「そう見えます？」

　くすくすと喉を鳴らす彼女は、何がおかしいのかよく分からない。

　ただこうして言葉を交わす度、そして共に遺跡の奥に進んでいく度、彼女の輪郭が少しずつ分かっていく気がする。それはラジュにとって悪い気分ではなかった。

「にしても、床が斜めになったってことは行き止まりか。さっきの道まで戻るか」

「戻らなくていいですよ。奥に扉見えてますし」

　ティナはそう言って彼の左手を取る。指を絡めて握ってくる手に少年はぎょっとしたが、彼女は構わずその手を引いた。

「行きましょう」

「行くって、ちょ」

　このまま穴に落ちるつもりなのか、と一瞬思ったが、ティナの足は何もない宙を歩き始めた。彼女に手を引かれているラジュも同様に、斜めになっている床の少し上を歩き出す。

　現実を疑ってしまうような眺めだが、確かに現実だ。足の下の感触は固くない。少し力を込めて踏めば、その分軽く沈んで弾力で返ってくる。ラジュは感嘆の息をついた。

「魔法って色々できるんだな……」

「そのために研究されてますからね」

　言いながら二人は穴の向こう、扉の前に降りる。そこを開けると通路は問題なく奥へ続いていた。突き当たりが左に折れているのが見える。

「全然行き止まりに当たらないけど、ひょっとして同じところをぐるぐる回ってる？」

「回ってませんよ。正解を引いてるんです。だから信用してるって言ったじゃないですか。今の罠のところも、壁を調べたら元に戻せる仕組みがあると思いますよ」

「信用してるって言われてもな……」

　確かにラジュは、自分の勘が鋭い方だという自覚がある。狩りに出かけても獲物が現れる少し前に気配で分かる。叔父は「危険を察知する力があるんだな」と感心したように言ったものだ。

　その勘がここでも有効なのだとしたら、本当に隠された財宝のところまで辿り着けるのだろうか。

「ちょっと……楽しくなってきた気がする」

「それは何よりです」

「もう少し謎解きとか罠とかあってもいいかも」

「盗賊団が根城にしていたくらいなんで、そういうのは撤去されちゃってると思いますよ。本当に危ない遺跡は、入口からして分かりますから」

「ティナはそういう遺跡にも入ったことがあるの？」

　大陸の広さを想像させる話に少年は興味を持って食いつく。女は目を閉じて笑った。

「ありますよ。遺跡探検が好きな人と一緒にいたことがありますから」

　彼女の答えは世界の広大さよりも、過ぎ去った時間の遠さを感じさせるものだった。







　二人はその後もいくつかの罠を越えて奥に進んでいったが、正解を引き続けたラジュの勘もついには終わりになったらしい。入り組んだ遺跡の地下深く、押しても引いても開かない巨大な扉を前に彼らは立ち止まった。ラジュは天井までそびえたつ石扉を見上げる。

「何だこれ。扉に見せかけたただの壁とか？」

「扉ですよ。何か仕掛けがあるみたいですけど……。盗賊団の作れるようなものじゃないですね」

　遺跡の奥に開かずの扉があるなどとは聞いたこともない。皆ここまで到達できなかったか、できても帰って来られなかったかのどちらかだろう。

　ティナは腕組みをしてじっと扉を見上げている。少年はそんな彼女を見やった。

「帰る？　どうしようもないよね」

「どうしようもなくないですよ。壊せばいいんですから」

　大したことでもないようにそう言って、ティナは扉に手を触れさせた。口の中で短く詠唱する。

「──退け」

　触れた手から扉へ、衝撃が伝わる。

　岩を砕く破砕音が響き渡った。床や壁に重い震動が走る。

　石いし礫つぶてを含んだ砂埃が舞い上がり、視界を覆う。

　そしてそれが晴れた後の扉には……大きな穴が空いていた。

　初めて見る、魔法による直接的な力の行使。分厚い石扉を砕き切った一撃にラジュは感嘆する。

「……すごい」

「そうですか？　これくらいできる人間は結構いますよ」

　彼女は艶やかに笑う。漆黒の瞳がまるで闇の深遠そのものにさえ見えた。

　白い手が彼に向かって伸ばされる。温かな両掌が彼の頰に触れる。

「私はもっと色々なことができます。そしてこの私の全ては……貴方のものなんですよ、私の王」

　少女のようにひたむきに。妖婦のように蠱こ惑わく的に。

　その目は、見る角度によって光を変える宝石のようだ。

　純真さも、危うさも、慈愛も、冷酷も。

　覗きこめば全てがある。そんな錯覚が確信のように思える。

　──魅了される。

　間近にある闇色の目を見つめ返しながら、ラジュは喉の奥がからからに乾いているのを感じた。

　この遺跡に入った時から、正確に言うと彼女に出会った時から、その存在に魅了され始めている。

　代わり映えしないはずの平凡な一生に落とされた鮮やかな血のように。青い月の下でただ一輪咲き誇る花のように。

　彼女という存在は異質だ。これ以上深入りしない方がいい。

　そう分かっていながら、自然に言葉が口をつく。

「……俺のもの？」

　そんなはずがない。聞き間違いだと言って欲しい。

　だが彼女は一点の曇りもなく微笑んだ。

「ええ、もちろん。魂も精神も肉体も、私の全てを自由にできるのは貴方だけです。貴方をずっと待っていた……私は貴方に出会うために、ここまで来たのです」

　しなやかな両腕が、立ち尽くす彼の首に回される。

　ゆるやかにかかる躰の重みは花の香りを纏まとっていた。

　彼女は貝に似た繊細な瞼を閉じ、顔を寄せる。

　贈られる初めての口付けは彼の魂を溶かすようだ。酩めい酊ていに似た感覚が全身に広がっていく。

　──まるで夢の中だ。自分の全てが形を変えてしまう夢。

　長い睫毛が顔をくすぐっていく。

　唇が離されるとラジュは目を開けた。鼻が触れ合う距離の彼女に囁く。

「……どうして？」

「愛しています」

「それ……おかしくない……？」

「おかしくないです」

　女はまた目を閉じると、啄ついばむように彼に口付ける。細い両腕にきつく力がこもる。

　ラジュはくらくらと熱に浮かされてよろめきそうになる足を踏みしめた。

　──これ以上踏みこまれると、何もかも分からなくなる。

　頭が働いていない。これはまずい。おかしい。

　未知で、危険だ。底のない沼にどこまでも落ちていってしまう。

　彼は奥歯をきつく嚙む。自分の手が、べったりと寄りかかってきている彼女を抱きとめていることに気づくと、その手を放した。

　放したついでに、自分の脇腹を全力で殴る。

「ひゃ!?　な、何してるんですか!?」

「よし、現実に戻ってきたぞ……」

「最初から現実ですけど!?　恐いこと言わないでくださいよ！」

「山中にあるあんまり色鮮やかなものは、毒を持ってることが多いから、触っちゃ駄目なんだったな……忘れかけてた。危ない」

「人をキノコのように言ってませんか!?」

　悲鳴混じりの非難を聞いていると、次第に頭も冷えてきた。

　ラジュは彼女の腕を剝がして逃れると、扉に空けられた穴の縁に手をついて中を覗きこむ。後ろでティナが「ひどい」「ちゃんと聞いてます？」と怒っているが無視した。真剣に聞くと、ここで人の道を誤りそうな気がするので聞かない。

「奥は何もないみたいだな……扉が一つだけある」

　幸い罠の類もないようだ。ラジュはそのまま中に入る。

　がらんとした部屋の四方の壁には古い文字がびっしりと刻まれており、正面には小さな扉があった。後ろから入ってきたティナがふてくされた顔で説明する。

「さっき壊した扉の様式とこの文字を見る限り、暗黒時代初期の国の遺跡みたいですね。特に珍しくもない部類ですが、扉の仕掛けが今の時代まで突破されずに残ってるのは珍しいかもです」

「これが見たかったの？」

　なかなかに感動する眺めだ。感心して壁を見回していたラジュが振り返ると、彼女は大人びた笑顔を見せた。

「写しを取って大陸歴史文化研究所にでも送っておきます。知りたい人がいるでしょうから」

　ティナはそう言うと、パン、と両手を叩く。ゆっくり手を開くと、そこに黒い翅の蝶が出現した。彼女が軽く息を吹きかけると、蝶はゆったりと翅を動かして飛び始める。そうして壁の文字の上を回り始める蝶を、ラジュは目を丸くして見やった。

「それも魔法？　だよね」

「昔は自分で書き写してたんですけどね……。手が回らない時があるから写本用の構成を作ったんですよ。インクを蝶の形にして、元の文字を記憶させて後で文字に変化させるっていう……。自動で動くから放っておいて平気です。奥を見てみましょう」

　言われてラジュは奥の扉に向かう。そこは何の変哲もない石扉で、押すと向こう側に開いた。

　ティナの作った白い光が、隙間から滑りこんで中を照らす。

　そうして照らされた光景を見て、少年は瞠目した。

「え、まじ？」

「守護獣でもいました？」

　ラジュの横から女が奥を覗きこむ。彼女は奥に積まれた山のような武具と財宝を見て「へー」と感心の声を上げた。

「まだ人里近くにこんな財宝が残ってる遺跡があったんですね」

「これ、一生遊んで暮らせるくらいあるんじゃ」

　彼には古い財宝の目利きなどできないが、倒れた箱から溢れ出している金貨だけを見ても、相当な値打ちがあると分かる。きちんと査定してもらって売れば、一生生活には困らないはずだ。

　啞あ然ぜんとしているラジュに、ティナはさらりと言った。

「好きなだけ持っていっていいですよ。運ぶのは手伝いますし、換金のあてがないなら紹介します」

「え、いいよ。ティナのだろ。そっちが調査に来たんだから」

　この遺跡を調べたいと言ったのも開かずの扉を破ったのも、彼女の方だ。財宝の権利は発見者の彼女にある。自分はせいぜいもらって案内料くらいだろう。

　ティナは言われてじっと彼を見上げてくる。また飛びつかれるかと内心用心していると、花弁に似た唇が動いた。

「貴方は、欲がないんですね」

「そういうわけじゃないんだけど……目先のことだけで動かないことにしてる。後に響くと困るから。分を弁えて、必要なものを必要なだけ。山に入って狩りをする人間ならみんな知ってる」

　動物でも植物でも取り過ぎて絶やしてしまわないように、自分の生活に足る分を意識する。いわば生きていく上での知恵の一つだ。

　もっとも、遺跡の財宝などは違う話なのかもしれないが、あまり毒キノコめいた美女の前で私欲を見せたくない。後で罠にかかって破滅しそうな気がする。もしかしたらここまでが全て、ラジュを試すための何かかもしれないのだ。誰がそんな手のこんで悪質な悪戯をするのかという疑問もあるが、用心するに越したことはない。子供たちに読み聞かされる寓ぐう話わの中には、ほんのちょっとした欲で、手痛い末路を迎えるものが少なくないのだ。教訓はきちんと生かしたい。

　ティナはまだじーっと彼を見ている。猫を思わせるその視線から、ラジュは理由の分からぬ気まずさに目を逸らした。

「なんだよ……」

「ラジュ、私と結婚しませんか？」

「恐っ！」

　反射的に叫んだら、頰を膨らませた女に思いきり前髪を引っ張られた。







　それからのことは、あわただしくもあっという間だった。

　ティナは彼を連れて村に戻ると、村の有力者を集めて「遺跡に調査が入るかもしれない。ただ、発見物のおかげで村にも利がある」と説明し、次いでどこかの研究所に転移して「暗黒時代の新規記録の発見があった」と報告し、調査を担当できる人間に連絡を取るよう頼んだ。

　その際に遺跡内の財宝についても報告し、三分の一ずつに分けて、遺跡自体の調査整備費と村への還元、そして発見者であるラジュへの報酬に充てることを承認させる。発見者として連れてこられたラジュが、途中で「俺はいらない」と言おうとしたところ謎の力によって声が出せなくなった。まったくもって恐ろしい。

　とは言え、複雑な手配をてきぱきと進める彼女は、まぎれもなく一人で生きることに慣れた大人で……その姿を彼は眩しく思った。

　一段落ついて村に戻ってきたのは、夜になった頃だ。

　彼を転移で送ってきたティナは、村の入口で申し訳なさそうに頭を下げた。

「遅くまで付き合わせてすみません。本人がいないと後で手続きが面倒になるので」

「別にそれはいいんだけど。なんだかんだで色々もらうことになっちゃったし」

「後日、研究機関から相当額が支払われますから。貴方自身に必要なくても、お世話になってる方々には返したいと思ってるでしょう？」

「あー……」

　今に至るまでのごたごたで、両親と死に別れていることは話している。それ以上余計なことを言ったわけではないが、彼女は、ラジュが叔父家族に礼をしたがっていることを察したのだろう。きっとそのための手配だ。

「ありがとう。手間をかけさせてごめん」

「手間なんてことないですよ。当然のことです」

　ティナは軽く膝を折って礼をする。初めて見るそんな所作は、彼女を身分が高い女のように見せた。いや、実際に着ているものからして身分ある女なのかもしれない。

　そこまで考えてラジュは、遺跡の中でした約束を思い出した。

「そうだ。食事してく？」

　あちこち移動して忘れていたが、今は遅めの夕食時だ。ティナはそれを聞いて、ぱっと顔に喜色を浮かべた。

「したいです！　ちょうど最後に食べたの一昨日ですし」

「……ちゃんと食べろよ」

　だからあんなに細い腕をしていたのかとも納得するが、まったく良くない。ラジュは彼女を連れて二年前から一人暮らしをしている家に戻る。食堂に行こうかとも思ったが、遺跡の件で他の客に根掘り葉掘り聞かれても面倒だ。そんな風にごたごたするよりは、家で彼女がちゃんと食べるところを確認して安心したい。

「なんか作るから適当に時間潰してて」

　彼がそう言うと、物の少ない室内を眺めていたティナはぱたぱたと寄ってくる。

「貴方が嫌じゃなかったら、私が作ってもいいですか？」

「ティナが？　別にいいけど……料理できるの？」

「人並みには」

　にっこりと笑う彼女は確かに自信を感じさせる。一方、ラジュは実のところあまり料理が得意ではない。自分だけが食べるものだからと、かなりいい加減だ。

「分かった。任せる。手伝うよ」

「ありがとうございます」

　自分から調理を請け負ったティナは食材を確認し、ラジュに何日分の備蓄かを聞きながら夕食を作っていった。その手際は感心してしまうくらい鮮やかで、ただ途中で足りない調味料を魔法で取り寄せていた辺りがとても恐かった。「屋敷から転移させてるだけですよ」と言っていたが、それだけ家に揃っているなら、ちゃんと毎日食事を取ればいいのにと思う。

　初めて見る料理がテーブルの上に並べられると、二人は向かい合って食卓についた。

「……なんか新鮮だな」

　叔父の家で一緒に食事をすることはあるが、自分の家で人とちゃんとした食卓につくのは母親が生きていた時以来かもしれない。「いただきます」と挨拶して食べ始めた少年は、すぐに向かいの女が食事に手をつけてないことに気づいた。

　彼女はじっと彼を見ている。燭しょく台だいの灯りの加減か、闇色の目は少し潤んで見えた。

「いや、食べろよ」

　そのために彼女を誘ったのだ。あの腕の細さでは何かあったらすぐに倒れてしまう。

　ティナははっと我に返ると、睫毛を伏せた。

「すみません、嬉しくて……。いただきます」

「よく嚙めよ。食事抜いてる時間が長いんだから」

「水は気をつけて飲んでます」

「まったく解決になってない……」

　大人のくせに変なところで危なっかしい。ラジュは、彼女が大人しくスープを飲み始めるのを見て自分も食事を再開した。

　初めて食べる料理の味は優しくて不思議と懐かしい。それを作った彼女はもっと不思議な人間だが、関わるのは今日が最初で最後だろう。遺跡についてのもろもろは片付いたのだし、明日からはまたいつもの日常に戻るだけだ。

　だからラジュは、嬉しそうな彼女と当たり障りのない会話をしながら食事をして、転移で帰る彼女を見送った。「食事は毎日取れ」と念のため言い含めた。

　美しく毒めいた彼女とは、もう会うこともないのだろうと思った。

　それは少しだけ残念だけれど、分相応で平和な結末だ。

　遺跡でのことは、つかみどころのない女が田舎育ちの子供をからかっただけだろう。「私は全て貴方のものですよ」などという言葉を信じるはずがない。その誘惑は気が遠くなるほど蠱惑的なものだが……自分には、彼女を委ねられる理由がないのだから。




　けれどラジュがそう思っていられたのは、この夜だけのことだった。





※






「ラジュ。愛してますよ、結婚してください」

　突然の言葉と共に、後ろから首に白い腕が巻きついてくる。

　背によりかかってくる女の体はいつまで経ってもまったく慣れない。彼は思わず蹲うずくまりたくなったが、それをしては立ち上がれなくなる気がしたので、左手を挙げて軽く振る。

「離れて。頼むから」

「重いですか？」

「重くないけど離れて」

　残念そうな唸り声と共に腕が解かれる。白い肌が耳元を滑っていくのはぞっとするような感触だ。

　狩りに行こうと村を出かけていつものように捕まったラジュは、後ろを振り返った。

　今日のティナは長い黒髪を結い上げて、膝丈の白いドレスを着ていた。すらりと細い脚が腹立たしいほど魅惑的だ。

　出会ってから一週間あまり、毎日会いに来るので毎日食事を取らせていたが、その成果は無事出ている。細い腕も華奢ではあるが、不健康さは感じなくなった。白はく皙せきの肌は血色がよくなって頰もうっすらと紅がかって見える。特異な美貌から病的な憂いが消えて、日の光の下に似合うようになった──その結果には満足だが、それはそれ、これはこれだ。

「あのさ、遺跡の調査は終わったんだから、もう来なくてもいいんじゃない？」

「貴方に会いに来ているんです。来ちゃ駄目ですか？」

　闇色の大きな瞳が黒曜石のように煌めく。芸術品のような美貌の女にラジュは白い目を向けた。

「とりあえず、何度も言ってるけど結婚しないから」

「どうしてですか？　私に気に入らないところがあるなら言ってください」

「出会って一週間の人間とは結婚しない！」

　しかもまだ十五だし、と付け加えると彼女はくすくすと笑う。まったく聞いていないし、求婚を断っても微塵もこたえていない。多分本気ではないからなのだろう。

　これ以上彼女に構っていても仕方ないので、ラジュは予定通り山の方に歩き出す。ティナは当然のようにその後ろについてきた。村の人間たちが、ある者は微笑ましく、ある者は苦笑いで見送ってくるのに、ラジュは頭痛を覚える。

「いやほんと何なんだよ……。自動追尾の毒キノコとかおかしいだろ……」

「あ、また人をキノコ扱いしてる！　なんなんですか！　一生付きまといますよ！」

「恐い……」

　彼女のこの意味不明さが印象の全てを上書きしている。村の男たちに「代わって欲しいくらいだ」と笑われてもまったく笑えない。ちなみに腹立たしいので代わりたくもない。

　村を出て山を登り始めると、さすがに狩りの邪魔になると思ったのか、彼女は声の大きさを落とした。ラジュの後ろから小声で聞いてくる。

「あ、ひょっとして年上に見えるのがまずいんですか？　じゃあ、これならいいですか？」

「これってどういうこと──」

　言いながら振り返ったラジュは絶句した。

　そこにいるのは彼と同じくらいの年齢になったティナだ。人形のように精緻な顔立ちで、大きな闇色の瞳がいつもより下の位置から彼を見上げてくる。細い体つきは普段と違って硬質な印象だ。

　何も言えないままの少年にティナは微笑んだ。

「ほら、これならいいですか？」

「……よくない……めちゃくちゃ恐い……」

　突然目の前に理想の美少女を出されることが、こんなに恐怖だとは思わなかった。ティナにこれだけの力があるのが恐いというより、内心を見透かされた気がするのが恐い。もし彼女が本当にこの外見で普通に村を訪ねてきたのなら、何も知らず恋をしてしまった気もする。

「危なかった……ティナに常識がなくて助かった……」

「なんでそんな反応なんですか。小さいの駄目でした？」

　白い指が弾かれると彼女は元の姿に戻る。その体は確かに華奢だが、改めて少女のものと比べると大人の体つきをしていると分かる。ラジュはそんなことが分かってしまった己に溜息をついた。

「もっと真面目に生きないと駄目だな、俺……」

「充分真面目だと思いますけど」

「ってか、別の男を捜せばいいのに。あんたなら貴族の男だって捕まえられるよ」

「私にとって貴方以外は男じゃありません」

　目を閉じてきっぱりと言う彼女は、自信に溢れて綺麗だ。その綺麗さにラジュは胸が痛む。

　だがだからと言って甘い顔を見せてはつけこまれるのも事実だ。彼は前を向き直した。

「ついてきてもいいけど、邪魔するなよ」

「大人しくします」

　昨日は「やってみたい」というから彼女用に強さを調節した弓を与えてみたが、ティナは致命的に弓が下手だった。「狙ったところに飛ばない」と言い張るが、そもそも狙えていない。いつか人を射そうだからやめて欲しい。

　ただそれ以外のことは妙に胆力がある。力はないが鳥の血抜きもできるし、ラジュが獲物を解体しているのを見ても、顔色一つ変えず手伝ってくれる。短剣の使い方にも危なげがない。「狩りをしたことはない」とは言っているが、それはつまり彼女には代わりとなる相応の経験があるという意味だろう。

　ティナは、獣道を行くラジュの後を軽々ついてくる。よその国では狩りに犬を伴う猟師もいると聞くが、彼女はどちらかというと大きい猫だ。大きい猫が狩りについてきている。

　岩から岩へひらりと跳び移る彼女を見て、ラジュは「言っておかなければ」と思っていたことを思い出した。

「あと、俺のところに来るなら足出すの禁止。ちゃんと下穿はいて」

「え？　なんでですか。動きやすいんですけど」

「どこかに引っかけると怪我するだろ」

　もっと言うと白い足が綺麗で気が散るのが嫌だ。もういっそ全身熊の毛皮でも着せておきたい。

　ティナは軽く首を傾げたが「分かりました」と言うと手元に黒い布を取り寄せた。それを慣れた手つきで自分の両足に巻いていく。黒い布が彼女の足ほぼ全部を覆うと、ティナは「いいですよ」と声をかけた。後ろを向いていたラジュは注意の成果を確認する。

「よし、大分いい感じ。じゃああとは、俺にべたって触ってくるのも禁止な」

「やです」

「拒否が早い」

「だって触りたいですもん。合意をもらえばいいんですか？」

「聞かれたら合意はしない……」

　そう言った直後、彼女が背中に飛びついてくる。油断していたら態勢を崩していただろうが、今回はそう来る気がしていたので平気だ。ラジュは溜息を一つついて背中に張りついている彼女を振り返った。

　大きな猫は、彼と目が合うとぱっと嬉しそうな顔になる。その笑顔にほだされそうになったラジュは挫けそうな気を引き戻した。ここ数日聞こうと思っていたことを口にする。

「……あのさ、何のためにこんなことしてるの？」

「何のためにって。そのまんまですよ」

「本気じゃないだろ？　こんなガキ相手に」

「本気ですよ？」

　闇色の瞳が至近から彼を見上げる。それは覗きこめば堕おちていきそうな深しん淵えんだ。

　柔らかな躰も、甘い香りも、全てが毒のようだ。触れれば囚とらわれる。のめりこんで戻れなくなる。

　その魅力が本能をくすぐればくすぐるほど、ラジュは警戒してしまうのだ。

　きっとこれは悪い夢だ。そう思わなければならないほど、彼女は彼を強く惹く。

　誘いに乗って堕ちてしまえば、その時夢は覚めてしまうのだろう。

「……本気には思えないよ。遊ばれるのは迷惑だ。たとえば、俺があんたを抱きたいって言ったら困るだろ？」

　彼女は、遊びで男と寝る人間には見えない。どこで区別がつくのかと言われてもよく分からないが、時折村の男たちが話題にする「そういう女性」とはやはり違うような気がするのだ。

　だから、こう言えば彼女は一線の向こうに引き下がるかと思った。

　しかしティナは、きょとんとした顔で逆に聞き返してくる。

「あれ、私言いませんでしたっけ。体も貴方のものですって」

「………まじかよ」

　これは手に負えない。勝てない。引いてくれそうにない。

　どうしたらいいのか真剣に悩みかけた彼の顔に、ティナは手を伸ばしてくる。

「ひょっとして手をつければ結婚してくれます？　ならそうしましょうか」

　頰に添えられた手。柔らかな親指が彼の口元に触れる。

　ゆっくりとした熱が彼の唇をなぞっていく。

　それは魂に触れる感触だ。根源を揺さぶる熱。

　彼女の嫣えん然ぜんとした微笑は、無垢な少女のようにも、許しを請う女のようにも見える。

　──自分に触れている手を摑みたいと思う。

　嗚咽を思わせる吐息に、細い体を抱きしめたくる。

　だがラジュは砕けそうな理性を留めると、渇いた喉を鳴らした。

「いや、それはナシで……」

「え？　駄目ですか？」

「駄目に決まってるだろ……」

　ラジュが掠れた声で言うとティナはあっさり手を引いた。後ろで両手を組んで彼を見上げる。

「残念です。気が変わったら教えてください」

「俺の気が変わりそうに見えたら教えてくれ。軌道修正するから」

「やですってば」

　まったく憎たらしいことこのうえない。このまま謎の攻勢を受け続けると、毎日自信が削られていってしまう。押されて押されていつか流されてしまいそうだ。

　ラジュは息を整えると、自分から一線を引くことにした。

「よし……思ったよりティナが危ない人間だって分かったから、これから俺のところに来る時は誘惑禁止な。精神的によくない」

「誘惑しているつもりはないんですが」

「そっちはそうでも、こっちは違うから。禁止は禁止」

「誘惑されてくれないんですか？」

「禁止！」

「はーい」

　素直にとは言い難い表情の彼女に不穏を覚えながらも、ラジュは説得の成功を喜ぶことにした。

　こうやって少しずつ制止を重ねていくうちに、いつか彼女も諦めてどこかにいってしまうだろう。

　彼女は普段、魔法具か何かを探して大陸を旅している人間なのだという。だからきっと今は、たまたま彼が気に入って通ってきているだけだ。きっと長続きはしない。

「今日はどこまで行きます？　別の国でもいいですよ？」

「そんなに遠くまで行かない。獲物も足りてるし。罠を見て手入れするだけ」

　ティナの手配のおかげで村全体も今は潤っている。分配金をもらった叔父は「これはお前のだ」と言い張ったが、ラジュが「大人になるまで預かって欲しい。その間、自分にしてくれたように従弟のことにも使って欲しい」と言うと、迷いながらも受け取ってくれた。

　だから今のところ生活に困ることはない。それでも、何もしないでいて腕が錆さびつくのも本意ではない。山道を登っていく彼の後を、ティナは半分浮きながら追いかけてくる。

「本当に貴方のことが大好きなんですよ。諦めて結婚してくれませんか？」

「しない。そっちが諦めて」

「嫌ですー」

　こんなものは、気まぐれな大人の遊びに付き合っているだけだ。長くても一月が過ぎる頃には、彼女も飽きてしまうだろう。

　それくらいなら我慢できる、とラジュは達観して構えることにした。

　ティナはそこから三カ月、毎日彼を訪ねてきた。





※






　目が覚めると一人だ。

　彼のいない広い寝台で、屋敷で、ティナーシャは混乱する記憶を辿る。

　今はいつなのか。何が夢で何が現実なのか。

　起きてすぐは分からない。顔を覆った手の下で、涙が自然に流れてくる。

　──自分に都合のいい夢を見ていたのかもしれない。

　彼が少年になって戻って来て、その後ろを喜んで追いかけている、そんな夢だ。

「ち、ちが……」

　夢ではない。そのはずだ。

「だって、ラジュは……」

　今の彼は、ティナーシャの記憶が作った彼ではない。以前から芯では生真面目で優しかった夫が、別の場所で生まれて、違う育ち方をした姿だ。

　そんな彼をティナーシャは初めて知って、やはり彼らしい、と思う。

　その精神に、何度でも恋をする。

　だから今は決して、喪失が生んだ夢の中ではないのだ。

「い、行かないと……」

　寝台の上で蹲り続けてはいけない。立ち上がって、生きなければ。

　ティナーシャは涙を拭うと、両手をついて寝台から降りる。

　顔を洗い、髪を梳いて身綺麗にし、食事を取る。それから遠い東の国に跳ぶ。

　そして彼に会って、あの日が沈んだばかりの空色の瞳を見てようやく──これが「夢ではない」と実感できるのだから。





※






「本当にいい奥さんを迎えたねぇ」

「ありがとうございます。また調子が悪くなったら声をかけてくださいね」

「……奥さんじゃないんだけど」

　少年の呟きは黙殺される。ティナは、腰痛で寝ていた老婆の脇から立ち上がると彼を振り返った。

「もう奥さんでいいじゃないですか。事実上似たようなものなんですから」

「人聞き悪いことを言うな！　そんな事実は一切ない！」

「記憶にないだけかもしれませんよ？」

「記憶にも事実にもないから！」

　ティナはくすくすと笑うだけで一向にこたえたように見えない。老婆は「年上の奥さんはしっかりしてるから、あんたみたいな若いのにはちょうどいいよ」とまったく関係ないことを言って彼の悶もん絶ぜつを煽った。近所の年寄りが「腰が痛くて起きられない」と聞いたので様子を見に来たらこれだ。

　しかもたちが悪いことに、似たようなことを言われるのは初めてではない。この三カ月で、ティナはすっかり村に馴な染じんでしまった。それもラジュの「内縁の妻」としてだ。

「あんまり奥さんを邪険にするんじゃないよ。仲良くやんな」

「仲良いですよ。ありがとうございます」

「仲は良いけど奥さんじゃないって……」

　話の通じない二人に、少年は肩を落とすと踵を返す。

「……もう帰る」

「はーい」

　軽い返事と共に背中に女が飛びついてくる。もはや慣れきったそれにラジュは拘泥せず、のしかかってくる女を引ひき摺ずったまま帰路についた。




「何と言うか……たった三カ月で俺の人生が激しく左右されたんだけど。何で愛人を迎えたことになってるの」

「私が毎日出入りしているからではないでしょうか」

「分かってるなら改善して」

「嫌です」

　代わり映えのない会話が食卓の上を滑っていく。ラジュは甘く煮られた根菜を取り分けながら、料理の作成者である女を見やった。

　彼女のせいで周囲からは好奇と羨望の視線を一身に受ける羽目になっているのだが、その本人はまったく悪びれようとはしない。一応叔父には事情を説明してあるが、逆に溜息混じりに「真剣に考えてみたらどうだ？　その方が手っ取り早いだろう」と言われる始末だ。

　それはおそらく一月ほど前に村に立ち寄った柄の悪い男たちが、酔って暴れて通りがかった彼女に絡んだあげく、一撃でのされたことと無関係ではないだろう。普段の体の使い方から見て戦える人間なのだろうとは思っていたが、話を伝え聞くだに予想以上だった。彼相手に実力行使に出てこないところは救いだが、なんだかんだで彼女に負けたら立ち直れないかもしれない。だから彼女が短剣を使うところを見て以来、ラジュは密かに剣の修行も始めている。

　ティナは丁寧に灰汁あくを取ったスープを一匙掬った。

「私、求婚を断られたこととかないんですけど……」

「その顔ならそうだろな」

「何しろ、求婚するのが初めてなので」

「そうかもしれないとは思ったよ！」

　でなければあまりにも不器用すぎる。ただ正面からぶつかってきているだけだ。そのぶつかられているだけが割と効く。「誘惑するな」と注意して以来、若干落ち着いてはくれたが、それでも彼女が向けてくる愛情は無防備なものなのだ。

　ティナは真剣な目でラジュを見上げた。

「一体何がいけないんでしょう。改善しますから言ってみてください」

「怪しいところ」

「怪しいですか？」

「かなり。滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ。どうしようもなく」

「貴方のそういうきっぱりしたところ好きですよ」

「ぐあああああ！」

　何を言っても泥沼な気がする。ラジュは会話を諦めて食事に集中することにした。

　ふてくされ気味の少年に、ティナはふっと微笑む。それは時々彼女が見せる、少し翳かげりを帯びた微笑だ。夜の月のような静せい謐ひつに気を取られてラジュはつい口を開く。

「どうしたの」

「いえ。こうして逆にならないと見えないこともあるのだと思いまして。愛していますよ。ずっと」

　真っ直ぐに染みとおる言葉にラジュは何も言えなくなる。

　それきり彼女は何も言わぬまま食事を済ますと、片付けのために席を立った。台所に立つ女の背をラジュは眺める。

　──彼女のどこに不満があるのかと聞かれたら、得体が知れないということ以外不満が見つからないことが恐いのだと思う。まるで誰かに自分の内心を見透かされて、理想通りの女を罠として作られたかのようだ。

　感嘆を禁じ得ない精緻な外見も、よく気がついて情の深い性格も、寂しげな微笑も、屈託のない愛情も、全てが無二の魅力に満ちている。どこまでも透き通る泉に思えて、だがその正体は深淵だ。一度手を差し入れたら底なしに沈んでいってしまう予感がする。

　けれど、そんな恋はただの子供である自分には不相応だと思うのだ。きっと未熟なこの手で汲みあげたら早晩零れ落ちてしまう。

「ティナはさ、俺に他に好きな人間がいるかもとか思わないの？」

「いるんですか？」

「いないけど。大人になるまでにはできるかもしれないだろ」

　いつまでティナが自分に構ってくるのかは知らないが、もし数年経って別の女性を好きになった時、彼女はどうするつもりなのか。

　問うこと自体に少しの嫌悪感を抱きながら、ラジュは彼女の返事を待つ。

　ティナは洗った皿を手に笑った。

「そうですね。そういうこともあるでしょうね」

「え。そんな反応？」

　もっといつものように、無意味に激突してきたりふてくされたりするかと思っていたのだ。あっさりとした女の答えは彼への執着の薄さを示すようで、ラジュは微かな苛立ちを覚える。

　けれど彼女は微笑みながら続けた。

「その時は、その方が亡くなるまで待ちます」

「は？」

「あ、殺したりとかしませんよ。ちゃんと普通に待ちます」

「待つって……人間には寿命があるだろ」

「私、年を取りませんから」

「えっ、ちょ、初耳……」

「そうしたらその後は、もう一度私とのこと考えてみてくださいね」

　彼女は一点の憂いもない笑顔を見せる。そこに迷いのない強さを見てとって、ラジュは息を詰めた。今聞いたことがぐるぐると頭の中を回る。

　──たとえ彼が別の人間を愛しても、何十年でも彼女は待てるのだという。

　まるで馬鹿げた話だ。そこまで時間を割けるのに、どうして今こんなに不器用にぶつかってくるのか。もっと怪しまれないように上手くやればいい。

　いや、それは問題ではない。

　問題は──彼女はそれだけの年月が経とうとも心変わりをする気がないのだ。

　ラジュは差し出された想いの大きさに立ち尽くす。ティナが心配そうに彼を覗きこんだ。

「どうしました？　やっぱり不老の人間って恐いですか？」

「……ティナが恐いのは別の部分だから。驚いただけ」

「ならよかったです」

　彼女は機嫌が良さそうに歌を口ずさみながら片付けに戻った。異国の歌なのだろうそれを聞きながら、ラジュは改めて言われた意味を考える。

　──彼女は自分に、長い年月を許してくれている。

　それなら、自分は……

「ラジュ、そっちにあるのも洗うんで持ってきてください」

「あ、ごめん」

　彼女は息をするように魔法を使って台所仕事をしている。その要領が分からないので、彼女がやることは彼女に任せているが、だからと言って何もやらないのも悪い。

　ラジュは彼女から重い鍋を引き取ると下の棚に片付ける。彼女が台所に立つようになって、あちこち配置が変わったが、それも覚えた。ティナが高いところに頑張って空き瓶を戻そうとしているのを見て、ひょいと取ると作りつけの棚に置く。そこまで考えごとをしながら無意識にやっている自分に気づいて、ラジュは思わず零した。

「何だこれ……馴染み過ぎてる……そのうち知らないうちに結婚してそう……」

「え、じゃあ今結婚しときます？」

「ティナには途中経過とかないの？　結果しか存在しないのか？　後はやっとくから、あんまり暗くなる前に帰れよ」

　転移が使える魔法士には夜道も関係ないのかもしれないが、夜に彼女を一人で外に出したくないのも確かだ。

　けれどそれを聞いた彼女は珍しく返事をしなかった。小鍋を濯すすぐ手がぴたりと止まる。

　うつむいている横顔が翳った気がして、ラジュは彼女を覗きこんだ。

「ティナ？」

「……帰るの嫌です」

「いや無理」

　反射的に即答したラジュは、彼女に激突されるかと身構えたが、ティナは手元を見たまま深く嘆息しただけだった。

　闇色の瞳が一段沈みこむ。そこには彼の知らない年月が蓄積していくようだ。

　いつもと違う様子に不安を覚えて、ラジュは聞き返した。

「なんで帰りたくないの」

「一人で眠ると、一人の夢を見るので」

　静かな声音は、普段よりずっと落ち着いたものだった。そしてその分、深い憂愁を感じさせる。

　年を取らないという女は、ラジュを見上げると微笑んだ。

「ごめんなさい。なんでもないんです。ちょっと寂しいだけ」

「……いや、そんな顔するくらいだったらいつも通りに激突してこいよ」

「私、激突したことなんてあります？」

「毎日やってるのがそうだよ」

　自覚がないのには驚くが、自覚がないからこそやれているのかもしれない。

　ただ普段押すことしかしない彼女の憂いた顔を見て、それでも「帰れ」と言いたくないのは事実だ。つまり彼女はこの三カ月間、「一人になりたくない」と思いながらもその顔をラジュに見せないで素直に帰っていたのだろうから。

　ラジュは溜息をのみこむと、彼女の手から小鍋を取った。

「ティナ、外見変えられるだろ。俺より小さくなったら別にいいよ」

「え？　私もともと貴方より小さいですけど」

「身長の話じゃない」

　背伸びをして張り合おうとしてくる彼女の代わりに、ラジュは鍋の水気を切って言い直す。

「大きくても十歳。それより下なら泊まっていっていいよ。邪魔にならないし」

「……いいんですか？」

「うなされてうるさかったら起こすからな」

　彼女を一人で家に帰して「もしかしたら泣いているかもしれない」と気を揉むより、子供の寝顔を見ている方がよっぽどいい。彼女の好意に返せるものなど今はせいぜいこれくらいだ。

　ラジュは洗い場から水みず桶おけを取ると、残った水を勝手口から排水溝に流す。それをしてると、肩に何かが飛び乗ってきた。ぎょっと驚く前に、黒い子猫が顔にすりついてくる。

「猫だ！」

「私です。これくらい小さければいいですか？」

「は!?　猫になれるの!?　魔法ってそこまでありなのか！」

　ティナの髪色と同じ黒い猫は、肩の上から器用に両手の肉球をラジュの顔に押しつけてくる。ふわふわの感触は時々村を歩いている猫とは違う。ラジュは新鮮な感動に子猫を抱き上げた。

「本当に猫だ！　すげえ！　柔らかい！　かわいい！」

「ひゃ!?　手が濡れてるー!?　や、やだ！　放してください！」

　悲鳴を上げる猫に構わず、ラジュは柔らかい毛並みに頰ずりをして堪たん能のうする。

　その結果彼は、ティナに出会って初めて真剣に嫌がられた。







「猫は濡れるの嫌なんです！」と散々怒っていた彼女だが、寝台に移動して彼が背中を撫でていると、あっという間に眠ってしまった。小さな毛玉のような体が息をする度膨らんだりしぼんだりするのを、ラジュは興味津々で眺める。

「猫いいな……猫のいる暮らし……。猫とだったら今すぐ結婚できる……」

　そんなことを彼女に聞かれたら何を言われるか分からないが、今の彼女は夢の中だ。そしておそらく悪い夢は見ていない。ぴくぴくと耳が動くので、ラジュはその耳の後ろを搔いてやった。

「変なやつ……」

　怪しい人間だとは知っていたが、知れば知るほど底知れなく怪しい。

　でもきっと、彼女の想いは本当なのだろう。不安に思っているのも、寂しがり屋なのも本当だ。

　ただそれが噓ではないと分かれば分かるほど「今の自分には受け止めきれない」と思えてしまうだけだ。

　彼女がどうして自分に執着してくるのか。彼女の特別さを知れば知るほど平凡な自分との差が目につく。その差に自分自身が納得できない。差し出された彼女の手を取り返せるほどの力がない。

　そしてそれだけの力がないのなら、いざ手を取ったとしてもその後、彼女を繫ぎ止めることはできないのではないか。そこまで考えて不安になってしまうのだ。

「死ぬまで待つ、か……」

　どこまで本気か分からないが、それはつまり時間の猶予があるということだ。

　少なくとも自分が大人になるまでの時間はあるだろう。今なら叔父家族に遠慮せずとも動くことができる。この村で一生を終えるだろうと思っていたが、違う道も選べるかもしれない。

　ラジュは子猫を撫でながら、自分も横になって目を閉じる。

　夢の中の自分は、どことも知れない場所をずっと走り続けていた。
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　それからの一カ月は、特に代わり映えなく過ぎた。

　彼女は夜になると自分から猫になって、ラジュの家に居つくようになった。朝に弱いのか昼近くまで寝てることがほとんどなので、今まで午前中に訪ねてきていたのはそれなりに頑張っていたのかもしれない。

　ラジュにとっては、彼女が眠っている時間が長い方が都合がよかった。その間色々な準備もできるし、剣の稽古もできる。

　そして準備に目途がついたある日の午後、ラジュは一緒に暮らしている女にその内容を話した。

「──ちょ……何でですか！」

「絶対文句言ってくると思った」

　彼女の反応は予想のうちだったので、ラジュは平然と返す。

　ティナは細い両腕をテーブルについて立ち上がっていた。その手が微かに震えているのは怒りのためだろうか。彼女がそんな風に怒るのは稀だ。ラジュはできるだけ感情を出さず答える。

「何でって。もう申しこんだから」

「聞いてないです、初耳です！」

「今初めて言ったし」

　ラジュが白々しく返すと、彼女は白皙の美貌を真っ赤に染め上げた。

　村の他の人間が彼女のこんな顔を見たなら恐怖に慄くだろうが、彼だけは平気だ。何と言われても彼女をラジュの「内縁の妻」と認識しているのは周囲の人間だけなのだ。だからこれは夫婦喧嘩でもなんでもないし、彼女に文句を言われる筋合いはない。

「駄目ですよ！　城じょう砦さいに入るなんて！　国境際なんですよ!?　危ないし駄目駄目！」

「ひょっとして俺が試験に受からないと思ってる？」

「貴方が受からなかったら誰も受かりませんよ、って違う！」

　ぎゃんぎゃんと必死で騒ぐ女にラジュは耳を塞ぎたくなったが、それをしては余計長引くだろう。どうあっても平行線になることは明らかだ。

『この村を出て、城砦の兵士になるために試験を受けに行く』──そう切り出した少年に、押しかけで一緒に住んでいる女は全力の反対を呈してきた。

　何故嫌がるかなど分かりきっている。国境を守る辺境城砦には、基本的に女子供は兵士の家族以外は入ることができない。他国の間かん諜ちょうの侵入を防ぐためだ。

　もちろん砦内で働いている女性もいることはいるのだが、厳しい審査が必要になるし、ティナのように他国の人間はまずそこで落ちるだろう。つまり彼女はついていけない。

　腕だけは異常にいい魔法士のティナは、まるで駄々をこねる子供のようにラジュの説得を試みる。しかし少年はそれを適当に受け流して聞かなかった。

「何言っても無理。叔父さんの伝つ手てで試験受けられることになったんだし。今から断ったら叔父さんに迷惑かかるよ」

　ティナは彼の血縁を大事にしてくれている。だからこう言えば引き下がるだろうとラジュは思っていた。いわば最終通告だ。

　だがしかし、常に想像を越えた反応を返してくる女は、にっこりと笑う。

「じゃ、私が今からその砦を修復不可能なくらいに破壊してきます。それで解決ですよね？」

「……っ、全っ然解決してない！　むしろやめろ！　やったら二度と口きかないからな！」

　結局はその言葉で彼女は黙った。

　そして恨みがましい目で彼を見下ろすと、ティナはそれきり夕飯まで何も言わなかった。







　本当は城砦までは乗合馬車で行くつもりだったが、当日ティナが送ってくれることになった。

　彼よりもずっとてきぱきと家を片付けた彼女は、村人の見送りを受けたラジュを道の途中で拾い上げる。他に誰の姿も見えない細い街道で、彼女は宙に腕を差し伸べた。

「ナーク、おいで。貴方の主人が出かけますよ」

　その言葉に応えて地上に大きな影が差す。まもなく大きなドラゴンが旋回して二人の前に降りてきた。赤いドラゴンは、ラジュを見て嬉しそうな声を上げるとゆっくりと頭を垂れる。

「すごい。これ、乗れるのか？」

「どうぞ」

　初めて見る生き物に感動しながら、ラジュは気をつけて背中に乗る。その隣に座したティナはふてくされた顔だ。ドラゴンが地表を離れた時、彼は思わず歓声を上げたものの、彼女は少し寂しそうな目をしただけである。

　闇色の瞳はどこを見ているのか空を泳ぐ。そこに時折理解しがたい悠久が潜んでいるように思えるのは錯覚なのだろうか。

　みるみるうちに遠ざかる村を振り返ってラジュは嘆息した。その耳に女の静かな声が響く。

「──私が嫌だから砦に行くんですか」

「違うよ。あー……まぁ迷惑なこともあるけど、違う」

「なら何故です。貴方なら兵士を選ばずとも何にでもなれるんですよ」

「別にいいじゃん。まずはたった三年だし」

　通常兵士は三年ごとに配置場所を変えられたり、武官への昇進試験を受けたりする。それだけでなく稼いだ金を持って村へ帰る人間もいるのだ。そして十五歳のラジュにとっては三年は決して長い時間ではない。

　ティナは深い溜息をつく。彼女の白い指は風に流れる自分の髪を梳いていった。

「たった三年、そう言えた時も私にはあったんです。たった十年、たった五十年って。でも今は一秒さえも惜しいです」

「まさか、病気にかかってるとか？」

「いえ。私はそう簡単には死にませんよ」

　不安を払拭されてラジュは安堵する。だがそれでも物憂げな女の目を見ると気は晴れなかった。

　悠々と砦に向かって直線で飛ぶドラゴンは、もう目的地を視認したらしい。短い声を上げて上の二人に呼びかけた。ティナは遥か遠くに見える城砦に冷ややかな目を注ぐ。

「メンサン……この国は表面上は安定していますが、数年のうちに王位争いによって混乱が始まるでしょう。あのサネク城砦は北西国境際に位置していて、隣国バルシアに睨みを利かせる要所です。宮廷の情勢次第では、いつ最前線になってもおかしくありません」

「砦なんてどこもそうだろ。でも、誰かはそこで戦わなきゃいけない」

「一兵卒なんて、腕の悪い指揮官の下についたら無駄な戦いで死なされるんです。そんなの、貴方のいていい位置じゃないでしょう」

「山で猟師をしてた方が似合うってこと？」

「違います。貴方が望むなら、国だって獲とってさしあげますよ」

　女の言葉は冗談には聞こえなかった。闇色の目が広がる世界を睥睨する。

　その眼差しは永きを生きる孤独な女王のようだ。彼女なら本当に、国一つを手中に収めることくらいやってのけるのかもしれない。でもそれはラジュの望む在り方ではない。

「要らないよ。俺は俺の力でやる」

「……貴方は」

　そこでまた口をつぐんだ彼女の横顔を、少年は見つめた。




　──たった三年だ。それだけあれば彼は大人になり、剣の腕も上がり、当面の生活に不自由しないだけの金も貯たまるだろう。

　彼女は老いない人間だ。ならば三年後には今よりずっと隣に並んで違和感ないはずだ。

　だから、砦に入る。

　それだけのことなのだ。だが彼は決してその理由を口にしない。

　叶えていない約束で彼女を縛ることは、自分の未熟さと彼女への甘えに思えるからだ。

　だからもう少し自信がついたら、砦から彼女に手紙を書こうと思う。




「私のことが、嫌いですか？」

　ティナは不安そうな目を見せたくないのか、瞼を閉じたままそう問うた。そんな姿を見ると少しだけ心が揺らぐ。あれだけ孤独を嫌がっている彼女を置いていくことに罪悪感が生まれる。

「嫌いじゃない」

　間違ってはいない言葉。けれど、それは正解でもない言葉だ。

　欺ぎ瞞まんに思われるかと思った。いつものようになじられるかと。

　けれど彼女は、顔を上げると嬉しそうに微笑わらう。

「なら……絶対諦めません」





※






　砦に着いた後、兵士になるための試験にラジュはまったく問題なく通過した。

　むしろ立ち会っていた将軍に身のこなしについて賛辞をもらったほどで、彼はそのまま砦に一兵士として住まうことになった。

　たった三年と言っていたのは自分だが、彼女と離れて一週間も経つと、無性にあの笑顔が恋しいと思うようになった。出会ってからほんの数カ月。だが押しの強い女はすっかりラジュの中に自分の存在を刷りこんでしまったらしい。彼が村を出てしまった今、彼女がどこで暮らしているのか、どこで眠っているのか気になって彼は思いを馳せる。

　だがその疑問はまもなく解消されることとなった。




　ある日のこと、ラジュは訓練を終えてから、新しくできた友人たちと談笑しつつ食堂へ向かっていた。話題は将軍たちのこと、食堂で働いている少女のこと、城から新しく派遣されてきた官吏が貴族の人間で鼻につくことなど、いつもと大して変わりない。

　笑いながら彼らが角を曲がった時、その中の一人が声を潜めて吹き抜けの上を指した。

「ほら、あそこにいるのがその官吏。腹立つだろ？」

「腹が立つって……顔だけ見ても分からない」

「女連れてるだろ。あれ妻じゃないんだぜ、愛人を連れこんでるの」

　言われて初めてラジュは豪奢な服を着た男の陰に、ヴェールをかぶった女が佇たたずんでいることに気づく。女は階下の視線に気づいたのか、白はく紗さのヴェールをずらして彼らを見下ろした。

「……………………」

　ラジュはぽかんと口を開けたまま立ち尽くす。

　何も言うことができない。むしろ何だか分からない。頭の中を疑問だけが飛び交っている。

　闇色の目でラジュを見下ろし微笑んで見せたのは──絶対諦めないと言った「彼女」だったのだ。





※






「あの猫め……」

　どういうつもりだか問とい質ただしたい。

　だが一兵士である彼に、貴族の愛あい妾しょうと話す機会など回ってくるはずもない。

　誰にも言えず、どこにもやり場のない苛立ちを抱えながら半日を過ごしたラジュは、だが深夜になって「彼女」の訪問を受けた。同室の人間たちが不自然なほど深く眠りこけた中、窓から白い女の手が手招く。

　ラジュは露台に立つ女を怒鳴りつけたい気分で窓の外に出た。

「こんばんは、ラジュ」

　黒いドレスを着た女は嬉しそうに彼に微笑みかける。その笑顔はまったく前と変わりがない。

「……何やってんの」

「砦に合法的に入りたかったので」

「合法じゃないよ。貴族のごり押し。しかも愛人って……」

　感情的にならないようにしよう、と思いつつ声に怒りが滲みそうになる。

　けれどティナはあっさりと首を横に振った。

「あ、違いますよ。愛人だって暗示をかけてるだけです。記憶操作してます」

「へ？」

「城都に行って、ここに派遣されてくる貴族の中で一番駄目そうな人間を選んで暗示をかけてきたんですよね。強烈なのをかけてはあるんですけど、記憶の捏ねつ造ぞうまでは面倒でしてないので、あまり色々聞かれると記憶の齟齬でぼろが出ちゃうかもです。該当する記憶がないから、頭が混乱してぱーんってなっちゃうかも」

「……何それ」

　私生活を質問されただけで頭がぱーん、となる貴族は、駄目を通り越した状態ではないだろうか。

　ラジュはどっと襲ってくる疲労感に耐えきれず露台にしゃがみこんだ。

「あのさ」

「はい」

「記憶操作できるならなんでもっと立場を選ばなかったの？　この国の人間ってことにして厨士になったりすればよかったじゃん」

「ある程度自由に動ける位置にいたかったので。それに──」

　ティナは少年と同じようにしゃがみこむと、彼の青い目を覗きこむ。そこには悪戯っぽい光が浮かんで見えた。

「びっくりしました？　仕返しです」

「……びっくりしたよ」

　こんなことなら猫としてでも何でも自分の傍につれてくればよかった。

　彼は抱き着いてくる女を受け止めながらそう後悔したが、もう遅い。ティナは嬉しそうに一通りすりつくと、顔を上げて囁いた。

「だから、夜は貴方のところに来ます。隣で寝かせてください」

「それ猫だよな。猫ならいいよ」

「貴方、猫には心が広くないですか？」

　言いながらもティナは素直に黒い子猫に変じる。肩に乗ってくる猫は変わらず頭をすりつけてくる。ふわふわしていてくすぐったい。ラジュは子猫を胸に抱き取った。

「俺の人生、気軽に横槍が入れられてくな……」

「最初から勘定に入れておいてください。弾こうとするから戻ってくるんです」

「戻ってくるのが早すぎるし角度が鋭すぎる」

　子猫は彼の手で枕元に置かれると、そこでご機嫌に丸くなる。

　こうしてラジュの砦での日々は、再び猫のいる暮らしに戻った。





※






　高い城壁に囲まれたサネク城砦は、建物も城壁と同じく真四角に作られている。

　その中心部分には四角い空間が空いており、剝き出しの地面に広い訓練場が据えられていた。

　砦に詰める兵士たちは訓練場に出て剣の修行をすることもあれば、持ち場について周囲を警戒していることもあり、その分担は細かく決められていて一月ごとに変わる。もちろん中には、自由時間も含まれていた。

　雲一つない天気のよいある日。ラジュは自身の自由時間を剣の訓練にあてていた。強い日差しが照りつける中、年上ばかりの同僚たちを相手に模擬試合を重ねていく。

　部隊長である二十二歳のデファスは、少年の鋭い剣をかろうじて捌きながら、隙を見て試合を中断させると感嘆の息をついた。

「お前、本当勘がいいな……。すぐ抜かれそうでこわいよ」

「いえ。まだまだですから」

「次は武官の試験受けろよ。最年少で受かるかも」

　手放しの賛辞にラジュは礼儀正しく頭を下げる。

　試合をすると分かるのだが、どうも自分が思っているより自分の間合いが狭い。手足が足りないという感覚を頻繁に味わうのだ。その分小回りを生かせばいいのだが、相手も手て練だれの人間が揃っている。たゆまぬ訓練をしなければ上は目指せないだろう。

「ありがとうございました」

　剣を鞘に戻し一旦下がった少年は、ふと視線を感じて顔を上げる。

　訓練場に面した砦の高い石壁、その四階部分の窓から、いつの間にか一人の女がじっと彼を見下ろしていた。

　闇色の瞳、花のような微笑は彼にしか向けられていない。ラジュと目が合うと彼女は嬉しそうに破顔する。一方彼の方は表情に困って難しい顔になってしまった。

　ラジュの視線で気づいたのか、周囲にいた何人かの兵士も彼女を見上げる。

「お、ティナ嬢か」

「相変わらず眼福ものの美人だな。モーラウの愛人にしとくのは惜しい」

「オレの恋人になってくれないかな」

「無理だろ」

　男たちの無責任な感想が重なる中、ティナは後ろから誰かに話しかけられたらしく、振り返ると窓の向こうに消えた。ラジュは誰の姿もなくなった窓枠を眉を顰めて見やる。

　目的のためには手段を選ばない女。その目的が彼であることを知る者は当事者を除き誰もいない。

　砦を破壊することさえ容易たやすいと言いきった女は、大きすぎる力を華やかな衣の下に隠して、ただ彼だけを追ってここにいるのだ。







「ティナさん、また彼を見ていたんですか？」

「貴方の許可が要ります？」

　後ろからかけられた声に、ティナは氷よりも冷えた温度で返す。城都から官吏として派遣されているモーラウは、彼女の虫を見るような目にへらへらと嬉しそうに笑った。

「いいなあ、僕もティナさんの好きな人見たいです。声援を送りたい」

「見るな。騒ぐな」

　ぶっきらぼうに言い捨てると、モーラウは余計に嬉しそうな顔になる。彼を精神操作して砦についてきてから一カ月、ティナは心底呆れた思いで溜息をついた。

「鬱陶しいですね。私のことは放っておきなさい。また精神操作しますよ」

「えー、今のままがいいです。毎日楽しいです」

　まだ二十代半ばにもかかわらず、周りから「身分だけの無能」との烙らく印いんを押されており、事実そうである青年は、緩んだ笑顔で返す。




　モーラウは砦に来てしばらくはティナのことを「自分の愛人」と思いこまされていたが、日を重ねるごとに「何かがおかしいな」と違和感を募らせていったのだ。それが積もりきったある日、彼は自分の疑問を直接彼女に問い質した。

「貴方、暗示に耐性ができちゃったんですね」

　ティナはあっさりとそう言うと、自分が彼の愛人ではないことを認めた。魔法でそう思わせていただけだと言い、その上でもっと強烈な暗示をかけようとする彼女を留めると、モーラウは「今のままでいい」と頼みこんだのだ。

　──彼は、強い女性が好きだった。

　もっと言うならば、強い女性に悪し様に言われることが好きだった。

　しかし貴族として普段高圧的に振舞っている以上、そんな性癖を明らかにすることはできない。

　結果として、彼は女性の好みを内心に隠さざるをえなく、そして秘すれば秘するほどに苛いら々いらが募り、周囲にきつくあたっては女性に避けられるというわけの分からない悪循環に陥っていた。

　けれど今は非常に充実した生活を送れている。それもこれも、対外的には彼の愛人となっている彼女のおかげだ。彼女に冷ややかな言葉を浴びせられると、気分は晴れ晴れとして何でもできるような気になってくる。そうなると仕事も積極的にやろうとさえ思えてくるのだが、いかんせん気分はよくても彼には能がないので砦自体の益までにはさほど繫がらなかった。




　ティナはモーラウがいる机に戻ると、そこに積まれた書類を手に取る。

「相変わらず、やってもやらなくてもいいような仕事を押しつけられてますね」

「僕に大事な仕事を任せてもできませんからね。砦の文官も人を見る目があります」

「そういうことを胸を張って言うな。恥じろ」

「いやー、照れるなあ」

「いいからやれ。あと二時間経ったら出来を確認しますからね。己の無能に甘えないように」

　厳しい女の言葉に、モーラウは「善処します」とにやにや笑いで書類に向かう。

　モーラウが持ってくる仕事を、ティナは最初こそ自分でやっていたのだが、どうにも彼が無能すぎて仕方がないので、方針を変えて仕事のやり方を叩きこむことにしたのだ。簡単なものから少しずつ教えているが、今のところ「のんびり気長に」を心掛けてやるつもりだ。そうでないと自分の方が嫌になってしまう。

　ティナは出来の悪い生徒の姿を溜息混じりに見ていたが、時間に気づくとモーラウを放置し、いそいそと部屋を出て行った。砦内の階段を下りた彼女は、予想通り訓練帰りの少年を見つけると駆け寄って飛びつく。

「ラジュ！」

「こら、呼ぶな」

　注意の言葉も無視して、ティナは宙に浮かび上がると彼の首に抱き着いた。引き剝がされないように両手に力をこめると、彼は諦めたのか自分から普段使われない廊下の方に移動する。

　モーラウはティナが自分の愛人でないことを承知しているが、砦の他の人間は別だ。彼女が一兵士である少年に執着しているところが見られたら、ラジュの方が立場を失ってしまう。

　ティナはもちろんそのことを分かっていて、彼が一人の自由時間を狙って会いに行くのだが、ラジュは「弁えて。大人しくしろ」と渋い反応だ。

「近い。離れて」

「やーでーすー。触りたいんですもん」

　ティナーシャは顔を寄せると、彼の頰に口付ける。彼女の体を緩く抱きとめている少年は、何かを堪こらえるように顔を顰めたが、ふっと天井を見て息をついた。

「今日も精神がごりごり削られる……」

「猫じゃないと触ってくれないんですもん。人間の姿でも触ってください」

「猫は癒いやされるけど、ティナは精神力を使うんだよ。俺ってこの暮らしを三年したら聖職者になれるんじゃないか？」

「うー」

「ほら、おしまい。離れろ」

　ラジュは彼女の肩を摑んで引き剝がそうとする。ティナはそれをさせまいと必死でしがみついた。全力でぎゅうぎゅうと抱き着いてくる女に、ラジュは諦めたのか首を垂れる。その額をティナは自分の額で受け止めた。細い肢体をべったりと寄りかからせて、彼女はラジュを見上げる。

「もういいじゃないですか。このまま私を引き摺って行けばいいです」

「今日中にクビになるから」

「そんなこともないと思うのですが……残念です」

　ティナはようやく腕を放すと、浮き上がりながらすれちがいざまに彼の耳じ朶だに口付けた。少年の息をのむ音が聞こえたが、怒られる前に転移して消える。いつも彼はつれない意地悪ばかりを言うのだから、これくらいは仕返しのうちだ。

　彼女はそれから、砦の屋根の上で猫になって二時間お昼寝をした。

　二時間後モーラウを「全然できてない！　今まで何を学んでたんです！」と全力で叱った。

　そんな風に毎日は、おおむね平和で幸せだ。







　ラジュが寝泊まりしているのは一般兵士が使う四人部屋だ。

　城砦内に無駄な場所はないため、だだっ広いというほど大きな部屋ではないが、四人で生活していく分にはまったく問題がない。大浴場ではなく各部屋に浴室がついている作りなのは、かつて感染症が猛威を振るった時の名残だという。一人になる時間がほとんどない生活に、中には「息が詰まる」とぼやく兵士もいるが、ラジュはむしろ部屋に一人でないことがありがたかった。

　村で暮らしていた頃には、ティナが昼夜を問わずべったりとくっつきたがって大変だったのだ。その点今は少なくとも夜は早めに猫になってくれる。夜しか来ない黒猫を触りたがる同僚もいたが、ティナはするするとその手をかいくぐって、ラジュの枕元で丸くなることを日課にしていた。

　だが、その夜は違った。同室の兵士のうち二人が、夕食が終わってすぐ大食堂にいたラジュを捕まえると、人の悪い笑顔を見せて遊びに誘ってきたのだ。

「今から近くの街に行こうぜ。明日休みだろ」

「なら明日行けばいいんじゃ。もう日が落ちる」

「馬鹿かお前。色街に昼間行っても仕方ない」

「そりゃそうか。……って色街!?」

　大きな声を上げかけたラジュの口を、一人の男が手で塞いだ。もう一人が少年の腕を取ると強引に引っ張り始める。

「他にも行くって奴多いから一緒に行こうぜ。なんならお前の分は金出してやるから」

「要らな……ぐ」

「そう遠慮するな。お前女知らないだろ？　いいところ紹介してやるから」

　口と腕を拘束する仲間から逃れようと暴れる少年に、騒ぎを嗅ぎ取ってか近くにいた人間たちも加勢し始めた。どちらに加勢するのかと言えば、ラジュを引きずって行こうとする側に。

　十五歳をとうに過ぎている彼ら兵士たちは、単に砦の中でも最年少に位置する少年が平然とした顔で何でも優秀にこなしてしまうのがつまらないのだ。年相応に狼ろう狽ばいする姿が見たい、そんなどうしようもない理由で彼らは半ばラジュを抱え上げると、近くの街へ向かう馬車の中に押しこんだ。

「ちょっと待って！　俺が死ぬ！　砦が壊れるから！」

　切実な本音である少年の叫びを、男たちは冗談だとしか受け取らない。

　そのまま馬車の中でぐるぐるに縛られた彼と同僚たちは砦を後にし──夜になって部屋を訪れた黒猫は誰もいないことに首を傾げた。







「あれ、置いてかれたのか？」

　夜になって一旦部屋に戻ってきたデファスは、ラジュの寝台に座っている猫を見て苦笑する。

　部隊長でありながら「四人部屋の方が楽しいから」と言って部下たちと寝食を共にしている男は、この黒猫が誰の猫かを知っているのだ。

　デファスは大人しい子猫の頭をぐりぐりと撫でながら笑った。

「お前のご主人は悪い大人に引きずられて街に出てったぞ。娼館にでも行ったんじゃないか」

　相手が本物の猫だと信じきっている彼は、あっさり事実を口にすると「俺も今日は外泊」と言って部屋を後にする。

　そして部屋には、気分次第で砦を破壊できる女だけが取り残された。







　──災難は、大体突然やって来て彼を巻きこんでくる。

　月が煌こう々こうと光る深夜。人目を避けて一人で部屋に戻ってきたラジュは、自分の寝台の上に女が座っているのを見て反射的に死を覚悟した。

　猫ではなく人の姿を取っているティナは、少年を見ると艶やかに微笑む。

「おかえりなさい」

「た、ただいま」

　まだばれていないかもしれない、そうラジュが期待しかけた瞬間、だが女は「娼館に行ってきたんですか？」と尋ねてきた。完全に死刑宣告だ。

「何で知ってるの……」

「部隊長さんが教えてくれました」

　何てことをしてくれるんだ、砦壊れたら半分はデファスのせいだ、などと頭の中で一瞬現実逃避をしてしまうとラジュは腹を括くくった。彼女が座っている真向かいに自分も椅子を引いて座る。

「話し合おう」

「はい」

「行ってない。逃げてきた」

「そうですか。お疲れ様です」

　あっさりとした返事だ。話し合いどころか五秒で終わってしまった。

　いささか拍子抜けして彼はティナを見つめる。

「信じてない？」

「え？　噓なんですか」

「いや、噓じゃないけど。もっと怒られるかと思った」

「怒りませんよ」

　彼女の言葉は嫌味でも何でもないらしい。きょとんとした態度に気を挫かれてラジュは肩で息をついた。安堵すると同時に、もやもやとした気分が湧いてくる。

　どうにも彼女の反応は時々読めないのだ。異常なほどの執着を示すかと思えば、無関心にさえ思えることもある。砦に戻ってくるまで仲間たちの手をかいくぐり、謎の苦労をしてきたラジュは、彼女の淡白さに軽い腹立たしさを覚えた。溜息を大きく吐き出す。

「そう納得してくれるなら、普段もべったりしてこないで欲しいんだけど」

「やです。それは全然違う話じゃないですか」

「どう違うの」

「だって、私が焼餅焼いたら人が死ぬじゃないですか」

　当然のように言う女にラジュはさすがに絶句した。

　確かに彼もまずいと思ったのだ。彼女が怒ったなら何をしでかすのか分からないと。

「貴方が知ってるより私の力って大きいですから。変に怒ったら国とか消えちゃいますよ。だから一応気をつけてはいるんです。もともと私って、大人になる前に人から離れて長く暮らしてたから嫉妬心が摩耗しちゃってますし……。いつかの記憶にはあるんですけどね。今は嫉妬って感情はよく分からないですし、危ないから取り戻したいとも思いません」

　ティナは口を手で覆うと小さく欠伸あくびをした。無理もない。普段はもう寝ている時間だ。彼女は眠気に重くなる目で少年を見上げる。

「だから怒らないですよ。ただ……寂しいだけです」

「…………」

「それより、触ってもいいですか？」

　未だ愛に届かぬ子供のように。自らそれを手放して大人になった少女のように。

　遠慮がちな問いに、ラジュは頷く。

　──もし自分が帰ってこなかったら、彼女はここで一人待ち続けたままだったのだろうか。

　見かけよりずっと永い時を生きてきたという彼女に孤独を味わわせるのは、激怒されるよりよほど身に染みる。ラジュはようやくそのことを知って、膝の上に座ってくる女の頭を撫でた。

「ごめん」

「どうして？　帰ってきてくれたじゃないですか」

「まぁ。色々」

　彼女は怒っているに違いないと思ったことも今は悪いとさえ思える。ラジュは懐から紙包みを取り出すと、それを彼女に手渡した。

「これ、お土産」

「え」

　中に入っているのは銀細工の首飾りだ。仲間を撒まいて街中を逃げ回っている最中、露店で見つけてティナに似合いそうだと思ったのだ。機嫌を取ろうと思ったわけではなく、単純に贈りたくなって買った。本当はもっと余裕があったら服屋も見たかったのだが、追手が思ったより多くてその隙がなかった。全員を殴り倒してよかったのなら服も選べたかもしれない。割と惜しい。

　ティナは手の中に首飾りを広げて驚いている。その彼女に「安物だけど」と言いかけて、けれどラジュは言葉を失ってしまった。

　目に入ったのは女の嬉しそうな笑顔だ。

　ティナは、稀け有うな美貌に蕩とろけそうなあどけない笑みを浮かべて彼を見上げていた。

「頂いていいんですか？」

「あ、うん」

「嬉しいです。ありがとうございます」

　女の首は細く、すぐに折れてしまいそうに思える。

　ラジュは強こわ張ばりそうになる手で首飾りをつけてやった。普段は見ない白いうなじが妙に艶なまめかしくて落ち着かない。ティナが振り返ると漂う花の香りは強くなる。もっともそれは彼だけが感じる錯覚なのかもしれなかった。

「大好きです」

　少女のように愛を囁いて、彼女は口付けを贈る。

　駆け引きのない鮮烈さは、色街の空気よりもずっと彼にとって扇情的だ。

　闇色の大きな瞳に映る自分の顔。ゆっくりと瞬きをするその目の美しさに、抗あらがいがたい渇きを覚える。ラジュは彼女に触れたいと思う手を留めて、喉を鳴らした。

「……ね、猫に」

「はい？」

「猫になって！　今すぐ！」

　切羽詰まった言葉に、ティナは怪訝そうな顔をしながらも自分の姿をいつもの子猫に変えた。

　首にしたままの首飾りも縮んでいるが、そのことを気にするよりも、とりあえずの窮地を脱したことにラジュはほっとする。

　結局彼女は、直線的に突っこんでくることしかしなくて、自分の行動が彼にどう影響を与えるかを考えもしないのだ。結果、いつも少年は自分自身と戦わざるを得ない。彼は何度か深呼吸して失われかけた理性を呼び戻そうとする。

「他に誰もいなくても、この部屋は猫で！」

「はーい」

「よし、じゃあ寝る」

「おやすみなさい」

　黒猫は小さくまとまって枕元で丸くなった。艶やかな毛をラジュは手を伸ばして二、三度撫でる。

　自分が彼女に釣りあっていると思えない現在は、これが精一杯だ。

　それでももっと近くがいいと思う日が来たら、彼は猫ではない彼女と共に眠るのかもしれない。

　少年は自分だけの猫を腕の中に抱き寄せて目を閉じる。

　小さくふかふかの体は温かく、花よりも太陽の匂いがした。





※






　砦が破壊されなかった翌日、モーラウは山のような仕事を持って自室に戻ってきた。

　最近の彼は貴族特有の嫌味がなくなり性格が丸くなったものの、無能であるがゆえに砦の文官たちは彼に優しくない。むしろ厄介払いとして過去の記録の整理という仕事を与えるくらいだ。だが彼は仕事の軽重さえよく分からない人間だった。

　帳簿の束を机に置くと、モーラウは部屋の隅にティナの姿を見み出いだして目を丸くする。彼女は珍しいことに、鏡を見て嬉しそうな笑顔を浮かべていた。

「どうかしたんですか、ティナさん」

「首飾りをもらったんです」

「ああ、なるほど」

　彼女の首を飾る装飾品は、モーラウからすれば宝石の一つもついていない飾り気のないものだ。

　だがそれがどんな宝石よりも彼女にとって価値があることは分かる。少女のように浮き立つ彼女の姿に、モーラウも自然と嬉しくなった。

「いいなぁ。僕にも見せてください」

「嫌です」

「むしろください」

「何言ってるんですか？　窓から放り投げますよ？」

　本当に放り投げられそうなそっけない言葉に、モーラウはにやにや笑いで書類の中に顔を埋める。

　ティナは振り返ってその光景を気持ち悪そうに見やると、手元に帳簿の一冊を転移させた。

「また色々仕事もらってきたんですか？」

「僕もお役に立とうと思いまして」

「貴方は何もしないことが一番役に立ちますよ」

「いやぁ。嬉しいなぁ」

　会話は通じているが、意思の疎通はまったくできていない。ティナは帳簿の中身をぱらぱらと確認する。

「もう少し生産性がある仕事だったら、やり方を教えてやらせるところなんですけどね……」

「ティナさんは変わったことに詳しいですよね。そんな知識、どこで使うんですか」

「第二十二代ファルサス国王、ウィル・ノルス・テンプス・ラス・ファルサスに統治者教育をしたのは私です」

「え……ティナさん、ファルサスで宮仕えしてたことがあるんですか？　今のファルサス国王って第何代目でしたっけ」

「貴方はそう言うと思いました。勉強しろ、馬鹿者」

　ちなみに今は二十五代目だ。オスカーの息子であるウィルは、多分野に安定した能力を持った王だった。その教育係であった王妃は、モーラウの机に歩み寄ると残りの帳簿も取り上げる。

「気分がいいんで、今日は私がやってあげます」

「そんな！　僕もお手伝いしますよ！」

「むしろどっか行っててください。無能だから」

「もっと言ってください」

「出てけ無能」

　モーラウは楽しいのか「うひゃひゃ」と笑い声を上げる。その彼を押しのけて、ティナーシャは自分が執務机についた。彼女は帳簿を順番に並べながら、ふとモーラウに問う。

「そう言えば貴方、城都の貴族でしたよね。次期王候補の兄弟の人となりって知ってます？」

「ああ、あの仲の悪いお二人ですね。存じ上げてますよ。存じ上げてますけど、僕はあまり社交の場に出てなかったので……」

「つまり知らないんですね。そんなことだろうと思いました。いいです、自分で調べますから」

　彼に期待するだけ無駄だった。これはもう空き時間に自分で情報を集めるしかないだろう。

「ティナさん、そんなことを調べてどうするんですか？」

「念のためです。何かあったらここは戦場になりますからね」

　ティナは言いながら、机に溜めこまれた書簡を手に取る。仕事に関するものは彼女が封を開けて確認しているのだが、未開封のこれはモーラウへの私信だ。

「これ開けなくていいんですか？　貴方宛てですよ」

「ああ、いいんですよ。どうせつまらぬことしか書いてありませんから」

「手紙ってのは、面白いか面白くないかで判断するものではないと思いますが」

「焼却しといてください」

「人の話を聞け、無能」

　冷たく切り返すと、モーラウは嬉しそうに笑う。

　ティナは呆れ顔で封書を裏返した。そこには綺麗な字でラディア・ココ・アシヒスと女性の名が書かれている。家名までついているところを見ると貴族なのだろう。「燃やして」と言われたからと言って、他人宛ての手紙を本当に燃やすことなどできない。ティナがもう一度「開けろ」と言いかけた時、だがモーラウは自分から補足した。

「僕の婚約者なのですよ。ですが、いつもギャンギャンと煩うるさい娘でしてね。どうせ戻ってきてさっさと結婚しろとか書いてあるんでしょう」

「ちょうどいいお相手じゃないですか。貴方、罵ば詈り雑ぞう言ごん好きでしょう」

「何を言うのですか！　的確かつ冷ややかに罵られることと、纏わりついてくる子犬に吼ほえかけられるような文句では天と地ほどの差が……」

「知るか変態」

　ティナは持っていた封書をモーラウに向かって投擲する。魔法で強化されたそれは彼の顔を掠めると、奥の壁に突き立った。







　手元に配られた札を見ながら、少年は考えこむ。

　そこに書かれている文字は問題なく読むことができる。もともとラジュは最低限の読み書きを村の老人から習っていたが、ティナが来てから更に一通りを教えてもらった。「これくらいできれば商人にもなれますよ」と保証されたが、今は読み書きよりも盤上の勝負が問題だ。

　勝敗を分ける正念場、彼は手札の中から一枚を取る。

「じゃあ、『山際の道』を選択で」

　言いながらラジュが駒を二つ動かすと、対面に座っているティナは微笑んだ。

「いい線行ってます。貴方は一回ごとに強くなりますね」

　彼女は盤の横に伏せておいた札を開いた。それは『山道、および海路の封鎖処置』だ。大分前に使っておかなければ効果がない一枚だが、ティナはラジュがどう攻めてくるかあらかじめ読んでいたのだろう。

「まじかよ……また負け？」

「今日始めたばっかりじゃないですか。そんなすぐに強くはなりませんよ」

「いいなあ、ティナさん、僕にも教えてくださいよ」

　ティナは笑いながら駒を片付けると、ついでのように近くの書類を丸めて投げる。それは机に向かって笑っているモーラウの頭にぽこん、とぶつかった。

「貴方はさっさと教えた処理をできるようになりなさい」

「ははは。教えられる端から忘れていきますね」

　三人がいるのはモーラウの部屋だ。自由時間に激突しにきたティナが「モーラウが教えても教えても仕事を覚えない」と零したのに対し、ラジュは「どんなことを習っているのか」と尋ねたのだ。

　それは単純に未知の知識に対する興味だ。この砦に来てラジュは、大勢の人々が様々な職務についている様を目の当たりにした。ありふれた言葉で言ってしまえば、世界が急に開けたのだ。

　ただだからと言って兵士として半人前のまま宗旨替えする気にはならない。それでも、他の人間が何をやっているか、更には自分の数年後に意識を向けたのは事実だ。

　ラジュはそんなわけでモーラウがしごかれているのを見学に来て、ティナに「これは文官の初歩の初歩ですから。それより新しいことをやってみたいなら戦術盤を覚えますか？」と誘われたのだ。

　札と駒を使って戦術を競う遊びは、戦場を俯瞰するという初めての経験をラジュの前に呈してきた。今まで何人かの猟師で組んで狩りにでることはあったが、戦術盤から連想される戦場はそれよりももっと複雑で多面的だ。

　盤を見たまま考えこんでいるラジュに、ティナーシャは微笑む。

「面白かったですか？」

「うん」

「実際の指揮官や将軍、政務官の仕事はもっと複雑です。彼らが見てるものは多元的ですし、他にも大陸には色々面白いものがあります。だから、ここを出て私と旅をしません？」

「……それは」

　ラジュは顔を上げる。彼女の誘いはとてつもなく魅力的なものに思える。だが──

「ティナさん、ずるい！　僕も連れて行ってください！」

「嫌です。この国に生まれた貴族の義務をまっとうしなさい」

　モーラウに飛んだ冷ややかな返答は、ラジュもまた自身に思っていることだ。

　今はまだ何者でもない自分。実戦に出たことさえない兵士だ。成長したいと日々時間を注つぎこんでいるが、それを途中で切り上げて目移りできる状態ではない。

　それに、なんだかんだ言ってティナは自分を甘やかしてきそうな気がする。彼女の掌上ではいつまでも自分が自分に納得できないだろう。

　ラジュは時計を見ると立ち上がった。

「そろそろ戻らないと。ありがとうございます、モーラウ様」

「どういたしまして！　いつでも遊びに来てください！　僕が楽しいので！」

「貴方がラジュに様付けされてるの聞くと、私が憤死するんでやめてください」

「分かりました！　呼び捨ててください！」

　ラジュは「そういうわけにもいかないだろ……」とぼやいたが、二人はまったく気にする様子もない。ティナは戦術盤を片付けながら笑顔で手を振った。

「部屋に届けておきます。貴方は訓練に戻ってていいですよ」

「……ありがとう」

　もう少し色々触ってみたいと思っているのを彼女は分かっているようだ。ラジュは部屋を出かけて、ふと同僚たちに言われていたことを思い出した。

「そう言えばティナ、明日何人かと街まで食事に出るんだけど行く？　猫なら連れていけるけど」

「行きます！」

　即答は小気味がいいほどだ。「いいなあ」とぼやくモーラウに、ティナがまた紙かみ屑くずを投げているのを呆れて見ながら、少年は部屋を出た。







　ラジュが暮らすサネク城砦から、馬で三十分ほど南東に下ったところに、大きな街が一つある。街道沿いにあるこの場所には旅人も多く立ち寄り、夜でも賑わう国内有数の街の一つだ。

　青い空の下、雑踏の中をラジュは何人かの同僚と共に足早に歩いていく。彼の頭には小さな黒猫がちょこんと座っていた。

　後ろからのんびりついて来る部隊長のデファスは、欠伸をしながら前を行く部下に尋ねる。

「今日はどこに行くんだ？」

「美味おいしい食堂があるんですよ。だからまずそこってことで」

「ラジュには後で色んな店紹介してやるからなー」

「結構です」

　以前拘束されて娼館に放りこまれそうになった記憶が嫌でも蘇る。あの時は縄抜けするのが大変だったが、今日は頭の上にティナがいる。これで何かあっても最悪の事態は免れるだろう。最悪というほどではない悪い事態は起こりうるかもしれない。

「お、ここだここだ」

　先を行く男が足を止めたのは、街の中央広場に面している大きな建物の前だった。窓から見える店内は少し薄暗いが人で賑わっている。

「肉が美味うまいんですよね。酒も安いですし」

　男は上官であるデファスを振り返ってそう説明しながら、ふと少年の頭に乗っている猫に気づいた。猫の真ん丸の目を困ったように見つめる。

「あー、猫ちゃんは……」

　連れて入れない、と言おうとしたのだろう。ラジュも気づいてどうしようかと思った時、猫は彼の耳元で「あとで」と囁いた。そのまま頭から飛び降りるとあっという間に雑踏の中に消える。

　店を紹介した男は、まるで自分の猫がいなくなってしまったかのように驚いた顔をした。

「お、おい、ラジュ」

「大丈夫。後で戻ってくるから」

「賢い猫だな」

　猫が入れないのは、よく考えれば分かるはずなのだが盲点だった。ラジュは「後で何か埋め合わせをしよう」と考えながら食事をするために店の中に入っていく。

　しかしティナは、長い食事が終わって彼らが出てきた時も、そこには戻っていなかった。

「──あれ。いない」

　ラジュはきょろきょろと辺りを見回したが、漆黒の子猫はどこにもいない。ただ日が落ちかけた広場に人々が溢れているだけだ。

　まさか迷子になってしまったのだろうか。困惑する少年に後ろから同僚の声がかかる。

「ん？　猫か？　その内戻ってくるだろ。それより遊びに行くか！」

「行かない」

「そこを何とか。お前はいつも落ち着き払ってて面白みがない」

「人を楽しませるために命は賭けない！」

　嫉妬はしないと言い切った彼女だが、わざわざ嫌がりそうなことをしてみようとは思わない。砦には何人か魔法士たちも配備されているが、彼らと比べてもティナの力は明らかに突出している。

　普通の魔法士は空中に浮かび上がるだけでかなりの集中を要して他のことができなくなるが、彼女は何の詠唱もなしによくふわふわと浮いている。第一猫に姿を変えられること一つとっても、魔法士として異質な存在と言っていいだろう。

「俺は猫待ってますから。好きに遊び行ってください」

「女より猫が大事か！」

「そういうこと」

　厳密に言えば両者は同じなのだが説明する気はない。

　同僚たちが「貴族に気をつけろよー」と言い残して出かけると、ラジュは広場の石段に腰かけた。

　一体彼女はどこで時間を潰しているのだろう。置いて帰っても自力で帰って来られるとは思うが、さすがにそれをする気はない。ラジュは自分の瞳と同じ色の空を何とはなしに見上げた。

　そのまましばらくぼうっとしていた彼は、けれどどこか遠くから爆発音が聞こえた気がして立ち上がる。

「ティナ……？」

　ラジュは周囲を見回したが、もとから人が多くざわざわと騒がしいせいか、今の音に気づいた人間は他にいないようだ。もしかしたら常々「砦破壊しますよ」と言っている女が、あの調子で何かに関わったのではないか。ラジュは様子を見に行こうか、それともここで待っていようか迷う。

　その時、背後から知らない女の声がかかった。

「──うらないを、しない？」

「占い？」

　見るとそこには一人の少女が立っている。

　年はラジュより少し上だろうか。白金の髪に蒼あおい瞳の美貌の娘。まったく表情がないので、まるで等身大の陶器人形のようだ。夢の中にいるような非現実味を覚える。

　腕の中に白い花束を抱える彼女はじっとラジュを見上げると、もう一度同じ言葉を呟いた。

「うらないをしない？」

「あー……いらない。ごめん」

　その手のものを彼は信じていないのだ。だが断ったにもかかわらず、少女は口を開く。

「あなたはとても強い光を放ってる。けれどもうすぐ危機が訪れるでしょう。身内の裏切り、遠くからの意志……」

「ちょ、ちょっとちょっと！　要らないから！」

　押しつけ占いで、しかも「裏切り」とは物騒この上ない。ラジュはあわてて手を振った。

　だが彼女はその手をまったく無視して続けようとし──不意に止まる。

　蒼い瞳が大きく見開かれた。

「ひょっとして、あなた……ティナーシャの男？」

「え？」

　聞き覚えのない名前だ。だが、その名は彼に規格外の魔法士を思い出させた。ラジュは嫌な予感を覚えながらも聞き返す。

「ティナーシャってティナのこと？」

　白金色の少女は少し首を傾げた。彼女は持っている花束に視線を移すと、ぽつぽつと呟く。

「彼女は青い月。玉座に無き女王。相反する者に嫁いだ女。変質した……」

「わあああああああああ！　待った！」

　叫びながら飛びこんで来たのは黒髪の女だ。ティナはどこから現れたのか少女の口を押さえて拘束すると、顔を引ひき攣つらせながらもにっこりと笑った。

「ひ、久しぶり、カサンドラ」

　対する少女はもごもごと答える。口を塞がれているのだから仕方ないが、察するに「ひさしぶり」と答えたのだろう。ティナは目だけは笑っていないというか、かなり焦りが窺える表情で続けた。

「積もる話があるようなないような、やっぱりないです。だから余計なことは言わない！　いいですね！」

　占い師の少女はこくりと頷く。ティナはほっとした顔でようやく手を放した。

　カサンドラと呼ばれた彼女は改めて、ティナに向かって顔を上げる。

「百年ぶり？　ティナーシャ」

「余計なこと言うなって言ったのに！」

　美貌の魔法士はそう叫んで頭を抱えたが、既に手遅れだった。







　夜の空を紅あかい巨大なドラゴンが飛んでいる。その背に座る少年は、向かい合って正座している女をじろりと一瞥した。

「連れて来たのは俺なのに、置き去りにしてごめん」

「いえ……、連れて来てくださってありがとうございました」

「途中で爆発音が聞こえた気がしたけど」

「郊外で子供をいじめている貴族がいたので、少しいじめ返していました」

「気持ちは分かるけどやりすぎるなよ」

「次回に生かします」

　お互い言いたいことは別にあるのに、まずは周りを固めている──そんな不自然な会話は長くは続かなかった。ラジュは細く息を吐くと、本題を口にする。

「本名はティナーシャっていうの？」

「まぁ、はい。そうです」

「年を取らないとは聞いてたけど、百歳以上なんだ？」

「老人ですみません」

「別にそれはいいけど」

　ティナーシャは顔を上げる。その闇色の瞳に無性に腹立たしさを覚えて、ラジュは目を逸らした。

　あの占い師の少女（といっても彼女も百歳以上のようだ）はティナーシャと旧知の人間だったらしい。色々気になることを言っていたが、あれ以上詳しくは聞けなかった。詳しいことを知りたいと思ったラジュを、ティナーシャはあの場から引き剝がしてドラゴンに乗せてしまったのだ。そして、上空を行くドラゴンの上で何故か彼女は自主的に正座をしている。そういう状況だ。

「嫁いだ女って言ってたけど……結婚歴があるんだ？」

「うぐ」

　妙な呻うめき声を上げてティナーシャは口ごもった。言外の肯定に少年は眉を顰ひそめる。

　長く生きている女なら過去に何があってもおかしくない。ましてや彼女ほどの美女ならば引く手数多だっただろう。

　だが、そうと分かっていても苛立たしいものは仕方ない。「貴方だけが特別なのだ」というようなことを彼女は散々言っていたのに、そうではなかったのだ。その微笑を、愛情をかつて向けられた男がいた。彼女を妻として傍に置いていた人間が別にいたのだ。

　ラジュは白い眼でティナーシャを見る。

「その相手、今どうしてるの？　何でそいつのところにいないの？」

「えーと、どうしているかというと非常にお答えしにくいのですが、九十年前に一度死別しました」

「九十年」

「老人ですみません」

「それは別にいいから」

　九十年は長い。ぱっと想像できないくらい昔のことだ。

　とは言え、彼女が確かに誰かの妻であったこともまた事実なのだ。

　一度そのことを知ってしまうと、今までの重い愛情の言葉さえ疑わしく思えてきてしまう。自分が狭量なだけだとラジュは分かっていたが、感情全てをのみこむには彼は若かった。

「っていうか、一度結婚したことのある人間が何で年下に絡んで結婚迫ってるの」

「うぐ」

「初対面からべったりだし。俺、そんな好かれる心当たりがないんだけど。今までのことって冗談？」

　ラジュは自分の何倍生きているのか分からない女をねめつける。

　冗談のはずがない、と思う自分もいるのだが、一ひと目め惚ぼれをされる覚えがないのもまた事実だ。

　ティナーシャは頭の上に重石おもしを乗せられたかのようにうなだれる。けれど彼女は肩を落としながらも顔を上げ直すと、彼を真っ直ぐ見つめた。

「怪しいかもしれませんけど、冗談ではないですのでそこは疑わないでください」

「怪しい」

「でも愛しています」

　息を止めさせる言葉。

　ラジュは正面から突き飛ばされた気がしてたじろぐ。

　彼女の細い体にはまるで嵐が孕まれているようだ。夜よりも深い闇がそこには広がっている。

「もし私が別の私であったとしても、何も知らぬまま今の貴方に出会ったとしても、私は貴方を愛するでしょう。初めて会ったあの日もやっぱり私は貴方の精神に焦がれた。貴方に向ける思いに偽りは一つもありません」

　濁流のような感情。

　それは、無償の愛と言うには重すぎる。差し出されるものが多すぎる。

「たとえ貴方が私を選ばなかったとしても変わらない。私は、永遠に貴方のものです」

　遥か未来までの不変を捧ぐ想い。

　それを聞いてラジュは言葉を失くす。




　──いつでも、彼女はたった一言で自分を射抜いてしまうのだ。

　そこに噓がないと分かるからこそ否定できない。

　そしてだからこそ自分は彼女に惹かれ続けている。もうずっと前に、初めて出会った時から。




　ティナーシャは正座を解くと彼に抱き着いてきた。ラジュは数秒の間を置いて彼女の頭を撫でる。

「あー……ごめん。意地悪言った」

「貴方はいつもつれないからいいです」

「だって怪しいし。まさか百歳越えてるとは思わなかった」

「うう……年の差が広がった……」

　昔、大陸には永い時を生きる魔女が実在していたとも聞くが、彼女も似たようなものなのかもしれない。だがそれもどうでもいいことだろう。ラジュにとって彼女は今の彼女でしかないのだから。

「なんか……何もしてないのに疲れたよ。猫を洗いたくなった」

「やですよ！　濡れるの嫌なんです！」

「別にティナを洗うとは言ってないけど……動物洗うとすっきりしそうだろ」

　そこまで言って、ラジュは毛玉のようなふわふわな子猫が濡れてしょぼんとしているところを想像する。じっとティナを見ると、彼女は悲鳴を上げた。

「嫌ですよ!?　ほんとにやだから！」

　ラジュは答えない。夜空に女の懇願だけが響く。








※









　サネク城砦から遠く南東に、メンサンの城都はある。

　今年六十七歳になる現王は老齢のため床についており、ただ次期王は二人いる兄弟のどちらが継ぐかまだ決まっていない、そんな状況だ。

　母親の違う二人の兄弟。仲良く一緒に育ったわけではない。年も一歳違いで、ろくに話をしたことさえないが互いを意識して育った。ただ、決していがみあっていたわけでもないはずだ。

　──そう思っていた第一王子のエズルは、ここ最近、自分の周りで起きた異変に考えを変えざるを得なくなっていた。自身の執務室で、彼は側近を前に歯嚙みする。

「リアス……そこまで俺を追い落としたいのか……！」

　王になるために必要なものは血だけではない。有能な臣下と、味方となってくれる人脈が必要だ。にもかかわらずエズルはここのところ、立て続けに頼りにしていた人物と連絡が取れなくなったり、心変わりの返事をもらっていた。ひどいものになると長年昵じっ懇こんの間柄だった大貴族が、屋敷で暗殺されてしまったという事件さえある。

　そこに誰が絡んでいるのかなど疑うべくもない。政略に長けた異母弟が動いているのだ。

　よく政まつりごとを学んでいた弟のリアスと違って、エズルは剣と軍事に注力してきた。父王を支えるためにも周辺諸国に隙を見せぬためにも、それが一番だと思っていたのだ。

　だがその代わり自分が謀略や腹芸に劣っていることは否めない。リアスはそんな兄の弱点を突いてきているのだろう。

　──このままでは、何もできぬまま王位争いから脱落させられてしまう。

　もしリアスが王となれば、自分の邪魔になる異母兄を放ってはおかないだろう。追放するか謀殺するか……けれどエズルが国の中枢から消えれば、今まで彼の武力を疎んで黙っていた周辺諸国が動き出しかねない。特に隣国のバルシアは、常にサネク城砦の動向を窺っているのだ。

「何とかしなければ……」

　兄弟のどちらにつくか、未だ様子見をしている諸侯は多い。彼らに「兄についた方が国のためになる」と思わせなければ。ただ今は表面上周辺国の均衡は保たれていて、エズルが得意とする武勲を立てる機会もない。

「可能性があるとしたら、サネク城砦か……」

　バルシアに睨みを利かせる辺境城砦は、メンサンで一番「何かあった時に攻めこまれやすい場所」でもある。エズルが宮廷からいなくなれば、早晩戦場になるだろう。

　だがその現状を理解している諸侯は多くない。皆、遠い土地のことと思って油断している。エズルやその臣下たちが数年間苦心してきた結果の平和だと気づいていないのだ。これに関してエズルは上手くやり過ぎた。

　まさか自分の人生において「自分が上手く保っている平和が自分の足を引っ張る」などということが起きるなど、不器用な彼は思ってもいなかった。だがいつまでもそのままではいられない。

「……ミラード将軍を、サネク城砦に配備させる」

　側近たちの間に緊張が走る。

　ミラードは、エズルの臣下の中でも実直、勇猛で知られる男だ。腹芸はできないが戦場での能力は確実なもので、そんな彼を辺境の砦に移動させることは、そこで戦闘が起きる可能性を意味する。

「で、殿下、それは一体……」

「念のためだ」

　まだ逆転の機会はあるはずだ。できればできるだけ被害が少なく、軍備の重要性を知らしめるような機会が。

　エズルは深い溜息をつきかけてそれをのみこむ。

　どうしてこんなことになってしまったのか、分からない自分の無力さが嫌だった。
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　──思わぬところから素性が漏れてしまったが、ラジュは猫を洗わなかった。

　ティナーシャはそのことに安堵しながらも、申し訳なさを覚えて仕方がない。

　彼は年齢の割に理性的だ。周囲の人間を気遣う気持ちが強く、その分自分のことを我慢しがちだ。それは彼の優しさなのだろうが、その彼にあんな感情的な言葉を吐かせてしまったことに後悔する。いっそ謝罪として猫で洗われればよかったのだが、とにかく嫌なので濡らされてもいないのに騒いでしまった。ラジュには最終的に「なんなんだ……濡らさなきゃいいんだろ」と投げやりに言われた。とても謝っている側がすることではない。

「反省……」

「何を反省なんですか、ティナさん」

「少なくとも貴方に関することじゃないですね……早く課題をやりなさい」

　ティナーシャはうなだれながら、くずかごに捨てられていた手紙を拾う。裏返すといつの間にか見慣れてしまった名前が書かれている。モーラウの婚約者だという女性だ。返信がないことに相当怒っているのかもしれない。あて名書きの字がだんだん強い筆跡になってきている。それでも綺麗さを保っている辺り、きちんと教育を受けた貴族なのだろう。

　ティナーシャはくるくると手紙を回すとモーラウに向かってそれを投げつけた。

「いい加減開けなさい。十通目ですよ」

「読みたくないものを開ける必要がどこにあるのです」

「駄々っ子か！」

　モーラウは書類の山を積み上げながらにやりと笑った。ティナーシャは腰に両手を当て説教する。

「政略結婚は貴族の義務のうちですよ。今まで無能のまま安穏と暮らしていたんですから、諦めて結婚なさい」

「だから無能じゃなくなろうと努力しているではないですか、ティナさん。結婚してください」

「寝言は寝て言え」

　ティナーシャは仕方なく床に落ちた手紙を書類棚の引き出しに放りこんだ。そこには今までの十通が全てしまわれている。それらの封書を見やって彼女は嘆息した。

「まぁ……いつかは読みなさい。とりあえず今は仕事。貴方は人の三倍やらないと覚えないから頑張りなさい」

「もっと率直に言ってください！」

「さっさと取り組め馬鹿者」

　途端に嬉々としてペンを取る男に彼女は心底疲れた顔になる。そのまま引き出しを閉めたティナーシャは、改めて愛しい少年のことを思い出すと、がっくりと頭を垂れた。







　砦の大食堂は、必要以上に混雑しないよう長目の時間開放されている。

　そこで一人で夕食を取っていたラジュは、向かいに座ってきたデファスに顔を上げた。

「隊長、戻ってたんですか」

「今日な。どうだ？　この数日何か変わったことあったか？」

　デファスは街に食事に行った日、そのまま「ちょっと別の任務で呼び出された」と砦を空けていたのだ。平時には部隊長がいなくても特に問題なく任務が進むが、あまりおおっぴらにそう言っても差しさわりがある。デファスは気にしなそうな性格だが、そこは部下としての振るまいというものがあって当然だ。

　ラジュは、気さくな部隊長を見やる。

　年齢は二十二歳と聞いた。この地方の出身ではなく城都の方から来たらしい。腕は立つが、あまり根を詰めて訓練する様子もない。風のように気まぐれに動いている印象だ。だがそんな彼でも辺境城砦の部隊長という立場を得ているのだから、ここまで色々考えて動いてきたのだろう。

　デファスは、自分を見てくる部下に気づいて視線を上げる。

「なんだ、悩みごとでもあるのか？」

「悩みごとというか……隊長はどうして隊長になったんですか？」

「ん、なんとなく」

　あっさりと終わってしまった。特に何も考えてなかったようだ。デファスは部下の落胆をからからと笑った。

「人生なんてそんなもんだろ。生きられるように生きるだけさ」

「そんなものなんですかね」

　そうではない、とラジュ自身は思っている。少なくとも自分の納得できる自分になりたい。

　小さな村で生きてきた時には、はっきりと自分がどうなるのかについて意識したことはなかったが、今は違う。確実な力を身に着けたいと思うのだ。

「別に、お前ならこのまま剣の腕を上げて武官試験を受けて、上手くいけば城都で宮仕えにって、それでいいだろ。なんで今更そんなこと悩んでるんだ？」

「今更、というか……。実は俺を好きな女性に結婚歴があって──」

　そこまで言ってラジュは言葉を切った。スープを飲んでいたデファスが激しくむせ始めたからだ。

「大丈夫ですか、隊長」

「お前……どこから突っこんで欲しいんだ、その話」

「いや、どこにも突っこまなくていいんですけど、単に前に結婚してた夫はどんな人間だったのかって疑問に思ったんですよ」

　あのティナーシャを妻にしていたという男は、何を以て自分が「彼女に足る」と思ったのだろう。

　そこにあるのがただの愛情だけだというなら、自分には敵かなわない。ラジュには、彼女を想う気持ちさえあれば、自分に何もなくてもいいとは思えないのだ。

　では自分に何があればそんな確信が持てるのか、と考えると素直に疑問だ。できないことができるようになる、その繰り返しだとは思うのだが、そもそも「どのできないこと」を目標にするのか。

　自分がこの先どうなりたいのか、どうなれば納得できるのか──この問題は、本来ならもっと大人になってから出くわすものなのかもしれない。たまたまティナーシャとその前夫という存在を知ったから気になってしまっただけだ。

　それでも喉に刺さった小骨のように、引っかかってしまう。

　デファスはパンを手に取ると、ばっさり言う。

「そんなこと気にするだけ無駄だ。それに、お前のことを好きな女であって、お前が好きな女じゃないんだろ。ならその女には構うな。お前は自分のことしてろよ」

「自分のこと、ですか」

　それをしようとは思っているが、終着点が分からないのが今だ。砦に入った時は漫然と「まず三年務める」と思っていたが、もう少し具体目標が欲しくなってきた。

　真剣に考えこむ部下に、デファスは呆れた目を向ける。

「お前さ、それ要するに自分のことだけを好きでいてほしいんだろ。独占欲が強いんだよ」

「……は？」

「けど年上の女に騙だまされるなよ。お前ならあと数年もすれば、相手なんて選びたい放題だからな」

　デファスの言葉の後半をラジュは聞いていなかった。

　その発想はなかった、と思うが、そうなのだろうか。普段ティナーシャがべったりすぎて独占欲など意識したことがなかった。ただ九十年前に夫がいたという話を聞いて、心がざらついたのも事実だ。少なくとも死別したということなら、いがみあって別れたわけではないのだろうから。

　ラジュはそのことを考えたまま、食事を終えてデファスと別れる。

　──もし将来彼女と結婚したなら、自分は非常に嫉妬深い夫になってしまうのだろうか。

　そんな心配を抱いて少年は廊下の角を曲がった。

「ラジュ」

　声と同時に飛びついてくる女を、彼はいい加減慣れた仕草で受け止める。

　本当は彼の反射神経なら避けることもできるのだが、それをすると余計彼女はむきになってしまうと経験上知っているのだ。魔法で四肢を拘束されるなら、素直に受け止めた方が若干ましだ。少年は首に巻きついてきた白い両腕を解くと彼女を床に下ろした。

「頼むから普通に話しかけて欲しいんだけど」

「そうすると触らせてくれないじゃないですか」

「当たり前」

　そのまま廊下を歩き出すと彼女は横をついてくる。誰かに見られたらどうするのかというくらいティナーシャは平然と話しかけてきた。

「ラジュ、お仕事はもう終わりですか？」

「一応。夜番はないし」

「なら遊びに行きませんか。海にでも行きましょう」

「行かない」

　実を言うと海を見たことのない彼は、その誘いに心揺らぐものがないわけではない。だが、ここで一を飲んだらなしくずしに十まで飲まされそうなのだ。

　いつも通りに拒否すると、彼女は非常に残念そうな顔になった。

「あんまりつれないと砦破壊しちゃいますよ」

「絶対やめろ。脅迫禁止」

「こういうのって駆け引きって言わないんですか？」

「脅迫以外の何ものでもないから」

　不服そうに口を尖とがらせた女は、けれど少年の顔を見上げて目を丸くする。

「どうかしました？」

「いや、別に……」

　そうは言ったものの、さっきデファスにも「悩みごとがあるのか」と聞かれたくらいだ。色々考えていることが顔に出ているのかもしれない。ラジュは頭の後ろで腕を組んだ。

「自分の未熟さが気になる時期なんだよ」

「ええ？　貴方はすごい速度で成長してると思いますけど……。貴方が成長に悩んでたら、他の人間の自信が粉微塵になりますよ」

「と言われてもな。俺は実戦をしたこともないし」

　剣の修行はしているが、成果は実感できていない。このまま三年がずるずる過ぎたらどうしようかとも思う。そんな彼の考えを見透かすように、漆黒の瞳がじっとラジュを見上げてきた。

「では、実戦とまではいきませんが……一つ、試してみましょうか？」

　その目は、闇よりももっと見通せない何かだった。







「こういう試合をするのはずいぶん久しぶりです」

　砦近郊にある平原。そこに距離を取って向かい合った二人は、それぞれ自分の持つ剣を確認していた。訓練用の剣を選んだラジュは、短剣と細身の長剣の二本を持っている女を見やる。

「っていうか、双剣を使うんだ」

「ええ本来は。剣術にしては変則なんですけどね。ちょっと鈍なまってますし」

「魔法は使うの？　俺、対処の仕方分からないんだけど」

「攻撃には使いません。身体強化には使わせてくださいね。あ、一応致命傷にならないようにお互いに結界は張ってるんで、思いっきりやって大丈夫です」

「分かった」

　ティナーシャは、戦うことを意識してか白い魔法着姿で髪をまとめている。

　彼女が長剣を持ったところを見るのは初めてだ。おまけに双剣。手合わせをしたことがない種の相手だ。戦える人間なのだろうとは思っていたが、やはり戦闘経験があった。そのことにラジュは複雑な昂揚を覚える。納得と、どれほどの腕なのかを知りたいと思う。彼女の底知れなさの一端がそこにあると感じるからだ。少なくとも剣において、彼女がどの辺りに位置している人間なのか知っておきたい。

　ラジュはもう一度己の剣を握り直すと顔を上げた。

「いいよ。いつでも」

　光源は青白い月だけだ。影ばかりが目立つ夜の中、ティナーシャは微笑む。

「ではお言葉に甘えて──行きます」

　草原を軽く蹴った女は、恐ろしい速度で彼の懐に飛びこんできた。

　左の短剣を振るって心臓を狙ってくる。それをラジュは剣の柄で弾いた。彼女の首を薙ぐように手首の力だけでそのまま剣を滑らせる。

　ティナーシャはしかしそれを長剣で下にいなした。彼女は半身になると一歩を踏みこむ。迷いなくもう一度短剣の切っ先を上げた。

　至近から死角への攻撃──普通の人間ならここで終わっていただろう。

　だが短剣が突きこまれる直前、ラジュは左足を軸にして向きを変えた。彼女の側面に回る。

　ラジュが下から剣を斬り上げると、ティナーシャはぎりぎりで上体を逸らして避ける。

　体勢が崩れかけた彼女は、短剣を持った左手を草原についた。隙を逃さず打ちこまれる剣を長剣で受ける。ただそれもティナーシャの力では押されただけだ。

「っ……」

　尻餅をつきかけた彼女に、間を置かず次の一撃が振りかかる。

　ティナーシャはそれを見上げて──後方に転移した。

　一瞬で剣の届かない場所まで下がった女に、ラジュは呆れた顔になった。

「転移ありなの？」

「は、反射的に……すみません」

「そりゃ一応兵士だし。もうやめとく？」

　軽く手合わせした感じ、ティナーシャは強い。

　強いが、勝てない相手ではない。

　少し肩透かしなくらいだが、彼女は魔法士だ。鈍っていると言っているのだし、あまり無理をさせても気の毒だろう。若干の気まずさを感じてラジュは剣を下ろす。

　けれどそこに、静かな声が返った。

「いえ。やらせてください」

　ティナーシャは短剣を持った手で眉間を押さえる。

　その手を下ろし、顔を上げた。

「ちょっと……本気になります」

　聞き間違いかと、ラジュは眉を顰める。

　だが月下に見える女はわずかにも笑っていなかった。闇色の瞳が夜よりも深く沈んでいく。

　そこにあるものは紛れもなく「人を殺す者」の威だ。

　殺意と戦意を統制し、刃を振るえる者。

　ラジュは息をのんだ。無意識のうちに改めて剣の柄を握り直す。

　──そして彼は、今まで知らずにいた彼女の一側面に触れることになった。




　月光の下、白刃が煌めく。

　それは迷うことなく彼の上へ振ってくる。

　剣で受けるには間に合わない速度。ラジュは首を横に傾けて避ける。すれすれで刃が結界を掠め、白い光の粒が上がった。彼は着地しようとするティナーシャの足を狙って剣を薙ぐ。

　けれど彼女は靴底でその刃を受けた。金属を張った靴なのだろう。ティナーシャはその勢いで後ろに飛ぶ。代わりにラジュへと短剣を投擲した。

　額を狙って正確に投擲された短剣を、彼は右に跳んで避ける。

「弓の狙いはあんなに駄目だったのに」

「短剣は昔かなり練習したんですよ」

　言いながら剣を振るってくる彼女の手に、短剣が再び転移して戻る。

　あれを自由にさせるわけにはいかない。彼は思いきって距離を詰めた。結界を信じて彼女の体を剣で薙ぐ。

　だがティナーシャは、自身も合わせるように前に踏みこんできた。細身の長剣が突き出される。

　──速い。

　だが驚嘆しながらもラジュは動いていた。剣の柄で長剣の切っ先を弾く。

　彼女の攻撃はその体格を反映して軽い。だから恐れず押しきるしかない。

　けれどそう思った次の瞬間、ティナーシャは彼の目前から消える。

　視界の上端ぎりぎりを、白いものが通りすぎていく。

　疑問に思った瞬間、頭の上にふわりと手の感触が過よぎる。頭に手をついて頭上を通られたのだ、と理解した時、ラジュは背中を蹴られて前によろめいた。

「どういう動きしてるんだよ！」

　踏みとどまって剣を振るうと、ティナーシャは薙がれたその刃を自身の長剣で受ける。

　彼女は白々とした笑顔で返した。

「私、軽いので」

「絶対魔法使ってる。そんな筋力ないだろ」

　ティナーシャは何の躊躇いもなく飛びこんでくる。

　それは彼女の性格そのものだ。間断ない攻撃は、一つ一つが恐ろしい速度を持っている。

　まるで美しく舞うように。苛烈に。

　一切を振り向かぬ刃はただひたむきだ。ラジュはその全てを捌きながら得心する。

　──これが彼女だ。

　年上で、絶世の美貌で、得体が知れす、恐ろしく情が深い。

　まるで不思議な人間だ。そんな彼女が選んだのが何故自分なのか。

　分からない、と思う。自分は彼女が選ぶに足らない人間ではないかとも。

　だが彼女は、その一切に拘泥しないのだ。

　彼だけに笑って、甘えて、拗ねて、怒って、ぶつかってくる。

　そして彼が特別であるからこそ──こんな顔もたまには見せるのだ。







「ま、負けました……」

　草原に投げ出されたティナーシャは、上がってしまった息の中でようやくそう言った。

　その姿を、自分も肩で息をしながらラジュは見下ろす。

　本気を出した彼女の剣は、一撃一撃は軽かったものの、対応し切れないほどの速度で攻勢を重ねてくるものだった。変則と言っただけあって、体術混じりで死角を狙ってくる攻撃に、ラジュは何度もひやりとした思いを味わわされた。

　けれど彼は結局、ティナーシャを退けた。隙を見て短剣を彼女の手から弾き飛ばし、武器のなくなった左手を取って彼女を投げたのだ。

　まさか投げられるとは思ってみなかったらしく、ティナーシャは「ぎゃ」と猫のような悲鳴を上げたが、怪我はしなかったらしい。ただ疲労のためか今でも草の上に転がっている有様だ。

　ティナーシャは「あー」と声を上げながらごろごろする。

「間合いがそんなに変わらないので、いい勝負ができるかと思ったんですが……駄目ですね」

「魔法で身体強化ってどれくらい影響してるの？　ちょっとありえない速度だったんだけど」

「ありえないって貴方対応できてたじゃないですか……。私の剣の師を基準に強化したんですよ」

「生身でそんな速度の人間がいるんだ……」

「もう死んでます。昔の人ですから」

　ティナーシャはようやく体を起こした。草原に座るとラジュを手招く。

　彼が隣に座ると、ティナーシャは上半身を寄せてきた。

「というか、十五歳の貴方に負けるってとてつもなく凹へこむんですが。私、年を経るごとにひょっとして弱くなってますか？」

「昔を知らない。でも攻撃魔法がなかったからじゃないの」

　今の攻勢を見るだに、直接攻撃魔法以外は結構使われていた気もするが、あれで攻撃魔法が加わったらどう対応すればいいのか分からない。魔法を使われる前に叩き伏せるしかない気もする。

　ティナーシャは彼の肩に寄りかかった。

「攻撃魔法はなかったですけど、貴方も普通の剣ですからね……。勝てたら結婚を申しこもうと思ったのに台無しです。ひどい」

「負けたら俺こそ真剣に凹むんだけど」

「ぐうう。年の差何歳あるかばらしたい！」

　ティナーシャはラジュの呼吸が戻ったことを確認すると、膝の上に乗ってきた。ふてくされたような目で彼を見上げる。

「まったく、非常に、残念です。でも勝ったのは貴方ですからお願いを一つ聞きますよ。結婚とか」

「何で勝っても負けても結果が同じなの。じゃあ俺のお願いは今後絶対砦を破壊しないこと、で」

「む、難しい！　けど、頑張ります……」

「難しいのか……」

　ラジュは、まとめてあった女の黒髪に指を差し入れる。長い髪は自然に解けて彼女の背に広がった。彼は一房を取って指を滑らせる。

　少し前までの低迷感が今はない。体を動かしたせいか、それとも彼女に勝ったせいかは分からないが、不思議と気分は悪くなかった。ラジュは女の頭を撫でながら苦笑する。

「とりあえずはこんなものか。ここからティナーシャを突き放していく方向で努力しよう」

「私、突き放されるんですか!?」

「うん」

　少なくとも、剣においては彼女を凌りょう駕がし、守れるように。

　デファスの言う通り、宮廷での仕官を目指すのも悪くないと思う。小さな目標を辿りながら進む。

　またいつか、自分がちゃんと成長しているのか、この道でいいのか迷う日が来るのかもしれない。

　それでも一つずつ懸念を消すように歩んでいく。その隣にきっと彼女はいつもいてくれるのだ。

「ど、どうして私は捨てられるんですか。短剣転移させたのが駄目でした!?」

「そうじゃない」

　ラジュは、膝に抱いた女の頰に口付ける。ティナーシャは一瞬きょとんとして──次の瞬間、彼を押し倒さんばかりに飛びついてきた。

「何で！　何でですか！　すごく嬉しいんですけど！　結婚してくれる気になったんですか！」

「なってないなってない。さ、帰るか」

「え、ちょっと、待ってください」

　首に彼女を巻きつかせたまま、ラジュは立ち上がると草原を歩き出す。

　青白い月の下、彼ら二人の影は長く草原に伸びていた。








※









「彼」は夢の中から意識を起こした。

　いつも通りの朝だ。気分は悪くない。

　広い寝台の隣に手を伸ばすと、まだよく眠っている女を腕の中に抱き寄せる。温かな白い躰。滑らかな背中に手を滑らすと、彼女はくすぐったいのか震えて縮こまった。その耳に彼は囁く。

「起きろ。朝だぞ」

　返事はない。ただ声は届いたのか彼女は顔を顰めた。これが猫だったら耳を伏せていただろう。

　彼は溜息をつくと背中に触れていた手をもっと下げて、彼女の太ふと腿ももをつねる。

「起きろ。今日はお前も仕事が入ってる」

「いたたたっ」

　小さく悲鳴を上げて彼女は目を開けた。眠気と非難が混じりあった目で彼を見つめる。

「何するんですか──」

　そこで彼は目を覚ました。







「うわっ」

　飛び起きたラジュの第一声はそんなものだった。寝台の上で、彼は頭を抱えて呼吸を整える。

　枕元では黒猫がしっぽを軽く上げたが、彼女は目を覚まさなかった。

　今はちゃんと猫である彼女の姿を、少年は形容し難い目で眺める。

「どういう夢見てんの、俺……」

　妙に現実感のある夢だった。腕の中にまだはっきりと、知らないはずの彼女の躰の感触が残っている気がする。軽く頭痛がするのは夢の途中で起きたからだろうか。

　勝手に見た夢でこの内容は割とひどい。ラジュは自分が情けなくて肩を落とした。

「あー……風呂入ってこよう」

　まだ同室の人間は誰も起きていない。

　ラジュは枕元で眠っている黒猫を撫でると、一人で風呂に向かった。







　ティナーシャが黒猫の姿で目を覚ました時には日はすっかりのぼりきっており、ラジュは既に部屋にいなかった。それどころか誰もいなかった。起きる時間が遅すぎるので彼女にとってはいつものことだ。

　彼女は寝台の上で大きく伸びをして毛づくろいをすると、元の姿に戻って誰もいない浴室に向かう。広い浴槽にお湯を溜めてだらんとしながら、徐々に意識を覚醒させていった。

「ねむ……」

　浴槽の縁にもたれかかってティナーシャは欠伸をする。

　砦での毎日は平穏だ。ラジュも毎日やることが色々あって充実しているらしい。努力を厭いとわないその姿は、「かつての彼もこうやって育ったのだろうか」と微笑ましい。ただ王太子として育った過去と違い、余計な重圧もなく未来を選べるのはいいことだろう。時折悩んでいる姿が見えるのも自由があるおかげだ。──そんな感想をラジュ本人が聞いたら「ティナが重いんだよ」と言うのだろうが。

　彼女は時間をかけて目を覚ますと、身支度をしてモーラウのところに向かった。

　彼に与えた課題に目を通し、一緒に昼食の席についたティナーシャは、モーラウからある話を聞いて軽く眉を上げる。彼女は昼から酒瓶を開けようとしている男を魔法で拘束しながら聞き返した。

「配属替えですか？」

「そうなんですよ。いやー突然で困りますね。明日は我が身です。僕が別の場所に配属になったらついてきてくれますか？」

「綺麗に記憶消しといてあげますから、心置きなく一人で行きなさい」

「そんな殺生な！　これから僕は何を糧に生きていけばいいのです」

「知るか」

　彼女は言いながら酒瓶を取り上げて転移させる。脱線しかけた話題を元に戻した。

「それで、ここに新しく配属された将軍があなたの知り合いなんですか？」

「知り合いと言えば知り合いですね。家柄が同じくらいで同世代なので、よく比較されていましたよ。やつと比べて僕は無能だとか……ひどい中傷です」

「事実じゃないですか」

　──急な配属替えによって、このサネク城砦に新たな将軍が派遣されるという。

　聞けばその男はかなりの切れ者で、王族からも目をかけられているそうなのだ。そんな人間を国境近くの城砦に配備するとは、何か情勢に変化があったのだろうか。

　ティナーシャは白い指を顎にかける。

「うーん。将軍で切れ者って言っても色々いますからね……。最近は戦争もありませんし。暗黒時代にはそれこそ天才、鬼才としか言いようのない人材が何人も現れましたけど、彼らだって乱世だからこそ頭角を現したんであって、平時にはその才覚が明らかにならなかったと思うと皮肉なものを感じます」

「ミラードは単なる性悪です。性悪」

「……貴方の言うことってあてになりませんから」

　ティナーシャはお茶のカップを片手に目を閉じる。

　この国の政治に関わるつもりはさらさらない。ただラジュが生きる周りが平和であればいいだけだ。それが脅かされるなら、相応の動きをしなければいけないが。

　ティナーシャは目を細めてどうしようもない笑顔の男を見やると、軽く溜息をついた。







　剣戟の音が訓練場に響いている。

　よく晴れた陽気は暑すぎるということもない。外で過ごすにはちょうどいいくらいだ。

　兵士たちがそれぞれの訓練に精を出す中、ラジュは稽古の相手であるデファスに向かい大きく踏みこんでいた。予想の速度を上回ったのか目を瞠るデファスへ少年は剣を打ちこむ。それをかろうじて受けた男は「おっと」と言いながら二、三歩よろめいた。

　追撃をかけようとしたラジュをデファスは空いた手で留める。

「待った待った。降参」

「……手、抜いてませんか」

「抜いてないって。俺じゃもう無理だ」

　笑いながらそう答える彼にラジュは一瞬疑わしげな顔をしたが、相手が上官である手前、頭を下げた。デファスは自分の剣をしまうと肩をすくめる。

「本当に抜かれちまったな。もっと上の人間に相手してもらうといいぞ。今度来た将軍はかなりの技量だっていうし」

「お会いしたことありませんよ」

「貴族階級だからなぁ。俺も話に聞いただけ」

　デファスはそのまま「休憩するわ」と言って訓練場を去っていった。ラジュは振り返ると、試合を眺めていた同室の兵士に声をかける。

「じゃ、次やる？」

「やだ。お前とやると凹む」

　彼より四歳年上の男は全力で首を横に振る。すげない拒否に少年は肩で息をついた。







「それで私ですか」

　女の声は、呆れよりも嬉しさが明らかに勝っていた。ラジュは頷いて双剣の女を見やる。

　さすがに最年少で武官でもない自分が、何の面識もない将軍に稽古の相手を頼むことは難しい。だが彼の知り合いは皆、最近は「無理」と言って相手をしてくれないのだ。

　結果としてそれなりの腕を持っていて、彼と剣を交えることを嫌がらない人間は彼女だけになった。ティナーシャは周囲に誰もいない草原を見回す。

「貴方の相手をできる人間はそのうち誰もいなくなりますよ。ましてや辺境の城砦でなんて、なおさらです」

「と言われてもな。城都に行きたいって思っても一兵士が好きには動けないだろ」

「なら、私と旅に出ませんか？　実戦で得られるものは、倍の時間稽古をして得るものよりずっと多いですよ」

「駄目」

「うー」

　唸り声と同時に彼女は草原を蹴った。右手の長剣を軽く振るってくる。ラジュがそれを長剣で受けると彼女は左手の短剣を至近から投擲してきた。

　少年はぎりぎりで体をそらして短剣を避ける。

　だが数秒後、彼は後頭部に衝撃を受けて「ぐ」と声を上げた。

　見るとティナーシャが楽しそうに笑っている。

「攻撃魔法禁止って言ったのに」

「使ってませんよ。そういう魔法剣なんです。自動で空中を戻ってくるっていう……」

「先に言ってよ」

「だから実戦の方が身になるって言ってるじゃないですか」

　ラジュは苦い顔で草の上に落ちた短剣を拾い上げた。ズキズキと痛む頭を押さえる。

　──小憎たらしいとは思うが、彼女の言うことの方が正しいとは分かるのだ。

　稽古を積むのは実戦のためだが、いざ肝心の時に不測の事態に出くわしたからといって「稽古と違ったから」などと文句は言えない。「魔法を使わない」という条件が既に彼女の力の大半を削いでいる以上、剣の動きくらいは自力で対処してしかるべきだろう。

　ラジュは短剣を彼女に返すと、再び距離を取った。

「もう一回お願い」

「いいですよ。勝ったら結婚してくれますか？」

「しない」

「ずるい……」

　恨みがましい言葉とは別に、何がおかしいのか彼女は腹を抱えて笑っている。

　ラジュはどこからかこみ上げてくる釈然としない気分に剣を構えると、今度は自分の方から踏みこんだ。







　休憩を何度か取りながら一時間ほど手合わせをすると、ラジュは草原に転がっているティナーシャの隣に腰かけた。どうも彼女は体力があまりないらしく、すぐに息を切らせてしまう。少し無理をさせたかと彼は目を閉じているティナーシャの額に手をあてた。

「その剣ってさ、いつどこで誰に習ったの？」

「いつかは言いたくないですね！」

「……まぁいいけど」

　百歳を越えていることはばれているのだから、今更何を隠すことがあるのかとラジュは思ったが、暗黒時代などと言われたらさすがに引いてしまうので、それ以上は突き詰めないことにした。ティナーシャは残りの質問について返答する。

「剣は、タァイーリで当時将軍だった人に習ったんですよ」

「……その国ってもう滅んでるよね」

「ああああああ、しまった！」

　ラジュは頭の中で大陸年表を大雑把に思い出す。かつて大国であったその国は、確か百年ほど前に現在の大国メディアルに敗れて滅亡したはずなのだ。これで最低でも百年以上前に彼女は剣を習っていたことが明らかになってしまった。

　ティナーシャは己の失態に「みぎゃー」などと叫びながら草の上をころころ転がっている。その様子を見ていると更に突っこんで苛いじめてみたい気もしないではないが、とりあえず今聞きたいのは別のことだ。

　ラジュは転がってきた女の頭を軽く叩くと回転を止めた。

「タァイーリってそういう剣技が主流だったの？　ちょっと変わってるけど」

「違います。私は元流れ者の暗殺者に教わったんですよ。本当は後継者一人にしか教えないらしいんですけど。その人は出会った時は既に足洗ってましたし、次代に教えるつもりはないって人でしたから。代わりに私が習ったんです」

「暗殺技能なのか！」

「です。と言っても、私はそこまで腕が及びませんでしたけど」

　言われてみれば、確かに彼女の双剣は防御よりも攻撃を重視する傾向がある。速度を極めて死角から急所への一撃を主眼とするような戦い方だ。

　しかし今まで、てっきりそういう流派があるのかと思っていたのだ。まさか本来なら表に出ることはない暗殺技能の一種だとは疑ってもみなかった。

　ラジュは立膝に頰ほお杖づえをつきながら考え始める。

　──違和感を覚える。

　だがそれは、まるで夢の中のことのように曖昧で形にならない。上手く思い出せない。ただ存在していることが分かるだけだ。

　少年はまとまらない思考を抱えたまま、ふと隣で仰向けになっている女を見下ろした。

「ラジュ」

　彼女は目が合うと同時に微笑んで両手を伸ばしてくる。

　無防備で柔らかい笑顔。──その微笑に今朝しがた見た夢が甦った。

「うわっ！」

　ラジュは反射的に飛とび退のく。赤くなる顔を押さえて立ち上がった。

　そのあんまりな反応にティナーシャは目を丸くする。彼女は体を起こすと猫のように首を傾げた。

「どうかしたんですか？」

「ど、どうもしない」

「でも何かおかしいですよ」

「おかしくないおかしくない。それよりもう帰るから猫になって」

「まだ昼間なのに」

　彼女は不満顔ながらも姿を変えるための詠唱を始めた。だが十秒後、四つ足となったティナーシャを見てラジュは絶句する。しなやかな体と黒く艶やかな毛皮。だが優美な姿はいつもの子猫のものではない。もっとずっと大きい──黒くろ豹ひょうの姿に彼女はなっていた。

　豹は足音をさせずに啞然としているラジュの背後へ回ると、背中に飛びつく。

「ちょ、無理！　乗れないから！　何で豹なの！」

「だってちっちゃいとつまんないんですもん！」

「豹なんか連れて帰れないよ！　猫！　猫希望！」

「やーでーす！　いつも猫だと思ったら大間違いです！」

「砦に帰れないって！　夕飯どうすんの！」

「もう帰らなくていいですよ。どっか別の国行きましょう」

　訳の分からない平行線を辿る二人。

　彼らが砦に訪れたちょっとした変化に対面するのは、この翌日のことだ。
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　辺境城砦に出す手紙は、届くまで五日かかる。

　緊急の連絡などであれば転移陣を使ってやりとりされるが、単なる私信などは定期便に乗せられるのだ。だから彼女は、最初は返事がなかなか戻らないのも当然だと思っていて……けれど何通だしても返事は来なかった。

　──一体どういうつもりなのか。

　彼には最初から、貴族の義務を説いているだけだ。彼の家は「ごくつぶしでいられても困るから」などと彼を官吏にさせたようだが、彼にそんな能力がないことは分かっている。しょせん誰にでもできるような仕事だ。さっさと帰ってきて結婚し、自分と子供を作ればいい。

　それだけが彼に求められていることだ。血を残すだけのこと。後は屋敷内でぶらぶら生きていればいい。貴族として必要とされることは全部自分がやるのだからと。

　叱責と苦言の手紙は、十通目になっても音沙汰がなかった。

　代わりに届いたのは別の人間からの手紙だ。彼女が困っていることを知り「ちょうど殿下のご命令でサネク城砦に配備されます。彼の様子を見てお知らせしましょう」と請け負ってくれた、家同士の付き合いも長く、頑かたくなで融通のきかないところはあるが軍人らしく実直な男だ。だから任せた。

　彼女はその男より届いた手紙を開いて、貪り読む。

　そこには婚約者の男が城砦内でどんな暮らしをしていて、どんな評判なのかが書かれていた。

「……妾めかけを連れて暮らしている……って」

　一体どういうつもりなのか。女を囲いたいだけなら、城都に戻って結婚してから好きにすればいい。なのにどうして帰ってこないのか。──おそらくその女が「城都には行きたくない」と吹きこんでいるのだろう。彼が城都に戻って結婚すれば、女は正妻の下に置かれる。それを厭って自由でいられる城砦に留まっているに違いない。なんという煩わしい話なのか。

「……端女はしため風情が」

　モーラウの婚約者、ラディア・ココ・アシヒスは読み終わった手紙を手に立ち上がると、それを燭台の火で焼き尽くす。

　後に残るのはまるで彼女の心中と同じ、真っ黒に焼け焦げた散り散りの破片だけだった。
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「ざっと使い魔を通じて調べましたが、宮廷内では水面下で勢力争いが続いているようですね」

「それはすごい！　大変そうですね！」

「よその国のことみたく言うな」

　ティナーシャはモーラウと並んで砦の廊下を行きながら、ここ数日で調べたことを簡単に説明していた。遠く離れたメンサンの城都にはもちろん王がいて、その息子たちがいる。そして現在、城都では王の二人の息子が次代の玉座を巡って火花を散らしている状態だ。

　息子たちはそれぞれ正室の生んだ子と側室の生んだ子で、年は一歳違い。どちらもそれなりに優秀らしいのだが、正室の子は軍務に、側室の子は内政に才が秀でているのだという。

「それならば、お二方でご協力なさればよろしいのでは？」

「って思いますよね、普通。そうならないところが王位争いのどろどろしたとこなんですが。で、貴方が勝手に敵対視しているミラード将軍は、正室の王子の方に重用されているそうです。軍人ですからね」

「失脚すればいいのに」

「ちっちゃいこと言うな！」

　軽く頭痛がして、ティナーシャはかぶっているヴェール越しにこめかみを押さえる。

　メンサンも大きい国ではあるのだが、一時に比べその力が衰えていることは確かだ。周囲の国が力をつけ始め、内部では力のある諸侯が台頭し──このままではあと百年持つかどうかというのが彼女の見立てだ。

　だがもはや玉座にない彼女は、国々の興亡に関わる気はない。ただ歴史の裏側を歩いていくだけだ。この国もラジュの気が変わったら出て行けばいいと思っている。

　考えごとをしながらモーラウの隣を歩いていた彼女は、角を曲がったところで足を止めた。

　そこには逆側から歩いてきた一人の男が立っていて、二人を含みのある目で見下ろしている。

　がっしりとした体は戦う人間特有のものだ。見覚えのない顔だが、身なりのよい格好と傲岸な態度で、すぐにティナーシャは、それが噂のミラード将軍だと分かった。

　男はモーラウを見て皮肉に口を歪める。

「久しぶりだな。こんなところに来てまで女と一緒とは相変わらず腑ふ抜ぬけたものだ」

「僕はこの人がいないと何もできないからな」

　もっと他に言いようがないのか、とヴェールの下で沈黙を保ちながらティナーシャは眉を顰めた。彼女がいないと一人で仕事ができないのは確かだが、何だか語弊がある。

　相手も見事に誤解をしたらしく、嘲る色が一層濃くなった。

「相変わらずくだらぬやつだ。さっさと城都に帰った方が身のためではないか？　ラディア嬢も待っている」

「余計なお世話だ。同じことしか言わない彼女の小言なんて、お前が聞いてやればいいさ」

　──これは部屋に戻ったら説教だ。

　そうティナーシャが決定した時、だが彼女にも予想できなかったことが起きた。ミラードは無言で拳を作ると、それを無防備なモーラウに向かって振るったのだ。

「え？」

　男としては小柄なモーラウは、真横に殴り飛ばされ廊下に置かれていた箱に激突した。当たりどころが悪かったのか頭を押さえて呻く。

「ちょ……」

　さすがにティナーシャはモーラウに駆け寄ろうとした。しかしそれより早く手首をミラードに摑み取られる。

「あつかましい女だ。貴族同士の間に割りこむとはな」

「放してください」

「口答えをするな、妾ごときが。どのような顔をして俺に口をきく」

　男は鼻を鳴らすと彼女の顔を隠すヴェールに手をかけた。そのまま薄布を引き剝がす。

　稀有な美貌が露になり、隠されていた黒い瞳が男を射抜いた。思わず絶句する男にティナーシャは冷ややかな笑みを浮かべる。

「気が済んだなら放してください」

「……妖女の類か。淫魔か？」

「お好きにご判断を。ですが後にしてください。あの人を診ますから」

　モーラウは呻き声をあげたまま顔を上げない。どこを怪我したのか床に血が零れ始めていた。ティナーシャはそれを見て険しい表情になる。

　だがミラードは女の手を放そうとしなかった。それどころか空いた手で彼女の服の襟元に手をかけ力を込める。無詠唱で治癒の構成を組もうとしていたティナーシャは、男の意図に気づくのがわずかに遅れた。彼は彼女の肌に何か人外の特徴がないか確かめようとしているのだ。

　──まったく腹が立つ。が、後で記憶を弄ればいいだろう。

　そう判断してティナーシャは治癒の構成を優先させようとする。しかし次の瞬間、彼女は呆あっ気けに取とられて思わず構成を手放しそうになった。

　彼女の服を引き裂こうとした男の手、それを横から別の手が摑んで留めたのだ。

「無体が過ぎる」

　吐き捨てるようにそう言って、怒気がこもる鋭い目でミラードを睨んだのは、まだ十代半ばでしかない一人の少年だった。







　午前中の訓練を終えて同僚と二人廊下を歩いていたラジュが、その騒ぎに気づいたのは何かがぶつかる激しい物音によってだ。

　兵士たちの私闘は当然ながら禁止されているが、血の気の多い者も少なくない。だから単に、また何か小競り合いでも起きているのかと思った。

　だが角を曲がった彼らが目にしたものは、殴られ這いつくばっているモーラウと、将軍に拘束されているティナーシャだ。ただごとではない様子に同僚の兵士は嫌そうな顔になる。

「やばいぜ。関わらない方がいい」

「……隊長呼んできて」

「呼んできてって、お前」

　それ以上の言葉をラジュは待たなかった。彼は険悪な雰囲気の二人に向かって駆け出す。

　相手は目上で貴族だ。介入は命取りと言ってもいい。そのことはよく分かっている。おまけに彼女が強い人間だということも知っている。

　けれどそれでも彼は割って入った。入らないという選択肢ははなからなかった。

　つまりは──誰に暴力を振るおうとしているのかと。ただそれだけの理由で。







「小僧。手を放せ」

「そちらの手を放すのなら放します」

　上からの恫どう喝かつに微塵も怯まず、ラジュはティナーシャを摑んだままの男の手を示した。ミラードはますます顔を歪める。

　──何故、十歳以上も年下の、それも平民にこんなことを言われねばならないのか。

　最初に一瞬、少年の眼光に怯んでしまったという事実もあって、彼はますます怒りを募らせた。しかし二人を睨むもどちらもが動揺を見せない。

　少年は相変わらず刺すような目で彼を見据えており、驚きから逃れ出たらしき女の方は、視線を逸らして倒れたモーラウをじっと見つめていた。何の言葉も身振りもない、だが女の目線にミラードは幾許いくばくかの訝しさを感じる。

「何をしている、妖女」

「何も」

「とぼけるな！」

　──モーラウの愛人だという女。

　この女のせいで、モーラウは婚約者のラディアを顧みないのだ。一体どんな女なのかと思ったが、外見からして明らかに異常だ。普通の人間ではありえまい。

　彼は摑んだままの女の手首を捻り上げようとした。だがその時少年が逆の手を伸ばす。ミラードの肘に触れようと少年は手を開いた。

　何と言うことのない仕草。

　だがそこにミラードは本能的な危険を感じた。このまま受けては不味まずいと感覚が告げる。

　剣の技量もかなりのものだと賞賛される将軍は、瞬時に女の手を離し後ろに飛び退いた。充分な間合いを取ってから彼は少年を見やる。

「……お前、ただの兵士か？　名を名乗れ」

「俺は──」

「ミラード将軍！　どうなさいましたか！」

　いつの間にか廊下の先には騒ぎを聞きつけた人間たちが集まっている。

　その中には呼ばれたらしい他の将軍の姿も見えた。彼らは倒れたままのモーラウを見てざわめく。

　これがミラードとラジュの二人だけであれば、ラジュへの叱責と処分は不可避のものだっただろう。だが咄嗟に判断しにくい状況に彼らは困惑した。状況に不利を感じ取ったミラードは派手に舌打ちすると、「何でもない」と野次馬を搔き分けて姿を消す。

　取り残されたラジュは、モーラウの傍に膝をついているティナーシャの隣に立った。少年は頭を押さえて起き上がる男を覗きこむ。ティナーシャは溜息をついた。

「血止めを施しましたから、部屋に戻ったらちゃんと治します。自分で歩けますか。気分が悪かったり吐きそうじゃないですか」

「何とか。すみません、ティナさん」

　モーラウはラジュの手を借りて立ち上がると、少年に向かってやはり「すみません」と謝った。







　黒い毛並みは湯気のせいか少し艶つやめいている。浴室の床の濡れていない部分を選んで座っている彼女は、湿気を気にしながら壁に向かって猫の頭を下げた。

「昼間はありがとうございます」

「別にいいけど。何か砦ごと吹っ飛ばされそうな気がしただけ」

「ここ一年くらいの記憶ごと吹っ飛ばしてやろうと思っただけなので、大丈夫です」

「精神攻撃か！」

　ある意味砦を壊すより悪質だ。ラジュは浴槽のお湯を汲み上げながらげっそりする。

　──あの場では小さな礼だけで立ち去った彼女は、夕食を終えた頃を見計らったのか、いつもより早い時間に彼のところにやってきた。

　しかし話をしようにも部屋には同室の人間もおり、また昼間の騒ぎで彼には自粛が命じられていて外出できない。結局妥協案として、ラジュは猫の彼女を浴室に入れると「振り返ったらお湯かける」と壁際に置いて自分は風呂に入り始めたのだ。

「あの人の怪我は平気なの？」

「平気です。額は切れてましたが、少し頭を打っただけだったんで。様子は見てますが、明日になれば元通りじゃないですか」

「何で喧嘩になったの」

「喧嘩というか……相手の癇かんに障ったんでしょう。突然殴られたんです」

「貴族って短気だね」

「個人の性格という気もしますが」

　むしティナーシャ自身が短気な気質だとラジュは思っているが口には出さない。体を流しながら少年は溜息をついた。

「どうせ記憶操作しちゃうなら、もっと抵抗すればいいのに」

「貴方に迷惑をかけてしまうとは思わなかったので。貴方に気づいていたなら、その場で将軍は吹き飛ばしてたと思います」

「それもやめて。何でそう極端なの」

「髪洗いましょうか？」

「要らない」

　釘を刺す意味を込めて、手元の円器からお湯を弾いて子猫の背中にぶつけると、彼女は「ひゃあ」と悲鳴を上げた。前に濡れ手で触ってしまった時もそうだったが、よほど水が嫌らしい。思わず上からざぱーっとお湯をかけてみたい衝動に駆られたが、それをしては戦争になるのも確実だ。

　ラジュは円器を横に置いて浴槽に沈んだ。猫に背を向けて目を閉じる。

　猫は背中についた水滴を舐めとることもできずにじたばたしていたが、諦めて溜息をついた。

「でも貴方、昼間のあれでミラード将軍に目をつけられちゃったんじゃないですか？　今のうちに記憶を消してこようか迷います」

「いいよ別に。他にもいっぱい人が見てたのに、あの人だけ記憶がなくなったら怪しまれるだろ」

「あー……全員操作するのは確かに大変ですね。できなくはないですけど」

　ティナーシャはそこで言葉を切った。少しの沈黙に水滴の落ちる音が重なる。

　一体何を考えているのか、今日の彼女は考えごとに気を取られているように見える。もっとも猫の彼女からは表情など読み取れないのでそれこそ何となく、に過ぎないのだが。

「ラジュ。この国を出ませんか？」

「出ない。何で」

「さぁ……何かあったら面倒なので」

「お湯かけるよ」

「仕返ししますよ」

　その言葉と同時に、白い二本の腕が背後から伸びてくる。

　ぎょっとして立ち上がろうとしたラジュの首に細い腕はゆるりと巻きついた。後頭部に彼女の小さな頭の重みがかかる。

「ちょ……っと！　こら！」

　お湯をかけてやろうにも人間の姿では何のお仕置きにもならない。おまけに振り返れないから引き剝がしにくいことこの上ない。彼に後ろから抱きついている女は、頭のすぐ後ろで小さく溜息をついた。濡れた首筋に息がかかって、ぞっと背筋が泡立つ。

「ラジュ。自分を守ることを最優先にしてくださいね」

「そう思うなら離れて！　猫になれ！」

「貴方に何かがあったら──私は壊れてしまう」

　しんと静かな呟き。

　それだけを残して彼女の腕は解かれた。背後の気配も消える。

　ラジュは驚いて振り返った。

　だがそこには人の姿はなく……そして猫の彼女も、この晩ついには戻ってこなかった。
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　どこからが思い切った判断なのか、エズルには分からなかった。

　だがそれは混乱し判断力を失ったわけではない。もともと彼には、複雑な政情を見極める目がなかっただけなのだ。エズルは自分の軍事的才能には自信を持っていたが、その他の識見には乏しいという自覚があった。だから優秀な臣下を必要としていて、けれど異母弟のリアスは巧みに手を回すと、兄の周囲からそういった人材を排除してしまった。

　だからエズルは散々迷って……決断する。

「本当によろしいのですか。殿下」

「仕方がない……。これ以上やつの好きにさせては遅かれ早かれこの国は滅びる。どうせ攻めこまれるのなら、今のうちに起こさせた方が、対処もでき私への評価も上がる」

「ですが、サネク城砦は……」

「ミラードがいる。あの男なら上手くやるはずだ」

　苦渋を込めた決断に、ややあって側近の男は頭を下げた。主の命令を果たすために部屋を出て行く。エズルはその背を見送って深い溜息と共に椅子に沈みこんだ。

　椅子が軋む音を、部屋の隅に落ちている小さな石が捉える。

　それが繫がっているのは、同じ城内の別の部屋だ。最新の魔法具で異母兄の部屋を盗聴していた青年は皮肉げに笑った。

「──まったく兄上も慣れないことをするものだ」

　政略に疎い兄のやることなどお見通しだ。自分でできることが多くないから己の物差しで動くしかなくなる。だがそれを見逃す気はない。むしろこちらが勝つ分ぶん水すい嶺れいとするだけだ。

「これからの時代、国力を決めるのは魔法具だ。自国の軍など、城都に置ける最低限さえあればいい。兄上はそれを分かっていない」

　地方に強力な軍を配備すれば、また諸侯に辺境防備を任せれば、それらが力をつけてやがて王に牙を剝く可能性がある。

　だから必要以上の軍など不要だ。それがなくとも今の時代、国は回る。

「一つあれば街を滅ぼせる魔法具さえ存在している──道具も人も使いようだ」

　リアスは冷めた笑いを見せると、控えていた者たちにいくつかの指示を下す。彼らがそれぞれ命令を受けて出て行くと、少しの間を置いて部屋の扉が叩かれた。

　リアスが返事をすると扉が開かれる。

　──入ってきた人間を見て、彼は目を瞠った。

「初めまして。少しお話を聞きたくて伺いました」

　黒髪黒目の絶世の美女。

　飾り気のない魔法着に身を包んだティナーシャは、そうして鮮やかに微笑んだ。
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　打ち所悪く脳のう震しん盪とうを起こす羽目になったモーラウだが、ティナーシャの治癒もあって翌日にはすっかり元通りになっていた。「もう平気」と保証された彼は、机の上に積まれた本の山を見てしばし沈黙する。

「……何ですかこれ」

「本以外の何に見えますか」

　平然と返す女は、今日は昼食が終わった頃にようやく現れた。現れたと思ったらこれだ。

　黒一色の服で髪も結い上げている姿はまるで教師のようだ。その目が笑ってないのを見て、モーラウは乾いた笑いをのみこんだ。

　──確かに今まで彼女に仕事のやり方を習っていた。だがそれは実際の書類を教科書とした目先の技術だったはずだ。

　けれど今目の前に置かれているのは歴史・経済・政治についての名著の数々だ。少年時代には貴族の必須として習わされ、しかし全然身に着かなかったそれらの教本をモーラウは見つめる。

「ティナさん、僕これとっても駄目駄目だったんですが」

「煩い。これからちょっと雲行きが怪しくなりますからね。保険として貴方も働きなさい」

「保険……？」

「時間がないから叩きこみますよ。私が教えるんですから一流の文官になりなさい」

　有無を言わせない迫力に男は黙る。これ以上口答えをしたら楽しいでは済まない目に遭いそうだ。

　こうしてモーラウは、かつてファルサスの次期王に為されたのと同じ、統治の基礎についての教育を、苛烈なまでに押しこまれることになった。
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　夢の中で彼女を膝に抱くことがある。

　放っておけば自分から膝に乗ってきたがる彼女を、夢の中では彼が引き寄せ膝に乗せる。髪を撫でて口付けて、誰よりも愛おしむ。壊れ物に触れるように大事にする。

　幻の中で彼女はころころと姿を変える。子供に、少女に、女に、そして妻に。

　だが、どんな姿でも変わらない。手を伸ばせばその手を取ってくれる。

　少しやるせないのは、彼女を抱き上げる自分はいつも彼女より年上の姿をしているということだ。

　彼女を守る力と自信を持っている大人の姿。今もそうであったなら、もっと素直に彼女と向き合えただろうか。

　幸せそうに、嬉しそうに彼女は微笑む。

　その水晶のような笑顔に、長い年月と喪失が詰まっていることを──未だラジュは知らない。







　──あの日から、ティナーシャはラジュの前に現れなくなった。

　以前は毎晩猫として部屋に来ていた彼女が来ない。日中も窓から彼の姿を見下ろすことはなくなった。まるで砦の中から消えてしまったかのようにティナーシャは姿を見せない。

　それでも時折、彼女の気配を感じるのだ。

　すぐ傍にいるような、彼の後ろに立っているような。

　だからラジュは不安には思わなかった。ただ少し彼女の笑顔を見たいと思っただけだ。

　ミラードとはあの後何度か目を合わせることがあった。だが特に何かをしてくるということはない。精々凄すごみをこめて睨まれるだけで、彼はそれを何とも思わなかった。

　そしてあっという間に一月が経った。




「ラジュ」

　懐かしい声で名を呼ばれる。

　振り返ろうとしたラジュは、その直前で背中に彼女が抱き着いてきたことで動きを止めた。彼は肩越しに手を後ろにやって小さな頭を撫でる。

「廊下だよ。誰かに見られたらどうするの」

「そしたら記憶操作します」

「離れろ」

「やだ」

　首に回された腕にますます力が込められる。

　ラジュは頭痛未満の悩みの種に溜息をついた。人目を避けて適当な空き部屋に入ると、ようやくティナーシャは腕を解く。彼女はラジュの前に回ると軽く膝を折ってお辞儀をした。

「お久しぶりです。会いたかったですよ、ラジュ」

「しばしの平穏が終わったことを実感してる。今まで何してたの？」

「色々」

　彼女は真面目に答える気はないらしい。今度は正面から抱き着いてこようとした。

　ラジュはその体を直前で押さえて、ついでに近寄れないように持ち上げる。

「みぎゃー！　何ですかこの扱い」

「くっつくな、という意志を表してみる」

「けち！　減らないじゃないですか！」

「精神力を消耗するから」

　猫を両手で持ち上げるように、脇の下に手を入れられて持ち上げられたティナーシャはばたばたと暴れたが、ラジュは下ろさない。仕方なく彼女は宙に浮いて少年の手から逃れた。ティナーシャは天井付近まで浮き上がると、膝を抱いて逆さになる。

「本当に貴方はつれないですね。非常に残念です。思わず砦が惜しければ結婚しませんか、とか言いたくなります」

「それはどう贔ひい屓き目めに見ても脅迫だから。言わないのが賢明だと思う」

「砦を破壊されたくなかったら結婚しませんか？」

「言うなって言った！」

　鈴を鳴らすような笑い声が降ってきて、ラジュは額を押さえた。

　一月ぶりに会ったというのにまったく変わっていない。その摑みどころのなさも、理解しがたい執着も。彼女を通常の神経で理解しようとする方が無理なのかもしれない。

　ティナーシャは壁によりかかる少年の前に下りてくると、嫣然と笑った。

「ラジュは明日から野外演習でしょう？」

「そう山中訓練。山歩きは平気だけど泊まりがけだから三日」

　近隣の山を登る訓練は二年に一度、砦にいる兵の三分の一ずつを引き連れて行われる。

　明日はラジュのいる隊がその訓練に出る日なのだ。何故ティナーシャが知っているのかとも思ったが、彼女が知りたいと思ったならどうにでもなるだろう。どちらかというと彼女が何を思ってその話題を口にしたのか、ラジュは嫌な予感を覚える。ついて来ると言ったらどうしよう。ずっと猫でいてくれるならともかく、大人しくしてくれる可能性はすこぶる低い。山で育った彼は山中訓練に不安はないが、彼女がついて来るのなら一気に不安が臨界点にまで達してしまう。自然と身構える少年に、ティナーシャは稚い笑顔を見せた。

「この国を出ませんか、ラジュ」

「出ない！　明日演習だって！」

「それは残念。じゃあ私を抱きませんか？」

　続けて言われた言葉に、もし何かを飲んでいたならラジュはそれを噎むせるほど吹き出しただろう。

　しかし幸いなことに何も口にしていなかったので、彼は絶句するに留まった。床より少し上に浮く女を啞然として見やる。

「……そういう冗談禁止」

「本気なのですが」

「禁止！」

「あう」

　ティナーシャは軽く床を蹴って背後に跳んだ。風を孕む絹のように、音もなく硝子の嵌はまっていない窓枠に腰かける。

　月光が、黒い髪に輝く艶を持たせた。

　彼女が軽く目を伏せると、類を見ない美貌に長い睫毛が翳を落とす。

　どこまでも蠱惑的な──清冽で妖艶な女。

　望めば手に入る。それだけで目が眩くらみそうなほどの誘惑だ。

　誰にでも得られる女ではない。彼女が望む人間にしか与えられない。その優越は毒のように甘い。

　だがラジュは、顔を顰めてその毒を退ける。

「何かあったの？」

「特には。貴方に面倒はかけないので平気です」

「その発言自体が既に不安なんだけど」

　──今、彼が望んでいるのは彼女自身ではない。

　彼女の隣に立つための力だ。彼女を愛いとおしみ、守るためのもの。己が納得できるだけの自分。

　だから、まだ早い。

　ラジュは自分の感情を咀嚼すると口を開く。

「ティナーシャ」

「うわっ、何ですか」

「何で驚くの」

「その名を呼ばれるのは久しぶりなので……」

　確かに彼女を本名で呼ぶのはこれが初めてだ。だがそこまで驚かなくてもいいだろう。

　ラジュは壁際から離れると、窓辺に座る女の前に立った。うっとりと見上げてくる女を見下ろす。

「ティナーシャはここにいるの？　三日の間」

「いますよ。不出来な弟子に教えることがいっぱいありますからね」

　それが誰のことを指しているのかはよく分かるが、とりあえずは瑣さ末まつ事じだ。ラジュは頷くに留めて彼女の頭に手を置いた。

「じゃあその間、砦を壊さないように！　あと人間も傷つけない！」

「貴方に一体どう思われてるのか、最近ちょっと分かってきた気がします」

「分かっているなら改善すれば」

「嫌です」

　頰をつねってやりたくなったが我慢した。いくら彼女が強力な魔法士でも体は脆ぜい弱じゃくなのだ。

　ティナーシャは猫のように彼の手に頭をすりつけてくる。

「貴方こそ気をつけてください。演習の指揮官ってミラードでしょう？」

「何もされないよ。平気」

「したら反撃していいですよ。全員の記憶を改竄しますから」

「何もない！」

　ティナーシャはまたころころと笑う。どこまでが本気でどこまでが冗談か分からない。反応が読めないにもほどがある。

「気をつけろよ」

　何故そう繰り返したのかは分からない。彼の勘がそうさせたのだろうか。

　ただそれを聞いたティナーシャは嬉しそうに微笑んだので、ラジュは彼女の額に口付けて、そうして別れた。




　翌朝、砦を出立する少年を、城壁の上から一人の女が手を振って見送る。

　その姿を遠目に見ながらラジュは苦笑した。そして彼は後に思う。

　もし『この国を出ないか』という彼女の誘いに頷いていたのなら、歴史は少しだけ違ったものになったのではないかと。

　彼女は国の興亡よりも、彼の希望の方を遥かに尊んでいたのだから。








※






　──何かがおかしい。

　そうラジュが気づいたのはかなり早い段階でのことだ。

　行軍を始めてまもなく整然と動き出す隊列を見やったが、予定よりも訓練に参加する人数が多い。少し増えたという表現では済まされないくらいだ。

　ラジュは前にいるデファスに声を潜めて話しかける。

「人が多いですね。変更があったんですか」

「ああ。上から変更指令があったみたいだ。城砦内の三分の二が来ている」

「三分の二って……まずくないですか？　それって」

「上の考えることは分からんさ」

　彼らが所属しているサネク城砦は、隣国バルシアとの国境を前にして築かれているのだ。

　万が一国境を越える侵攻があった場合、それを真っ先に食い止める立場だ。にもかかわらず演習で全体の半数を越える兵力を動かしてしまうなどどうかしている。他国に情報が洩もれでもしたらどうするのか。

　ラジュは草原の向こうに小さく見える城砦を振り返る。

「……やっぱりティナーシャを連れて来ればよかった」

　帰るまでの三日間、彼女に何もなければいい。

　願いよりも切実にそう思って、ラジュは行軍の波の一つとなった。





※






「よし、今日はここまで」

「本当ですか！　いつもより十三時間早いですけどいいんですか！　今日は徹夜で冷水浴びせられながら勉強しなくても、寝ていいんですか！」

「寝るな」

　無情にもティナーシャが言い渡すと、モーラウは「うひゃひゃひゃ」などとおかしな声を上げて笑い始めた。喜んでいるのか壊れているのか分からない。

　彼女は教本として使っている本を片付けながら、窓越しに中庭の訓練場を示す。

「もう来ます。貴方は何があってもこの部屋を出ないように。結界張っておきますからね」

　厳しいというほどではないが、よく張った声にモーラウは笑いを収めた。真顔で彼女を見返す。

「ティナさんはどうするんですか」

「外に。私の王が砦を守るよう望んでいますから」

「それって、城都にいらっしゃる殿下ですか？」

　玉座争いをしている王子を示されて、ティナーシャはあからさまに嫌そうな顔になる。

「違いますよ。私を従える男は後にも先にも一人きりです。──この大陸に彼以上の王はいない」

　その言葉だけを残して、彼女は部屋から消えた。モーラウはあわてて立ち上がる。

　高い窓から見下ろせる中庭では、その時確かに異変が起き始めていた。







　軍事に優れた王子と、内政に優れた王子。

　共に国を守ればよいと人は思う。だがそうならないのも王家の常だ。

　側室の子は自身の才を使い、裏から手を伸ばして諸侯の力を強め、少しずつ王家の兵力を弱めていく。経済を成長させ商人の力を増し、平和の時代において無為な軍人を追いやろうと画策する。

　そうやってリアスは国を変えようとしているのだ。軍に身を置く兄の力を削ごうとしている。

　対するエズルもまた必死だ。国は一国だけで完結しているわけではない。勢力が崩れれば他国がそれを狙ってくる。わずかな隙が命取りだ。広い領地を持っているといっても、それほど他と差があるわけではないのだから。

　──まるで馬鹿げた争いだと、ティナーシャは思う。

　勝手にやっていればいい。それで国の寿命が延びようとも縮もうとも。人を辞めた自分たちには関係ない。ティナーシャは城壁の上から中庭を見下ろす。

　そこには今まさに、巨大な転移陣が描かれつつあった。

　この城砦における魔法士の仕事はいくつかに分類されるが、そのうちの重要な一つが防御結界の保持だ。城都などは人がいなくても結界が保たれるよう、大規模な陣を描いてあることが多いのだが、城砦全部まではなかなかその手が回らない。この砦もそういったものの一つで、砦の結界は魔法陣が七割を担い、残りを魔法士が交代制で保持していた。

　──その防御結界も、今は張り直しの作業で解かれている。

　ここ最近になって送りこまれてきた魔法士たちがどこまで真実を知っているのか、ティナーシャはそれを問題にしていない。ただ見守る彼女に気づかぬまま、魔法士たちは定められた手順のもとに転移陣を描き続けていた。

「急げ。そろそろ時間だ」

「待て……もうできあがる」

　危険な仕事だ。だがそれに見合った報酬は約束されている。彼らは苦心の末、中庭いっぱいに転移陣を完成させた。

　戦時において軍の移動などに使う大規模転移陣。本来ならば城砦の結界によって制限されるそれも、今は結界が不完全であるため、完成と同時にゆっくりと光を帯び始めていた。

　そしてついに、指定された座標に向かって門が開かれる。

　たちまち聞こえてくるのは鎧の鳴る音と押し殺した人々の声だ。鋭く抑えられた殺気が広がる。

　中庭にそれらが次第に満ちていき──役目を終えた門が閉じられた時、そこには完全武装した千二百人の部隊が侵入していた。

　もちろん彼らはメンサンの兵ではない。隣国バルシアの部隊だ。

　数百年もの間バルシアは、広大な領地と厚い兵力を持つメンサンに押さえこまれていた。それでも常に機を窺っていたのだ。魔法具開発が進み、国力の差が少なくなってからはなおさらだ。

　バルシアは内偵をメンサンに放ち、王の後継者争いを横目で見ながら好機を探っていた。まずは国境に近い砦の一つを、次に街道を、攻め落とし手に入れる時を待っていたのだ。メンサンの兵力を削り、領地を少しずつバルシアのものとして、やがて勢力を逆転させるつもりだった。

　その最初の一手が今となったのは、「演習で兵の大多数が城砦を空ける日」が、情報としてもたらされたからだ。一月前にもたらされたその情報に、バルシアは信しん憑ぴょう性は高くないと思いつつも一応準備を重ねていた。そうしているうちに別口から「演習の日には城砦の防御結界も張はり替かえが行われ、魔法士の人員が必要となる」という情報が入ってきたのだ。だからバルシアは潜入させていた魔法士たちを城砦に異動させた。

　そして情報通り、本当にその日はやって来たのだ。







　バルシア兵による突然の侵攻──その報せは砦に残留していた将軍にももたらされた。

「敵兵だと!?　こんな時にか？」

「た、確かに。急いでください！　押されています！」

「門は閉まっているだろう！　弓兵を城壁へ……」

「いえ、中にいるのです！　やつらは砦の中に！」

　信じられない報告に将軍は絶句する。それは敵に致命的な先手を許したことを意味していた。

　城砦は外からの攻撃に対して真価を発揮するもので、一度侵入されては途端に対処は困難になる。将軍は、迎撃の指示を出しながら兵士たちに命じた。

「魔法士たちに演習軍と連絡を取るよう命じろ！　今すぐにだ！」

　言われるまでもない命令に兵士は飛び出していく。だがこの時彼らはまだ知らなかった。

　砦内の魔法士が、既にバルシアの支配下に置かれてしまっているのだということを。

　だから、城砦外に異変を知らせたのは魔法ではなかった。

　もっと単純で古くから伝わる──それは一筋の煙だった。







　中庭から城砦内へと踏みこんだバルシア兵は、狭い廊下での応戦を選び、数の差を補っていた。

　広い城砦に残っているメンサンの兵はおおよそ三千。しかし建物内ではその数は効果的に動かせない。更にバルシアの魔法士たちが次々と小さな転移門を開いて増援を呼びこんでいる。不意を突かれたことといい戦況は思わしくない。

　バルシアの目的は、砦のすみやかな制圧と、その情報をぎりぎりまで外部へ洩らさないこと。

　だからこそ外と連絡を取り得るメンサンの魔法士は、既に最初の転移陣が完成する前に、送りこまれた魔法士たちによって捕縛されていた。

　血に濡れた剣を構えながら、バルシアの兵は中へ中へと応戦する兵士たちを押しこんでいく。

　だがその時、一人の兵が窓の外を見て叫び声を上げた。

「隊長！　狼煙のろしが！」

「あれは……城壁に人がいるのか！　魔法士と弓兵に殺させろ！　火を消せ！」

　城壁の見張り兵はまっさきに弓兵に殺させたはずだ。だが生き残りがいたのだろう。

　今、演習に出たばかりの軍に戻ってこられては不味い。まだ制圧が済んでいないのだ。

　命令を受けた魔法士たちは即座に城壁の上へと駆けつけた。煙と、その傍に佇んでいる人間に狙いを定める。

　それが、彼らの最後の記憶だった。







「何ていうか、原始的ですよね。暗黒時代を思い出します」

　ぼやいてはみたものの、相槌を打ってくれる人間はいない。モーラウでもいればまた違ったのだろうが、彼は部屋で大人しくしているはずだ。

　ティナーシャは、火をつけた大量の藁わらを鉄の棒でかき回しながら欠伸をした。眠そうな目で城壁を走ってくる魔法士を眺める。

　彼らはティナーシャを見つけると魔法構成を組んだ。それで彼女と狼煙を共に吹き飛ばそうというのだろう。

　彼女は面倒くさげに伸びをすると彼らに向かって右手を掲げる。白い指を軽く弾いた。

　詠唱も何もない。それだけの仕草。

　それだけで、不可視の衝撃波が石の通路を走り抜ける。

　圧倒的な速度に、直線上にいた人間は断末魔の叫びもなく吹き飛ばされた。後には血の臭いだけが漂う。

　それを確認する気もなく、ティナーシャはもう一度欠伸をすると火のついた藁をそのままに城壁の上から姿を消した。





※






　狼煙について演習軍に連絡が入ったのは、彼らが砦を出てから三時間ほど経った時のことだ。目的の山の麓に到着しかけていた軍は、見回りの兵士からの連絡を受けて行軍を止める。

「狼煙が？　魔法で連絡は取れないのか？」

「それが反応がありませんで……。いかが致しましょう、ミラード将軍」

　おかしな事態に指揮官である男は苦い顔になった。だがここで留まっていても何にもならない。何かが砦で起きているのだとしたら、それを確かめなければ。

　彼は、エズル王子から砦に配属替えを命じられた時の言葉を思い出す。『国境に近いから、不測の事態があるかもしれない。その時にはよろしく頼む』と王子は念を押してきたのだ。あれは、今のような事態を予期してのことではなかったか。

　ミラードは魔法士たちを集めると、城砦内に転移門を開くよう命令した。

　だがそれもすぐに不可能だと返ってくる。どうやら妨害を受けているらしい。

「それならば、どこまで近くになら門を開ける？」

「城壁の外にならば……」

「それでいい。第一隊から第五隊までは転移門で、残りは馬で砦に戻る！　今すぐにだ！」







　第二隊に所属していたラジュは、突然の命令変更を受けて眉を寄せた。今は遠すぎて見えない砦の方角を見やる。

「敵襲？　ですか？」

「どうだろうな。違うといいとは思ってるが。まぁ気楽に行こう」

　緊張する部下を思ってか、デファスはそう言って笑う。しかしその時少年の頭を占めていたのは、実戦への緊張ではなく、砦に残っているはずの一人の女のことだ。

「ティナーシャ……？」

　何が起きているのか。少年は嫌な予感に息を詰める。

　どこかに兵力の多くを引きつけその隙に本陣を叩くというやり方は、戦術盤では初歩の初歩だ。だから彼女がそれを知らないはずがない。そして彼女は転移を使える。何かあったなら、ラジュのところにすぐ現れてもおかしくない。

　だがティナーシャは姿を見せないままだ。一体何が起きているのか。

　砦の方から吹く風は、何の真実も伝えては来なかった。





※






　砦内に侵入したバルシア兵たちは、建物内を押し進みながら応戦する兵士たちと斬り結んでいた。

　狼煙を止めに行った最初の者たちは何者かによって殺害されたが、向かった第二陣は何とか消し止めることに成功している。だがそれまでに浪費した時間の意味は大きい。これは演習軍に異変が伝わったと思った方がいいだろう。

　バルシアの指揮官は「急げ！　押しこめ！」と兵を叱咤しながら剣を取る。

　一方、魔法士を失ったメンサンの軍は、相手方の魔法を防げないこともあって次第に敗走を余儀なくされていた。やがて彼らは兵士たちの家族がいる居住区間にまで追いこまれる。

「退ひくな！　これ以上は無理だ！　持ちこたえろ！」

　今いる場所を突破されれば、被害は何ら戦う力のない女子供にまで及んでしまう。メンサンの武官は刃こぼれし始めた剣を握りながら、部下たちを奮い立たせた。振り返れば扉の陰には少女を抱いて震えている母親の姿が見える。

　本来ならば、ここまで敵に踏みこまれる前に非戦闘員は魔法で逃がすことができたのだ。

　だが今となってはそれもできない。射掛けられる近矢を盾で防ぎながら、彼らは演習に出ている部隊が一刻も早く援軍として戻ってくることを願った。

　盾の隙間を縫って、矢が武官の足先を掠めていく。彼はひやりとして頭を伏せた。

　──だがその時、不意に世界から音がなくなる。

「……何だ？」

　彼が顔を上げるまでには少しの時間を要した。それくらい、唐突に敵の気配がなくなったのだ。

　武官の男は用心しながら、それでも状況を確かめるために盾の向こうを見やる。

　そして、呆然自失した。

「……何故」

　確かについ先ほどまで廊下に押し寄せて来ていたバルシアの兵たち。その姿が一人残らず見えなくなっていることに、防戦していた彼らはまるで悪夢を見ていたような気分で顔を見合わせた。







「……そろそろ潮時か」

　城壁の上から訓練場を見下ろしてティナーシャは呟く。隣に控える男が頭を下げた。

「ミラード将軍も到着したようです。後は……」

「バルシアを逃がさないように転移封じと、ここの城門破りか。門は壊さない方がいいのか？」

「どちらでも構わないとエズル殿下は仰おっしゃっていました。将軍が入れさえすればそれでいいと」

　彼女は、訓練場にひしめきあうバルシア兵たちを見て笑いもせず頷く。

　──これで、全て準備は整った。

　用意された戦場。あつらえむきの舞台。その上で人は勝利と死を賭けて踊る。

　踊らされていることに気づくか気づかぬかは、人の器量次第だ。そして誘いこまれただけのバルシア兵たちにそれは到底望めないだろう。

　城都から彼女との連絡係のためにやってきた男は、ティナーシャの横顔を窺った。




　彼女が第一王子であるエズルの前に現れたのは、一月ほど前だ。

「初めまして。話をしに伺いましたよ」

　何の約束も紹介もなく、突然執務室に入ってきた女。見張りもいるはずなのに誰にも止められずに現れた彼女に、執務机に向かっていたエズルは立ち上がった。傍の剣を手に取りながら誰何する。

「何者だ」

「ちゃんと警戒してくるとはいい反応です。貴方の弟は私の外見だけで判断して、危機感を持ちませんでしたから」

「リアスの手先か！」

「違います」

　女が指を鳴らすと、部屋の片隅で何かが割れる音がする。あわてて従官が見に行くと、そこにあるのは小さな金属の破片だ。

「貴方、ずっと魔法具で異母弟に盗聴されてましたよ。だから狙いもばればれです。隣国のバルシアに砦の兵力が減る日の情報を流して、真に受けたバルシアが砦に攻めてきたところを、砦と演習軍に挟撃させるつもりでしょう？」

「な……！」

　エズルは顔色を失くす。迷いながら下した選択を、なぜ見知らぬ女が知っているのか。

　この策は「メンサンは平和に見えて薄氷の上にいる。隙を見せればいつでも他国が攻めてくる状況で、対するには軍事力が必要だ」と示すためのものだ。

　山中での演習に向かう兵を全体の三分の二までに増やし、その情報をバルシアに流す。そうしてバルシアの攻撃を誘い、けれど城砦は堅固だ。あの城門さえあれば演習軍が異変に気づいて戻ってくるまでは持ちこたえられる。そこを挟撃してミラードに武勲を立てさせる予定だったのだ。

「だ、だが……リアスは何の妨害も……」

「してますよ。根回しをして同日に城砦の防御結界の張替えを行わせようとしてます。で、バルシアの魔法士が城砦内に入りこむのを手助けして、当日は城砦内にバルシア兵を転移で引きこむって算段です」

「馬鹿な……そんなことをされたら城砦が陥おちるぞ……」

「陥ちるとまでは思っていないみたいですよ。ただ非戦闘員にも多大な被害が出て、演習の人員変更をした貴方の責任を鳴らして排斥、って感じですね。私もそうなると思います。向こうの方が一枚上手です」

　エズルは呆然と立ち尽くす。

　そんなことになるとは思ってもみなかったのだ。ミラードを信じて彼の鎮圧できる範囲内で戦闘を起こすつもりだった。そのまま自失しかけた彼は、しかし謎の女の存在を思い出した。鋭い目で彼女を睨む。

「お前は何故それを知ってる。何のために来た」

「何故知ってるかは私の方が魔法技術が上なので。密談なんて知ろうと思えば筒抜けです。何のために来たかは、貴方にこの状況を打開する気があるか聞きにきました」

「打開だと……？」

　そんなもの、できるならしたいに決まっている。最初からずっとそうだった。悔しさに歯嚙みをする彼に、女は微苦笑する。

「その気があるなら、私の助力を得られるかどうか挑戦する機会をあげましょう。と言っても試練の塔はもうないですから……そうですね。戦術盤で私に勝てたら、にしましょうか？」

「何を言ってる……お前、何者だ？」

「通りすがりの魔法士ですよ。貴方の弟とも話しましたが、単に貴方の方が王として必要な資質を持っているので声をかけただけです。不要ならそれで構いません。よそを当たります」

「ま、待て！」

　立ち去ろうとする女をエズルは呼び止める。だが、どうしてもそれ以上の言葉が出てこない。相手の得体の知れなさに頷けない。

　女はそんな彼を見て、ふっと苦笑した。

「また来ます。返事はその時に聞きましょう」

　エズルは閉まる扉を前に、混乱する頭を押さえる。

　彼が考えこんだ末、「協力して欲しい」と女に切り出したのは、その一週間後のことだ。

　そして彼は、戦術盤での勝負を経て──「変革」を属性とする魔女の助力を得た。







　ティナーシャが請け負ったことは「リアスのたくらみ通りバルシア兵を城砦内に侵入させること」と「ただしその被害を最小限に抑え、予定通りミラードに討たせること」だ。

　彼女は確かに強大な力を持っているが、それを以て国の問題に干渉するのはやりすぎだ。だから最初から「他の人間にもできることを少し近道でやるだけ」とエズルにも言ってある。

　彼女は、エズルとの連絡係である隣の男を見ぬまま、追い払うように手を振った。

「演習軍が戻ってきたならほぼ終わりだ。バルシア兵は少々間引いてやろう。お前は報告に帰れ」

　そう言い捨てると彼女は止める間もなく城壁から内側へと飛び降りる。男はさすがにぎょっとして顔色を変えた。咄嗟に声を上げかけて、だがかろうじてそれをのみこむ。

　──おそらく、心配など無用なのだ。

　建物の中に攻めこんでいた兵全てを強制的に訓練場へと転移させた女。その力がどれほどのものかは計り知れない。だから彼女は混戦の中にあっても死なないのだろう。むしろ、無傷で戻ってくるに違いない。その存在が、これから主の傍について王位争いの政争に助言する。彼女の真価はむしろそちらの方だというのだ。

「恐ろしい女だ。傾国とならねばよいが……」

　男の嘆息に答える者はいない。彼が振り返ると、転移門を使って到着したミラードが、少数の兵を率いて門に押し寄せる──そんな光景が見えただけだった。







　状況把握のため、先遣隊としてわずか三百人の兵を伴い砦前に転移してきたミラードは、明らかに平時とは違う空気に表情を険しくした。

　閉ざされた門の向こうから、鎧や剣がぶつかりあう金属音が微かに聞こえる。見張りの兵士もいない。誰もが異常事態を悟って顔色を変えた。

「門を破れ！」

　将軍の命に、兵たちは戸惑いを見せる。この城砦の門は、外からは容易に破れないようになっている。攻城用の装備もなしに、三百人でできることではない。ただ残りの演習軍を何もせぬまま待っているわけにもいかない。彼らは城壁の上を警戒しながらも門に駆け寄ろうとした。

　──晴天の下、雷光が走ったのはその時だ。

　空を照らす白い光に彼らは顔を上げる。

　ほんの一、二秒。皆が上空に気を取られたと同時に、轟ごう音おんが響き渡った。

　目の前の城壁に、上から縦に亀裂が走る。まるで巨大な鉄てっ槌ついでかち割られたかのように、堅けん牢ろうな壁が音を立てて崩れ始めた。

　巨大な壁の破片が落ちてくる。降り注いでくる石礫から、兵士たちはあわてて距離を取った。砂煙が辺りに立ちこめる。

　あまりのことに誰も何も言えない。中には神に祈る者もあった。

　だが驚きょう愕がくがひとしきり駆け巡った後に、メンサンの兵たちは崩れた壁を見て息をのむ。

「割られた」城壁の向こう、侵入できるようになった隙間の向こうには、同じように驚愕の目で、バルシア兵たちが彼らを見つめていたのだ。

　互いの驚愕が生んだ空白を、ミラードが打ち破る。

「攻めるぞ！　突出しすぎるな！　隊列を組んで当たれ！」

　その声に、兵士たちは我に返る。

　ミラードは次いで、早馬を出して後続へ状況報告を指示する。それをしながら彼は狭い隙間を利用して敵を迎撃するよう命じた。

　ミラードは、エズルの口から今回の一件について聞いていない。それは彼の実直すぎる性格を考慮しての采配だが、驚きつつも即有効な手を打てる彼は、確かに軍人として切れ者だった。

　残りの演習軍が少しずつ転移魔法を使って戻ってくる。彼らの指揮を執りながら、ミラードはまた己も剣を抜いた。

　一方バルシア兵たちは、突然転移させられたことと城壁の崩壊を受けて動揺したままだ。それに加えて混乱した指揮系統を立て直す間もなく、城壁の隙間からミラードが率いる軍が攻撃をしかけてくる。

「ひ、怯むな、押し返せ！」

　誰のものともつかぬ叱咤がバルシア勢の中から上がる。その声に動かされ、兵たちはあわてて動き始めた。訓練場から城壁の隙間の方へ、散漫に人が動き始める。彼らは壊れた城壁から入りこんでくる兵を迎え撃とうと我先に走った。

　それは真上から見ればひどく奇怪な形だ。塊の中から一筋水が垂れていくように、割れた城壁の方へ兵が流れ出している。隊列も何もない動きを、ミラードが指揮する兵たちが迎え撃った。

　一方、ティナーシャによって訓練場に転移させられたバルシア兵たちのうち、一部は再び建物内に踏みこもうと駆け出した。狭い場所で戦い、更には人質を取った方が有利に動ける──彼らはそう判断したのだ。

　しかしそんなバルシア兵の前には、魔法士を取り戻し、態勢を整えた駐留兵たちが立ち塞がる。

　まるで最初からそうなることを仕組まれていたように、混乱し満足に戦えないバルシア軍を、二階の窓に腰かけた女はじっと眺めた。

　彼女の美しい貌には何の感情も見られない。戦意も、敵意も、そして憐あわれみさえも。

　ただ決まっていることをなぞるだけのように女は白い手を掲げ、そこに炎を生む。

「──焼き尽くせ」

　訓練場の只中に放りこまれた魔法。

　それは、戦闘をより凄惨な混迷へと導く嚆こう矢しの一撃だった。







　崩れた城壁を見た時、ラジュはそこに彼女が関わっていることを確信した。

　誰にでもできることではない。むしろ、できる人間の方が少ない。ごく一部の異様な力を持つ魔法士を除いては。

「……ティナーシャ」

　何をしているのか、どこにいるのか。聞こえてくる剣戟の音に焦りが生まれそうになる。

　メンサンの兵たちは次々城壁の向こうへと侵入していく。ラジュがいる部隊もまたその中に加わった。

　割られた城壁を越えると、そこはもう戦場だ。ラジュは前線に踏みこむ。

　バルシア兵が奇声を上げながら斬りかかってきた。少年はその一撃を身を低くして避ける。頭上を刃が通り過ぎたところで、己の剣で斬り上げた。

　ラジュの振るった切っ先は、的確に敵兵の喉を搔っ切った。幼さをわずかに残す顔に赤い飛沫がかかる。だが彼はまったく怯みもせずそのまま奥に進んだ。頭上から打ちおろされる剣を半身で避けると鎧の継ぎ目を狙って剣を突き出す。

　悲鳴も罵声も、言葉のない叫びには何の意味もない。

　そこに渦巻くのは装飾を持たない戦意と死のみだ。

　血と肉と鉄が剝き出しの地面を彩る上を、少年は斬り進んでいく。

　吹きつける生なま温ぬるい血の風にふと前方を見やると、指揮官であるミラードが憎悪に満ちた目で剣を振るっていた。







　ミラードは突然の事態に困惑はしたものの、すぐさま意識を切り替えると、指揮官として敵兵の殲せん滅めつに集中し始めた。

　彼は巧みに兵を動かし砦の敷地内に入りながら、自らも剣を取り最前線に立つ。時折奥から聞こえてくる爆音は、砦に残っていた友軍が善戦しているのだと思っていた。

　彼のその推察はあながち間違っていたわけでもない。事実、一時はバルシアに押されて後がなくなっていた駐留軍も、今は外に出て互角以上に渡り合っていた。

　だが肝心の爆音を生み出しているのはメンサンの魔法士ではなく、一人の女だ。

　単身バルシア兵の中に降り立った彼女は、無造作に魔法を揮ふるいながら炎の渦で周囲の兵をなぎ払っていた。細身の剣を片手に持つ彼女に、恐怖と憎悪の視線が集まる。

「女！　何者だ！」

「さぁ？　知ってどうする」

「墓碑に刻む名が必要であろう！」

「ならば名乗りが必要なのは、お前の方ではないか？」

　怒気と共に切りかかってきた男の刃を、ティナーシャは己の剣で受けた。細い剣身で相手の剣をいなしながら左手を男の頭に向ける。

　圧縮された空気の弾が打ち出される。それを額で受けた男は、鼻から血を流して崩れ落ちた。あまりにも異様な死に周囲の者が絶句する。

　美しい女の形をした死は、艶やかに笑いながら男たちを見回した。

「ほら、私ばかりに構っていると背後から斬られるぞ？」

　魅入られたように彼女だけに注意を払っていた兵士たちは、その言葉にあわてて振り返る。

　戦況はもはやこの時、メンサンの勝利にゆっくりと傾きつつあった。少しずつ戦線を押し上げてきたメンサン軍の前線で、指揮を執っていた男が彼女に目を止める。

　──瞬間その目に、激しい怒りが湧きおこった。

「っ、貴様か、女！」

　ミラードの怒声が戦場に響き渡る。

　それを聞いたティナーシャは、軽く眉を寄せて男を見返した。







「──ミラード将軍に事前情報を与えない？　さすがにそれは冒険すぎませんか」

　バルシアによる砦攻めの一週間前、エズルからその話を聞いたティナーシャは首を傾げた。

　しかしエズルは、女の言葉にかぶりを振る。

「その方がいい。あの男は有能な軍人だが、融通がきかない性格だ。あえてバルシアを呼びこむ策だと知れば反対してくるだろう」

「ああ、なるほど……」

「その代わり、いざ戦場に置けば万全に働く。だからお前はそうなるように場を仕立てて欲しい」

　エズルの提案に、ティナーシャは腕組みをする。

「まあ……いいでしょう。それくらいはやってあげます」

　エズルはそれを聞いて目に見えてほっとした顔になる。

　彼女の役目はだから、ミラードが訓練場にまで前線を押し上げた時点で終わるはずだった。







「──っ！」

　頭上から苛烈な一撃が打ち下ろされる。

　ティナーシャはそれに対し、正面から受け止める愚を犯さなかった。彼女は一瞬早く後ろに跳んで剣に空を切らせる。油断なく剣を構えながら彼女は形のよい眉を寄せた。陣営としては味方である男を睨む。

「どういうつもりですか？」

「正体を現したな、妖女め。お前が敵兵を砦に招きいれたのであろう」

「直接には違います」

「言い逃れをするな！」

　再び襲いかかってくる剣を彼女は右に避けた。予定にはなかった面倒ごとにティナーシャは舌打ちしたくなる。

「融通がきかないとは聞いてましたが、予想以上ですね……」

　魔法を使って殺すことは容易い。だが、それをしては計画に綻びが出る。

　彼女がこの計画の裏の主要人物なら、目の前の男は表の主要人物だ。

　ティナーシャは吹雪を思わせる目で相手を見上げる。

「ミラード将軍。貴方の役目は兵を指揮し、敵を制圧して勝利をもたらすこと。私を追うのは見当違いですよ」

「黙れ！」

　ミラードは話を聞く気がまったくないらしい。振ってくる剣を三度避けて、ティナーシャは距離を取った。憎悪が殺気と混じりあった目で男は彼女を睨む。

「妖女めが！　お前が何もかもをおかしくさせたのだ！」

「違いますよ。おかしなことになったから私が出張ってきたんです」

　ティナーシャは軽く結界を張りながら相対する男をねめつけた。漆黒の瞳に威圧がこもる。

「熱くなるのも大概になさい。己の役目を何だと思っているのです」

「賢さかしい口をきくな！　……お前を排除すると、ラディア嬢に約束したのだ」

　混戦の中にあって地を這うような男の声に彼女は目を細めた。

「ラディア？　……ラディア・ココ・アシヒス？」

「お前がその名を呼ぶな！」

　振ってくる刃に空を切らせながら、ティナーシャは結界を張って飛来する矢を防ぐ。

　──面倒な状況だが、理由は見えてきた。

　モーラウの婚約者である女性とミラードは親交があるのだろう。そしてモーラウの愛人ということになっているティナーシャ個人に私怨がある。

「これは……言っても話が通じなさそうですね。とは言え、指揮官の立場を放り出しての私闘には落胆です。エズルも少々貴方を買いかぶり過ぎましたね」

「囀さえずるな、妖女！」

　近くから肉の焦げる臭いが漂ってくる。

　負傷した兵のすすり泣く声。吹きつける乾いた風。

　戦闘はまだ、終わってはいない。







　混戦となった訓練場で戦っていたラジュは、砂煙の向こうに女の姿を見つけて目を瞠った。いつもの双剣ではなく細身の長剣を持った彼女は、何故かミラードと斬り結んでいる。

　小柄な彼女相手だというのに本気で剣を振るう将軍を見て、少年の意識は瞬間で切り替わった。彼は目の前の敵兵を斬り伏せるとその場を駆け出す。

「待て、ラジュ！」

　横から制止の声がかかる。だが、かかったのは声だけではなかった。男の手が伸びてきて彼の肩を摑む。ラジュはその相手を振り返った。

「隊長、止めないと」

「平気だ、放っておけ」

「どちらか死にますよ！」

　稽古での手合わせではない。少なくともミラードがティナーシャを殺す気でいることは明らかだ。彼女もまたその気になれば男を殺せるだろう。

　そうなる前に止めなければならない。第一ラジュは、ティナーシャを傷つけようとする人間をそのままにしておく気はなかった。

　だがデファスは肩を摑む手を離そうとはしない。むしろ力を込めてくる。

「行くな。それよりバルシア兵の殲滅が先だ」

「もう勝てます」

「駄目だ。終わっていない」

　譲らない上官にラジュは舌打ちをのみこむと肩を軽く捻った。デファスの手から逃れ出る。

　しかし次の瞬間、少年は何かを感じて身を屈めた。頭のすぐ上を短剣が薙いでいく。

「行かせないって、ラジュ」

「……隊長」

　反射的に後ろに跳んで間合いを取ったラジュは、愛想よく笑うデファスに息を詰めた。

　よく稽古をつけてくれた上官の右手には、いつもの通り長剣。

　そして左手には──いつの間にか短剣が握られている。

　面倒くさがりやで気さくで、部下と行動を共にしてくれる部隊長。しかし、今ラジュの目の前にいる人間は、少なくとも今までのデファスとはまったく異なる雰囲気を纏っていた。

　双剣となった上官を、ラジュは警戒を漂わせながら注視する。

「何するんですか、隊長……」

「頭を冷やさせてやろうって思っただけさ。お前なら避けられるし、目が覚めただろ」

「さすがにこの状況で、冗談じゃ済みませんよ」

　いくら混戦とは言え、部下に武器を振るうのは乱心の粋だ。

　けれどラジュはそう指摘しながら、デファスは乱心していないのだろうとも確信していた。

　現に彼は、いつもと変わらぬ笑顔を見せる。

「あの二人を止める必要はないさ。……それより、お前、何で演習にこんなに人が来てるんだって聞いてたよな？　あれ、教えてやるよ。エズル殿下の命令だ」

「え？」

　どうして王子が自国の不利になるようなことをするのか。すぐには理解できないラジュに、デファスは続ける。

「バルシアを砦に侵入させるよう情報を流したのはエズル殿下なんだよ。他国からの襲撃が起きれば軍部の意見が重くなる。だからあの方はわざと隙を見せてバルシアを砦に引きこんだ。その上で子飼いのミラードに制圧をさせて、自分の手柄にしようとしてるのさ」

　デファスの口調は辛辣だ。細めた目が、戦い続けるミラードとティナーシャを捉える。

「あの二人はどっちもエズル殿下に与くみする人間だ。何で身内同士で戦ってるのかは知らないが、どちらが死んでも問題ない。どうせやつらは今回の事件の首謀者だ。放っておけばいい」

　呆気に取られるような内容だ。

　けれど『放っておけばいい』と、その口調に何かを感じてラジュは眉を上げた。目の前の上官を注視する。

「それが本当だとして……隊長はどうしてそれを知ってるんですか」

　砦に異変があった時、ミラードは本当に驚いていたのだ。あれが噓には見えないし、他の部隊長たちも似たり寄ったりだった。

　なのに何故デファスはエズル王子の策を知っているのか。少年は疑いを以て続ける。

「もしかして……放っておけばいいって言うのは、二人が死ねばもう一人の王子、リアス殿下が得をするからですか？」

　デファスは表情を変えなかった。

　ただ笑顔のまま、雰囲気だけが鋭く研がれる。

　その変化にラジュは自分の推測が当たったことを感じた。目の前に立ち塞がる男を睨む。

　名前しか聞いたことのない二人の王子。互いに争っているらしきその二人の思惑が、今回の襲撃に影響しているのだ。ラジュの貌は険を帯びる。

「隊長はリアス殿下の部下だと、そういうことですよね」

「正確には雇われ。武官ってのも中々面白かったけどな」

「本職は暗殺者ですか」

「……何で分かった？」

「似た剣を使う人間と手合わせをしたことが。彼女は暗殺者に剣を習ったと言っていました」

　ティナーシャと試合をした時に感じた違和感。あれは、デファスの動きと彼女の戦い方が似ていたことから来るものだった。だからこそ彼女の師が暗殺者だったと知って、違和感は増した。デファスはそんなことを少しも匂わせていなかったのだから。

　素性を看破された男は陰惨な微笑を浮かべる。闇の中が似合う眼光は捕食者のものと同じだ。

「確かに時々城都に呼ばれて本来の仕事もしてたけどな。ただラジュ、誤解するなよ？　今回の一件は本当にエズルの仕業だ。じゃなきゃ演習の人数なんて変えられない。リアス殿下は、少しそれを利用しただけだ。砦内に敵の侵入を許した上、肝心の将軍が暗殺されるなんてなったらエズルは大打撃だろ？」

「隊長の狙いは、ミラード将軍ですか」

「この混戦じゃ何があるか分からないからな。けど……あんな頭の固い軍人よりお前の方が余程危険に見えるよ、ラジュ」

　そう笑うデファスの言葉は冗談なのか本気なのか。

　ラジュは相手の真意よりも、間合いを測る。

「高く買って頂いてありがたい、とは言いませんよ」

「そうか。ならリアス殿下に紹介してやるから、こっちにつかないか？　お前はきっとミラードを越えるよ」

「お断りします」

　ティナーシャがエズル王子に与しているというのは本当なのだろうか。

　ここ一月姿を見せなかった彼女は、その間何をしていたのだろう。

　だが、確かめるのは後だ。今は他にやることがある。

「隊長、隊長は彼女を殺すつもりですね」

「ん？　ひょっとして、お前が気にかけてた女はあれか。そりゃまずい女に引っかかったな」

　デファスは殺意を否定しない。むしろ年上の余裕を以てラジュに忠告した。

「あれはいわゆる傾国ってやつだ。現れて一週間でエズルを籠絡した。騙されるなよ、ラジュ」

「お言葉ですが、俺の女です」

　ラジュはゆっくりと剣を構える。

　剣先に見える男はまだ笑っていた。その笑いに緊張を覚える。

「隊長……今まで手加減してましたよね」

　手合わせの最中、いつも隙を見て中断していた上官。彼が少年に「負けた」ことは一度もない。

　闇の底を探るような問いに、デファスは唇を釣り上げて笑った。

「当たり前だろ、小僧」

　男は双剣を構える。

　それは人を殺すために洗練された、一つの極たる姿だ。

　ラジュは占い師の少女に聞いた言葉を思い出す。

『けれどもうすぐ危機が訪れるでしょう。身内の裏切り、遠くからの意志……』

　あの言葉が示していたのは今なのかもしれない。遠くからの意志が錯さく綜そうしてこの場は戦場になった。本格的な戦争よりは遥かに小規模な、だが確かに戦場に。

　──ならば、裏切ったのは誰か。

　城にいるという二人の王族か、ミラードか、デファスか、それともティナーシャか。

　ラジュは剣を構えながら油断なく目の前の男を見やる。

　人よりも獣に近い目をした男は、少年に向かって薄く笑うと何の言葉もなく地を蹴った。







　ティナーシャは殺意のこもった一撃を自らの長剣で外に流す。

　だがかなりの勢いを持って打ちこまれた剣を、完全に逸らしきることはできなかった。右手に軽い痺しびれが走る。彼女は顔を顰めて腕力を魔力で強化した。

「貴方に武勲を立てさせるよう、エズルに言われているんですがね」

「何の譫言うわごとだ。殿下の名を騙かたる魔物め」

　もう何合目になるか、数えてもいない斬撃が彼女を襲った。ティナーシャの持つ細身の長剣がたわんでそれを受け流す。

　ミラードの剣は強く、そして激しい。これでは彼女自身より先に、彼女の剣の方が耐え切れなくなるかもしれない。

　だがこの予定外な戦いは、そう長くは続かないだろう。そのことを二人のどちらもが分かっていた。ティナーシャは次の一撃を体ごとかわすと男を見上げる。

「私怨によって私を殺そうとするのなら、殺されても文句は言えませんね」

「俺をお前が殺し得ると？　屍しかばねを曝すのはお前の方だ」

　男の目にはもはや殺意以外のものは見られない。それは、主君の名を聞いても退かないことから明らかだ。ミラードは既に彼女を殺すと決めている。そのために指揮官の立場をも放り出している。

　ティナーシャはわずかな迷いによって攻撃しないまま、また男の剣を受ける。

　──これほど捩ねじれてしまうのなら、モーラウにもっと早く手紙を開けさせればよかった。

　だがそんな小さな悔恨はただの言い訳に過ぎない。むしろ非力な彼の代わりに自分がミラードの標的となったのは、マシな結果だ。

　ティナーシャは重い長剣に空を切らせて跳とび退のく。

　私闘をしていられる時間はない。バルシア兵の掃討もまもなく終わる。

　だから彼女は、最後の通告をする。

「私情で動くなとは言いません。私も似たようなものですから。ですがもうあまり時間がない。覚悟はありますね？」

　自分の剣をかわし続ける女が只者ではないと、ミラードも分かっているのだろう。冷たい刃の如ごとき言葉に、男は烈気を漂わせた。

　ミラードは息を深く吸いながら、目前の女に向かって剣を構える。

「愚問だ、女」

「ならばよろしい」

　ティナーシャは刃を男に向けた。

　彼女の剣の腕は普通の武官と比べても遜色ない。だが、上には上がいることもまた事実だ。たとえば目の前の男のように。

　しかしそうだとしてもティナーシャは負けない。それは驕きょう慢まんではなく事実だ。彼女は空いている左手に魔力を注いだ。

　彼ら二人は私情によって剣を取る。

　まるで救い難い愚かさ。歪いびつに侵しん蝕しょくする人の感傷。

　だが許しは請わない。そんな資格もない。

　自分が想うただ一人のために生きている。

　ティナーシャは穏やかに微笑む。彼女は魔力を帯びた左手を男に向けた。

　揺るぐことはない勝敗。ここはただの通過点だ。

　──しかしそれは、わずかに生まれた隙によって変じる。

「ラジュ？」

　視界の隅に入る人影。双剣の男に押されている少年の姿に、ティナーシャは一瞬気を取られた。

　空隙が生ずる。

　ミラードはそれを見逃さなかった。彼女の体を両断しうる速度、重さを以て剣を振り下ろす。

　闇色の目が大きく見開いた。

「ティナさん、危ない！」

　男の声がすぐ傍で聞こえる。彼女の体が横から突き飛ばされる。

　白く光る刃が振りかかってくる。自分の代わりにその前に立つ男を、ティナーシャは見た。

『だから部屋から出るなって言ったのに』

　その言葉は、声にはならなかった。







　脇腹を掠める短剣を、ラジュはぎりぎりのところで体を捩よじってかわした。時間差で襲ってくるデファスの長剣を自らの剣で受ける。

　男の攻撃はティナーシャと大差ない速度でありながら、彼女の剣より遥かに重い一撃だった。

　ラジュは押されかけて踏みとどまる。

　体勢は崩せない。その意味するところは死と同義だ。だが攻撃する間も与えてくれない攻勢に、少年は力の差もあって徐々に押され始めていた。稽古の時とは異なる動きで剣を振るいながら、男は酷薄な笑顔を見せる。

「お前を今死なせるのは惜しい。気が変わったと言えよ」

「残念ながら」

　短剣が弧を描いてラジュの右手に振りかかる。それが、剣ではなく手首を狙っていると悟って少年は後ろへ跳んだ。デファスは無音の足捌きで距離を詰める。

「普通初めて実戦に出るやつはもっと固くなるもんだ。だがお前は敵を殺した時だって動揺してない。戦うことが身に沁しみついてるんだ」

　ラジュは長剣の斬撃を剣の腹で受けた。

　だがデファスはそのまま自分の剣を軽く捻ってくる。巻きこまれたラジュの剣先は外側へと逸らされた。空いた胸めがけて矢のような速度で短剣が突きこまれる。それを少年は咄嗟に足で蹴り上げた。

「お前の才能は天性のものだ。殺すのは惜しい。こっちにつけよ」

　答えている余裕はなかった。体勢を崩しかけたラジュは左手を地面につく。

　頭上から交差して襲ってくる二本の刃を、少年はかろうじて長剣で受けた。

「それより隊長がこっちにつきませんか。猫に紹介しますよ」

「お前も言うね」

　剣を押し返すと、ラジュは地を蹴って立ち上がる。緊張と高揚が絡み合って背筋を駆け上った。

　──ティナーシャよりも遥かに強い剣だ。だが、その代わりデファスには魔法がない。

　ならば勝てる余地はあるはずだ。ラジュは自分にそう言い聞かせる。

　今、勝てないのなら、ここまで鍛錬を積んできた意味はない。彼女を殺そうとする者をこの手で下せないのなら。何もかもが台無しになってしまう。

　ラジュは続けざまに追って来る攻撃を弾く。猛もう禽きんのような男と目が合うと、彼は楽しげに嗤わらった。

「ラジュ、残念だよ」

　男の、短剣を握る左手が動く。

　相手の攻撃を弾いたばかりの少年は、反応がわずかに遅れた。

　それでも彼は半ば本能によって横に跳ぶ。右腕の皮膚を投擲された短剣が掠めていった。

　浅い傷。滲む血。しかしラジュが安堵しかけた瞬間、そこからはまるで未知の痺れが走り出す。剣を握る指が意志によらず緩んだ。

　間を許さずデファスの剣が上から打ち込まれる。

　今まででもっとも強烈な斬撃。剣は、少年の手から呆気なく武器を叩き落とした。男は素早くその剣を遠くに蹴ると、数分前までの部下を見下ろす。

「手落ちだな。俺の本業を見破ったのに毒を警戒していないとは」

「毒、ですか」

「即効性の麻痺薬だ。以後に生かせなくて残念だろうが……最後だ、小僧」

　デファスは剣を振り上げた。鋼が鈍く光を反射する。

　武器を持たない手には何もできない。終わりはもうすぐそこだ。

　ラジュは痺れる手を握りこもうとする。




　ここで死んだら彼女は泣くだろうか。

　彼の名を呼んで軀に縋るのだろうか。

　──考えるまでもない。




　ラジュは右手を上げる。手の平が異様に熱い。そこには何かがある。

　まとわりつく痺れを振り切る。彼は手の中の何かを摑んだ。振りかかってくる剣めがけてそれを振るう。

　鏡のように輝く両刃。それは、あらゆる法則を拒絶する。外も、内も、何もかも。

　声はない。音もない。ただ手の中に現れた剣だけが軌跡を描く。

　刃同士がぶつかりあう感触は一瞬。

　直後、デファスの剣はまるで硝子のように砕け散った。驚愕の目に少年は応えない。

　ラジュは、魂に染みついた動きで己の剣を掲げる。

　そしてそれを──瞠目する男に向かって振り下ろした。







　デファスの体は、地に伏して動かない。

　その体の下から徐々に広がっていく血溜まりを、ラジュは無感動に見下ろしていた。彼は右手に握った長剣に視線を移す。

　どこから現れたのか、初めて見る剣は不思議なほど手に馴染んでいた。少年は虚脱しかける精神を奮って背後を振り返る。

　ついさっきまで彼女がミラードと対たい峙じしていた場所には今、ティナーシャだけが一人立っていた。

　彼女は右手に剣ではなく男の襟首を摑んでいる。男は服装からしてモーラウだろうか。

　目の前に倒れているのはおそらくミラードだ。彼女は、珍しく陰鬱な、翳のある表情で動かないミラードを見つめていた。

「ティナーシャ」

　名を呼ぶと、彼女は顔を上げる。視線を動かして彼を見つめた。

　花のようにティナーシャは微笑む。

　代わりのない笑顔。けれど花の香りは今はしない。血臭が鼻び腔こうから入りこんで頭の内を侵した。

「ティナーシャ」

　もう一度名を呼ぶと彼女はモーラウを摑んでいた手を放した。代わりに、ラジュに向かって軽く右手を振る。

　漂白されたかのように、ただただ綺麗な笑顔。それは夢の中のように非現実的に見えた。

　ティナーシャはだが、いつものようには彼のもとに駆け寄ってこない。むしろ誰かに呼ばれたかのか顔だけで背後を振り返った。

　そして、もう一度彼を見る。

　闇色の瞳は、何故か少し寂しそうだった。

　彼女は目を閉じて口元だけで微笑すると、軽く両腕を広げる。そのまま何の前触れもなしにその場から消え去った。

「ティナーシャ？」







『国を出ない』と、そう何度となく言った時に彼女は何を考えたのだろう。

　彼だけを大事にする彼女は、本当は彼を連れ出したかったに違いない。王位争いで揺らぎそうな国の城砦などにいて欲しくなかったのだろう。

　けれどラジュはそれを拒否した。彼の目的は、彼女に頼らず強くなることだったからだ。

　ラジュの意志を汲んでティナーシャが出した結論は──時間を稼ぐこと。

　彼がこの国の民である数年から数十年の間、彼女はこの国を「長持ち」させることを選んだのだ。







　敵国兵の死体が積み重なる中を、救護の魔法士たちが走っていく。

　遠くから誰かが誰かを呼ぶ声が風に乗って聞こえた。

　ラジュは辺りを見回す。そこに、彼の探している人間はいない。どこにも姿は見えない。彼は一人城砦を見上げる。








※









　不可解さを残すバルシアの襲撃事件。

　だが、これを切っかけに「国の防備を重視すべき」とのエズルの発言力は増し、数カ月後、彼は競争相手であったリアスを退け実質的な国の支配者として玉座についた。軍務のみに才があると思われていた彼の内政手腕は見事なものであり、また外交も他国それぞれに即して巧みに立ち回ることで、メンサンは以後三十年にわたり更なる戦乱を回避することとなる。

　エズルの傍について統治の手法を助言し、周到な情報操作によって政敵を排除していた女の名を知る者は宮廷内でもほとんどいない。

　ただ彼女は「影の寵ちょう姫き」として密かに恐れられていただけだ。







　ティナーシャは砦から姿を消した。

　彼女の魔法によって攻撃を受けたミラードは、怪我は治ったもののここ一年ほどの記憶を失ってしまったらしい。すぐに彼は城都に送還され、軍を離れて静養することになった。

　また、遅れてモーラウも砦からいなくなった。家を継がなければならない彼は、城都に戻って城で文官として働くことになったという。

　四人部屋だったラジュの部屋は、デファスを失って三人部屋になった。デファスを殺したことでラジュは査問を受けたが、上からの圧力がかかったのかすぐに不問とされた。

　彼が夜眠る枕元に小さな黒猫はいない。彼女の気配も感じない。

　ティナーシャは、ついには二度と砦に戻ってこなかった。











※






　城の奥にある一室。そこへは部屋の主人の許可なく入ることは許されない。たとえ、この国の王であっても例外ではない。

　エズルは応接室を越えた寝室の扉を軽く叩く。返事が聞こえたのは、扉を叩き始めてからたっぷり五分ほど経った時のことだった。

「煩い」

　短い言葉と共に扉が勝手に開く。彼が数歩中に踏み入ると、広い部屋の向こう、天蓋の奥からくぐもった女の声が投げかけられた。

「──何の用です？」

「ヴァセラ侯が他侯との争いの調停を依頼してきた。陳情に目を通して欲しい」

「三十分で行きます」

　エズルは「頼む」とだけ言って踵を返す。「そんなこともまだ自分でできないんですか？」と言われなかったことに、彼は内心ほっとした。自分が内政について未熟な人間であることは、とっくに思い知っている。それでもなんとか成長したいと思っているのだが、現状あまり成果が出ていないことは事実だ。

　彼女もそれを分かっているのか「信用できて能力のある臣下を選びましょう。何人か暗殺されてしまったことは本当に手痛いですが」と最初に言っていたのだ。事実、彼女が来てから一年、エズルの周りには人が集まり始めている。これが王になるということかと実感するくらいだ。

　それでも、一番彼の近くにいるのは彼女で──だからか知らないが、彼女は「影の寵姫」と呼ばれているらしい。彼女の名が知られていないことと、彼女の判断に重きを置くエズルに、妃がまだいないせいでそう見えるのだろう。

　だが実情はまったく違う。エズルは廊下を供もつけず戻りながら苦笑した。

　──彼女は「寵姫」ではなく「女王」だ。

　彼を玉座につけ、多岐にわたる執務を見事な采配で動かし国を保っている統治者。一方彼は、彼女に尻拭いをされてばかりの未熟な王だ。そんな彼女と唯一物もの怖おじせず接しているのは、彼と同じく彼女に教育されている一人の文官だけだろう。

「先は遠いが、急がねばな……」

　おそらく彼女はいつかいなくなるのだろう。だからそれまでに一日でも早く、彼は自分と臣下を育てねば。分かってはいたが国一つ動かすのは重労働だ。それでも、彼女の助力を得られただけ幸運だったのだろう。

　エズルは長い廊下を一人歩いていく。

　同じ廊下を彼女がやって来るのは、三十分と少し後のことだった。











※






「眠い。眠くて仕方ない」

「起きてくださいティナさん。仕事が山積みです」

「半分やれ」

「はいはい」

　モーラウが書類を半分に分けると、ティナーシャは机に突っ伏したまま欠伸をした。

　──仕事をするのは苦痛ではないのだが、起こされるのは辛い。気を抜けば眠ってしまいそうだ。

　それでもこの城に来たばかりの頃とは違い、最近は彼女の負荷も大分減ってきている。

　城砦にいた時から教育を施しているモーラウは、着実に一流の手腕を身に着けつつあり、今では城になくてはならない人材となっていた。

　一方、エズルへの教育も一応やってはみたのだが、こちらはあまり実を結んでいない。政に才がないというのは本当のことだったのだろう。

　ティナーシャは今まで何人も政軍務両方に秀でた王を見てきたが、それは単に彼女が永い時を生きてきたがゆえだ。実際、大多数の王はそうではなく、臣下に実務を任せることがほとんどだ。

　彼女自身今ここで、実務を引き受ける役割を負っているのは面倒だが、国内外の不安要素をあらかた潰して人材が育てば、彼女がいなくなっても数十年は余裕で平穏が保てるだろう。

「ティナさん、そう言えばもうすぐ城都の祝祭ですよ」

「そうですか。一日寝てようかな」

「キノコになりますよ。それより僕の文通相手が祝祭に来ることになったんで、街を案内しようと思います！」

「相手も気の毒に」

　文通とは貴族の癖にずいぶん地味な趣味を持っているな、と思ったが、こういうものは人それぞれだろう。

　モーラウは、城都に戻ってから婚約者に会いに行き、正式に婚約解消した。

　あの時、ティナーシャを庇かばってミラードの前に立った彼は、右腕を半ば切断された。それはティナーシャが魔法で継いで事なきを得たが、代わりにティナーシャが反撃したミラードの方は、魔法に打たれた衝撃のせいか、一年ほどの記憶がなくなってしまったようだ。その結果は完全に想定外で、記憶も魔法で消したものではないのでどうにも治せない。ただ療養中のミラードのところには、モーラウの婚約者だった令嬢がよく見舞いに行ってるらしい。

　ティナーシャは書類に目を通しながら欠伸をのみこむ。モーラウが彼女の前に書類を追加した。

「祝祭当日は城でも催しものがありますし、ティナさんもあちこち見て回られてはいかがですか」

「やだ。眠い」

「そう言わずに。また『滅多に出てこない毒キノコ』って影口叩かれますよ」

「それ初めて知りましたよ……」

　ティナーシャは欠伸を嚙み殺しつつ、祝祭の書類に目を通す。

　街の警備や要人警護、他国からの招待客についての手配から始まって、城の敷地内を使って開かれる剣術大会や魔法士の研究発表まで。次々に書類を捲って要点を押さえてしまうと、彼女は最後の一枚、魔法研究発表と図書館資料の一部開放という項目に目を留めた。

　この城においてティナーシャは自分の生活以外で魔法を使うことはほとんどない。そのため彼女が魔法士であるということ自体知らない人間も多いが、現在の宮廷魔法士がどのようなことを研究しているのかは少し気になる。暇があったら見に行ってみようとティナーシャは記憶に留めた。

　署名と共に書類を処理すると、彼女は祝祭までの予定表に目を落とす。

　──いつの間にか、この城に来て一年が経とうとしている。

　まるであっという間だったようにも、とても長かったようにも感じる時間。

　今頃、あの城砦で彼は何をしているのだろう。それを干渉して知ろうとは思わなかったが、彼女が保っているこの国のこの時間が、少しでも彼にとって有意義であればよいな、と思った。

　モーラウはティナーシャの前にお茶のカップを置く。彼女はそれを手に取って口をつけた。男は自信満々に胸を張る。

「どうです、僕も一流の文官になったでしょう！」

「……お茶を淹れるのは上手くなりましたね」

　実際は、文官としても彼は優秀になった。ティナーシャの教えによくついてきた。そんな彼は、にやにやと笑って師である女を見下ろす。

「そろそろ陛下の面倒は僕が見ますから、ティナさんは彼のところに帰ってもいいんですよ」

　ティナーシャは目を丸くする。

　モーラウは、何故彼女が砦を出て城にいるのか全て知っているのだ。だから、そんなことを言うのだろう。

　彼女はたっぷり数秒、不出来な弟子の顔を見返すと、ふっと笑った。

「何言ってるんですか。貴方に任せてなんて不安で仕方ありませんよ」

　彼女はそして、仕事全てを片付けると、睡眠を取りなおすために部屋に戻る。

　こうして眠っている時間が一年前より長くなってきているのは、代わりの人材が育っているということでもあるのだろう。

　だから彼女は何を為すわけでもなく眠っていられる。

　それでも三日に一度は予定外のことで起こされることが未だにあるのだが。





※






　寝室の扉が大きく叩かれる。

　この叩き方はモーラウだろう。彼女の部屋の応接室まで入る許可を与えているのは、エズルとモーラウしかいない。眠かったので五分無視してみたが、彼は飽きもせず扉を叩き続けている。

　根負けしたのは結局ティナーシャの方で、彼女は「諦めろ！」と言いながら魔法で扉を開けた。

　モーラウは戸口から声をかけてくる。

「ティナさん、着替えて外来てくださいよ。陛下が祝祭に顔見せして欲しいって仰ってます」

「そんな理由で起こすな！　断る！」

「じゃあ僕の文通相手に会ってください」

「余計嫌です」

「今日、祝祭の中日ですよ。ティナさん魔法士の研究発表見に行くって言ってたじゃないですか」

「あー……」

　すっかり忘れていた。そう言えばそんなことを言っていたのだ。私用で動くことなどほとんどないから忘れていた。ティナーシャは乱れた髪をかき上げながら寝台の上に起きあがる。人前に出るならそれなりに支度を整えなければならない。

「二時間で行きますよ」

「もっと早く！」

「煩い。外出てろ」

　彼女はモーラウを叩きだすと寝ね惚ぼけた体を引き摺って浴室へと向かう。入浴して目を覚まし、略装のドレスに着替えてヴェールを身につけた頃には、既に一時間半が経過していた。

　廊下に出ると、そこにまだモーラウがいたのでティナーシャは驚く。

「うわっ。待ってなくてよかったのに」

「二時間経っても来なかったら二度寝を起こそうと思ってました」

「人の言うことを信じろ！」

　そんなことのために待っていたとはよほど暇なのだろうか。

　彼女はモーラウと並んで城の廊下を歩き始めた。女官や文官たちは二人の姿を認めると、廊下の脇に避けて深く頭を下げた。

　顔を見せたくないティナーシャは、人前では大抵ヴェールをかぶっている。それは名前を知られていないことと相まって、城の人間に興味と畏怖を抱かせていた。皆、彼女に近寄ってはこないし話しかけもしない。

　二人は長い廊下の途中、回廊に差し掛かる。そこから張り出した広い露台には、多くの人々が席を作って座っていた。中にはエズルの後ろ姿も見える。

　露台の下から時々湧き起こる歓声にティナーシャは首を傾げた。

「あれ何かやってるんですか？」

「ティナさん書類読んだのに端から忘れてますね。そう言えば陛下がお呼びでしたし行きましょう」

「嫌だ」

「我儘言わないでください。もうすぐ終わりそうですからちょっとだけ」

「嫌ですって……。表出るの好きじゃないって知ってるでしょう」

「まぁまぁ。僕の文通相手を紹介しますから」

「心からどうでもいい！」

　何故そんなところに出て行かなければならないのか、ティナーシャは反抗心を露にする。

　だが大声を上げたことで人々が振り返り、更には彼女に気づいたエズルにまで手招きされては行かないわけにはいかなくなった。

　表面上は王を立ててティナーシャはその隣に座る。露台から見える広場では、ちょうど何かの大会が終わったばかりのようだ。興奮の熱気がまだ辺りを深く支配している。場を整えるためにあわただしく走り回る兵士を、ティナーシャはヴェール越しに見下ろした。

　観客たちの視線が集まる中、広場の中央に立つ将軍が王を見上げる。エズルはそれに応えて立ち上がった。

「見事であった。優勝者には将軍位と何か望みのものを与えよう」

　王の言葉に、将軍は一歩横によけると後ろに立っていた人物を振り返る。優勝者らしい彼は前に進み出ると礼をした。

　その姿にティナーシャは啞然と口を開く。

　何故彼がこんなところにいるのか、それがまず分からなかった。

「希望を申せ。地位か？　宝石か？」

　王の言葉に、彼は堂々たる態度で顔を上げる。

　そして、左手を迷いなく差し伸べた。真っ直ぐに、隣にいるティナーシャに向かって。

「彼女を」







　九十年は長かった。

　彼と出会う前の四百年よりも、ずっとずっと。

　だから、彼にもう一度出会えた時は嬉しかった。言葉では言い表せないくらい。とても。

　愛されないことは悲しい。だがそれは、ささやかな欠損でしかないだろう。

　彼がいる。

　それだけで、この世界は鮮やかに色を変えるのだから。







「ラジュ！」

　少年の望みに答えたのは王ではなかった。隣にいた女が手すりを乗り越え露台から飛び降りる。

　長いドレスが走りにくいのか、もどかしげに裾を引きながら駆けてくる女を、ラジュは苦笑して待った。目の前に来た彼女を腕を伸ばして抱き上げる。

「ラジュ！　どうして！」

「寝てるか怒ってるかしかしてないって手紙に書いてあったから。迎えに来た」

「仕事してましたよ！」

「知ってる」

　少年は女のヴェールを取り去った。久しぶりに見る闇色の瞳には少し涙が滲んでいる。

　その双眸を近くに見ることに今は何の抵抗もなかった。ただ胸を焼く想いだけがある。

　一年の間に鍛えた腕の中で、彼女は一輪の花のように稚い笑顔を見せる。白い両手が彼の頰に添えられた。

「ラジュ、私、貴方が大好きなんですよ。結婚してください」

「駄目」

「ぎゃあ」

　猫のような声で悲鳴を上げる女に彼は笑う。華奢な体を抱く腕に力を込めた。

「待たせたのは俺だから俺が言うよ。──俺と結婚して」







　世界に二人しかいない異質は、幾度も出会いと別れを繰り返す。

　そうして彼らは絶望と希望を縒り合わせて、悠久の時、精神の倦けん厭えんを乗り越えていく。







　飾り気のない求婚にティナーシャは黒い目を瞠った。顔を寄せて囁く。

「私でいいんですか？　本当に？」

「ティナーシャが俺でいいのなら」

　似た言葉を返すと彼女は嬉しそうに微笑んだ。細い躰を下ろしてラジュは王を見上げる。

　露台に立つ男は、少し残念そうな目で二人を見下ろしていた。だがすぐにその感情も表面から消えうせる。

「よかろう。もともと彼女は私の支配下にはない。好きに連れて行くがよい」

「ありがとうございます」

　ラジュは隣を見ると彼女の白い手を取った。温かい指がそっと握り返してくる。

　このささやかな温度がどれほど二人を救うのか、彼はまだ知らない。けれど、いつかは思い出す。

　ただ今は、幸せそうに笑う彼女が目の前にいるだけだ。

　だからこの笑顔を失わずにいられるように。

　ここから先、彼女の手を引いて歩んでいけるように。

　ラジュは誓いを込めて小さな手を握る。

　そうしてようやく彼らは──二人に戻った。
















　──能力のある者は、出自問わずふさわしい地位を与える。

　それはエズルが即位して一月後、国中に公布した宣言の一つだ。

　人材不足だった王自身は進んでその態度を示したが、彼の背後にいるティナーシャは「無作為に集めても見極めるのが面倒なんですよ」とあまり乗り気ではなかった。

　だから結局のところ、にやにや笑いながらその政策を進めたのはモーラウの方だ。彼は布告が終わると、いつものようにサネク城砦にいる文通相手へと手紙を書き……やがて王の方針を裏付けるように、いくつかの採用基準が公開された。祝祭における剣術大会もその一つだ。







「全然！　聞いてなかったです！　本当に！」

　メンサン城都内にある、こじんまりとした家。

　ここは結婚生活を始めるにあたって二人が買い上げたものだ。ティナーシャは城に置いておいた少ない私物を運びこみながら、ラジュをなじる。

「どうして言ってくれなかったんですか」

「お互い様。ティナーシャも何も言わなかったし、聞いてこなかっただろ」

　正論を返されて、ティナーシャは「ぎゃー」と叫ぶ。そんな彼女についての情報は、モーラウからの手紙で筒抜けだった。王の相談役として彼を即位させるための根回しや実務をやっていること。他の人間の教育、諸侯との交渉手配や、窮状に置かれた民への救済処置など。彼女が手をつけていたことは、国を安定させるための全てだ。

　だからラジュも色々をのみこんで、まず己のことに専念することにしたのだ。ティナーシャが砦から去っていったのはきっと、彼に時間をくれるためなのだろうから。ラジュは剣の腕を磨き、武官の試験を受けて合格し、剣術大会への出場資格を得た。そして国中から集まった猛者を全て下して、王より望みのものを得た。

　そうして求婚した彼女はやはり、初めて出会った時と変わらない姿だ。身長が縮んでいるような気もするが、彼女が縮んだのではなくラジュが伸びたのだろう。

　ティナーシャは小さな書類箱をテーブルの上に置くと、振り返って彼に飛びついてくる。その軽い体をラジュは受け止めた。

「疲れたなら座ってていいよ。俺がやるから」

「構ってください！」

「まだやることあるから」

　今回の引越しにあたって、ラジュは村に残してあった生家も叔父に譲って、必要な家財だけ持ってきた。将軍として宮仕えになることもそうだが、これから彼女と新しい生活を始めるのだ。

「ここ、城に近いからいいんだけど、空き家だったせいであちこち補修しないとな。草刈りとか、屋根の修繕とか」

「ラジュはお仕事があるでしょう？　私がやりますよ」

　結婚を機に、彼女は王の相談役をすっぱりと辞めてしまった。エズルはちょっと泣きそうな顔をしていた気もするが、モーラウが「お任せください！　分からないことができたら聞きに行きます！」と言っていたので、今後は有事にのみ手助けするつもりなのだろう。

　ただ、だからと言ってラジュは彼女に家のこと全てを任せる気はなかった。

「家の外側のことは俺がやるよ。そういうの割と好きだし」

　あとは単純に、怪我をしそうな肉体労働をあまり彼女にさせたくない。こういうものは向き不向きだ。だからラジュは今も、重くて大きな荷物を率先して運んでいるのだが、そんな彼の首にティナーシャは後ろから飛びついてきた。

「ラジュ、大好きです！」

「突然来た」

　別に草むしりをするから感謝されているわけではないのだろうが、彼女はもともと唐突に感情が爆発するたちなので気にしない。それに好かれて嬉しいのは事実だ。猫だったらゴロゴロと喉が鳴っているところだろうし、そんな猫を見ているだけで割と幸せだ。

　ティナーシャになつかれながら荷物を運んでいたラジュは、玄関に積まれた箱のうち、白い布箱を見て大事なことを思い出した。

「そうだ、ティナーシャに試着させといてって頼まれたんだ」

「何をですか？」

「花嫁衣裳」

　言いながらラジュは布の箱を開ける。そこには真白い花嫁衣裳が入っていた。絹糸で丁寧な刺し繍しゅうが為されたドレスを、ティナーシャは驚いて手に取る。

「え、どうしたんですか、これ」

「モーラウさんが──」

「なんであの人が私の花嫁衣裳を用意するんですか。お母さんですか」

「手配を手伝ってくれたんだよ。選んだのは俺」

　モーラウの名を出した途端冷ややかな目になったティナーシャは、続く言葉を聞いてぱっと笑顔になる。「着てみて」とラジュが言うと、彼女はいそいそと箱ごと抱えて奥の部屋に消えた。ラジュは楽しみに着替えを待つ。




　──もともとラジュは、剣術大会で結果を残せたら彼女に求婚しようと思っていたのだ。

　そこで断られる可能性もないわけではなかったが、断られたらもう一年くらいは粘ろうと思っていた。ただモーラウが「結婚式の準備はしときましょう。多分ティナさんすっごく喜ぶので！」とぐいぐい押してきたので、一応花嫁衣裳を仕立ててもらった。ティナーシャは肉体的に成長しない人間なのでこういう無茶もできる。

　それに、なんだかんだ言って彼女の花嫁衣裳を選ぶのは楽しかった。何を着せても似合うのだろうが、せっかくだからと散々迷った。二週間くらい悩んでいたので、砦でも同僚たちに散々からかわれた。「まだ相手に求婚もしてないし返事ももらってない」と正直に言ったところ、憐れみの目を向けられた。

　そんなわけで、ラジュにとってはそこそこ思い入れのある衣裳だ。ただそんなことを彼女に知られるのは気恥ずかしいので内緒にしておくつもりだ。




「ラジュ、どうですか？」

　そんなことを言いながら出てきた彼女を見て、ラジュは息をのむ。

　──まるで大輪の花だ。

　腰の下から大きく広がる裾は円形で、袖口もそれに倣うように広がっている。肌をあまり出さない、首の詰まったドレスは彼女の印象を侵しがたい、神聖なものに見せている。

　ラジュは想像以上の出来栄えにぽつりと零した。

「似合う……可か愛わいい」

「ありがとうございます」

　ティナーシャは嬉しそうに破顔する。幸せそうな笑顔は、今までに見た彼女の表情の中で一番可愛い。再会してから毎日可愛いを更新している気がするが、それを言うとまた激突されそうだ。

　ティナーシャは器用に裾を引いてラジュの前まで来ると跪ひざまずいた。

　闇色の眼差しが熱を込めて彼を見上げる。

「私を選んでくださって嬉しいです」

「ティナーシャが俺を選んだって気がするんだけどな」

　最初からずっとそうだった。ラジュがしたことはただ、彼女を待たせただけだ。

　けれどティナーシャは「いいえ」と首を横に振る。透き通る声が囁く。

「貴方が、私を選んでくださったんです。いつだって貴方が私に手を伸ばしてくれる。貴方がいれば世界が変わる。とても幸せです」

　小さな唇が少し震えて想いを紡ぐ。

「だからラジュ、魔女が貴方に、永遠に変わらぬ愛情を捧げましょう」

　誓いに似た言葉。

　それを聞いてラジュは一瞬、軽い既視感を覚えた。




　今ではないいつか、どこかで。

　別の花嫁衣裳に身を包んだ彼女の姿が脳裏をよぎる。




　けれどそれは軽い頭痛をもたらしたのみで、すぐに彼の中を過ぎ去った。

　ラジュは軽く頭を振って頭痛の余韻を振り落とすと、彼女に手を差しのべる。白い手を引いて立たせると細い体を抱き寄せた。

「今、魔女って言った？」

「気のせいじゃないですか？」

「別に今更驚かないけどさ……」

　魔女であろうが猫であろうが構わない。毒であっても飲み干す覚悟はある。

　──それよりも言わなければ、と思っていたことがあるのだ。

　いつからか、ずっと心の中に引っかかっていた。もっと早く言っておけばよかった、と思って、けれどそう思い始めたのがいつかは分からない。今は記憶にない、遠い日のことかもしれない。

　ラジュは彼女の目を見たまま、その言葉を口にする。

「愛してる。何があっても絶対迎えに来るから……悲しまないで」

　魔女の瞳が大きく見開かれる。うっすらとそこに涙が滲む。

　ティナーシャは何か言いかけて、けれどそれをのみこんだ。小さな頭を彼の胸によりかからせて囁く。

「……頑張ります。ちゃんと貴方に心配させないで生きられるように」

　握った手にきつく力が込められる。

　確かなその温かさに安堵して、彼は自分の妻に口付けた。
















　右に出る者がいない剣の腕を以て、史上最年少十六歳で将軍位を得た少年は、数日後彼女とささやかに結婚式を挙げた。平和の時代にあっても浮き立つほどの能力を示す二人は、けれど半年後、何の痕跡もなくこの国から姿を消す。

　そしてそこから先は、歴史の影を行く話だ。

　人ではなく異質の物語。その全貌はどこの国の記録にも残されない。

　このお話は彼らの幸福の、ほんのわずかな記憶の一部だ。








あとがき






　お世話になっております、古ふる宮みや九く時じです。

　この度は『Unnamed Memory -after the end- Ⅰ』をお手に取ってくださり、ありがとうございます！　この作品は同電撃の新文芸レーベルより刊行の『Unnamed Memory』の続編にあたります。前作を読んでいなくても今作から楽しめる！　というタイプではなく、前作で未解決の問題をがつがつ拾っていく話になりますので、どうぞ前作がまだの方は先にそちらをお楽しみください。




　前作は一年間のお話を二つ繰り返していましたが、ここからは繰り返さない歴史をとびとびにお目にかけることになります。五つの大陸がある本作中世界では、『Unnamed Memory』本編完結後より遥か未来に至るまで、時折歴史上に謎の男女の存在が見え隠れしております。彼らが関わる時は歴史の節目であったり、もしくは真相が闇に葬られた怪事件だったりするのですが、その真相を語っていくのが当シリーズです。同レーベルの『Babel』はこの一巻より更に未来の話ですが、そこでは「ヤルダ国内で謎の事件が頻発したことがあったが、原因は不明」とのみ語られています。その真実は今巻で語られておりますし、今巻のすぐ後が『Unnamed Memory Ⅵ』のラストに繫がっています。このように前作以上の年月のスパンで描かれる冒険譚と二人の感情のお話を楽しんで頂ければ幸いです。




　ではここから謝辞です。

　いつもいつもいつもいつもお世話になっております担当様方、ありがとうございます！　毎巻ごとにかけているご面倒が増えていくにもかかわらず、素晴らしいブラッシュアップを返してくださりありがとうございます。今作がここまで来られたのもお二人のおかげです。

　そして前作に引き続きイラストを担当してくださっているchibi先生、ありがとうございます！　メイン二人の新衣装や溜息を禁じ得ないカバーイラストなどなど、今巻もchibi先生の魅力でいっぱいです！　また今作の世界を彩ってくださることに喜びと期待でいっぱいです！

　また前作から応援してくださっている長なが月つき達たっ平ぺい先生、いつも本当にありがとうございます。非常にご多忙にもかかわらず、隙間を縫ってシリーズを読んでくださり恐縮しつつも感謝しきりです。これからも応援しております！

　最後にこの本をお手に取ってくださった皆様、ありがとうございます。

　全６巻で終わるはずだった『Unnamed Memory』シリーズの、その後をこうしてお届けできるのは皆様が支えてくださったからこそです。ここから、永く幸福と絶望を縒り合せた断片をお目にかけられるよう頑張ります。もはや変えることのできない歴史を、どうぞお楽しみください。

　ではまた、どこか遠い時間の、誰かの物語にて！　ありがとうございました！





古宮　九時










章外：蛇の残像









　濡れた黒髪はいつもより艶めいて見える。

　持ち主の腰まで届く髪はその時、寝台から床へと無造作に垂らされていた。

　うつぶせでうとうとと眠りかけている妻の額を、ラジュは指でつつく。

「乾かさないの？　風邪引きそうだけど」

「ん……乾かしといてください」

「どうやって」

　普段彼女は自分の髪も彼の髪も魔法で乾かしているが、当然彼にそんなことができるはずもない。ラジュはとりあえず彼女の背にかかっていた布で、黒髪から水気を取り始めた。直接頭皮に触れるところは自分で乾かしたのであろう。ぽかぽかと温かい。

　ラジュは冷えかけた毛先に触れて顔を顰めた。

「こら、ティナーシャ。起きて乾かせ。風邪引くから」

　そう言って軽く髪を引いたものの、それくらいでは予想通り目を覚まさない。

　もともと彼女は眠りやすく起きにくいのだ。仕方なくラジュは一旦水気を取る作業に戻ったが、きりがないことを悟ると心を決めた。髪ではなく頰をつねって引っ張る。

「起、き、ろ。ちょっとでいいから」

「…………うぅ」

「起きろ、ティナーシャ」

「……貴方、自分でできるじゃないですか……ちゃんと構成組んでください……」

　彼女は完全に寝惚けているようだ。魔法など使ったこともないラジュは、大きく溜息をつくと女の耳に顔を寄せた。

　白い肌。剝き出しになっている耳の後ろに口付けを落とす。柔らかな耳朶を甘嚙みすると、ティナーシャはぴくりと震えた。

「う……オスカー、やめてください」




　──空気が凍るとは、こういうことを言うのかもしれない。




　ラジュは頭の片隅でそんなことを冷静に考えたが、片隅は本当に隅っこでしかなかった。頭に血が昇っていくような、逆に引ききってしまうような不思議な感覚が広がっていく。

　彼は沸々と揺れる感情を抱えたまま、ほとんど眠っているのだろう女の耳元で呟いた。

「ティナーシャ、それ誰」

　低く、静かな声。だがそれは彼女の聴覚を刺激して思考を動かしたのだろう。少しの間を置いてティナーシャは跳ね起きた。真ん丸の瞳がラジュを凝視する。

「あ、え……えーと、私、今何か言いました？」

「誰その男」

「あ……あれー？」

　まるで雪原のような空気が二人の間を流れていく。強張った笑顔を作っていたティナーシャは、若い夫の目を見返してこれ以上ないほどに青ざめた。





※






「ああああああああああああ、失敗したああああああああああ!!」

　魔女の何ともいえない絶叫が、地上より遥か上空に響く。

　夜空に浮かぶティナーシャは、己の失態に頭を抱えて悶絶していた。制御を離れた魔力が周囲に電光を散らせる。

「寝てた！　寝てたんですよ！　不意打ち！」

　どれほど言い訳しようともその相手は周囲にはいない。沈黙が続いた後、「おやすみ」と言って部屋を出て行ってしまったのだ。

　ティナーシャは既に乾いた髪を十指で搔かき毟むしる。

「どうしてああいうことするんですかね！　段々戻ってきてるのはあの人の方じゃないですか！」

　半年前に結婚するまでは触られるのも嫌がっていた彼だが、最近はかつての彼と変わらぬように彼女に触れてくることもある。眠っていた彼女は浅い夢に昔の記憶が甦り──取り返しのつかない失敗をしてしまったのだ。多分彼は非常に怒っている。

「も、もう、時間戻らないかな……うう」

　半泣きになりながら後悔しても遅い。

　ティナーシャはどうやって謝ろうか、膝を抱えて真剣に考え始めた。





※






　──あんまり腹が立つとどうやら眠れないものらしい。

　苛々としたまま一睡もできなかったラジュは、休日を一人外で過ごしていた。

　昨日あんなことがあるまでは、彼女と一緒に過ごそうと思っていた休みの日だ。

　だが正直、今はティナーシャと顔を合わせて平静でいられる自信がない。結果として、彼は屋台の立ち並ぶ広場を不機嫌な顔で散策するという、生産性のない休日を送っていた。

　城都の広場は外周に露店が立ち並び、あちこちからの食欲を誘う香りが漂ってきている。食事目当ての人間も多く賑わっているが、彼ほど無愛想な顔をしている人間はいないかもしれない。それくらい、ラジュは昨晩の妻の発言が忘れられなかった。

「浮気はしてないです！」と主張した彼女だったが、その点は疑っていない。ティナーシャは結婚から半年が過ぎても彼にべったりだし、昼間は家事をしているか本を読んでいるかのどちらかだ。

　ならば彼女が呼んだ名は、かつて結婚していたもう一人の夫の名なのだろう。他にあんな風に彼女に触れた人間がいるとは思えない。

　過去のことは変えようがないのだし、責めても仕方がないとは思っているのだが、「九十年前のことをまだ忘れていないのか」という思いもある。ましてやそれが寝室で自分と間違えられたのだからなおさらだ。やり場のない怒りが頭痛を呼び起こしてラジュは顔を顰めた。

　彼は大きく息を吐き出すと、近くにあった石段に腰掛ける。

「──うらないを、しない？」

　聞き覚えのある声が背後からかけられたのは、そんな時のことだ。

　振り返ると、いつか城砦近くの街で出会った白い少女が、あの時と同じく花束を抱えて彼を見下ろしている。二段上から自分を見やる少女の名を、ラジュはしばらく考えた後に思い出した。

「えーと……カサンドラ、だっけ？」

「そう。あれ？　また会った？」

「また。ティナーシャの知り合いだよね」

　指摘をすると少女は目を丸くする。だが少女に見えるのは外見上のことだけであり、彼女も実際は百歳以上の人間なのだ。何だか途方もない気分を味わってラジュは嘆息した。

「俺のこと覚えてない？　君はあんまり昔のことは覚えてないのか」

「覚えていることも、覚えていないこともあるわ」

「なら、百年くらい前のことって覚えてる？」

　そう尋ねたのは、以前会った時ティナーシャのことを「百年ぶり」と言っていたからだ。もしかしてこの少女は、ティナーシャと前の夫のことを知っているのかもしれない。いささか自虐的な質問を口にしてから、ラジュは自分に呆れた。

　少女は少し考えて、問いに返す。

「百年……そう、あなたとティナーシャのことくらいなら、覚えてる」

「ん？」

　何だか会話におかしな点があった気がする。

　ラジュは大きく右に首を傾げた。見合わせた少女も同じように首を傾げる。

「俺のこと？」

「あなたのこと」

「百年前？」

「百年前」

　首を左に倒すと彼女も同じ方向に倒す。言動のことといい仕草といい、子供か鏡を相手にしているようでラジュは吹き出してしまった。

「俺、生まれてないよ。百年前とか」

　おそらく二年近く前に城砦近くの街で会ったことを、百年前と混同しているのだろう。苦笑する少年にカサンドラは不思議そうな顔になる。

「同じ、でしょう？　変質した王。あなたのこと」

「…………え？」

　何を言われているのかよく分からない。分からないのだが、「何か」を感じてラジュは笑うのをやめた。頭痛がひどくなってくる。彼はこめかみを押さえた。

「俺のことって……あれ？　俺のこと知ってる？　……名前とか」




　何故名前を聞いたのか。

　それは予感がしたからだ。──知っている、という予感が。




　カサンドラは腕の中の花束を抱き直す。白い花弁に目を落とす。

　そうして彼女はしばらく考えこむと、ラジュを見た。

「あなたはティナーシャに、オスカーと呼ばれてた」





※






　丸一日ティナーシャは悩んだが、どうやって謝ればいいのか結論は出なかった。

　出なかったのだから真剣に平謝りするしかないだろう。浴室で冷水を浴びていたティナーシャはがっくりとうなだれて寝台に戻る。

　──「彼」と「彼」は、同じで違う存在だ。

　同一人物を違う環境で育てたらどうなるのか、その見本のような差異がそこにはある。

　そして彼女は、どちらの彼も、相似も差異も含めて愛しているのだ。彼の隣にいられれば幸せで、そうでなくとも彼がこの世界で不自由なく過ごしてくれれば充分だ。

　自分でも制御がきかぬほどに彼に執着しているのは、きっと九十年間の喪失が大きく影響している。今の自分が少しおかしいとは分かっているのだが、どうにも制御がきかない。この傾倒は彼の存在によってゆっくりと癒していくしかないのかもしれなかった。

「まずは、ごめんなさい千回からですかね……」

　帰ってきてくれなかったらどうしよう、と思いつつ濡れたまま萎しおれていたティナーシャは、けれど寝室の扉が開いて夫が戻ってきたことにより飛び上がった。いつも通り飛びつこうとして、事の成り行きと自分が濡れていることを思い出す。

　ラジュは冷ややかな目で濡れ猫のような妻の全身を眺めた。

「……拭けば」

「あ、う。はい」

　謝ろうと思った矢先から別のことで怒られてしまった。

　ティナーシャは魔法を使って体から水気を取り、ついでに湿ってしまった寝台も乾かす。改めて寝台に座りなおすと、溜息混じりの少年が隣に座った。

「何でこんなに冷えてるの。何時間濡れたままぼけっとしてたの」

「いえ、水を浴びてまして……」

「風邪引くよ」

「す、すみません」

　ラジュの指がティナーシャの耳にかかる。全身冷え切っているせいか、その指先がとても熱く感じられた。普段は剣を持つ大きな手が、まだ濡れたままの髪を一房手繰り寄せる。

「で……昨日は俺を誰と間違えたの？」

「ごめんなさい！　ごめんなさい！　ごめんなさい！」

「いやそれはいいから……。前に結婚してた相手？」

「ごめんなさい！」

「まだ忘れられないの？」

「ごめんなさい！」

「俺の話聞いてる？」

「……ごめんなさい」

　忘れられないのか、と聞かれたら、「忘れられない」としか答えられないだろう。

　忘れることはできない。彼女が彼女で在る限り。

　彼を想う──それこそが時を渡っていく彼女の、永えい劫ごうに変わらぬ安息であるのだから。

「ラジュ……」

　ティナーシャはがっくりと首を垂れて沈黙する。

　何だか何を言っても彼の機嫌を損ねそうだ。どうすればいいのか正直分からない。もう剣を差し出して「お好きにどうぞ」と言ったほうがいいだろうか。

　そんなところまで思考が飛躍した時、彼女はふと伝わってくる温かさに顔を上げた。

　見ると隣に座る夫が黙々と彼女の髪を手に取り、指を滑らせている。──その指の触れた先から髪が乾いていくのを彼女は啞然として見やった。

　彼はその視線に気づくと不敵な微笑を見せる。

「反省したか？　次は気をつけとけ」

　間違えようのない瞳。その口調。

　ティナーシャは穴の空くほど夫を見つめる。

　普段硬質な少年らしい空気を纏っている彼は……いつのまにか大人の稚気を整った容姿の上に湛えていた。それが何を意味するのか悟って魔女は大きく口を開ける。

「オスカー！　何で!?　いつから？」

「昼間から。カサンドラに会ったぞ。相変わらずよく分からない女だな」

「私をからかったんですか!?　酷い！」

「あんまりにも凹んでて可愛かったからな」

　なじりながら飛びつくと鍛えられた腕が彼女を抱き寄せる。揺らぎようのない温ぬくもりにティナーシャは目を閉じた。髪を梳いていく指。耳に触れる唇。低い声が体の奥底にまで染みこむ。

「待たせたか？」

　その一言だけで、男は彼女を支配する。無自覚なままに彼女を手に入れる。

　おそらくそれは、ずっと変わらないのだろう。

　彼が忘れても、自分が忘れても、ティナーシャはそう断言できる。

　自分の全ては彼のものなのだと。




　魔女はそうして、王の元へ還る。

　束つかの間まの人の暮らしを経て、在るべき場所へと戻っていく。

　長い長い旅の終着点がどこにあるのか、まだ二人のどちらもが知らない。

　だがその旅路こそを幸福として、彼らは人知れず大陸を渡っていく。




　彼女は少しだけ顔を離すと、花のように笑った。顔を寄せ男の頰に口付ける。

「いいえ少しも？　──私の王」

　少しの意趣返しを込めて魔女が夫の耳をつねると、彼女を膝に抱くオスカーは喉を鳴らして、嬉しそうに笑ったのだった。
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